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はしがき

魚沼の三山（八海山・中ノ岳・駒ヶ岳）を仰ぎ、魚野川の瀬音を耳にして

育った日から八十年が過ぎようとしている。幼少時に聞いた里言葉は、生地

の自然や故旧と結び付いて懐かしく甦る。「好い天気」「冷たい水」「田圃」な

どの言葉は今でも「エエ天気」「ツベテェ水」「タッポ」などと発音してしま

う。身に染み付いた方言の根強さに驚嘆するばかりである。

魚沼と言えば、南魚沼・北魚沼・中魚沼の三郡を含んだが、越後では昔か

ら上州・信州・會津に隣接する僻遠の豪雪地として知られていた。此の書で

取り上げた語は主に南魚の山村で語られた方言・俗語の約５０００語である。

資料に恵まれず乏しい記憶に頼る心許ない作業であった。文字に縁遠かっ

た方言は浮動性が強く固定して記録するには勇気を要する語も多かった。

Ⅰ 音韻の部

発音の特徴を調べるためにカナ（音節文字）よりローマ字（単音文字）の

方が好都合な点もあって、「ローマ字」の利用を試みた。「アクセント」も「Ａ」
〇

のような形で記号化して見たが、ただ日本語のアクセントは音の振動数（高

低）で無く、振幅（強弱）に依るものであり、話者の感情で左右される事も

あって、曖昧な記録になって居る。

Ⅱ 自立語の部

農山村の日常生活を思い付く侭の項目に分類し、それぞれを品詞別・五十

音順に配列した。辞書としての活用より往時の「暮らし」を確かめるよすが

にと編集したものである。自立語ながら特殊な働きを持ち、意味上の分類に

馴染まない語（形式名詞・代動詞）なども混じって居る。

動詞・形容詞は語法的な「活用」「転成」にも触れたが、学校文法の十品詞

の一つ「形容動詞」は［広辞苑］に倣い設けない立場を採った。
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Ⅲ 付属語の部

単独で意味を持たないが、方言を特徴付ける「助動詞」「助詞」及び「接頭

語」「接尾語」などを採り上げた。その他に方言独特の語法なども僅かながら

触れて居る。

附録

具体的な文脈の中で使われた方言を識るための資料である。念仏や呪文の

意味は解せない所も多いが、童唄や昔話は曲節を伴って方言の想起には役立

った。
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母音について

【 母音の種類 】

〔a〕 〔i〕 〔u〕 〔e〕 〔o〕

「ア」 「イ」 「ウ」 「エ」 「オ」

※ 母音の表記には上記の他に次の様な記号もあり、方言にも利用でき

そうだが今回は触れない事にした。

〔Ａ〕 〔»〕 〔æ〕 〔°〕 〔¤〕 〔§〕 〔ü〕

※ 半母音として〔ｗ〕〔ｙ〕を加える事もある。

〔ｗ〕≒〔u〕 〔ｙ〕≒〔i〕

※〔ｎ〕「ン」は単独で音節を成すため母音に扱う説もある。ここでは

時に「母音」、時に「鼻子音」として扱った。

※ 方言で、母音の「変換」が目立つのは「舌面位置」や「開口の大小」

などが関係したものと思われる。

※ 三角形図で隣接する音の混同が目立つ。（［i］と［e］、 ［u］と［o］など。）

舌面位置 母音三角形図

i u

i u

e o e o

a a

〔共通語〕 〔魚沼方言〕



- 6 -

【 母音の変換 】

《Ａ》 → 《Ｏ》

［a］ → ［o］ 「ア」 → 「オ」

アラッ 大変！ → オラッ おごった！（感動詞）
０ ０

☆ ア段の音に「ウ」「フ」が付いてオ段の長音となる変換は

【母音の結合】（開音）を参照。

［ka］→［ko］ 「カ」 → 「コ」

川・河 → コお （河渡れ・コーッたれ）（河童・コーッパ）

小カい → ちッコえ（のッコえ）
こま

大カい → でッコえ
で

［ga］→［go］ 「ガ」 → 「ゴ」

蹲む → しゃゴむ（しゃゴなる）
しやが

長い → なーゴえ
なが

苦い → にゴえ
にが

茗荷 → ミョーゴ
みようが

［wa］→［wo］→［o］ 「ワ」 → 「ヲ」・「オ」

河 → カヲ（コオ・コー） 河童（コーッパ）
かわ か つ ぱ

川 → ガヲ（ゴオ・ゴー） 境 川（村名・サケゴー）
がわ さかい がわ

沢 → サヲ（ソオ・ソー） 茗荷沢（村名・ミョウゴソー）
さわ みようがさわ

沢 → ザヲ（ゾオ・ゾー） 五十沢（村名・エカゾー）
ざわ い か ざわ

《Ｉ》 → 《Ｕ》

［ti］→［tu］ 「チ」 → 「ツ」

粽 → ツまき
ちまき

塵 → ツり （魚沼より下越地方で目立つ。）
ちり
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［hi］→［hu］ 「ヒ」 → 「フ」

挽く → フく
ひ

久 → フさ
ひさ

額 → フてえ
ひたい

引ったくる → フったくる

［bi］→［bu］ 「ビ」 → 「ブ」

木通 → アケブ
あ け び

米櫃 → こめブつ
こめびつ

毘沙門 → ブしゃもん
びしやもん

［mi］→［mu］ 「ミ」 → 「ム」（ン）

三味線 → しゃムせん
しやみせん

《Ｉ》 → 《Ｅ》 ※ 語頭・語中・語尾いずれの「イ」も「エ」になる。

［i］→［e］ 「イ」 → 「エ」 （魚沼方言の際立つ特徴）

〔語頭の例〕名詞・動詞・副詞

慰安 → エあん

言う → エう（合音で「ヨー」となる）

家 → エえ

庵 → エおり
いおり

烏賊 → エか
い か ０

息 → エき
０

幾つ → エくつ

行く → エぐ

池 → エけ

意向 → エこう

諍い → エさけえ
いさか

石 → エし
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椅子 → エす

伊勢 → エせ

忙ぐ → エそぐ

鼬 → エタチ
いたち

苺 → エチゴ
いちご ０

何時 → エつ
い つ

凍 → エて
いて

糸 → エと
０

蝗 → エナゴ
いなご

古 → エにしえ
いにしえ

犬 → エん
いぬ

稲 → エネ
０

猪 → エノシシ
いのしし

位牌 → エはえ（エへぇ）

歪 → エぶつ
いびつ

異変 → エへん

疣 → エぼ
いぼ ０

今 → エま
０

意味 → エみ
０

忌む → エむ
い ０

遺命 → エめえ
い め い

芋 → エモ

嫌がる → エやがる

癒る → エえる
いえ

愈々 → エよエよ
いよいよ

苛立つ → エらだつ
い ら だ

入口 → エりぐち

居る → エる

容れ物 → エれもん

遺漏 → エろー
い ろ う

員 → エん
０
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〔語尾の例〕 形容詞

《色彩・明暗》

赤い → あけエ

明るい → あかりエ

暗い → くれエ

黒い → くろエ

《状態・形態》

浅い → あせエ

厚い → あつエ

薄い → おすエ

深い → ふけエ

太い → ふてエ

細い → ほせエ

《感覚》

暖かい → あったこエ

暑い → あっちゃエ

寒い → さぶエ

痛い → えてエ

痒い → かよエ

涼しい → すずしエ

《味覚》 ※ 「a」と「i 」の結合は「e」（後記）

甘い → あめエ

辛い → かれエ

酸っぱい → すっぺエ

苦い → にげエ
にが

《情緒》

嬉しい → おれしエ

苦しい → くるしエ
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切ない → せつねエ

情けない → なさけねエ

※ 「イ」が「エ」となるため、「話し言葉」では判別できない語も生じる。

家 → ええ（応答）
ええ

生き 行き 息 雪 → 駅 易 役
え え えき えき えき えき えき

苺 一期 一語 → 越後
えちご え ち ご え ち ご え ち ご

指 → 海老
えび え び

入り口 → 襟口
え くち えりくち

工員 → 公園 講演 高遠
こうえん こうえん こうえん こうえん

因 習 → 演 習 円周 遠州
えんしゅう えんしゅう えんしゅう えんしゅう

［ki］→［ke］ 「キ」 → 「ケ」

消える → ケえる (後述の「前母音消去」とも見られる。)

k i e ru → kē ru

［gi］→［ge］ 「ギ」 → 「ゲ」

魂消る → たまゲ る (後述の「前母音消去」とも見られる。)

ta ma g i e ru → ta ma ge ru

［ si］→［se］ 「シ」 → 「セ」

シ得る → セえる。 (後述の「前母音消去」とも見られる。)

s i e ru → sē ru

※ 可能動詞に関しては「Ⅱ 自立語・動詞」を参照。

［ni］→［ne］ 「ニ」 → 「ネ」

賑か → ネぎやか

虹 → ネじ

憎い → ネっくえ
０

人形 → ネんぎょう

人参 → ネンジン

銭 → ぜネ
ぜに ０
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［hi］→［he］ 「ヒ」 → 「ヘ」

蛭 → ヘル
ひる ０

昼前 → ヘえりめえ

品 → ヘん（品が悪い）
ひん

［bi］→［be］ 「ビ」 → 「ベ」

恵比寿 → えベす
え び す

黴 → かベ
かび

唇 → くちベろ
くちびる

［mi］→［me］ 「ミ」 → 「メ」

見える → メえる (後述の「前母音消去」とも見られる。)

m i e ru → mē ru

見つける → メっける

《Ｕ》 → 《Ｉ》

［su］→［si］ 「ス」 → 「シ」

為る → シる 方言では、「サ変」で無く「サ行上一段」に活用する。
す

木鋤 → くシき
こ す き

［nu］→［ni］ 「ヌ」 → 「ニ」

主 → ニし（君・お前）

［hu］→［hi］ 「フ」 → 「ヒ」

屋根葺き → やのヒき

［mu］→［mi］ 「ム」 → 「ミ」

虫 → ミし

毟る → ミしる
むし

莚 → ミしろ
むしろ
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［yu］→［yi・ye］ 「ユ」 → 「イ・エ」 (ユ・エ・ヨ は通韻)

行く → エぐ

［ru］→［ri］ 「ル」 → 「リ」

明るい → あかリえ

羨い → けなリえ
けなる

昼時 → ひーリどき （へぇーリどき）

悪い → わリえ

《Ｕ》 → 《Ｅ》 《Ｏ》

［u］→［e］ 「ウ」→「エ」

上の山 → エえの山

［u］→［e・o］ 「ウ」→「エ・オ」

動く → エごく → オごく

動かす → エごかす → オごかす

表 面 → エわっつら → オわっつら
うわつつら

［su］→［se］ 「ス」 → 「セ」 （前母音の消去とも見られる。）

末 → セえ s u e → sē

西瓜 → セえくゎ s u e ka → sē kwa

据え風呂 → セえふろ s u e bu ro → sē bu ro

雑炊 → ぞうセえ zo u s u e → zo u sē

［hu］→［he］ 「フ」 → 「ヘ」

睾丸 → ヘっくり
ふ ぐ り

［bu］→［be］ 「ブ」 → 「べ」

棄る → べしゃる （ぶちゃる → べちゃる）
ぶしや
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［yu］→［ye・yo］ 「ユ」→「エ・ヨ」（魚沼では「ユ」「エ」「ヨ」は通韻）

歩む → あエぶ → あヨぶ
あゆ

お粥 → おかエ → おかヨ
かゆ

痒い → かエえ → かヨえ
かゆ

結い付ける → エぇつける → ヨぇつける
ゆ

浴衣 → エかた → ヨかた
ゆ か た

雪 → エき → ヨき
ゆき

揺さぶる → エさぶる → ヨさぶる (「揺する」も同様)
ゆ

譲り物 → エずり物 → ヨずり物
ゆず

茹でる → エぜる → ヨぜる
ゆ

ゆっくり → エっくり → ヨっくり

湯取り → エとり(腰巻き)→ ヨとり
ゆ と

指 → エび → ヨび
ゆび

夢 → エめ → ヨめ
ゆめ

緩む → エるむ → ヨるむ
ゆる

《Ｕ》 → 《Ｏ》 ※ 語頭の「u」は全て「o」になると考えて良い。

［u］→ ［o］ 「ウ」 → 「オ」

植える → オえる

浮かぶ → オかぶ

受ける → オける

鶯 → オごえす

兎 → オさぎ

牛 → オし

後 → オしろ

臼 → オす
０

嘘 → オそ

歌 → オた

家 → オち
うち

内 → オち
うち
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迂闊 → オっかり
う か つ

腕 → オで

独活 → オど
う ど

鰻 → オなぎ
うなぎ

畝 → オね
うね

乳母 → オば
う ば ０

海 → オみ
０

膿 → オみ
うみ

産む → オむ

熟む → オむ
う ０

敬う → オやもう

裏 → オら

末 → オら
うれ

瓜 → オり
０

売る → オる

擬宝珠 → オるえ
う る い

嬉しい → オれしぇ

上役 → オわやく

運 → オん
０

［ku］→ ［ko］ 「ク」 → 「コ」

低い → ひコえ

［gu］→ ［go］ 「グ」 → 「ゴ」

茱萸 → ゴみ
ぐ み ０

雨具 → あまゴ

鶯 → おゴえす

蘞い → えゴえ
えぐ

天狗 → てんゴ

道具 → どうゴ

拭う → のゴう

年貢 → ねんゴ
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［su］→ ［so］ 「ス」 → 「ソ」

摺り鉢 → ソり鉢

飛白 → かソり
か す り

薬 → くソり

手摺 → てソり
て す り

［zu］→［zo］ 「ズ」 → 「ゾ」

根性なし → ゾくなし
ず く

葛の葉 → くゾっ葉
ぱ

［syu］→［syo］ 「シュ」 → 「ショ」

衆 → ショ （男ショ 女ショ 若えショ）
おつこ

祝儀 → ショーぎ （祝言 ショーげん）

修身 → ショーしん

舅 → ショーと

［jyu］→［jyo］ 「ジュ」 → 「ジョ」

数珠 → ジョーず

十能 → ジョーのう

家中 → おちジョー

鎮守 → ちんジョ

［tyū］→［tyō］ 「チュー」 → 「チョー」

中学 → チョーがく （中位 チョーぐれぇ）

忠義 → チョーぎ

注射 → チョーしゃ （注文）チョーもん）

仲人 → チョーにん

［nu］→［no］ 「ヌ」→「ノ」

縫う → ノう

糠 → ノか
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抜く → ノぐ

脱ぐ → ノぐ
０

拭う → ノごう

主 → ノし （江戸小咄でも「オノシ・貴方」が頻出する。）

盗人 → ノすっと

布子 → ノのこ
ぬ の こ

滑り → ノめり
ぬめ

塗る → ノる

温い → ノるえ

濡れる → ノれる

狸 → たノき

［mu］→［mo］ 「ム」 → 「モ」

聟 → モこ
０

狢 → モじな

結ぶ → モすぶ

娘 → モすめ

六つ → モっつ

南無 → なモ

［yu］→［yo］ 「ユ」 → 「ヨ」 ※ ［yu］［ye］［yo］は通韻

湯 → ヨ

雪 → ヨ（エ）き

揺する → ヨ（エ）さぶる

夕刻 → ヨーさり

濯ぐ → ヨ（エ）すぐ

譲る → ヨ（エ）ずる

油断 → ヨだん

夢 → ヨ（エ）め

百合 → ヨり

緩む → ヨ（エ）るむ

幽霊 → ヨーれえ
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鮎 → あヨ（エ）

粥 → かヨ（エ）

痒い → かヨ（エ）え

石油 → せきヨ （肝油 醤油 灯油 桐油）
よ よ よ よ

露 → つヨ

梅雨 → つヨ

［ru］→［ro］ 「ル」 → 「ロ」

留主 → ロす

親類 → しんロえ

野蒜 → のんびロ
の び る

《Ｕ》 → 《Ｎ》 ※「n」は単独で音節を成すため母音の一つとも見られる。

［u］→［n］ 「ウ」 → 「ン」

馬 → ンま

旨い → ンまぇ （ンめぇ）

海 → ンみ
０

膿 → ンみ

産む → ンむ

梅 → ンめ

埋める → ンめる

《Ｅ》 → 《Ｕ》

［be］→［bu］ 「ベ」 → 「ブ」

術 → すブ
すべ ０

《Ｅ》 → 《Ｏ》

［e］→［o］ 「エ」 → 「オ」

動く → オごく
えご
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［se］→［so］ 「セ」 → 「ソ」

所以 → ソえ
せ い

背負う → ソう（前母音の消去でもある。）se o u → so u

［ye］→［yo］ 「エ」 → 「ヨ」

エて（得手） → ヨて

つエ（杖） → つヨ（杖の棒・ツヨンボ）

《Ｏ》 → 《Ｕ》

［ko］→［ku］ 「コ」 → 「ク」

木鋤 → クしき
こ す き

今度コそ → 今度クそ

損ねる → そクねる
そこ

ちょっコら → ちょっクら

［so］→［su］ 「ソ」 → 「ス」

遊ぶ → あスぶ

剃刀 → かみスり
かみそり

密り → こっスり
こつそ

ソっけぇ → スっけぇ

ソんつれぇ → スんつれぇ

［to］→［tu］ 「ト」 → 「ツ」

男 → おツこ

佛 → ほツけ

［ho］→［hu］ 「ホ」 → 「フ」

蓬ける → フうける

鬼灯 → フうずけ
ほおずき

朴の木 → フうの木
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解す → フぐす
ほぐ

本当 → フんとう

［bo］→［bu］ 「ボ」 → 「ブ」

南瓜 → かブちゃ

藁帽子 → 藁ブうし

【 母音の結合 】

《ＡＩ》 → 《ＡＥ》 ・ 《Ｅ》
―

［a i］→［a e］・［ē］ 「アイ」→「アエ」・「エー」

挨拶 → エーさつ

合図 → エーず

愛想 → エーそ

開いた → エーた

彼奴 → エーつ

相手 → エーて

［ka i］→［ka e］・［kē］ 「カイ」→「ケェ」・「ケー」

貝 → ケェ

櫂 → ケェ

飼葉 → ケェば

赤い → あケェ

境 → さケェ

世界 → せケェ

高い → たケェ

［ga i］→［ga e］・［gē］ 「ガイ」→「ゲェ」・「ゲー」

死骸 → しゲェ

損害 → そんゲェ
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大概 → てえゲェ

苦い → にゲェ

［sa i］→［sa e］・［sē］ 「サイ」→「セェ」・「セー」

歳 → セェ

細工 → セェく

最後 → セェご

幸先 → セェさき

裁判 → セェばん

災難 → セェなん

財布 → セェふ

五月蠅 → おるセェ

［za i］→［za e］・［zē］ 「ザイ」→「ゼェ」・「ゼー」

在郷 → ゼェごう

材木 → ゼェもく

財産 → ゼェさん

自在 → じゼェ

東西 → とうゼェ

土左衛門 → どゼェもん

［ta i］→［ta e］・［tē］ 「タイ」→「テェ」・「テー」

鯛 → テェ

体裁 → テェせえ

大層 → テェそう

態度 → テェど

一体 → えっテェ

世帯 → しょテェ

［da i］→［da e］・［dē］ 「ダイ」→「デェ」・「デー」

台 → デェ

大工 → デェく
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大根 → デェこん

台所 → デェどこ

台無し → デェなし

代々 → デェデェ

内裏 → デェり

［na i］→［na e］・［nē］ 「ナイ」→「ネェ」・「ネー」

無い → ネェ

内緒 → ネェしょ

泣いた子 → ネェた子

家内 → かネェ

担い桶 → にネェおけ

［ha i］→［ha e］・［hē］ 「ハイ」→「ヘェ」・「ヘー」

肺 → ヘェ

灰 → ヘェ

排気 → ヘェき

廃棄 → ヘェき

俳句 → ヘェく

這出る → ヘェでる

入る → ヘェる

［ba i］→［ba e］・［bē］ 「バイ」→「ベェ」・「ベー」

倍 → ベェ

黴菌 → ベェきん
ばいきん

塩梅 → あんベェ
あんばい

商売 → しょうベェ

狭い → せベェ
せば

やばい → やベェ

［pa i］→［pa e］・［pē］ 「パイ」→「ペェ」・「ペー」

一杯 → えっペェ
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金牌 → きんペェ

失敗 → しっペェ

塩っぱい → しょっペェ

心配 → しんペェ

酸っぱい → すっペェ

［ma i］→［ma e］・［mē］ 「マイ」→「メェ」・「メー」

参る → メェる

毎日 → メェんち

一枚 → えちメェ

新米 → しんメェ

狭い → せメェ（せベェ）

薇 → ぜんメェ
ぜんまい

手前 → てメェ

［ya i］→［ya e］・［yē］ 「ヤイ」→「ヤェ」・「ェー」

焼いた → ェーた

早い → はェー

舫船 → もェー船
もやい

［ra i］→［ra e］・［rē］ 「ライ」→「レェ」・「レー」

来年（月） → レェねん（げつ）

辛い → かレェ

嫌い → きレェ

暗い → くレェ

狙い撃ち → ねレェうち

祓い → はレェ

笑い顔 → わレェがお

［wa i］→［wa e］・［wē］ 「ワイ」→「ワェ」・「ワェー」

猥褻 → ワェーせつ
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沸いた湯 → ワェーた湯

賄賂 → ワェーろ

祝い → えワェー

弱い → えワェー

可愛い → かワェー

怖い → こワェー

幸い → さえワェー

賑わい → にぎワェー

《ＡＵ》 → 《Ｏ》 開音 「ア段の音」に「ウ・フ」が付く場合、
―

オ列の長音になる。（「フ」は旧仮名遣い）

［a u］［a hu］→［ ō ］ 「アウ」「アフ」→「オー」

アウ（フ）→ オー 会ふ 和ふ 扇
あ あ あふぎ

カウ（フ）→ コー 行動 線香 交差
かうどう せんかう か う さ

ガウ（フ）→ ゴー 違う 豪気 強盗
たが が う き がうたう

サウ（フ）→ ソー 臭水 葬儀 草書
くさうづ さ う ぎ さうしよ

ザウ（フ）→ ゾー 雑炊 象牙 蔵書
ざふすい ざ う げ ざうしよ

タウ（フ）→ トー 薹 唄ふ 答ふ
たう うた こた

ダウ（フ）→ ドー 問答 本堂 道楽
もんだふ ほんだふ だうらく

ナウ（フ）→ ノー 叶ふ 綯ふ 納品
かな な なふひん

ハウ（フ）→ ホー 這ふ 方法 抛る
は はうはふ はふ

バウ（フ）→ ボー 庇ふ 坊主 防風
かば ば う ず ばうふう

パウ（フ）→ ポー 説法 尻っ方 鉄砲
せっぱふ げ ぱう てつぱう

マウ（フ）→ モー 弄ふ 相撲 盲目
かんま す ま ふ まうもく

ヤウ（フ）→ ヨー 拵ふ 陽気 洋行
こしゃ や う き やうかう

ラウ（フ）→ ロー 慾らふ 蝋燭 老人
あば らふそく らうじん

ワウ（フ）→ オー 祝ふ 王様 横 着
えわ わうさま わうちやく
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《ＯＵ》 → 《Ｏ》 合音① 「オ段の音」に「ウ」・「フ」が付く場合、
―

オ列の長音になる。

［o u］［o hu］→［ ō ］ 「オウ」「オフ」→ 「オー」

オウ（フ）→ オー 追ふ 背負ふ（振り仮名は旧仮名）
お せ お

コウ（フ）→ コー 乞ふ 時候
こ じ こ う

ゴウ（フ）→ ゴー 因業 億劫
いんごふ おくごう

ソウ（フ）→ ソー 添う 大層
そ たいそう

ゾウ（フ）→ ゾー 小僧 憎悪
こ ぞ う ぞ う お

トウ（フ）→ トー 豆腐 東部
と う ふ と う ぶ

ドウ（フ）→ ドー 胴乱 同士
どうらん ど う し

ノウ（フ）→ ノー 能 農耕
のう のうかう

ホウ（フ）→ ホー 法印 法事
ほふいん ほ ふ じ

ボウ（フ）→ ボー 棒 背負ふ
ぼう ぼ

ポウ（フ）→ ポー 年報 年俸
ねんぽう ねんぽう

モウ（フ）→ モー 思ふ 毛布
おも も う ふ

ヨウ（フ）→ ヨー 能う 容器
よ よ う き

ロウ（フ）→ ロー 燈籠 鐘 楼
とうろう しょうろう

ヲウ（フ）→ ヲー 苧績み 終ふ
を う を

《ＥＵ》 → 《ＹＯ》 合音② 「エ段の音」に「ウ」・「フ」が付く場合、
―

オ列の長音・拗長音になる。

［e u］［e hu］→［ yō ］ 「エウ」「エフ」→ 「ヨー」

エウ（フ）→ ヨー 五葉 面妖 （振り仮名は旧仮名）
ご え ふ めんえふ

ケウ（フ）→ キョー 今日 鉄橋
け ふ てっけう

ゲウ（フ）→ ギョー 事業 僥倖
じ げふ げうかう

セウ（フ）→ ショー 少年 請待
せうねん せうだい

ゼウ（フ）→ ジョー 泥鰌 饒舌
ど ぜ う ぜうぜつ

テウ（フ）→ チョー 調子 蝶蝶
て う し てふてふ

デウ（フ）→ ヂヨー 条目 畳
でうもく でふ
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ネウ（フ）→ ニョー 尿溜 之繞
ねうだめ しんねう

ヘウ（フ）→ ヒョー 瓢箪 漂流
へうたん へうりう

ベウ（フ）→ ビョー 育苗 素描
いくべう そ べ う

ペウ（フ）→ ピョー 十俵 干瓢
じっぺう かんぺう

メウ（フ）→ ミョー 茗荷 妙法
め う が めうばふ

レウ（フ）→ リョー 猟師 了解
れ ふ し れうかい

ヱウ（フ）→ ヨー 酔ふ 万葉
ゑ まんえふ

《ＩＯ》 → 《ＹＯ》 ※［yi o → yo］の前母音消去とも見られる。

［yi o → yo］ 「イオ」 →「ヨ」

魚釣り → ヨー釣り （yi o tu ri→ yo tu ri）
いお ＿

糸魚 → えとヨ （e to yi o ）
いお

鯉の魚 → こえのヨ → コエニョ (ko e no yo → ko e nyo)
いお

鮭の魚 → さけのヨ → サケニョ (sa ke no yo → sa ke nyo)
いお

蜂 魚 → はちヨ (ha ti yi o → ha ti yo)
はち いお

［ki o → kyo］

気を付けろ！ → キョつけろ！

［si o → syo］ 「シオ」 →「ショ」

塩辛い → ショ っかれぇ
しお

牛尾菜 → ショで
し お で

［ti o → tyo］ 「チオ」 →「チョ」

栃尾又 → とチョまた（村名）

［ni o → nyo］ 「ニオ」 →「ニョ」

ニオ → ニョ （稲・薪・藁の堆積、民俗語「鳰」）
えな ぼえ わら にお
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《ＵＩ》 → 《ＵＥ》 →《Ｅ》
―

［ru i］→［ru e］→［rē］ 「ルイ」 → 「ルエ」 →「レー」

軽い → かルエ → かレー

温い → のルエ → のレー

古い → ふルエ → ふレー

緩い → よルエ → よレー

悪い → わルエ → わレー

《ＯＩ》 → 《ＯＥ》 → 《Ｅ》
―

［ko i］→［ko e］→［kē］ 「コイ」→ 「コエ」・「ケー」

しゃっこい → しゃっコエ → しゃっケー

ちっこい → ちっコエ → ちっケー

でっこい → でっコエ → でっケー

のっこい → のっコエ → のっケー

はっこい → はっコエ → はっケー

ひっこい → ひっコエ → ひっケー

まるっこい → まるっコエ → まるっケー

みじっこい → みじっコエ → みじっケー

やっこい → やっコエ → やっケー

［go i］→［go e］→［gē］ 「ゴイ」→ 「ゴエ」・「ゲー」

凄い → すゴエ → すゲー
すご

苦い → にゴエ → にゲー
にご

［so i］→［so e］→［sē］ 「ソイ」→ 「ソエ」・「セー」

遅い → おソエ → おセー

細い → ほソエ → ほセー

［zo i］→［zo e］→［zē］ 「ゾイ」→ 「ゾエ」・「ゼー」

賢い → おゾエ → おゼー
おぞ
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見るぞイ → 見るゾエ → 見るゼー

［to i］→［to e］→［tē］ 「トイ」→ 「トエ」・「テー」

聡い → さトエ → さテー

太い → ふトエ → ふテー

［do i］→［do e］→［dē］ 「ドイ」→ 「ドエ」・「デー」

諄い → くドエ → くデー

酷い → ひドエ → ひデー

［yo i］→［yo e］→［yē］ 「ヨイ」→ 「ヨエ」・「エー」

痒い → かヨエ → かエー

強い → つヨエ → つエー

［ro i］→［ro e］→［rē］ 「ロイ」→ 「ロエ」・「レー」

黒い → くロエ → くレー

白い → しロエ → しレー

広い → ひロエ → ひレー

鈍い → のロエ → のレー

【 母音の消去 】

《 前母音消去 》 母音が重なると前の母音が消える。

［a o gu］→［ ō gu］

仰ぐ → オーグ （開音と同じ結果）

扇ぐ → オーグ （開音と同じ結果）

［a ze a ga ri］→［a za ga ri］

畔上がり → アザガリ
あ ぜ あ

［i si u su］→［e su su］

石臼 → エスス
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［i ti no e］→［e ti ne］

市之江 → エチネ （村名）

［ki e ru］→［kē ru］

消える → ケェル

［se o u］→［so u］

背負う → ソウ
せ お

［hi to mu ra o］→［hi to mu ro］

一村尾 → ヒトムロ （村名）

［mi e ru］→［mē ru］

見える → メェル

［yi o］→［yo］ ※［ＩＯ］→［ＹＯ］の結合と関連。

魚 → ヨ
いお

［to ha］→［to a］→［ta］ 「トハ」→「トァ」→「タ」

案じる事は → あちこトァ → あちこタ（係助詞「ハ→ア」は子音 h の消去）

［do ha］→［do a］→［da］ 「ドハ」→「ドァ」→「ダ」

今度は → こんドァ → こんダ （係助詞「ハ→ア」は子音 h の消去）

［na n zu ha］→［na n zu a］→［na n za］

なんずは → なんザ （…などは）（係助詞「ハ→ア」は子音 h の消去）

［no ha］→［no a］→［na］ 「ノハ」→「ノァ」→「ナ」

食うのは → くうノァ→ くうナ （係助詞「ハ→ア」は子音 h の消去）
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［re ha］→［re a］→［ra］ 「レハ」→「レァ」→「ラ」

あれは → あレァ → あラァ （係助詞「ハ→ア」は子音 h の消去）

俺は → おレァ → おラァ （係助詞「ハ→ア」は子音 h の消去）

其れは → そレァ → そラァ （係助詞「ハ→ア」は子音 h の消去）

《 単純消去 》

［n i］→［n］ 「ニ」→「ン」

死ニた → 死ンだ （動詞・撥音便）

銭・ぜニ → ぜン （名詞）

中日（ちゅうニち） → ちょーンち （名詞）

なニ ？ → なン ？ （名詞）（副詞）

舟ニ乗る → 舟ン乗る （格助詞）

水見ニ行く → 水見ンえぐ （格助詞）

［n u］→［n］ 「ヌ」→「ン」

犬 → えン （名詞）
いぬ

衣 → きン （名詞）
きぬ

［n o］→［n］ 「ノ」→「ン」

青物 → 青もン （名詞）

獣 → けだもン （名詞）

怠け者 → 怠けもン （名詞）

蟻の子 → アリンゴ （名詞）（格助詞）

竹の棒 → 竹ン棒 （名詞）（格助詞）

何処の子 → どごン子 （格助詞）

山の中 → 山ン中 （格助詞）
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子音について

【 子音の種類 】

清音 aiueo と結合 濁音 aiueo と結合 半濁音 aiueo と結合 拗音 a u o と結合

k （無声子音） g （有声子音） ky (kwa gwa)

s （無声子音） z （有声子音） sy zy

t （無声子音） d （有声子音） ty dy

h（無声子音） b （有声子音） hy by

n （有声子音） ny

m（有声子音） my

y（有声子音）

r （有声子音） ry

w（有声子音）

n〔ン〕（鼻子音） p （無声子音） py

※ 「有声・無声」は声帯振動の有無を表す。

※ y w を「半母音」と呼ぶ事もある。

※ n は単独で音節を成すため「母音」に扱う事もある。

【 子音の変換 】

《Ｋ》 →《Ｈ》

［ko］→［ho］ 「コ」→「ホ」

ココの衆！ → ホコ ン しょ！ （代名詞）

《Ｔ》 →《Ｎ》

［ta］→［na］ 「タ」→「ナ」

いタだく → えナだく （動詞・拝受する）
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《Ｄ》 →《Ｒ》

［da］→［ra］ 「ダ」→「ラ」

ダっくり → ラックリ （副詞・擬態語）

降りそうダ → 降りそうラ （助動詞・様態）

然う ダ！ → 然う ラ！ （助動詞・断定）
そ

［do］→［ro］ 「ド」→「ロ」

見るドも → 見るロも見えねぇ （接続助詞・逆接）
め

《Ｎ》 →《Ｄ》

［na］→［da］ 「ナ」→「ダ」

静かナラ聞こえる。→ 静かダラ聞こえる。（断定の助動詞・仮定）

雨ナラ止める。 → 雨ダラ止める。 （断定の助動詞・仮定）

他人の物ナラ、 → 他人の物ダラ、 （断定の助動詞・仮定）

《Ｈ》 →《Ｗ》 （語中・語尾の「ハ行」→「ワ行」） 共通語と同様

［ha］→［wa］ 「ハ」→「ワ」

草原 → クサワラ
はら

［hi］→［i］ 「ヒ」→「イ」

懸け樋 → カケイ （カケエ）
ひ

［hu］→［u］ 「フ」→「ウ」

屠る → ホウる
ほふ

［he］→［e］ 「ヘ」→「エ」

山へ → 山エ

［ho］→［o］ 「ホ」→「オ」

高千穂 → 高千オ
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《Ｍ》 →《Ｂ》 （語中・語尾の「マ行」→「バ行」）

［ma］→［ba］ 「マ」→「バ」

狭い → セバェ

苫 → トバ
とま

［mi］→［bi］ 「ミ」→「ビ」

気味 → キビ

寂しい → サビしえ

［mu］→［bu］ 「ム」→「ブ」

煙い → ケブエ

眠い → ネブェ

［me］→［be］ 「メ」→「ベ」

歩め → アエベ アヨベ

冷たい → ツベテェ

［mo］→［bo］ 「モ」→「ボ」

灯す → トボス

紐 → ヒボ

《Ｒ》 →《Ｄ》

［ra］→［da］ 「ラ」→「ダ」

楽（ラく）を為る → ダくを為る

埒（ラち）が開かん → ダちゃ あかん

［ro］→［do］ 「ロ」と「ド」

六三（ロクサン） → ドクサン

緑青（ロくしょう） → ドクショウ
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《Ｒ》 →《Ｎ》

［ra］→［na］ 「ラ」→「ナ」

霰（あラれ） → あナれ

【 子音の添加 】

《 n 音》

［a n o n］ → ［a n no n］

安穏（あんオん） → あんノん

［i n e n］ → ［i n ne n］

因縁（いんエん） → いんネん（方言では えんネん）

［o n a i］ → ［o n na i］

恩愛（おんアい） → おんナい（方言では「おんネエ」）

［kwa n o n］→ ［kwa n no n］

観音（くわんオん） → くわんノん

［ge n o u］→ ［ge n no u］

玄翁（げんオう） → げんノう

［si nyō］→ ［si n nyō］

辶（しにょう） → しンにょう

［si ri no a na］→ ［si ri no a n na］→ ［si n na n na］

尻の穴（しりのあな） → しんなンな （「リ」は「ン」）

［te n o u］ → ［te n no u］

天皇（てんオう） → てんノう

［ha n o u］ → ［ha n no u］

反応（はんオう） → はんノう

［ma n yo u］ → ［ma n nyo u］

万葉（まんヨう） → まんニョう
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《 促音 》

※ 促音 は、ローマ字表記の面からすれば［k］・［p］・［s］・［t］の

子音添加である。

（促音は発声の「一時中断」であり、［ツ］と言う「音声」では無い。）

［ ｋ + ｋ ］

呆然 幾許 迂闊 片栗 交換
あっきゃ えつくら おつかり かたっこ けえっこ

嘔吐 先刻 左様な 周章 酷似
げえっけ さつきな す っ け せっこう そっくら

安堵 小っこえ 頂上 徳利 憎え
だつくり ち てっこう とっくり にっく

温っこえ 根ッこ 乗っかる 小え 冷え
のる ね の のっこ はっこ

低え 豊頬 睾丸 凹む ぽっくり
ひつこ ふつくら へっくり へつこ

丸ッこえ 短ッこえ めっける もっくら 畚
まる みじ もつこ

柔え 緩慢 安堵 若っけぇ
やっこ よつくり らつくり

［ p + p ］

糞 水溺 杁 尾 合羽
あつぱ あっぷり えっぷり おつぽ か っ ぱ

河童 粗 暴 切符 葛葉 ゲップ
か っ ぱ がつぽーぎ き っ ぷ くぞっぱ

木端 牛蒡 三本 尻ッぺた 尻尾
こ っ ぱ ゴツポー さ っ ぽ し し っ ぽ

藁沓 切羽 外方 田圃 小っぽけ
す っ ぺ せ つ ぱ そ つ ぽ た つ ぽ ち

突っ撥ねる 天辺 嘘 鳶 特別
つ ぱ てっぺん でっぽ とっぴ とっぺつ

落し穴 菜葉 日本 濃醤 葉
ド ッ ポ な っ ぱ につぽん の っ ぺ はっぱ

婆 貧乏 蛇 頬ッぺた 味噌ッ歯
ばっぱ びっぽー へっぺ ほ み そ ぱ

矢張り 宵ッぴかり 昨夜 六本 輪
や つ ぱ よえ よっぺな ろ っ ぽ わっぱ

［ ｓ + ｓ ］

一切 えっそえ おっすら こっそら さっしゃる
えつさえ

どっさら のっそら ひっそら ほっそら みっしら

めっそら もっそら わっさもっさ

［ ｔ + ｔ ］

暖こえ 彼方 熱 ぇ 一番 聾
あつた あ っ ち あっちゃ え っ ち おっち

樏 汚 ぇ 満 腹 騒動 御馳走
かつちき きったね くっちえー ごつたく ごっつおう
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三進 下 洗濯 雪隠 其処
さ つ ち しった せったく せっちん そ つ ち

台無し 僅少 突ッ衝く 天 頂 七ッつ
だ っ て え ち っ と つ つ てっちょう なな

篤実 塗師 虚栄 痙攣 即刻
ねつつえ の つ ち はつたり ひつつり ぶつつけ

女陰 蛍 町屋 不格好 むっつら
べっちょ ほったる まつちや みったくねえ

勿体 漸く 緩慢 埒
もつてえ やつとこ よつたり らつち

《促音便》 キ・チ・リ・イ（ヒ）→ （ツ）〈動詞の連用形〉

行キた → 行ッた

立チた → 立ッた

切リた → 切ッた

笑イ（ヒ）た → 笑ッた

※ 「フ・ク・ツ・チ・キ」で終わる漢字（入声）は促音化する。（共通語と同様）

合体(t) 学校(k) 月給(k) 吉報(p) 敵機(k)
がつ がつ げつ きつ てつ

がフ がク げツ きチ てキ

《促音の特殊用法》

《複合語》 結合に用いられる「ツ」は格助詞「ノ」の意。（文語文法と同様）

男ッ子(k) 女ッ子(k) 崖ッ縁(p) 葛ッ葉(p)
おつこ こ こ がけ ぷち くぞ ぱ

木ッ端(p) 鶴ッ嘴(p) 菜ッ葉(p) 道ッ端(p)
こ ぱ つる ぱし な ぱ みち ぱた

《幼児語》 語の中間に「ッ」を挟んで音節を明瞭にさせる。

アッチ（他人）(t) コッコ（鶏）(k) シッコ（尿）(k)

ダッコ（抱擁）(k) トット（鳥）(t) ホッペ（頬）(p)

【 子音の消去 】

《 n 音の消去 》

［ka n be n］ → ［ka n be］

勘弁（かんべん） → かんベ
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［ka n ni n］ → ［ka n ni］

堪忍（かんにん） → かんニ

［ge n ka n］ → ［ge n ka］

玄関（げんかん） → げんカ（げんくゎ）

［sa n bo n］ → ［sa n bo］

三本（さんぼん） → さんボ（さっぽ）

［syo n be n］ → ［syo n be］

小便（しょうべん） → しょんベ

［tya n］ → ［tya］

ちゃん（接尾語・愛称）→ チャ

［ha n te n］ → ［ha n te］

袢纏（はんてん） → はんテ

《 その他の子音消去 》ｇ・ｈ・ｋ

［g a］→［a］ 「ガ」→「ア」（格助詞・連体修飾）

おら ガ 家だ。 → おら ア 家だ。
おち おち

［h a］→［a］ 「ハ」→「ア」（係助詞・区別 提示）

嫌と ハ 何事だ。 → 嫌と ア 何事だ。 → 嫌 タ 何事だ。
えや えや

今度 ハ 俺だ。 → 今度 ア 俺だ。 → こんダ 俺だ。

［k i］→［i］ 「キ」→「イ」（イ音便）〈動詞の連用形、k の消去〉

書キ た → 書イ（エ） た

咲キ た → 咲イ（エ）た

焚キ た → 焚イ（エ）た
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泣キ た → 泣イ（エ）た

吐キ た → 吐イ（エ）た

巻キ た → 巻イ（エ）た

焼キ た → 焼イ（エ）た

湧キ た → 湧イ（エ）た

※ 魚沼方言では「エ音便」とでも言うべきか。

［g i］→［i］ 「ギ」→「イ」（イ音便）〈動詞の連用形、g の消去〉

漕ギ た → 漕イ（エ）だ

騒ギ た → 騒イ（エ）だ

削ギ た → 削イ（エ）だ

研ギ た → 研イ（エ）だ

脱ギ た → 脱イ（エ）だ

剥ギ た → 剥イ（エ）だ

捥ギ た → 捥イ（エ）だ

［k u］→［u］ 「ク」→「ウ」（ウ音便）〈形容詞の連用形、k の消去〉

暑 ク なる → 暑 ウ なる

嬉しク なる → 嬉しウ なる

厳しク なる → 厳しウ なる

苦しク なる → 苦しウ なる

煙 ク なる → 煙 ウ なる

寂しク なる → 寂しウ なる

切なク なる → 切のウ なる

高 ク なる → 高 ウ なる

近 ク なる → 近 ウ なる

［r e］→［e］ 「レ」→「エ」〈受身の助動詞・連用形、r の消去〉

褒め らレる → 褒め らエる

殴ら レる → 殴ら エる
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【 撥音の多用 】 「ン・ｎ」

《幼児語》 撥音を加えてリズム感・親近感を持たせる。

アンボ（餅） アンヨ（足） ウンチ（糞）

オンモ（庭） オンブ（背負） カンコ（下駄）

コンコ（咳） タンタ（足袋） チンコ（指似）
ちんぽこ

ネンネ（睡眠） ポンポ（腹） マンコ (女陰)

マンマ（御飯） ミンミ（耳） メンメ（虫）

カン カン（缶ガラ） コン コン（咳） タン タン（足袋）

チン チン（指似） テン テン（頭） ヒン ヒン（馬）
ちんぽこ

《擬態》

ガラン ガラン ギラン ギラン グラン グラン

ゴロン ゴロン ザラン ザラン ジタン ジタン

ズタン ズタン ゾロン ゾロン ダラン ダラン

チラン チラン ツルン ツルン テラン テラン

トロン トロン ノラン ノラン フラン フラン

《擬音》

カタン カチン カツン

コツン コトン ストン

チン トン パン

ピン ポン リン

《他音からの変換》

「ニ」→「ン」 （名詞）（［ni］から［i］の母音消去と考えられる。）

兄（あニ）さ → あンさ

銭（ぜニ） → ぜン
０

何（なニ？） → なン？

「ニ」→「ン」 （格助詞）（［ni］から［i］の母音消去と考えられる。）

草刈りニ行く → 草刈りン行ぐ

手ニ取る → 手ン取る
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舟ニ乗る → 舟ン乗る

水見ニ廻る → 水見ン廻る

山ニなぁーれ → 山ンなぁーれ

「ニ」→「ン」 （動詞・撥音便）（［ni］から［i］の母音消去と考えられる。）
死ニ た → 死ンだ

「ヌ」→「ン」 （助動詞・打消）（［nu］から［u］の母音消去と考えられる。）

書かヌ → 書かン

喰わヌ → 喰わン

読まヌ → 読まン

「ノ」→「ン」 （格助詞・連体）（［no］から［o］の母音消去と考えられる。）

あノ衆 → あンしょ

蟻ノ子 → 蟻ン子

川ノ中 → 川ン中

此処ノ所 → ほこン所

そノ人 → そン人

手ノ毬 → 手ン毬
まる

目ノ玉 → 目ン玉

「ノ」→「ン」 （語の一部）（［no］から［o］の母音消去と考えられる。）

…物 → 着もン 食いもン 飲みもン 乗りもン

…者 → あふれもン 馬鹿もン 利巧もン

…です モノ！ → …だ モン！

「ビ」→「ン」 （動詞・撥音便）

転ビた → 転ンだ

叫ビた → 叫ンだ

飛ビた → 飛ンだ

並ビた → 並ンだ
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「ミ」→「ン」 （名詞の一部） （［mi］から［i］の母音消去とも考えられる。）

かミさま → かンさま（神様）

かミざし → かンざし（髪挿し・簪）

かミそり → かンそり（剃刀）

かミなり → かンなり（神鳴り・雷）

かミぶくろ → かンぶくろ（紙袋）

のミはき → のンばき（蚤掃き）

ひミぞ → ひンぞ（干溝・地名）

「ミ」→「ン」 （動詞・撥音便）（［mi］から［i］の母音消去とも考えられる。）

洟をかミた → 洟をかンだ
はな はな

歯に浸ミた → 歯に浸ンだ
しょ しょ

蛇を踏ミた → 蛇を踏ンだ
へっぺ へっぺ

舌を噛ミた → 舌を噛ンだ
べろ べろ

本を読ミた → 本を読ンだ

水を汲ミた → 水を汲ンだ

湯を飲ミた → 湯を飲ンだ

「ラ」→「ン」 （動詞・助動詞の一部）

判ラない → 判ンねぇ

眠ってはなラない。 → 眠っちゃなンねぇ

行かっしゃラない。 → 行がっしゃンねぇ

書きなさラない。 → 書きなさンねぇ

「リ」→「ン」 （ラ行・上一段動詞の一部）

降リる → 降ンる
お お

借リる → 借ンる

懲リる → 懲ンる
こ こ

足リる → 足ンる

「リ」→「ン」 （名詞・副詞の一部）
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しリの穴 → しンなんな

しリ拭い → しンのごえ

ガラリとした → がらンとした

ちらリちらリ → ちらンちらン

のらリくらリ → のらンくらン

ぶらリぶらリ → ぶらンぶらン

「ル」→「ン」 （「る」で終わる動詞の終止形が禁止の「な」に接続する場合）

上ル な → 上ンな
あが

居ル な → 居ンな
え

売ル な → 売ンな
お

折ル な → 折ンな（おしょんな）

苅ル な → 苅ンな

切ル な → 切ンな

来ル な → 来ンな

蹴ル な → 蹴ンな

凝ル な → 凝ンな
こ

去ル な → 去ンな

為ル な → 為ンな
し

競ル な → 競ンな
せ

反ル な → 反ンな
そ

「ル」→「ン」 （用言の語尾「ル」が助動詞「べえ」「めえ」に接続する場合）

有 ル べえ・めえ → 有 ンべえ・めえ

高かル べえ・めえ → 高かンべえ・めえ

無かル べえ・めえ → 無かンべえ・めえ

憎かル べえ・めえ → 憎かンべえ・めえ

愛かル べえ・めえ → 愛かンべえ・めえ
めご めご

安かル べえ・めえ → 安かンべえ・めえ

良かル べえ・めえ → 良かンべえ・めえ

悪かル べえ・めえ → 悪かンべえ・めえ



- 42 -

「レ」→「ン」 （ラ行下一段動詞・語尾「れ」の変換）

売レ ない → 売ンねぇ （未然形）

枯レ た → 枯ンた （連用形）

切レル → 切ンル （終止形）

暮レル 時 → 暮ンル 時 （連体形）

擦レレ ば → 擦ンレ ば （仮定形）

反レロ・レレ！→ 反ンレ！ （命令形）

「レ」→「ン」 （受身・可能の助動詞「れる」「られる」の変換）

泣か レない → 泣かンねぇ （未然形）

煮ら レた → 煮らンた （連用形）

抜か レル → 抜かンル （終止形）
の

寝ら レル夜 → 寝らンル夜 （連体形）

伸さ レレ ば → 伸さンレ ば（仮定形）

運ばレロ・レレ！ → 運ばンレ！ （命令形）

※ （Ⅲ部 助動詞参照）

居 ラレない → 居ランねぇ （未然形）

射 ラレた → 射ランた （連用形）

起き ラレル → 起きランル （終止形）

着 ラレル服 → 着ランル服 （連体形）

煮 ラレレば → 煮ランレば （仮定形）

見 ラレレ！ → 見ランレ！ （命令形）

※ （Ⅲ部 助動詞参照）

【 濁音の多用 】 無声子音 → 有声子音

《 単純変化 》

［ｋ］ → ［ｇ］

蛙（カエル） → ゲ ェル

蟹（カニ） → ガ ニ
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行く（エク） → え グ
い

何処（ドコ） → ど ゴ ？

［ｔ］ → ［ｄ］

時（トキ） → ド キ

所（トコ） → ド ご

蜻蛉（トンボ）→ ド ンボ

《 連濁現象 》

「複合語」

有り難え 板張 入り口
がて えたばり え ぐち

後楯 紙細工 貝殻
おしろだて かみざ え く けえがら

恋心 猿知恵 下書
こえごころ さる ぢ え したがき

「ン」音の次。

雁木 軍配 元服
が ん ぎ ぐんばい げんぶく

根性 心中 誕生
こんじよう しんぢゆう たんじよう

難行 人間 変化
なんぎよう にんげん へん げ

「ウ」音の次。

生死 招待 僧正
しよう じ しようだえ そうじよう

通分 東西 容態
つうぶん とうざえ ようだえ

「畳語」

兼々 衣々 黒々
かねがね きぬぎぬ くろぐろ

懲り懲り 様々 沁々
こ ご さまざま しみじみ

夫々 絶々 千々
それぞれ たえだえ ち ぢ

常々 所 々 取々
つねづね ところどころ とりどり

早々 日々 深々
はやばや ひ び ふかぶか

方々
ほうぼう
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【 濁音の清音化 】 ※ 濁音の前の撥音「ン」が促音「ツ」に変わる。

［ｇ］ → ［ｋ］ 「ガ」行→「カ」行

あン ゲェ の事 → アッ ケェ の事

こン ゲェ の事 → コッ ケェ の事

そン ゲェ の事 → ソッ ケェ の事

どン ゲェ の事 → どッ ケェ の事

［ｄ］ → ［ｔ］ 「ダ」行→「タ」行

褌・フンドシ → フッ トシ

嫌なこ ン ダ → 嫌なコッ タ（断定・助動詞）
や や

【 濁音の半濁音化 】 ※ 濁音の前の撥音「ン」が促音「ツ」に変わる。

［ｂ］ → ［ｐ］ 「バ」行→「パ」行

ばんバ（婆） → ばっパ

とんビ（鳶） → トッピ

沢んブち（淵） → さわっプち

しょんベん（小便）→ しょっペん

たんボ（田圃） → たっポ

【 半濁音の濁音化 】

［ｐ］ → ［ｂ］ 「パ」行 → 「バ」行

スカンポ（虎杖） → スッカン ボ

チン ポ（陰茎） → チョン ボ
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【 拗音の多用 】

《拗音の種類》

清 音 濁 音 半 濁 音

キャ キュ キョ ギャ ギュ ギョ

シャ シュ ショ ジャ ジュ ジョ

チャ チュ チョ （ヂャ ヂュ ヂョ）

ニャ ニュ ニョ

ヒャ ヒュ ヒョ ビャ ビュ ビョ ピャ ピュ ピョ

ミャ ミュ ミョ

リャ リュ リョ

クヮ グヮ 方言音

クェ グェ 方言音

《名詞》 ※ 用例は一部。

兄やん → あんニャ （ｎ音の添加）

会議 → クヮエ議・クェエ議

外国 → グヮエ国・グェエ国

患者 → クヮン者

頑固 → グヮン固

左官 → シャグヮん

三味線 → シャ味線

母 → チャチャ

鳰 → ニョ

《動詞》 ※ 用例は一部。

咥える → クェる

擽る → コチョばす

背負う → ショう（そう）
せ お

捨てる → ブチャる ベシャる
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《形容詞》 ※ 用例は一部。

暑い → あっチャぇ

汚い → きチャねぇ

小さい → ちっチャぇ

冷たい → シャっこえ

《副詞》 ※ 用例は一部。

ごタ ごタ → ごチャ ごチャ

めタ くタ → めチャ くチャ

《語の結合に依る拗音化》

☆ 「名詞」の一部と係助詞「ハ」。

あレ ハ → あ リャァ （名詞の一部＋ハ）

こレ ハ → こ リャァ （名詞の一部＋ハ）

そレ ハ → そ リャァ （名詞の一部＋ハ）

どレ ハ → ど リャァ （名詞の一部＋ハ）

果テ ハ → は チャァ（接続詞）（名詞の一部＋ハ）

道(みチ) ハ → み チャァ （名詞の一部＋ハ）

☆ 「動詞」の連用形語尾と係助詞「ハ」。

書キ ハ しねぇ。 → 書 キャァ しねぇ。 （カ五）

刺シ ハ しねぇ。 → 刺 シャァ しねぇ。 （サ五）

立チ ハ しねぇ。 → 立 チャァ しねぇ。 （タ五）

死二 ハ しねぇ。 → 死 二ャァ しねぇ。 （ナ五）

吐キ ハ しねぇ。 → 吐 キャァ しねぇ。 （ハ五）

蒔キ ハ しねぇ。 → 蒔 キャァ しねぇ。 （マ五）

焼キ ハ しねぇ。 → 焼 キャァ しねぇ。 （ヤ五）

割レ ハ しねぇ。 → 割 リャァ しねぇ。 （ラ五）

☆ 「動詞」の仮定形語尾と接続助詞「バ」。

書ケ バ、 → 書 キャァ 判る。 （カ五）
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来レ バ、 → 来 リャァ、 （カ変）
く く

探セ バ → 探 シャァ めっかる。（サ五）

為レ バ、 → 為 リャァ、 （サ変）
し し

☆ 「形容詞」の仮定形語尾と接続助詞「バ」。

無けレ バ、 → 無け リャァ、 （形容詞）

苦けレ バ、 → 苦け リャァ、 （形容詞）
にご にご

☆ 「助動詞」の仮定形語尾と接続助詞「バ」。

子供なラ バ、 → 子供な リャァ、 （助動詞）

静かなラ バ、 → 静かな リャァ、 （助動詞）

為 ネ バ、 → 為 ニャァ、 （助動詞）
せ せ

☆ 「助詞」と係助詞「ハ」。

書い テ ハ 消す。 → 書ぇ チャァ 消す。 （接続助詞テ＋ハ）

聞い テ ハ 泣く。 → 聞ぇ チャァ 泣く。 （接続助詞テ＋ハ）

見 テ ハ 笑う。 → 見 チャァ 笑う。 （接続助詞テ＋ハ）

揉ん デ ハ 解す。 → 揉ん ジャァ 解す。 （接続助詞テ＋ハ）

地獄 デ ハ 閻魔。 → 地獄 ジャァ 閻魔。 （格助詞デ＋ハ）

お前 ニ ハ 無理だ。→ お前 ニャァ 無理だ。（格助詞ニ＋ハ）

お盆 ニ ハ 踊る。 → お盆 ニャァ 踊る。 （格助詞ニ＋ハ）

☆ 格助詞「ト」と動詞「イウ」。

お前 ト イウ 奴は、→ お前 チュウ 奴は、
めえ

《感動詞》

あれっ！ → アリャ！ アッキャサ！

否！ → ンニャ！

然うだトモ！ → ホウッチャレ！

では 又！ → ハチャ マ！
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《 参考 》 北国の方言 宮沢賢治『春と修羅』より

…… 岩手県・花巻地方 …… …… 新潟県・魚沼地方 ……

〈あめゆじゅ とてちてけんじゃ。〉 〈エキ雨 取って来てくらっしゃれ。〉

〈おらあ おらで しとりで えぐも。〉 〈おらあ おらで 独りで逝えぐぜえノ。〉

〈うまれでくるたて こんどは こたに 〈生まれて来るだって こんだぁ こっけに

わりゃのごとばかりで くるしまなぁよに おらんごとばっかで苦しまねえよーに

うまれでくる。〉 生まれて来る。〉

〈あぁいぃ。さっぱりした。まるで林の 〈あぁえぇ。さっぱりした。まるで林の

ながさ 来たよだ。〉 中へでも来たよーだ。〉

〈おらぁ おかないふうしてらべ。〉 〈おらぁ 怖 ねぇ容貌してるがんだろ？〉
おつか ふ り

〈うんにゃ ずいぶん立派だじゃい、 〈んーにゃ えっそえ めごげだざぇ、

きょうは ほんとに立派だじゃい。〉 きょうは ふんとに めごげだざぇ。〉

〈それでも からだ くさえがべ？〉 〈そりでも からだぁ 臭ぇがんだろ？〉

〈うんにゃ いっこう。〉 〈んーにゃ ちっとも。〉

〈おらぁ ど死んでもいいはんて、あの 〈おらぁ くたばっても ええすけぇで、あン

林のながさ行ぐだい。うごいで 熱は 林ン中へ行ぐんだぁ。動えて 熱は
えご

高くなっても、あの林のながでだら、 高くなっても、あン林ン中でだら、

ほんとに死んでも いいはんて。〉 ふんとに死んでも ええすけぇで。〉
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名詞
※ 名詞は、固有・普通・抽象・物質・時間・場所・数量などにも分類

されるが、方言語法では特に関係がない。

【 人間関係 】

アッチ サ 他人様。他所様。（サ は接尾語「さん」）
０

アネ サ 姉様、新婦。（サ は接尾語「さん」）
０

アバ サ 叔母さん。（サ は接尾語「さん」）
０

アン サ 兄様。（サ は接尾語「さん」）

アンニ ャ 兄やん。（ン の添加）（ヤ は接尾語「やん」）
０

アンネ 姉。（ン の添加）

オカッ ツァマ 中年の既婚婦人。（ツァマ は接尾語「さま」）
０

オジ 弟・次男以下を指す。
０

オジ ゴッポウ オジ牛蒡。［複合語］（弟の蔑称）
０

オッ カ おっ母。（オ は接頭語）

オッ サ 弟様。（サ は接尾語「さん」）
０

オッ チャ 弟さん。（チャ は接尾語「ちゃん」）
０

オ トー お父 。（オ は接頭語）
とう

オト ッコ 末っ子。
０

オ トッ ツァ お父様。（オ は接頭語）（ツァ は接尾語「さま」）
とう

オトミ ッコ 上の子が乳離れしない内に生まれた子。（年子）

オバ 妹・次女以下を指す。（おもに次女。）
０

オ メエ 御前、本家。

ガキ 子供の蔑称。（餓鬼）

カッカァ 母。（嬶とは別、子供が母を呼ぶ時の称。）

ジ サ 爺さん。（サ は接尾語だが敬意は無い。）
０

ジジ 爺。 ジィ ジージゴ ジンジ
０

ショート 姑、舅。（「しゅ」は「ショ」と発音される。）

シン タク 分家。（新宅）

シン ロエ 親類。（「るい」は「ロエ」と発音される。）

チャ チャ 母。（接尾語「ちゃん ちゃん」の短縮形。）
０
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ツァ ツァ 父。（接尾語「ツァマ ツァマ」の短縮形。）

ツァマ 父。（接尾語「ツァマ・様」から転成。）
０

トシゴ 一歳違いの兄弟。
０

トト 父。
０

ネェ 姉。
０

ネェ ヤ 姉。（ヤ は接尾語「やん」）
０

ネンネ 姉。（世間ずれしていない女性）
０

バァ 婆。（親近感を含む。）

バ サ 婆様。（敬意は消滅して不快感。「鬼バサ」）
０

バッパ 婆。（親近感を含む。）

ババ 婆。（不快感・「鬼婆」、 巨大感・「婆カジッカ」）
０

バンバ 婆。（親近感を含む。）

ヒトラ モン 独身者。［複合語］ （「リ」→「ラ」）

ボボ ッコ 少女。（世間知らずの純情娘）

ミ オチ 身内。（「ウ」→「オ」）

メン 娘・姫。（軽い敬意を含む。）
０

モコ 婿。（「ム」→「モ」）

モスメ 娘。（「ム」→「モ」）

ヤ オチ 家内、家族。（「ウ」→「オ」）
０

ヤゴメ 寡夫、寡婦。

ヤシャゴ 曾孫より更に一代下。
ひこ

ヨ モタ ズ 独身者。［複合語］（「ヨ」は「男女間」の意。）

【 人性 】

アフレ モン 暴れ者。

アマサレ モン 卑猥な事を好む者。（「余され」の意か？）

アマ ン ジャク 反抗的な拗ね者。天邪鬼。

エェソ ナシ 愛想無し。（a i→ e）
＿

エジ クサレ 意地悪、腐った根性。

エジク ナシ 意地悪、弱い者苛め。

エジクレ モン ひねくれ者。
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エジケ モン 拗ね者。

エッチョウ メェ 一人前。成人並み。

エワッ クソ 弱虫。（クソ は接尾語）
０

エンゴウ モン 因業者、融通のきかない者。

オオ マクレェ 大めし食らい、大食漢。

オキョウ ヅキ 調子に乗って騒ぎ立てる者。

オス コキ 嘘つき。デッポコキ・ドスコキ（コキは「…する者」）

オンナッ タレ 女性に甘える男性。（タレ は「…する者」）

ガシン 我辛・辛抱強い性格。ガシン タレ
０ ０

カタッ パリ 意地っ張り。

ガッポー ギ 手荒な乱暴者。（ギ は気性）

キエ タ フウ 生意気、偉ぶり。［複合語］（聞いた風）

キモ ヤキ 肝焼き。腹立ちやすい人。

キリ ナシ 欲求の際限なし。

キンマ 神経質で怒りっぽい性質。キンマッ カス

クエッ タレ 食いしん坊。（タレ は「…する者」）

ケチッ ポ 吝嗇家。（ポ は坊）

ゴウッ タレ 厚かましい人。（タレ は「……する者」）

ゴウツク バリ 強情張り。（バリ は「……する者」）

コスッ タレ 狡猾者。（タレ は「……する者」）

コッチョウ ワル 根性悪。（「…… ヨシ」と対）

コッペツ 生意気。（主に若年者）

コマ シャクレ 出しゃばり。（主に年少者の態度）（コマ は接頭語）

サベッ チョウ お喋り。

ジギ ナシ 辞儀なし、遠慮なし、不作法。

ジクネ モン 剽軽者。

シッタカ ブリ 智者振り。（ブリ は「…らしく振る舞う者」）

シャレ コキ オシャレ好き。（コキは「……する者」）

ショーシ ガリ 恥ずかしがり。（ガリは接尾語、「…する者」）

ショーッ タレ 不潔者。（タレ は「……する者」）

ショード ナシ 同じ過ちを繰り返す困り者。

ジョッペェ 出しゃばり。
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シリ ヤケ 尻灼け、飽きっぽい性質。

シンケ ヤミ 心配性、神経病み。

ズルケ モン 怠け者。

ゼェゴウ モン 在郷者、田舎者。

セッコウ カキ せっかち。（カキは「…する者」）

ゾク ナシ 根性なし、臆病者。 ドク ナシ

ソッケ ナシ 不愛想な人。

タケッ チョウ 腹立ちやすい性質。（タケ は「猛」か？）

ダテ コキ 伊達者、オシャレ。（コキ は「…する者」）

デッポ コキ 嘘つき。オス コキ ドス コキ
０

テメェ ガッテ 自分勝手。

ナガ ッチリ 長居をする遠慮無し。（便秘からの派生）

ナキッ タレ 泣き虫、泣き上戸。（タレ は「…する者」）

ノメシ コキ 怠け者。（コキ は「……する者」）

ハツ メエ 発明、利発、悧巧者。

ヒト モジリ 人見知り。

フウ ノケ 腑抜け。

ブキッ チョ 不器用。
０

フラ ヤロー 風来坊、馬鹿者。

ヘン ナシ 変人、変わり者。（「気品無し」か？）

マメ 実直、誠実。

メェスッ タレ おべっか野郎。（タレ は「…する者」）

モウグレ 耄碌（モウロク）。ずぼら人間。

モウゾッ カキ 妄想狂。（カキ は「……する者」）

ヤクザ モン 役立たず、体力の衰退者。

ヤッケェ モン 厄介者、邪魔者。

ヤシン ボ 欲しがり屋。（ボ は「坊」）

ヨーズッ パリ 夜更かし癖の者。

ヨッ カキ 欲張り、欲深。（カキ は「……する者」）

ロクデ ナシ 碌で無し、役立たず。
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【 人体・生理 】

アクド 踵（カカト）。
０

アッパ 大便、糞。

アメ アタマ 禿げ頭。 「アメ る」は「禿げる」

アンヨ 足、歩行。（幼児語）
０

エバリ 夜尿、寝小便。（「ヨーバリ」とも言う。）

エビ 指。ヨビ（「エ」「ユ」「ヨ」は通韻。）

オダ 肌。

オデ 腕。（語頭の「ウ」は「オ」になる。）オデメェ

オチ マタ 内股。（語頭の「ウ」は「オ」になる。）

オネ 胸。（ム → オ）

オネ ェタ 胸板。（ム → オ）

クソ ッカワ 皮膚の薄皮。（クソ は接頭語）

クチ ベロ 唇。

クビ ッタマ 首。クビン タマ

クルミ 踝。（クルブシ）

ケツ 尻。シッ ケツ シッ ペタ

コマ ブテェ こめかみ。（「フテェ」は額のこと）

コムラ 脹ら脛。
０

サカリ 発情期。働き盛り。壮年。

サネ 陰核、女陰。
０

シッ ケツ 尻穴、臀部。

シッコ 小便。（幼児語）
０

シッ ペタ 尻の膨らみ・臀部。（「ペタ」は接尾語）

シト 尿。

ション ベ 小便、尿。

シリゴ 肛門。
０

シン ナン ナ 肛門。（si ri no a na → si n na ［n］ na）

セ 息、呼吸。（「セ」が切れる。→ 息遣いが激しい。）

チョンボ 男性器。チョンボッコ チョンチョ

ツバキ 唾、唾液。

ツラ 顔、面。
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デブッ チョ 太った体、肥満体。（チョ は接尾語。）

ドウシン アタマ 坊主頭、道心頭。［複合語］

ドウ バナ 青洟。（ド は罵倒の意を持つ接頭語か？）

ドッピン ダマ 睾丸。［複合語］（土瓶状のキンタマ）

ドテ ッパラ 土手っ腹、中央腹部。（ドテ は接頭語）

ナド 涙。
０

ノド ダンゴ のど仏。

ノド ベロ 懸壅垂。

ハチ ブテェ 鉢額。（おでこの突出した形）

ハッ クソ 歯垢。

バリ 小便、尿。
０

ビーノジ 小児の陰茎。（カワニナ から連想）

ヒカリ ゴエ 小児や女性特有の甲高い声。

ヒザッ カブ 膝小僧。

ヒッ カガミ 膝小僧の裏側の凹み。

ヒラ アシ 足の甲。

フトッ チョ デブ。（チョ は様態の接尾語） フトッポ

フテェッ クボ 額。フテェッコブ フテェッツラ

フル マラ 素っ裸、全裸。（摩羅を振る状態。）

ヘックリ 睾丸、ふぐり。

ベッチョ 女性器。ヘヘ ベベ ボボ （江戸小咄にも登場。）

ベッツォ 泣き出しそうな顔。（ベソを掻く）

ヘノコ 成人男子の性器。 （江戸小咄にも登場。）

ベロ 舌。
０

ホゾ 臍。

ホソッ チョ 痩せっポ。（チョ は様態の接尾語） ホソッポ

ホッ ペタ 頬。ホッペ （ペタ は接尾語）

ボンノ クボ 首後部の凹み。

ポンポ 腹。（幼児語）

マキメ つむじ。

マミヤ 眉毛。

マメ 達者、健康。
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マラ 摩羅。（男根、共通語）

マンジョ 女性器。マンジョッコ（少女）

ミンミ 耳。（撥音の添加、タンタ・ポンポ・マンマの類）

ムコウッ ツネ 脛の前側。 （ス → ツ）

メンダク ダマ 目玉。

モモッ タマ 太股。
０

ヨーズ 涎。

ヨー バリ 夜尿、寝小便。

【 病気・傷害 】

アエマチ 過失、怪我（アヤマチ・ケガ）。

アカ ガリ 皹。（ヒビ・アカギレ）

アカ ミドコ 創傷の内部。（「ミドコ」は中身）

アッチャ マケ 日射病、熱射病。

アッパッ タレ 下痢。（タレ は「垂れ」）

エキ ヤケ 凍傷、霜焼け。

エボ 疣（イボ）。
０

エモ 痘瘡。

オッチ 聾唖。

オネ ヤケ 胸焼け。胃酸過多。

オミ 膿。

オルシッ カセ 漆かぶれ。（ウ は オ）

カタ ギッチョ 利き手が左右反対。（片利き手？）

カ ノ クチ 蚊に食われた痕。（オデキ）

カマ エタチ 突如の裂傷。（越後七不思議の一つ。）（鎌鼬？）
０

ガメ 赤く爛れたオデキの痕。
０

カラス 痙攣。（カラスが入る。）
へぇ

カン 幼児の病気、疳。（情緒不安定）

ギッチョ 片利き。（ヒダリッコギ）
０

キツネ ツキ 常軌を逸した行動。（狐憑き・奇行）

キンクヮ 老人性難聴。
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クサ 蚊に食われた痕のオデキ。

ゲェッケ 嘔吐。 ゲェロ
０

シッ カタマリ 糞詰まり。尻固まり・便秘。
０

シラ クモ 白癬、疥癬。

シンケ 精神異常。 シンケ ヤミ（神経衰弱）

ソッ パ 反った歯、出っ歯。

セ ボンコ 背むし。（ボンコ は凸状の事。）

チサ ゴ 小人。
０

デキ モン オデキ。

テッカ カキ 癲癇持ち。

テッ パグシ 手外し、不注意の誤った動作。

テ モズレェ 痙攣などの「手煩い」。

トリ メ 夜盲症。

ナガッ チリ 便秘症。長い用便。

ナンギ 病気。（難儀 とは別意）

ネブツ 膿を持つ腫れ物。
０

ビービ ッタレ 下痢。（タレ は「垂れ」）

ヒカッ チョ 斜視。（「チョ」 は接尾語）
０

ビッコ 片チンバ。
０

ヒッ ツリ 火傷痕。（引き吊り）

ブキッ チョ 不器用。（「チョ」 は接尾語）

ブスッコ 打撲などで生ずる青紫の傷色。

フスベ 黒子（ホクロ）。

ブチホウ 過失、怪我。（「不調法」が元か？）

ママ ナキ どもり。

マメ 水腫または血マメ。

ミソッ パ 子供の虫歯。

ミーミン ダレ 耳漏。（ダレ は「垂れ」）

ムシッ タカリ 回虫の所有者。（タカリは「集まり」「発生」）

ムシ ヤメ 腹痛。

メ クサレ 眼病。（目腐れ）

メッ パス 麦粒腫。（モノモレェ）
０
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モギレ 腹が捻れる様な痛み。

モックシ あばた。
０

ヤケッ パタ 火傷。ヤケ ッツリ。

【 衣服 】

アテ ンコ 前掛け、涎掛け。

エ トリ 湯取り、女性の腰巻き。ヨ モジ （女房言葉）

オダ ノギ 肌脱ぎ。（ヌグ → ノグ）

カクシ ポケット。（「隠す」の連用形・転成名詞）

キ モン 着物。（「ノ」は多く「ン」、noから oの消去）

キン ツリ 水泳時の少年用褌。（「キンタマ 吊り」）

ザト ギ 座頭衣？（腰周りが袋状で山菜採りに使用）。

サル マタ 猿股、西洋褌。少年用パンツ。

サン ジャク 普段着の帯。 サッチャク

サン パク 山袴、モンペの一種。

シコウ 支度・身なり・服装・格好。

シッ パショエ 尻端折り。（幼児・老人の裾をまくった着衣）
０

シメシ お襁褓（オムツ）。

ソデ ナシ ちゃんちゃんこ。

ツギ 布切れ。（「ツギアテ」は衣服修理）

テ ノゴ 手拭。（テノゴエとも言う。ヌグウ → ノゴウ）

ネンネ コ 子守用具。（「コ」は愛称の接尾語か。）

ノノ コ 布子・褞袍。（語頭の「ヌ」は「ノ」になる。）

フウコッ カブリ 手拭いの「頬被り」。
０

ブウトウ 寒冷期の野良着。

フットシ 褌。

ベンベ 衣服。（幼児語）

ポッポ ふところ。（幼児語）
０

ヨー ギ 夜着。（袖の着いた掛け蒲団。）

ヨーズ カケ 涎掛け。

ヨカタ 浴衣。（語頭の「ユ」は多くは 「ヨ」になる。）
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【 食物 】

アガリ 食後の白湯。

アズキ マンマ 赤飯。糯米を使用した場合は御強。
０

アンベェ 塩梅、味。

アンボ 餅。（幼児語）
０

エモ ガラ 芋柄。（「イ」は「エ」）

エモ ン ボシ 甘藷を乾したもの。（「ン」は格助詞・連体修飾「ノ」）

エリゴ モチ 屑米を使った餅。

オ コワ 御強、餅米を蒸かした赤飯。（「オ」は接頭語）

オ セェ 御菜、おかず。（「オ」は接頭語）

オ ツケ 汁。（一般に味噌汁）（「オ」は接頭語）

オ ツヨ 汁。（ユは多くヨとなる。）（「オ」は接頭語）

オッ ツキ 嫁入り行列が到着直後に食べる料理。（転成名詞）
０

オテ ノ コ メシ 掌に載せた御飯。（「オ」は接頭語）

オ ヨ 湯。（風呂を指す事もある。）（「オ」は接頭語）

オ ヨヅケ お粥、湯漬け。（「オ」は接頭語）

カタケ 一回分の食事。（食事の数量詞）

カタ モチ 固餅。（乾燥させた後に焼いて食べる。）

カテ 米飯の補足材、大根の葉や薯類。

キナコ 大豆の粉、黄粉。

キナコ モチ 黄粉をまぶした餅。

クチ ヨゴシ 口汚し。軽い食事。

ケンチョン ジル 巻繊（ケンチン）汁、油汁。

コウコウ ヅケ 大根の漬け物、沢庵。

コウセン カキ 香煎掻き。

コウタレ モチ 川渡り餅。（軟らかな搗き立てに餡をまぶした餅。）

コク ショウ 正月料理の煮物。（濃漿または濃餅・ノッペイ。）

ゴッ ツォ 御馳走。（ゴ は接頭語）

コナ カキ 屑米の粉食。（薯・南瓜を混ぜた粗食）

ササ モチ 笹の葉に包んだ餅。（黴の発生を防ぐ。）
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ショ 塩。

ショーヨ 醤油。（ユは多くヨとなる）

シン ノ ミ 汁の具。

ゾウ セェ 雑炊・おじや。（七草のゾウセェ餅）

チャ ノ コ 茶の子、朝飯。

チョー ハン 中飯、昼食と夕食の中間食。

ツキ ゲェシ ヨモギ餅に餡を入れたもの。
０

ツケ モン 漬け物。

ツマキ 粽（チマキ）。（笹の葉を利用）

テッコウ モリ 山盛り。

トト 魚。（幼児語）

ニー ナ 煮た菜の葉。

ニガリ 粗塩からできる苦汁。（豆腐の凝固に使用）

ニゴリ 米の磨ぎ汁。（ニゴシ とも言う。）

ニ モン 煮物、濃漿（コクショウ）。

ノシ モチ 伸し板で平らにに伸ばした餅。

ハラ ゴシャェ 食事補給。（コシャウ は「作る」事。）

ヒシ モチ 雛節句に飾る菱形の餅。
０

フカシ 赤飯、おこわ。（蒸かした御飯）

フカフカ モチ 搗きたての柔らかな餅、ちぎり餅。

フクデ モチ 正月の飾り餅。［複合語］（円盤状）

ヘェーリ 昼飯。（ヒーリ）

マンマ 白米御飯。
０

ミ ジョウヨ 搾り前の醤油。（大豆・麦・麹が混じった状態）

ミドコ 汁物の具。

ミノ ボシ 干し大根。

メッコ メシ 生炊きの米粒が混じる御飯。

ヤク モチ 屑米・ヨモギを材料にした粗食。（円盤状）

ヤジ 納豆の糸。
０

ヨ ゲ 湯気。（ユは多くヨとなる。）
０

ンモ 水。（幼児語）
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【 住居・設備 】

アッパ ン ジョ 雪隠、大便所。［複合語］（ン ＝ 連体格・ノ）

アンカ 行火。

エスス 石臼。（製粉・豆腐造り）

エタ ノ マ 板張りの間。

エ マ 居間。（「イ」は「エ」と発音する。）

エモ アナ 冬季に藷類を貯蔵する土間の穴。

オー ソラ 天井梁の上でモヤ下の空間。（大空）
０

オキ ゴタツ 熾炬燵。

オシ エレ 押入。

オ スベリ 薄縁・茣蓙。（オ は接頭語）

オチ 家屋、または内部。（語頭の「ウ」は「オ」）

オトシ エタ 落とし板。（取り外しできる囲い板）

オネ 棟。（オネ アゲ ＝ 上棟式）

オラ グチ 裏口。（語頭の「ウ」は「オ」）

カギ サマ 自在鉤。（「サマ」は接尾語）
０

ガン ギ 玄関・雁木。 ゲンクヮ
０

キ ジリ 木尻。（囲炉裏近くに設けた薪の置き場）

グシ 棟。（魚沼だけで無く東北・関東一円の方言。）

ケブ ダシ 排煙窓、煙突の役目をする。

コバ ヤネ 木羽葺き屋根。（石で圧さえる板屋根）

コメ ブツ 米櫃。（「ビ」 → 「ブ」）

ジョウバ エシ 上場石・藁叩き石。

ションベン ジョ 小便所。（ショッペン ジョ とも言う。）

セェ フロ 据え風呂。

チョー モン 中門。（曲屋の縦になった部分）

デェ 座敷・床の間。

テノゴ カケ 手拭い掛け。

トマ グチ 戸間口、入り口。

ド マ 床板がなく莚敷きの間。

トヨ 雨樋。
０
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ニワ 屋内の土間、作業場。（庭とは異なる。）

ネ マ 寝室。

ノキ 貫。（軒とは異なる。）
０ ぬき

ハタキ 三和土。

ハバカリ 便所。（転成名詞）

ヒ ダナ 火棚。（囲炉裏の上の乾燥棚）

ヒ ドコ 火床。

ヒラキ 縁側。（転成名詞）

ヘッツエ 竈。

ホーロ 食器戸棚。

ボチャ 風呂。（幼児語）
０

ホ ド 火処、囲炉裏の中。
０

マセ ン ボウ 馬柵（マセ）の棒。［複合語］ （ン ＝ の）

ミシロ 莚。

ミズ ブネ 水槽。

ミン ジャ 水屋・台所。（水は小川を引き込んで利用）

ヤ コボシ 廃屋の解体。

ヨコ ザ 囲炉裏の上座。（家長が坐る。）

ロ エン 炉縁、囲炉裏。

☆ 方言では無いが、建築関係には判りにくい語が多い。

障泥板 蝦束 框 鴨居 観 音 開 木舞 下見板
あおりえた えびづか かまち か も え くわんのんびらき こ ま え したみえた

書院 数寄屋 筋交 三和土 抱 垂木 千鳥葺
しよえん す き や すじかえ た た き だき た る き ちどりぶき

土板 長押 破風 頬杖 もや 欄間 連子
ど え た な げ し は ふ ほおづえ ら ん ま れ ん じ

【 雨具・履物 】

アシ ナカ 粗製の草履。

カンコ 下駄。（幼児語）
０

ゴム ソク ゴム底。地下足袋。

ジョウリ 草履。

シブ ガラミ 踵を覆う藁工品。
０
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スッペ 藁で編んだ短沓。

ツ ッカケ 藁製のスリッパ。（便所用）

ツマ ッカケ 雪道で草鞋・シブガラミと併用。
０

トウ ヨ 桐油。（紙製の雨具。）

ハシラ ゲタ 高足駄。

ハッパキ はばき、脛当て。

ブーシ 藁・菅を編んだ雪具。（帽子の訛り。）

フカ グツ 脛まで覆う藁沓。

ポックリ 駒下駄。

ワラッチ 草鞋。

☆ 冬季の「藁製雨具・履物」は【冬仕事】《藁・菅細工》の項にも記載。

【 日用雑貨 】

アカシ タテ 蝋燭立て、燭台。［複合語］

オカワ 携帯便器。（病人・老人用）

オチワ 団扇。（語頭の「ウ」は「オ」）

オトシ ガミ トイレット ペーパー。［複合語］ シン ノゴエ

キビシャ 急須。

キンチャク 小物を入れる布袋。

クソーズ 臭水・石油。（照明用）

クソリ 薬。（「ス」が「ソ」）

クミタテ 手桶。（汲み立てる用具）

ケ ノキ 毛抜き。（「ヌ」は「ノ」）

ゲンノウ 玄翁・玄能。（金槌 木槌）

ゴトク 五徳。（薬缶を載せ鉄製用具）

コネ バチ 捏ね鉢。（木を刳り抜いて作る。）

サエ ヅチ 木槌。コヅチ。

シ ビン 尿瓶。

シャジ 匙、杓子。 シャッペ

シャ モジ 杓文字、杓子。（女房言葉）
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ジョーゴ 容器の栓。（漏斗では無い。）

ジョー ノウ 十能、熾（オキ）・熱灰を運ぶ道具。

ジョーメン ボウ 十面棒。（餅・蕎麦を伸す道具）
の

シン ノゴエ 尻拭い。（葛の葉が用いられた。） （「ヌ」は「ノ」）

スエ ハク 漏斗。

セェー フ 財布。

セェー ロ 蒸籠。（炊飯用器具・曲げ物）

セッタク エタ 洗濯板。（波形に彫られた板）

タタン バリ 畳針。

タチ エタ 裁ち板。

チョーナ 手斧。

ツケ ギ 薄く剥いだ木に硫黄を塗った誘火材。

ツヨ ン ボ 杖。（杖の棒） （「エ」＝「ヨ」）

テ シャボロ 手鋤、小型の鋤。

テ ジョノウ 手十能、小型の十能。

トックリ 徳利。陶製容器。

ト ボウ 斗棒、一斗升に入れた物を均す棒。
０

ノシ エタ 餅・蕎麦などを伸す板。
の

ハリ エタ 糊着けした布を張る板。

ハン ギリ 半切り、木製の盥。

ヒー フキ ダケ 火吹き竹。

ブラ 提灯。（擬態語からの転成か？）

ヘェ タタキ 蝿叩き。

ホー チョ 庖丁。

ホヤ ランプの火焔筒。
０

マス カキ 舛掻き棒。

マネ ェタ 俎板、真魚板。（ma na i ta→ ma ne ta）
＿

メンパ 面桶、わっぱ、曲木の食器。

ヤス 矠。カジカ突きの漁具。

ワタシ 火床で餅などを焼く半円形の金具。

ワッカ 輪、タガ。
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【 趣味・嗜好 】

オキ モン 床の間の飾り物、置き物。（「ノ」は「ン」）

オタ 唄。（語頭の「ウ」は「オ」）

カ モジ 義髪。（カ文字・女房言葉）

キャラ ナブラ 化粧品。（伽羅の油）（no a → na）

シャム セン 三味線。

ズッキレ 煙管（キセル）の容れ物。

タブコ 莨、煙草。

ツボ ドコ 壺所、ミニ庭園。

ナリ モン 鳴り物、楽器。（「ノ」は「ン」）

ニワ エジリ 庭弄り、盆栽道楽。［複合語］

ネンギョウ ゴシャエ 人形造り。［複合語］

ハチ モン 鉢物、盆栽。（「ノ」は「ン」）

メッケ モン 掘り出し物。（「ノ」は「ン」）

ヨ サン 遊山、旅行。（「ユ」は「ヨ」）

ヨロッ キ 流木。（「燃料」で無く「飾り物」にする。）

【 情緒 】

アチ コト 案じ事。（懸念・心配）

アッタラ 大切、貴重。（愛惜）

アッチャ ムキ ソッポ向き。（無関心）

アテ コト 期待する事。（期待）

アテ ズッポ 出鱈目。（予測）

アラタ カ 霊験著しい様子。（敬虔）

エーネェ 異様。（不審）

エテェ エケ 幼な気、可愛気。（愛憐）

エッ キビ いい気味。（冷淡）

オー ゴト 大変、困惑。（心配）

オダ 気炎。（空威張り）

オタゲェ 疑い。（語頭の「ウ」は「オ」）（疑念）
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キエタ フウ 聞いた風、生意気な素振り。［複合語］（不快）

ク ドキ ぼやき。（後悔）

ゴーギ 豪気。（賛嘆）

ショーシ 恐縮。（「恥しい・ショーシエ」の名詞化か？）（羞恥）

ジョー 自由・気儘。（解放）
０

ジョン ノビ 自由伸び、長閑。［複合語］（解放）ジョー ノビ
０ ０

ダッテェ 台無し。（失望）

トッ トキ 愛蔵。（取って置き）［複合語］（愛着）

マメ 甲斐甲斐しい態度。（誠実）

ムカッ パラ 立腹。（憤怒） （ムカ は接頭語）

メエ ヨウ 面妖。（不審）

メゴ ゲ 可愛気。（愛情） （ゲ は接尾語）

メジョ ゲラ 哀憐。（同情） （ゲラ は接尾語）

モチャ ツケェ 持ち扱い。［複合語］（「…搔く」の形で。）（厄介）

ヤッケェ 厄介。（迷惑）

ラチャ カン 埒が明かない。［複合語］（失望）

【 社交・儀礼 】

エェ ソ 愛想、付き合い。

エサケェ 諍い、喧嘩。

オソ・オス 嘘。（社交の方便）（「ウ」が「オ」に） デッポ・ドス

カラ テップリ 手土産を持たない事。［複合語］（空手振り）

カンベ 勘弁、許容、容赦。（「ン」の消去）

ギ ナシ 義無し、出鱈目。（社交の方便）

ギョウサ 行儀、作法。

ゴッタク 振る舞い騒ぎ。

ジギ ナシ 辞儀無し、遠慮無し。

ジョ セエ 如才。（「……ねえ」の形で使用、「愛想好し」）

ジョン ギ 仁義、改まった礼儀。挨拶の口上。

ダシ エー 出し合い。（食材を出し合う会食）

ツゲ 告げ、会合・慶弔の案内。
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デッポ 嘘。オソ オス ダマカシ ドス

テ モチ 手土産、祝儀。

トナン 隣人、近所付き合い。

ハンコ 判子、印形。

フレ 触れ、通告。（鐘・法螺貝・板木を利用）

マキ 地縁・血縁に依る互助集団。

ムラ オチ 村内、村仲間。

モレェ ブロ 貰い風呂。［複合語］

ヤ オツリ 家移り、引越。［複合語］（ウ → オ）

ヨリ エー 寄り合い、集会。（a i → e）
＿

【 金銭・貧富 】

カヨエ 通帳。

カン ジョウ 勘定、精算。

シッケェ 臍繰り。（シッケェ稼ぎ）シンゲェ

セッキ バレェ 節季払い、盆暮れの決算。［複合語］

ゼネ 銭。お金。
０

ダクダ 無駄、浪費。

ダンナ ショ 金持ち、地主。（旦那衆）

ツケ 付け・借り、後払い。

トセ モチ 所帯運営、損得勘定。［複合語］（渡世持ち）

ビッ ポウ 貧乏。

ヒリョウ 駄賃、給料、褒美。

ミジコク 惨め、貧窮。

【 職業・身分 】

アン ジョ 庵主、尼さん。

エモ ジ 鋳物師。

エン キョ 隠居。

カジ ャ 鍛冶屋。
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キョウジ ヤ 表具屋。

ゴゼン ボ 瞽女。

コ ブキ 木挽。（ビ → ブ）

コモ ソ 虚無僧。（ム → モ）

サエコウ ヤ 修繕屋。（主にゴム靴）

ザト 座頭。

シャ グァン 左官。

チュウショウ トリ 調声取り、念仏声明の先導者。

チョウリン ボウ 新平民。

デェー ク 大工。

テッポウ ブチ 猟師。

トギ シ 研ぎ師。

トッピ 高所で作業する鳶職。
０

ノスッ ト 盗人。（ヌ → ノ）

ノッ チ 塗師。（ヌ → ノ）

ハリ ヤ 張り物を専門とする職。

ヒリョッ トリ 給料取り、サラリーマン。

フルテ ヤ 古着屋。

ホエ サマ 法印様。（神主）

マゲ シ 曲げ物の細工師。

マス カキ 鱒掻き。（漁師）

モグリ 鑑札を持たずに密漁する者。
０

ヤノ ヒキ 屋根葺き、屋根屋。

【 時間 】 （※ 時間を表す語は「副詞」的に用いられる。）【副詞】参照

アサッ テ 明後日。（テは時間詞の接尾語）

アサッ パラ 早朝。

エツ？ いつ？

エッツォケ 何時も。

エッツン カ いつかの時。
０

エマ 今。
０
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エマシ ガタ 今ほど、先ほど。

エマ ニ 近い将来。
０

オットエ ナ 一昨日。（ナは時間詞の接尾語）
０

オ ットシ 一昨年。
０

キョネン ナ 去年。（ナは時間詞の接尾語）

キン ナ 昨日。（ナは時間詞の接尾語）

コ ッタ 今度（は）。（係助詞「ハ」の結合した用法。）
０

コ ネェダ この間、先日。［複合語］（ko na i da → ko ne da）
＿

コマ 小間、短い時間。（見てる「コマ」に）

コン ダ 今度。（係助詞「ハ」の結合した用法。）

サッキ ナ 先刻。（ナは時間詞の接尾語）

サレェン ナ 再来年。（ナは時間詞の接尾語）

ショテ ッパナ 最初。（初手鼻？）ショテッパツ ショッパナ

センダ ッテ 先日。（テは時間詞の接尾語）

ソンマ 即刻。（副詞とも考えられる。）

チャ メェ 茶前・早朝・午前。 チャノコ メェ

ドキ 時点。（複合しない単独の場合も濁音。）
０

ドコ 所。（寝ようとした「ドコ」だ。）（「場所」と同音）
０

０

バン ガタ 晩方、夕方。

ヒト ッキリ 短時間。
０

ヒナ ノケ 日中。

ヒョウ シ 機会、途端、はずみ。

ヒンチ 日々、日取り。

フサ 久しい間。

ヘェーリ マ 昼間。

ヘェーリ メェ 昼前、午前。

メエ 前。（時間・未到達） （「位置」「場所」も同音）

メエー デ 前手、往時、昔。

メェー ンチ 毎日。

ヤナ アサッテ 明明後日。（テは時間詞の接尾語）

ヨー サリ 夕去り・夜。

ヨッピテ 夜通し。（テは時間詞の接尾語）
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ヨッペ ナ 昨夜。（ナは時間詞の接尾語）

レェン ナ 来年。（ナは時間詞の接尾語）

【 分量 】 （※ 分量を表す語は「副詞」的に用いられる。）

ゴーギ 豪儀、大量。（副詞としても用いられる。）

シャキラ 尺量。シャキラ も無ぇ（際限も無い。）

ツメ アカ 爪垢。（少量。）

ドード 大量。（副詞としても用いられる。）

ボッ カサ 体積。

メノ コ 目分量。

ム サンコウ 無闇な大量。（ニを伴って副詞ともなる。）

☆ 指示代名詞に副助詞「…パカ」「…ポチ」及び「…グレェ」が付く

例は【 代名詞 】の項 を参照。

【 方向・場所 】 （※ 方向・場所を表す語は「副詞」的に用いられる。）

アッ チ ※ 1 あちら、遠くの方。〔指示代名詞〕

エワッ コウ 上っ面、表面。

オシロッケタ(ペタ）※ 2 後方。（「ケタ」「ペタ」は接尾語）（ウ → オ）
０

オラ 裏。（ウ → オ）

オラ 先端、末。（ウレ）

オラッ ケタ（ペタ）※ 2 裏側。（「ケタ」「ペタ」は接尾語）

カド 屋外、庭。（「角」とは無関係）

クラッ ツマ 暗がり。
０

ゲッ ポ 最後尾。（尻の方）
０

コ ッチ ※ 1 こちら。〔指示代名詞〕

シッ タ 下。（促音化）

ソッ チ ※ 1 そちら。〔指示代名詞〕

テェズ 方角。（東のテェズが明るくなった。）

テッ コウ 上方、頂上。

テッ チョウ 天頂・頂上。
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テッ ペン 天辺。

ド ゴ ？ ※ 1 何処？。〔不定代名詞〕（疑問）・

ド コ ※ 1 場所、処。（人の住むドコ。）
０ ０

ドッ カ ※ 1 何処か。（ドッカの国。）
０ ０

ドッ チ ※ 1 どちら。〔指示代名詞〕

トナン 隣。

ネッ コ ※ 1 近辺、近隣。（「根っこ」とは無関係）

ハジッ コ ※ 1 側端、末端。

メエッ ケタ（ペタ）※ 2 前方、前側。（「ケタ」「ペタ」は接尾語）

メグラ 周辺。

ヨコッ チョ ※ 1 横側。 ヨコ ッケタ（ペタ）

ワキッ チョ ※ 1 脇、傍ら。

※ 1 語末の「カ」「コ（ゴ）」「チ（チョ）」は「場所」の意を持つ接尾語。

※ 2 語末の「ケタ」「ペタ」は「方向」の意を持つ接尾語。（Ⅲ部 参照。）

【 様態・姿態 】 （※ 様態・姿態を表す語は「副詞」的に用いられる。）

アオ ンケ 上向きの格好。 アオノケ

エブツ 歪（イビツ）。

オツ ブセ 俯せ。

カスッ パゲ 白茶けた様子。

ケェッツオ 逆さの状態。

ケ モク ジャラ 毛が密生した態。

ソッポ ムキ よそ向き。

ゾロ ビッコ 不揃いな態。
０

ダッ テェ 台無し、目茶苦茶。（乱雑な様子）

タテッ チョウ 縦ざま。（ チョウ は「様子・状態」）
０

テッチョウ ムキ 上向き。（天頂向き）

テェラ 平ら、水平。（安座の状態）

ナギッ チョウ 斜めざま。（ チョウ は「様子・状態」）
０
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ナセェ 傾斜の緩やかな態。

ヘンゴウ ブツ 歪んだ形。（ヘンゴウビツ とも言う。）

ボンコ 盛り上がった態。

マッ ツグ 真っ直ぐ。

ワヤ 混乱状態。
０

☆ 「ナ」・「ノ」・「ニ」を伴って連体詞・副詞に用いられる語。

アッ ケェ（ナ・ノ）（ニ） あんな気配（な・の）連体詞 （に）副詞

アン ゲェ（ナ・ノ）（ニ） あんな気配（な・の）連体詞 （に）副詞

アン グレェ（ナ・ノ）（ニ） あんな程度（な・の）連体詞 （に）副詞

アン ツレェ（ナ・ノ）（ニ） あんな種類（な・の）連体詞 （に）副詞

コッ ケェ（ナ・ノ）（ニ） こんな気配（な・の）連体詞 （に）副詞

コン ゲェ（ナ・ノ）（ニ） こんな気配（な・の）連体詞 （に）副詞

コン グレェ（ナ・ノ）（ニ） こんな程度（な・の）連体詞 （に）副詞

コン ツレェ（ナ・ノ）（ニ） こんな種類（な・の）連体詞 （に）副詞

ソ（ス）ッ ケェ（ナ・ノ）（ニ） そんな気配（な・の）連体詞 （に）副詞

ソ（ス）ン ゲェ（ナ・ノ）（ニ） そんな気配（な・の）連体詞 （に）副詞

ソ（ス）ン グレェ（ナ・ノ）（ニ） そんな程度（な・の）連体詞 （に）副詞

ソ（ス）ッ ツレェ（ナ・ノ）（ニ） そんな種類（な・の）連体詞 （に）副詞

ソ（ス）ン ツレェ（ナ・ノ）（ニ） そんな種類（な・の）連体詞 （に）副詞

フッ ツレェ（ナ・ノ）（ニ） そんな種類（な・の）連体詞 （に）副詞

フン ツレェ（ナ・ノ）（ニ） そんな種類（な・の）連体詞 （に）副詞

ドン グレェ（ナ・ノ）（ニ） どんな程度（な・の）連体詞 （に）副詞

ドッ ケェ（ナ・ノ）（ニ） どんな気配（な・の）連体詞 （に）副詞

ドン ゲェ（ナ・ノ）（ニ） どんな気配（な・の）連体詞 （に）副詞

ドン ツレェ（ナ・ノ）（ニ） どんな種類（な・の）連体詞 （に）副詞



- 75 -

【 通過儀礼 】

アト ヤク 男女大厄の一年後。メェ ヤク（一年前）

オオ ヤク 大厄。男（二五・四二歳）、女（一九・三三歳）

オスナ メェリ 産土参り。男（三十二日目）、女（三十三日目）

オビヤ キ 産屋明き。（産後二十一日目）

サネ アレェ 陰核洗い。（女性の四十歳）

シッペタ モチ 尻餅。（赤ん坊が一歳になる十五夜）

トボウ クバリ 八十八歳・米寿の祝い。（斗棒は舛掻きのこと）

ヘックリ オトシ 男性四十二歳の厄払い。（ヘックリは睾丸）
０

メェ ヤク 男女大厄の一年前。

【 慶弔催事 】

エシバ カチ 石場かち、建物の基礎固め。

オネ アゲ 棟上げ、上棟式。

ゴッタク 振る舞いごと。

サワギ 騒ぎ、催し。

シン ゴト 死に事騒ぎ、予期しない事態。

ソウ レェ 葬礼。

タチワ 嫁遣り・聟遣り・出征兵士など出立の宴。

タテ メェ 建て前、家屋の新築工事。

ドウギョウ ヨーレェ 同行寄り合い。（伊勢参り同行者の会）

フルメェ 振る舞い、慶弔の集い。

モコ ドリ 聟取。（婚姻）

モコ ヤリ 聟遣り。

モチ マキ 新築祝いに餅を撒く。

ヤ オツリ 屋移り、引っ越し。

ヤ コボシ 廃屋の解体。

ヨ トギ 夜伽、通夜。

ヨメ ドリ 嫁取り。（婚姻）

ヨメ ヤリ 嫁遣り。
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【 年中行事 】 ☆ 印は次の【 土俗・信仰 】で再記。

エベス コウ 恵比寿講。（十一月二十日・泥鰌汁を食べる。）

オカミ オクリ 出雲へ神を送る。（旧暦十月一日、堀之内大神宮迄）

オシラ コウ 蚕の神を祀る。（一月の農閑期。）

オニ ハレェ ☆ 鬼祓い、節分、豆撒き。（二月二日）

カラ コェ ☆ 小正月の行事。（天の三本足烏を呼ぶ・膾料理）
０

カリ アゲ 稲刈りの完了祝い。（十月中旬頃）

カン ク 寒に入った九日目。（一月上旬・南瓜を食べる。）

キンノギ ヅェタチ 衣脱ぎ朔日。（蛇の脱皮、七月一日・固餅を食べる。）

コウシン コウ ☆ 庚申講。（二ヶ月に一回・庚申の夜）

サナ ブリ 田植えの完了祝い。（六月下旬頃）

サンゲツ ミッカ 毘沙門天の祭日。（三月三日の裸祭り、餅撒き）

ジージゴ タチ ☆ 精霊迎え。（八月十三日）

ジョーゴ ヤ ススキ祭り、シッペタ餅。（九月十五日）

ジョーニ コウ ☆ 十二講。（三月十二日）

ショウヨ シボリ 大豆・麦・麹などで仕込んだモロミの精製。（寒冷期）

シングヮツ ヨウカ 灌仏会、甘茶を釈迦像に灌ぐ。（四月八日）

スス ハレェ 正月前の大掃除。（十二月二十五日頃）

セェノ カミ ☆ 正月の飾り物を焼く。（一月十五日）

セッキ ジメェ 屋外作業の終了。（十一月下旬）

ダシ エェ 食材を持ち寄る若者の集団生活。（三月頃）

ダンゴ マキ 涅槃会、村の観音祭り。（三月十五日）

チンジョ マツリ 村により異なるが大方は夏期（八月中）。

デェシ コウ 大師講。（十一月二十三日・小豆粥）

トォカン ヤ 田の神が山に戻る日。（十一月十日）

トシ トリ 年越し。（大晦日、塩鮭・豆腐・納豆・濃漿などを用意）

トリ オエ 子供の雪洞祭り。（一月十五日・焼いた餅）

ナット ネセ 煮た大豆を「ツト」に入れて天井に保存。（正月前）

ネンギョウ ミ ひな祭り。（四月三日・他家を廻って甘酒を頂く）

ノボリ タテ 若衆が協力して幟竿を建てる。（八月十三日）



- 77 -

ノン バキ 蚤掃き。（正月前の煤掃きに対し、盆前の大掃除）

ハカ メェリ ☆ 春の彼岸・お盆。（三月二十一日・八月十四日の早朝）

ハッ サク ☆ 八海神社の祭礼。（九月一日）

ブシャモン コウ ☆ 毘沙門講。（庚申の日に豆煎り 煮物を楽しむ少年の茶会）

ミソダマ ツリ 味噌玉を囲炉裏の上に吊るす。（寒冷期）

【 土俗・信仰 】

アマ ゴエ 雨乞い。

村人が寄り集い八海登山して祈願した。

「アシタ テンキニ ナーレ！」は子供の下駄投げ。

アマン ジャク 天の邪鬼。

四天王像の足下に這う小鬼。 反抗的な拗ね者。

昔話では「人食い」の悪鬼。

エベス ゼン 恵比寿膳。

木目を縦にした配膳、神仏に供える形。

オニ ハレェ ☆ 鬼祓い。

「鬼は外！ 福はオチ！」

子供は歳の数だけ豆を拾う。

カラ コエ ☆ 小正月の行事。
０

「カーラ来ぇ！ カラ来ぇ！」

「カラ」は天に住むと言う三本足の烏。

カンナリ ヨケ 雷 除け。
かんなりよ

「クァバラ エンジョ クァバラ エンジョ。」

縁側に線香を立てて唱える。

キ モン 鬼門。

鬼の出入りすると言う不吉な門。家屋の北西隅。

コウシン コウ ☆ 庚申講。
こうしん

「オコウシンデ コウシンデ

マイタリ マイタリ ソワカ。」

「ソワカ」・蘇婆訶は梵語で円満・成就の意。真言陀羅尼の

後に付ける。「功徳あれ」の意。
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コーッパ 河童。

「シリゴ抜ぎ」の架空動物。暑い日、予備の水掛けをしない
の

で川に跳び込むと急性大腸カタルになる。

コウミョウ シンゴン 光明真言。
こうみょうしんごん

梵語に依る真言宗の経文。（附録・念仏を 参照）

「オン アボキャ ベェロシャノウ

マカ ボタラ マニ ハンドマ

ジンバラ ハラ ハリタヤ ウン。」

真言宗の信者は毎晩就寝前に唱え、この後で「南無大師

遍照金剛」を百遍繰り返した。

コックリ 狐狗狸。
０

稲荷を利用した呪い遊び。盆と三本の箸を使って占う。

イヌ年生まれの者は仲間に入れない。

コンジン 金神。

陰陽道で祀る方位の神。歳徳神と反対に位置し、この 神

の方位を忌み、旅行・婚姻・新築などが選ばれる。

ジージゴ タチ ☆ 精 霊迎え。
しょうりょう

「ジージゴたち バーバゴたち

ジーサ 舟を 漕ぎナレモ !

バーサ 舟ン 乗んナレモ !

この夜の灯りに ゴザーレ ゴザレ !」

八月十三日の宵、庭先で苧柄を焚きながら歌う。

シオ ケェ 汐汲み。

間引きの事、嬰児を川に流す。

シッペタ モチ 尻餅。

一歳の誕生を迎えた赤子の尻に餅を載せて祝う。

シビレ ヨケ しびれ 除け。

「シビレ シビレ 跳んで 行げ。足の
え

シッタぁ狭めぇぞ、京の町ぁ広ぇぞ。
せめ

京の町へ ヒョーンと跳べ！」

（唾・ツバキで濡らした藁シベを額に貼って唱える。）
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ショウグヮツ ゼン 正月膳。

乳幼児を含めて家族全員の数を揃える。箸は正月だけに使

う栗の若木を削った物を秋の内に用意 した。

濃漿や膾の他、「焼き鮭」「干し栗」「干し柿」を添えるの

が一般であった。

ジョーニ コウ ☆ 十二講。山仕事の安全祈願。

「テッチョウグリ ヤマグリ カラグリ

人の眼に当たンな 飼いモンの眼に

当たンな！ トッピ 烏 の眼に当たれ！」
からす

三月十二日早朝、山の神の前で弓を射る際に唱えた。

山の神は女性を避ける事から、祭具弓・矢・的および

供物の全ては男性が調達した。

シンダン メグリ 死んだもの廻り。

左回りの事。葬列が墓場で棺桶と共に廻る方向。

村童の遊び事で鬼を決める時にも避けられた。

セェノ カミ ☆ 斉の神。（注連焼き）
し め

「オシロ山の 子供は 意地の悪え
え じ わり

子供で 雪隠口へ隠れて 指のマラを
せつちん えび

吹えた 吹えた。」

正月の飾り物を雪の壇で焼く行事。

セェノ カワラ 賽の河原。

夭折すると、「際限のない石積み」をさせられると言う

三途の川の河原。

テンゴ サマ 天狗様。

祭礼時は神輿の先頭に立ち、一枚歯の下駄を履く。

赤面長鼻の怪物。

テンマブリ・ジマブリ 天守り・地守り。

一日中、天または地を見守り続ける修行。

トリ オエ 鳥追い。

「鳥追えだ 鳥追えだ。あらァ 誰が
だ

鳥追えだ。こらァ 誰が 鳥追えだ。」
だ

（附録「童唄」参照）
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ノゲ バ 抜け歯。

「ハヤ ハヤ 生えれ！」
お

上歯の抜けた時は屋根、下歯の抜けた時は縁の下に投げる。

ノシ 主。
０ のし

森や沼などに宿る霊的支配主。

ハカ メェリ ☆ 墓参り。春の彼岸と盆の十四日。

春は残雪が多く石塔も埋まっているが、三角の雪洞を作り、

中に杉の葉を敷いてボタモチを供えた。

凍み渡りをしながらボタモチを拾うのは村童の楽しみで

あった。夏は子供が主役となり、葭で祭壇を作り、スッカン

ボの線香立てを用意した。

「シンバエ コンバエ 菜のコンコン畑。

山じゃ藤の実 河原じゃ蓬。

スズクダレ スッポン ポン。」

ハシッカ ナガシ 痲疹 流し。

サッペェシ・俵の蓋に笹の葉を乗せて川へ流した。

ハッ サク ☆ 八朔

萱の箸でボタモチを食べる。この日を境に「夜なべ」仕事を

開始し、「昼寝」を中止した。この事からボタモチは「ニガ

餅」とも呼ばれた。

ハンニャ 般若。

「智恵」の意を離れ「鬼」の意味で理解された。仮面は鎮守

の社殿に架けられて居た。

ブシャモン コウ ☆ 毘沙門講。（庚申の夜）
びしゃもん

「オンセンニッシン エエ ソワカ」

「オンベェシラマンダヤ ソワカ」

「オンマカシーリャ エエ ソワカ。」

「オンヤクセーベエ エエ ソワカ。」

「オンロキャロ キャロ キャロヤーソワカ」

尚武崇拝の故から、参加は少年男子に限られた。

ヘッコキ アテ 屁の主アテ。
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「ベロベロ カメロ。 屁をブーッと

こぇた方へ 向きゃれ 向きゃれ！」

穂先を折ったノエゴを廻して、屁の主を当てる。

ホコ 祠。
０ ほこら

山野には様々な祠があり、独特の霊域を保った。

マムシ ヨケ 蝮除け。

彼岸の「団子撒き」の団子を携帯して山仕事に出る。

ヨーレェ 幽霊。

柳の下に濡れた白衣を着て立つお化け。

ロクサン ヨケ 六・三 除け。ドクサン

患者の年齢を九で割り、病気の部位を推測して祓う。

【 禁忌・祟り 】

《 衣服関係 》

ケエ ッツォ 逆さ。（衣服を裏返しに着ると悪夢を見る。）

シツケ エト 仕付け糸。（付いた儘着ると幽霊が纏い付く。）

ヒダリ メエ 和服の左袵が上になる着方。（死人の着衣）

《 食事関係 》

アワセ バシ 木と竹の箸を一本ずつ使う。（葬儀の作法）

エベス ゼン 木目を縦にした配膳。（神仏に限る。）

オシ グエ 牛喰い・寝喰いは行儀の悪い代表。

ハシ オツシ 箸と箸の遣り取り。葬儀の作法。

ハシ タテ 盛った御飯に箸を立てる。（葬儀の作法）

《 住居関係 》

コンジン 厠を巽（東南）に設けると凶事を招く。

《 その他 》

オシ ヅメ 夜間に爪を剪ると割れた「牛爪」になる。

クヮジ ノゾキ 障子の穴から火事を覗くと啞の子が生まれる。
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ションベ カケ ミミズに小便を掛けるとチンポコが腫れる。

シラ クモ ネズミを頭に載せると疥癬になる。

シリゴ ノギ 突如川に跳び込むと河童にシリゴを抜かれる。

テッカ カキ 切った爪を火床に棄てると癲癇持ちになる。

テ ナタ 蛇の太さを指の輪で示すと、曲った儘になる。

ハン ゴロシ 生き物は何でも半殺しにすると祟りがある。

【 農作業 】

アゼ カキ 畔欠き。

アゼ カケ 畔掛け。

アゼ カリ 畔苅り。

アゼ ノリ 畔塗り。

エ サレエ 穢川の浚い、用水堰の掃除。

エスス ヒキ 粉挽きや豆乳造り。

エネ コキ 稲穂から籾を扱き落とす。

オトシ 大豆・蕎麦などの脱穀作業。

オロ ノギ 間引き。ノギ は「抜き」

カブツ コギ 古桑の株抜き。カブツ ノギ

ケェーシ クミ 肥汲み。（「コヤシ」の訛りか。）

コエ ダシ 厩舎の清掃。（汚物を肥場に積み重ねる。）

コエ ヒキ 残雪期に橇で堆肥を田に運ぶ作業。

コエ マキ 馬篭を背負って堆肥を田中に撒く作業。

コメ ダシ 保有米以外の米の出荷。

コメ ツキ 精米、米糠取り。

サク キリ 野菜畑の土寄せ。

シッ トリ 馬耕の後役、尻取り。（「鼻っ取り」の対。）

ジ ボシ 地干し。乾田を利用した稲の乾燥。

タ オエ 田植え。

タ オネエ 田畝い。

タ カキ 田掻き。（タブチの後で主に牛馬を使用。）

タテ ゴシャエ 大根・籾の貯蔵施設作り。（晩秋）
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タノクサ トリ 田の草取り。

タ ブチ 田打ち。（田起こし・春耕の始まり）

ニオ ツミ 稲・藁・薪などを小山状に積む作業。（鳰）

バ コウ 田起こし機を馬に牽かせる作業。

ハタケ オネェ 畑畝い。

ハッテ ガケ はざ・稲架け作り。

ハナ ットリ 田掻き馬の誘導係。（主に女性・子供が担当）

ヒー ノギ 稗抜き。（田中の稲に混じる稗を抜く）

ヒグサ カリ 干し草苅り。（冬期の飼い葉に用いる。）

ミズ ミ 水田に引く水を見て廻る。

モミ スリ 調製、籾殻を剥ぎ取る。

【 農作物 】

アオ ズッコ 未熟な青果物。

アオ ナ 大崎菜、薹菜。

アゼ マメ 田の畦に栽培する大豆。

エネ 稲。（他の穀物、麦・粟・黍・豆）（胡麻・蕎麦）
０

エモ 芋・藷類の総称。

エリゴ 不完熟の屑米。（エルゴとも言う。）

オカ ボ 陸稲。

オリ 瓜類の総称。
０

カタ オリ 固瓜。

カブチャ 南瓜。

キョー リ 胡瓜。

ゴッポー 牛蒡。

ササギ ササゲ。
０

サット マメ 三度豆、莢豌豆。

ジャガラ エモ 馬鈴薯。

セッツェ モン 季節野菜。
０

タナ オチ 熟れ過ぎた瓜。（タナオチ スイカ）

チリメン カブチャ 縮緬南瓜。
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ツケ ナ 漬け物用の菜。野沢菜・蕪菜。

ツル モン 蔓物の全般。

デェ コ 大根。

トウ ガン 冬瓜。

トウ ナ 薹菜。

トウ マメ 玉蜀黍。

ナシ オリ 梨瓜・メロンの一種。（ウリ → オリ）

ナ ッパ 菜っ葉。

ナマス オリ 膾瓜。

ナリ モン 生り物、果実を結ぶ作物。

ナン バン ピーマンに似るが辛い。

ネン ジン 人参。

マックヮ 甜瓜（マクワ ウリ）。

ミョウゴ 茗荷。

ヨーゴー 夕顔。

ヨリ 百合根、百合玉。

【 農具・工具 】

エスス 石臼。(i s i u su → i su su) 前母音消去

エタチ 狭い隙間を通す木製の小道具。（鼬）

エップリ 杁（エブリ）・田均し。

エモッ ポリ 長芋掘りに使う槍状の金具。

オシ キリ 押し切り。（藁・堆肥の切断に使用）

カケヤ 大型の木槌。（杭打ちに使用）

カワッ パギ 皮剥ぎ。（杉の皮を剥ぐヘラ状の金具）

クワ ガラ 鍬柄。鉄の刃を嵌める鍬の木部。

ゲンノウ 玄翁、金槌。

コ ヅチ 木槌、木製で小型の槌。

サエ ヅチ 小型の木槌。

サッポン グワ 三本鍬。（田打ち用）

ジョ リン 鋤簾（ジョレン、用水工事に用いる。）
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センバ コキ 千歯扱き、千把扱き。（脱穀の道具）

ソエ オケ 背負い桶。（糞尿を入れる。四角の栓が特徴。）

タ ガラ 小型の馬篭（玉石などを運ぶ）

タタン バリ 畳針。

チョウ ナ 手斧。

ツル ッパシ 鶴嘴。（土木工事用）
０

トウ グヮ 唐鍬。（荒れ地起こしに使用）

トウ ミ 唐箕、風車式で籾の選別に使う。

ト エシ 砥石。
０

トオシ 篩。

トヨ 樋。
０

ニネェ オケ 担い桶。（天秤棒で担ぐ。）

ノメシ 藁仕事をする時、足の代用をさせる道具。

ハ グルマ 田の春耕に使用する農機具。

ハタキ ボウ 粟・胡麻などの脱穀に使う「叩き」棒。

ヒラ ックヮ 平鍬。（畑畝いに使用）

フルエ 篩。

ベト オス 土臼。

ボウ トウ 材木に穴を穿つ螺旋状の錐。（棒通し？）

マサッカリ 鉞。

マブシ アミ 蔟（まぶし・蚕具）の編み具。

マン グヮ 馬鍬、田掻きに使用。（馬に牽かせる）

マン ゴク 万石・選米機。
０

ミシロ アミ 筵編み。

メ タテ 鋸の目立て具。

モッコ 畚（もっこ）。重い物を二人で担ぐ道具。

ヨコ ヅチ 横槌、上場石で藁叩きをする槌。

ワラ スグリ 藁の (シビ) を取り用具。

ンマ カゴ 馬篭。（木枠に縄を張った背負い篭)

【 養蚕関係 】
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エト ヒキ 糸引き車を使っての製糸作業。

クヮ クレ 給桑。

クヮ トリ 桑摘み。

ケェコ ダナ 蚕棚。

ケバ トリ 繭玉に付着する毛羽を除く。

コグソ ノギ 蚕糞抜き、蚕座の清掃。

コモ アミ 蚕座に敷く菰作り。

ザグリ バタ 坐繰り機。（製糸）
はた

サン ザ 蚕座。（竹を編んだ蚕具）

シ チョウ 紙帳（？）。稚蚕の保温用具。（蚊帳に似る。）

シ ンゴ 死に蚕。
し ご

タマ メェ 玉繭（蛹が複数の繭）。真綿として利用。

ハキ タテ 種紙から孵化した幼虫を蚕座に移す。

ボコ サマ 蚕の名称。（敬称を付ける。）

マブシ 簇。（繭作りする拠り所のスダレ・エビラ）
まぶし

マワタ ハリ 真綿張り。（玉繭を茹でて膳に張る。）

メェ カキ 簇から繭を掻き取る作業。
まぶし

メェ ダシ 繭の出荷。

ヤスミ 蚕の休眠、脱皮。

ワラダ 蚕座に併用した蚕具。（菰）

【 山仕事 】

アオモン トリ 山菜採り。

エダ ブチ 枝おろし。

カリボシ カリ 堆肥用の草を刈り、山肌で乾燥させる。

カンノ カリ 山裾の崩れ地（刈り野）の草刈り。

ケシゴ ヤキ 軟炭作り、炭焼き。

スダ カリ 粗朶刈り。

ドウゴ ダシ 雪道を利用した材木の搬出。

ボエ キリ 薪用の雑木伐り。

ボエ ダシ 雑木の運搬。
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ミチ ゴシャエ 道拵え。（雪崩などで壊れた山道を修復する。）

モジナ エブシ 冬眠の狢を煙で追い出して捕獲する。

【 冬仕事 】

《 藁細工・菅細工 》

アシナカ 粗製の草履。（履物）

カマ シキ 釜敷き、浮き輪状に作る。

カマス 叺。（俵と共に藁製容器の代表）

サッペェシ 桟俵法師、俵の上下の藁蓋。

シブガラミ 踵を覆う藁工品。（履物）
０

ジョウリ 草履。（履物）

スッペ 藁で編んだ短沓。（履物）

セナッコウジ 荷負いの補助具。
０

タス 藁で編んだ容れ物。紐を付けて担ぐ。

タテ 籾の保存、野菜の貯蔵。

ツグラ 藁製の育児用具。

ツッカケ 藁製のスリッパ。（履物）

ツト 藁を束ねた容れ物。（ツトッコ）

ツマ ッカケ 雪道で草鞋と併用。（履物）
０

トバ 苫、篷、雨覆い。（マ→バ）

ナベ シキ 鍋敷き、円座。

ニ ナワ 荷負い縄。（縄類の一つだが左縒りにする。）

ネコ 藁をネコダに編んだ物。
０

バットリ 荷負い時の背中当て。

ハッパキ 脛巾・脛布・簸履（ハバキ）、脛あて。
０

ブーシ 藁・菅で編んだ雪除け帽子。

フカ グツ 脛まで覆う藁沓。（履物）

ミシロ 筵。（機械の無い時代は二人の共同作業で織った。）

ワラッチ 草鞋。（履物）
０

《 竹細工 》
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カッチキ 樏（カンジキ）。

サシ 差し。（莚織りの相方が使う竹棒）

スカリ 樏（カンジキ）と併用する大型の雪具。

スクエ 掬い。（茹で蕎麦などを掬う用具）

トオシ 湯通し。冷たい蕎麦などを温める道具。

トオシ 籾・大豆などの篩。

ドジョ ツボ 一升瓶の形をした竹製漁具。

ハケゴ 魚篭（ビク）。瓢箪型の竹製漁具。

フルエ 篩。

ボテ 竹笊の一種。

※ 団扇・花器・傘・熊手・笊・尺八・扇子・算盤・竹馬・竹釘・竹串・竹竿・竹橇・竹鉄砲・

竹蜻蛉・竹ヒゴ・竹笛・竹篦・竹箒・竹箕・凧・水鉄砲・耳掻き・物差…などの「竹製品」は

日々に消えつつある。

※ 竹の特性に似せた素材はプラスチックであるが、竹製には及ばぬものが多い。

《 雪対策・雪利用 》

アク マキ 灰撒き。（消雪）

エキ ガコエ 雪囲い。（住宅・庭木などの保護）

エキ サラシ 藁・菅・竹などの細工品を晒す。（強化）

エキ ダナ 雪消し用の小池。（流水の利用）

エキ フミ 雪を踏み固めて道を作る。

エキ ホリ 主に屋根の雪を掘り除く作業。

エキ マクラ 雪枕。（解熱療法に利用）

エキ ミチ 雪道、谷道。（夏期は通れない谷が道になる。）

エキ ムロ 雪室。（野菜の長期保存に利用）

エキ ワリ 道路の除雪作業。

コエ ヒキ 雪原の近道と橇を利用した堆肥運搬。

ダエコ ダテ 雪中の大根貯蔵施設。

ダラ ノリ 堕蝋塗り。（雪の付着を防止する。）

タレ ガコエ 簾囲い。（防雪対策）

ドウゴ ダシ 山中の木材を橇で運び出す作業。

ナゼ ヨケ 雪崩の防御施設。
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ベト マキ 土撒き。（消雪）

ボエ ダシ 薪出し。（雪道を利用する。）

《 雪具 》

カッチキ 樏（カンジキ）。

ク シキ 木鋤（コスキ）。
０

シャボロ スコップ。カク シャボロ ケン シャボロ

スカリ 樏（カンジキ）の一種。

トヨ 樋。（排雪の用具）

ブーシ 藁・菅で編んだ雪除け帽子。

☆ 代表的な雪の遊具には ソリ・スキー・スケート などが挙げられ

るが、これらは共通語と同様である。

【 女仕事 】 （調理・裁縫・育児・洗濯・採集など）

《 屋外 》

アオモン トリ 山菜採り。

クゾッパ トリ 葛の葉採り。
０

スギッパ ヒロエ 雪上に落ちた杉の葉拾い。（燃料用）
０

スミ カキ 鍋底・釜底の炭掻き。

セッ タク 洗濯。（小川または半切で）

ナッパ アレェ 菜っ葉洗い。（洗い場は社交場でもあった。）

ヒロロ ノギ 笠菅 採り。

《 屋内 》

エスス ヒキ 石臼挽き。（エルゴ・ソバ・大豆）

エト ヒキ 製糸。

チチ クレ 授乳。（育児）

ノエ モン 縫い物、裁縫。（ヌ → ノ）

マンマ シ 食事係。（「シ」 は「為」で造る事）
し
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ヲ オミ 苧績み。

【 作業の工夫・形態 】

アギ 釣り針から獲物の脱落を防ぐ仕掛け。

アェ ドリ 餅搗きの相棒役。 エェ ドリ

アェ ナシ 帳消し。エェ ナシ

アェ ホウ 手伝い、相方、相棒。
０

アッタメ ケェシ 二番煎じ。（主に風呂の湯）

アミ ドウゴ 簾編み、俵編みの道具。（簡素で便利）

エタチ 冬囲いの茅などに縄を通す道具。（鼬から）

エボ エ 疣結い。解けにくい結び方。

サエコウ 修理・修繕・継ぎ剥ぎ。（主にゴム靴）

ザト ゾエ 座頭背負い。（包みを肩から腋下に廻す負い方）

ジョウ ヤ 常傭。

スケ 手伝い、扶助。

スブ 術（スベ）・技術・方法。
０

セコ 作業の手伝い、協力。

セッキ カセギ 季節労働、出稼ぎ。（農閑期）

セック カセギ 普段は怠けて祭日に働く事。（節句稼ぎ）

テコ 手子、作業の手伝い。

テコ ツキ 手つき、手の動かし方。

トウ ド 作業援助。（「田人」から？）

トショリ シゴト 年寄り仕事、留守番や子守役など。

ニョ ツミ 鳰積み。エナニョ ボエニョ
にお

ハカ 仕事の能率。（「ハカ」が行く・ハカドル）

ヘェ マキ 灰撒き。（消雪）

ベト マキ 土撒き。（消雪）

ヨテ 得手・得意。

ヨナベ 夜業。（一般に八朔の餅を食べた翌日から。）

ワケッチョ 分け前、配分。
０

ワッ パカ 作業の割り当て量。
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【 作業の不如意 】

アエマチ 過失。

アテ ズッポ 出任せ、当て推量。

テッツァ マッツァ 周章狼狽。

テッ パズシ 手から落とす、失策、失敗。

テ モズレェ 手煩い。

トッ パグシ 偶然、まぐれ。

モチャ ツケェ 持ち扱い。モチャ ツケェ カク

ヤッケェ 厄介。

【 資材・用材 】

《 採取 》

エナ ワラ 稲藁。

ガラ 屑石、石垣の内側に詰め込む。

クゾッ パ 葛の葉。（落とし紙の代用）
０

ケェシ 鳥獣の糞、肥料。

ケシ ゴ 消しご、軟炭。（炬燵用）

コッ パ 材木の切れっ端。（燃料用）

コバ 木羽、屋根葺き材。
０

コロ 薪の太い物、割り木。（燃料用）

ササッ パ 笹餅・笹飴・味噌蓋に使用。（防腐効力あり）

シーナ 結実しない穂（死稲）。家畜の飼料にする。

シナッ カワ シナノキの樹皮。藁紐より強い。
０

シバ 柴。（蔓物を支え雑木、「芝」草では無い。）

シビ 。（土間の筵下に敷き、藁蒲団にも用いた。）
０ しべ

スギッ カワ 屋根葺き材。
０

スギッ パ 杉の葉。（燃料用）
０

スダ 粗朶。（潅漑・砂防工事などに使う生木）

タマ エシ 楕円形の自然石。
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ツトッ コ 苞（ツト）、藁束の上下を結んだ入れ物。
０

ツナギ 薪・稲・刈草などの結束材。

ドウ ゴ 丸太、建築材。

ネジッ キ 雑木を束ねる捻り木。（マンサクを常用）
０

ノエ ゴ 稲の穂茎。箒・蓑などの素材。（抜き子）。

ヒ グサ 干し草。（冬期の家畜飼料に利用）

ヒロロ 蓑の材料。

フカ グラ（…オラ） 雪折れした杉材。（ハザ・雪囲いなどに利用）

ヘェ 灰。（肥料・雪消し・滑り止め）

ベト 土。

ボエ 雑木・薪。（燃料用）
０

ホォッ パ 朴の葉。（包装用）

モミ ガラ 土間の筵下に敷く。（防湿・燻炭・肥料に利用）

ヨロッ キ 流木。（燃料用）
０

ヲ 苧（カラムシ）。

《 加工 》

アラ ナワ 粗縄。（ワラ・スゲが素材）

エタ 板。（用途は広汎、主に雪囲い）

グミ 組み。（三本以上の紐を編む。三つ組・五つ組）

ケシ ゴ 軟炭。（炬燵用）

コ ノカ 米糠。（肥料・漬け物）

コ バ 木羽。（屋根葺き材）
０

ショウヨ ッカス 醤油粕。（副食）

スベ ナワ 縄（シベナワ）、細縄。
しべ

ツト ッコ 藁ツト。（藁を利用した容器）

ツナギ 繋ぎ。（藁利用の結束具）

ヒボ 紐。（布利用の結束具）

モミ ガラ 籾殻。（土間の下敷き、焼き殻は肥料）

【 漁法・漁具 】
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アエ カケ 鮎（アエ）の友釣り。

アミ ブチ 投網。

エクリ 並んだ二艘の舟を使って鮭を掬う漁法。

カジッカ オトシ 鰍落とし。一人が板を踏み、一人が網を持つ。
カジカ

カジッカ ツキ 箱眼鏡（又は板ガラス）とヤスを利用。

カワ ボシ 川干し。（川を堰き止めて水を汲み出し魚を捕る。）

クジ リ 石の下に隠れた魚を手で掴み捕る。

ケエ ツリ 貝釣り。（川底の泥穴に草の穂を差し込んで釣る。）

ザッコ スキ 笊で小川を漁る。雑魚掬き。

ス ヅリ 摺り釣。釣り竿を水中で摺りながら釣る。

ドジョ ツボ 一升瓶に似た竹製の壺。

ドジョッ ポリ 泥鰌掘り。（川干しして泥中の泥鰌を掘り捕る。）

ハネ ヅリ 虫または毛針を水上に浮かせた釣り方。

マス カキ 水中に潜って鱒を掻き捕る。

マチ カワ 岸の仮小屋で、網に掛かる鮭を待つ。

モグリ 潜水漁。

ヨー ツリ 魚釣り。（「ヨ」は 「イオ」で魚。）

【 鳥 】

オゴエス 鶯。（語頭の「ウ」は「オ」になる。）

ギシ ギシ 燕。

クエナ 水鶏。

ケラ ツッツキ 啄木鳥（キツツキ）。

サンギ 鷺。

シッ パタタキ 鶺鴒（セキレイ）。

ツバクラ ツバメ。ツバクロ ギシギシ

トットッ コ 鶏。 トット コ コッコ

トッピ 鳶（トビ）。トンビ
０

ヒトト ヒタキ。（春先ごろ人家近くに来る渡り鳥）

ヒョッ コ ひよこ。

ミソッ チ 鷦鷯（ミソサザイ）。
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【 獣 】

エタチ 鼬。

エン 犬。エン コロ

オサギ 兎。（「ウ」→「オ」）

オシ 牛。（「ウ」→「オ」）

カワソ 獺。（カワウソ）

コーッパ 河童。

タノキ 狸。（「ヌ」→「ノ」）

チュー 鼠。（幼児語）

ニャンコ 猫。（幼児語）

モウモッコ ムササビ。

モジナ 狢。（「ム」→「モ」）

ワンコ 犬。（幼児語）

ンマ 馬。（「ウ」→「ン」）

【 虫 】

アカ ムシ 恙虫。

アメンボ 川蜘蛛。

アリンゴ 蟻。

エキ ムシ 春先に雪上を這う虫。

エナゴ 蝗。

エモリ 井守。（背は黒く腹は赤色の両棲類、蜥蜴に似る。）

オジ 蛆。（「ウ」→「オ」）

オナッコージ 蛆虫。（オナゴージ）

オニ グモ 女郎蜘蛛。

カナギッチョ カナヘビ。

カネ タタキ 泥中に棲む、水カマキリ。

カマッキリ 蟷螂（カマキリ）。

カミ キリ 甲虫の一種。
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カン バチ 虎斑の大柄な蜂。

ギャク 蛙。 ゲェール

キリ 蟋蟀（コオロギ）。

キリギス キリギリス。

ゲェールンゴ オタマジャクシ。（ンは「の」と同意）

ゲッコロー 源五郎。甲虫目の昆虫、沼沢に棲む。

ケラ 地中に棲む褐色の昆虫、水上をも巧みに泳ぐ。
０

ザザ ムシ 釣りの餌に使う川虫。

サシ 蛆、ショウジョウ蝿の幼虫。

シバ ムシ 緑色で背部に刺を持つ。樹枝に作った卵殻で越冬。

ジ モグリ 土中に棲む蛇。

シャクトリ ムシ 歩き方に特徴が有る。

スエッチョ ウマオイムシ。

ダエロウ 蝸牛。（カタツムリ・デンデンムシ）

チョウチョ 蝶。（モンシロ・アゲハ・カラスアゲハ）

ツブ 田螺（タニシ）。
０

ドンボ 蜻蛉（赤・糸・鬼・蚊などの各種）。
０

ノノ モグリ 布潜り。（蚊の一種、布の目を潜る程に小さい蚊）（ヌ→ノ）

ハタハタ 機織り虫。（バッタの一種か、体色は緑。）
０

ビーノジ 川蜷（カワニナ）。

ブト ブヨ。（蚊の一種、食われた痕は黒胡麻状の痕が残る。）

ヘェ 蝿。

ヘチマ ムシ 峨の一種。（蛹の入る殻は繭状で指サックに利用。）

ヘックサ ムシ 悪臭を放つ亀形扁平の虫。

ヘッコキ ムシ 尻から白色のガスを噴き出す鞘翅目昆虫。

ヘッペ 蛇。（青大将・縞蛇・地潜り・蝮・山かがし）
０

ヘッペノ ツバキ ミミブシ。（白い泡状で漆の枝などに付く。「ツバキ」は唾。）
０

ヘル 蛭（ヒル）。
０

ボコ ウスバカゲロウの幼虫。（蟻地獄）
０

ボコサマ 蚕。

ホッタル 蛍。
０

マツ ムシ 馬追い虫。（共通語の松虫と異なる。）
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ミズ スマシ 黒色で米粒大、水上を旋回する虫。

メェドノ ツケェ 冥土の使い、斑猫（ハンミョウ）。

メンメ 這い廻る虫の総称（幼児語）。
０

メンメズ 蚯蚓（ミミズ）。
０

ヤマッ カガシ 赤楝蛇。

ヨガ 夜蚊。ヤブガ
０

ヨド 夜盗虫、根切り虫。
０

ワンザ 蝉の幼虫。

【 魚 】

アエ 鮎。（「ユ」→「エ」）

エワ ナ 岩魚。（「イ」→「エ」）

オコジョ ハゼに似た淡水魚。

オナギ 鰻。（語頭の「ウ」→「オ」）

オルメ ウルメ、メダカ。（語頭の「ウ」→「オ」）
０

カジッカ 鰍（カジカ）。（オトシまたはヤスで捕る。）

カナ 牡鮭。（腹子を持つ。）

ガニ 蟹。（沢蟹・毛蟹）

カヨナギ 川鰻。（体長は２０センチほど。）

ケェ カラス貝。（淡水・泥田で繁殖。）
０

コエ ニョ 鯉。（「コイ ノ イオ」の短縮）

０

コケ 魚鱗（ウロコ）。（コケラ とも言う。）

サケ ニョ 鮭。（「サケ ノ イオ」の短縮）

０

サバ 淡水で獲れた鮭・鱒の称。（海水魚の鯖と異なる。）

タラシ タナゴ。（河水の薬害で絶滅に近い。）

トト 魚。（幼児語）

ハチヨ 蜂魚、外敵を針で刺す。（ナマズに似るが体色は赤。）

ハヨ ウグイ。（セバヨ・アブラッパヨ）

ビヤコ 脇腹に鮮やかな斑紋がある魚だが不味。

メナ 牝鮭。（筋子を持つ。）
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【 山野草・茸 】

アカ ソ 赤麻。

アケブ 通草、木通（アケビ）。
０

アサズキ ワケギ。

アズキ ナ マメ科の山菜。

アマンダレ ヤブ茸、コケ。

エカリ ソウ 碇草。

エキノ シタ ユキノシタ。（腫れ物の吸い出しに特効）

エチゴ 苺。（草・木・蔓・蛇・薬缶苺 など）

０

エブ 山葡萄。

エモ ゴ 自然薯の実。蔓に球状で結ぶ。（ムカゴ）

エラ クサ 皮膚を刺激する野草。

エワ カガミ 岩鏡。

エンキ グサ 紫露草。（花を搾ると紫色のインキができる。）

エンノ キンタマ イヌフグリ。

オーミン ドロ ドブ池に生ずる水藻の一種。（青海泥）

オサギ タケ 兎茸。

オド 独活（ウド）。

オニ ゼンメェ 鬼薇。（大型で毛が多く食用にならない。）

オルエ 擬宝珠、ギボシ。（ウルイ）

カタッコ 片栗。（若葉は食用・球根は片栗粉）
０

カタハ 杉平茸。（白色で貝殻状）
０

カラ エモ 菊芋。

カラス オリ 烏瓜。（多年生の蔓草で卵大の実を結ぶ。）

カラ ムシ 越後縮みの素材、苧。

キツネノ ネドコ 杉林の中などに生える蔓草、葉は毛状。

キノ メ アケビの芽。（若芽は食用）

クゾ ッパ 葛。（球根は葛粉、往時は葉をチリ紙に代用）
０

クワエ 慈姑。

グヮン ゾウ 萱草（カンゾウ）、忘れ草。

ゲェール ッパ 車前草（オオバコ）。
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コーコー ヅル 昼顔。朝顔に似た野草。

コーズ 楮。皮は和紙の原料。

コーッパ ノ シンノゴェ 河童の尻拭い・タケニグサ。

コーッポネ 河骨、スイレン科の水草。（一茎一花）

コーモリ 禾本科の雑草。（穂を洋傘風に結んで遊ぶ。）

コクワ サルナシ。（マタタビ状の甘い実を結ぶ。）

コゴメ シダ類の一種。（若芽は食用）
０

ゴン ベエ 滑りヒユ。（根を擦ると赤くなる。）

シシ タケ 舞茸？

ジージー ゼンメェ 丸い穂を持つゼンマイ。

ジ シバリ 地縛り。（地を覆うように群生する乳草）

ジボコ 潰すと煙状に菌を飛ばす毒茸。
０

シモ タケ 平茸？

ショデ 牛尾菜。（林中の蔓草、若芽は食用）
０

ジョーズ ダマ 数珠玉草。（実は乾燥させて数珠玉に使用）

スギナ 畑の雑草。（ウサギの好餌。「繋ぎ当て」に遊ぶ。）

スズメノ カタビラ 寒冷期も枯れない強靱な雑草。

スズメノ テッポウ 田中に群生する禾本科の雑草。

スズメノ チョンチョンゲ カタバミ。（葉は家紋にデザインされる。）

スッカシ ギシギシ。（穂茎は塩漬けにして食用）

スッカンボ 虎杖（イタドリ）。

スッパツ イガホウズキ、酸漿。

ズミ 苔桃。
０

ゼンメェ ゼンマイ。

ソバ ススリ 蕎麦（ソバ）啜り。（食用にはならない野草）
０

ダェ ヂカラ 蕨。

ダエロウッ パ 大葉ギシギシ。

タ ガラシ 田芥子、タネツケバナ。

タツノ ケ 竜の髭。

チチ グサ 乳草。（白汁を出す草の総称）
０

チドメ グサ 血止め草。

チャワン バナ 一輪草。
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チョウセン バナ 猩々袴。

ツクシン ボ 土筆。

テンゴノ ハナ 天狗の鼻、自然薯の花殻（三稜翼）。

トリ アシ ユキノシタ科の山菜、鳥足升麻。

ドンボ グサ 半月形の平たい萼が特徴の雑草。

ネコ ジャヤラカシ ネコジャラシ。（穂は仔猫の尾に似る）

ネジ バナ 文字摺り草。（球根で冬をこす多年草）

ネズミ タケ 箒茸。（黄色の珊瑚に似る）

ノスット ハギ 萩。

ノドックシ 牛尾菜（シオデ）。（山アスパラ）
０

ノノ バ 香りは無いが青紫蘇に似た山菜。（布葉？）

ノン ビロ 野蒜。（「ノビル」の撥音化）
０

バカ グサ 草虱。（種子の撒布を動物に頼る。）

ハサミ グサ ツメクサ。（道端に群生する。）

ハッカ グサ 薄荷草。

ハングヮン 升麻の一種。（若芽は食用）
０

ハンゲ カラスビシャク。（畑の雑草）
０

ヒョウ ナ 莧（ヒユ）。（若芽は食用｝

ヒョッコ グサ ハコベ。（畑の雑草）

ヒル ゴォ 昼顔。

ヒロロ 笠菅。（蓑の主材）

フーキ 蕗。（茎は食用、葉は苺搾りに利用）

フーキン トウ 蕗の薹。（苦味の強い山菜）

フーズケ 鬼灯（ホウズキ）。
０

ヘッペ ノ アカシタテ 鐙草（アブミソウ）、天南星。マムシグサ
０

ペンペン グサ ナズナ。（田畑に多い雑草の一種）

ボウ ナ ヨブスマソウ。（若葉は食用）
０

ホッタル バナ 蛍袋。（薄紫、釣り鐘状）

ボン バナ 盆花。

マス 蚊帳釣り草。（茎を両端から裂くと舛型になる。）

ミズ ナ ウワバミ草。（赤・青の二種とも食用）
０

ミズヒキ グサ 水引草、蓼科の雑草。
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ミズ マツ 梅花藻。（清流に繁殖する。）

ミツ グミ オサ シダ （方言名は疑問。）

ミツバ クローバー。

ミヤマツ 山葡萄、野葡萄。

メクラ ショウブ 射干。（シャガ）

モチ グサ 蓬、または兎の餌になる乳草。
０

ヤクヮン エチゴ 薬缶苺。

ヤマッ カブ 球根は焼いて食用にする。（水芭蕉の一種か？）
０

ヤマ ミチ おさ羊歯。

ヲ 苧・カラムシ。繊維は織物の原料。

ンマ ゼリ 馬芹、キンポウゲ科の毒草。（当帰に似る。）

ンマノ ボタモチ 兎の餌になる野草。（苧環の一種。）

【 樹木・果実 】

エチジク 無花果。（イ → エ）

エッチョウ 銀杏。（イ → エ）

エンジョ 槐（エンジュ）。（ジュ → ジョ）

オジ ゴロシ 蛆殺し。（ハナシュンギ） （ウ → オ）

オツギ 空木、卯木（ウツギ）。（ウ → オ）

オッコ 這いおっこ。（笏の材となる所から「一位」とも。）エチエ

オラ ジロ 裏白。（正月飾りに用いる。）（ウ → オ）

オルシ 漆（ウルシ）。（ウ → オ）

カタショ 楓。（杵の用材）

カブツ 切り株。

キワダ 黄檗。（眼疾・胃腸の薬となる。）

クヮ 桑。（蚕の餌。子供の関心は桑苺）

クヮシバミ 殻の形は小粒な銀杏に似る。（食用）
０

ケンプ 玄圃梨。

コウズ 楮。（繊維は織物の原料）

コクヮゴ コクワ、猿梨。（シラクチヅル）

ゴミ 茱萸（グミ）。（初夏の田植え茱萸・晩秋の川原茱萸）
０
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サンショ 山椒。

シナ 樹皮は紐として使用。（菩提樹の一種か。）

ズックシ 熟し柿。
０

ズミ 苔桃、棠梨。
０

ナラガマ ドングリ。

ネックシ 根本。ネッコ

ノバタマ ムクロジ、烏羽玉。（実を羽子に使う。）

ハン 榛、サトトネリコ。（畔に植えて稲架けに利用。）
０

ピッピ 椿。（葉で笛「ピッピ」を作る。）
０

ヒメコ 胡桃の一種。（菓子グルミ）

フウ 朴（ホウ）の木。（放射状の葉で風車を作る。）

マシ 毒空木（ドクウツギ）。
０

モチノ キ 亀の木。
０

ヤドメ 枝葉が密生して矢を止めると言う庭木。

ヤマッ クヮ コクヮゴ、コクワ、猿梨。

ヨーズ 柚子。（ユ→ヨ）

【 自然現象】

《 気象関係 》

アナレ 霰。（ラ→ナ）

エキ（ヨキ） 雪。（ユ＝エ＝ヨ）

エキ アメ 霙。

エキレ 高温多湿で無風の天気。（動詞・エキレル）

エテェ 凍みつく寒さ。（動詞・エテル）

オ シメリ 慈雨、小雨。

カナックリ 氷柱・つらら。
０

カンナリ 雷。

キ チゲエ 急変する天候。

ギロ 低温のため氷って滑る雪面。
０

グーグー エキ 水分の少ない締まった雪。

コナ エキ 粉雪。
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ザラメ エキ 水分の多いザクザク雪。

シミ 凍み。（凍みがヒル）

ゼェ 氷。（ゼェが張る）

ダシ アレ 荒天。

ツヨ 露。梅雨時（ツヨドキ）。

ナゼ 雪崩（ナダレ）。

ネジ 虹。

フキ 吹雪。

ベシャ エキ 雨雪。

ホータエ エキ 粉雪。（包帯雪？）

ヨーダチ 夕立。

ヨーダ ッツァマ 雷様。

《 地形関係 》

アナ ボコ 地面の窪み。

エシッ クヮラ 一面の石原。

エリ 奥まった地。（沢の入り・千の入り・滝の入り）

ガラン ポコ 空洞。

ガンクラ 嶮しい崖。

カン ノ 苅り野、山裾の崩れ地。

タナ 水溜まり、池。タマリ

ツルネ 尾根・峯。

トロ 瀞。川水の深く淀んだ処。
０

ナセェ なだらかな傾斜。

ヒラ 山肌の開けた斜面。（陰平・野老平）

フチ 淵、崖下の底無し沼。
０

ヘッコミ 凹み。

ヘツリ 絶壁や川縁などの嶮岨な通路。

ホーリ 堀、凹み、人工の小川。

ボンコ 盛り上がった状態。（窪みの反対）

ママ 流れが停滞した深み。（魚の隠れ場）

ヤチ 谷地・湿地。
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ヨド 水が淀む所、底なし沼。
０

《 その他 》

アワ ボコ 泡。アワ ブク（水中の発酵気体）

オズ マキ 渦巻き。（ウ→オ）

ケブ 煙、靄。（マ行→バ行、ム→ブ）

ナゼ 雪崩。

ナリ ケェシ 鳴り返し、谺。（反響）

ネバ 粘土、青ベト。

ノメ 水垢などの滑り。（ヌ→ノ）
０

マキ メ 渦、竜巻。（頭のツムジと形が似る。）

ヨ ゲ 湯気、水蒸気。（ユ→ヨ）

【 子供社会 】

《 遊戯 》

アシガキ オニ 鬼ごっこの一種。（片足での追いかけっこ。）

アヤッ トリ 綾取り。（網・川・鼓・箒などを作る）

アェコ 互角、勝負無し。エェコ
０

エキ ダルマ 雪達磨。

エシ ケリ 石蹴り。

エッサン ブッサン 木の枝に乗って揺さぶる遊び。
０ ０

エッチョ ッコ 銀杏の賭け合い。

オッ カケッコ 追い掛けごっこ。

オデ ズモウ 腕相撲。（指相撲、草相撲）

オニ ゴト 鬼ごっこ。（足掻き・隠れ・手繋ぎ・目閉り。）

カゲ オツシ 影絵映し。（イヌ・キツネなどを障子に映す。）

カゲ フミ 影を踏み付ける鬼ごっこ。

ギロ フカシ 雪面を擦って氷の様に光らせる。

クルミ ッコ 胡桃の賭け合い。

ケェッ コ 交換遊び。
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ゲッ ポ 勝負事の最下位。（ビリッケツ）
０

ケン ジャンケン。（拳）

ザク お手玉。
０

シミ ワタリ 凍み渡り。
０

ショウタレ ガミ 唾液で濡らす写し絵。

ジレエ 地雷遊び。

ズエノー 雪で作った滑り台。

タガ マワシ 針金のタガを路上で廻す。

タケ ドンボ 竹蜻蛉。

タケ ンマ 竹馬。

チ ブントリ 地分捕り。

デングリ ゲェシ 転回。

デン グルマ 肩車。

テン マル 手鞠。
０

トッピ トッピ 仰向けに寝て挙げた足に幼児を乗せる。
０

ドッポ 雪道の落とし穴。

トリ オトシ 篭を利用した小鳥の捕獲。

ナワ ットビ 縄跳び。

ニラメ ッコ 睨み合い。

ハジキ おはじき。
０

パチ メンコ。
０

バンバ フミ 雪上の馬場（相撲場）作り。

ピッピ ナラシ 笛鳴らし。（竹・椿の葉・草の葉などを利用）

ブエチョウ ぶらんこ。
０

フーキッ パ シボリ 蕗の葉を漏斗状にして桑苺を搾る。

フーズケ ナラシ 鬼灯を鳴らす遊び。

ベロ カキ 落書き。

ボウ サガシ 宝探しの一種。

ホーッパ マワシ 朴の葉で作った風車を廻す。

ホッタル トリ 蛍狩り。（各種の虫採り・「虫」の項を参照）

ホンコ・オソッコ 賭け事の真偽。

マメノテ アミ 豆の手細工。（ガラメンドウ・鞍・座布団）
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マルッ トビ ケンケンパー。

マンマ ゴト ママゴト。

ミズ アビ 水泳ぎ。

ミツ ナメ ユリの花弁やミツバナを吸う。

モチ カミ 麦・糯・杉ヤニ・松ヤニなどを噛む。
０

ンマッ トビ 馬跳び。

※ 「オニ」の決め方

「ベントォン シュウベントォン オシラクラ ナマヨモギシ。」（男子）

「ボンさん ボンさん ドゴ行ぐの 私は田圃へ稲刈りに お前が来ると邪魔に
え

なる このカンカン坊主クソ坊主 後の正面ダーレ？」（女子）

※ 「…ックラ」「…ッコ」は「…競べ」の意。

（跳びックラ・ッコ、投げックラ・ッコ、銀杏ッコ、胡桃ッコ）

《 喧嘩 》

アカメンクサレ あかんべえ！

アテ ナシ 喧嘩の仕返し。

エケッ ツラ 生意気顔。

エサケェ 諍い、喧嘩。
いさか

エジ クサレ 意地悪。

エジク ナシ 悪戯。「意気地なし」とは異なる。

エジメ イジメ。

エッ キビ いい気味。
０

カンベ 勘弁、過失の容赦。カンニ

ダマカシ 騙し事。

ドミソ 臆病者、弱虫。

ナキ ベッツォ 泣きべそ。

ハギリ 端切り、遊び仲間から外す事。

ハッチン コ 鉢合わせ。

ベェッツリ エェ 奪い合い。
０

※ 喧嘩時の囃子 （附録「囃子唄」参照）
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「エマ（今） ナエタ（泣いた） コゾウガ チョエト デテ ワラッタ ワラッタ。」

「ナキムシ ケムシ ハサンデ ブチャレ（捨てろ） オーカワ（大川）ヘ ブチャレ。」

「マケテ ニゲルハ カナギッチョウ（かな蛇） ヘッペ（蛇）ニ オワレテ シカタガ ネェ。」

《未熟》

アオ ズッコ 青二才。

アップリ 水溺。
０

ガニ グソ ヤロウ 蟹糞野郎。（体便の取れない嬰児）

コーッ タレ 川に落ちて衣服を濡らすこと。（川渡り餅）

サンピン 役立たず。

シッ パネ 尻跳ね。（草履の後で跳ね上げる泥）

ハナッ タレ 洟垂れ。（幼童を見下げた表現）

ヒョッコ ヤロウ 幼鳥、世間知らず。

ボボッ コ 甘えん坊。

ボンクラ ヤロウ 間抜け者。

ヨーズッ タレ 涎を垂らす様な小僧ッ子。

《 叱責 》 ※（【人性】と重複する語が混じる。）

アゴ ツリ 口答え。

アフレ（モン） 乱暴。（者）

アマサレ（モン） 卑猥なことを口にする。（者）

エジクレ（モン） 捻くれ。（者）

エジケ（モン） 卑屈。（者）

エワッ クソ 弱虫。

オキョウ スキ お調子者。

オス コキ 嘘つき。 ドス コキ デッポ コキ

オッカナ ガリ 弱虫、臆病者。

オッツァレ 叱責。（「叱られる」の名詞化）

カタッ パリ 意地っ張り、ひねくれ者。
０

ガッポウ ギ 乱暴。

キモ ヤキ 短気、怒りっぽい子。
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ギョウサ ワル 不作法。

キリ ナシ 欲求の際限なし。

キンマ 神経質。キンマッカス

クエッ タレ 食いしん坊。

コッペツ 小生意気。

サベッ チョ お喋り。

ジクネ（モン） 惚け。（者）

シッタカ ブリ 知った振り。

ショーシ ガリ 恥ずかしがり。

ショーッ タレ 不潔者。

ショード ナシ 過ちを繰り返す困り者。

ジョッペェ 出しゃばり。
０

シリ ヤケ 尻灼け・飽きっぽい性格。

ズルケ（モン） 怠慢。（者）

ゾク ナシ 根性無し。ズクナシ

ソモッ チョ 悪戯。

タケッ チョ 癇癪持ち。（「猛」か？）
０ たけ

ド クサレ 臆病者。ド ミソ

ナキッ タレ 泣き虫。（「タレ」は接尾語。Ⅲ部を参照）

ネボッ コキ 寝坊者。

ノメシ 怠慢。 ノメシ コキ（怠け者）

ヒト モジリ はにかみや、人見知り。

フラ ヤロウ 風来坊、阿呆者。

ベロ カキ 落書き。

ヘン ナシ 常識外れ、変人。

ボボッ コ 甘えん坊。

ヨーズッ パリ 夜更かし。（朝寝坊の反対）

ヨーバリ コキ 寝小便垂れ。

ヨエッ ピカリ 夜更かし。

ワルサッ コキ いたずら者。（コキ「…する者」）

《幼児語》
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促音

アッチ（他所） カッカ（母） コッコ（鶏）
０

シッコ（尿） ダッコ（抱擁） チッコ（少量）

トット（鳥） パッパ（煙草） ホッペ（頬）

ポッポ（鳩） ポッポ（懐） ポッポ（汽車）

撥音

アンボ（餅） アンヨ（足） ウンチ（糞）

オンモ（外） オンブ（背負） カンコ（下駄）

コンコ（咳） タンタ（足袋） チンコ（陰茎）

ネンネ（就寝） ポンポ（腹） マンコ（女陰）

ミンミ（耳） メンメ（虫） モンモ（化物）

ワンコ（犬）

畳音

アバアバ（別離） アンアン（開口） ウンウン（排便）

オキオキ（目覚） カミカミ（咀嚼） コンコン（咳）

タンタン（足袋） チンチン（陰茎） テンテン（頭）

ナエナエ（保存） ノウノウ（神様） ノミノミ（嚥下）

ハエハエ（匍匐） ヒンヒン（馬） メーメー（山羊）

モーモー（牛） ワンワン（犬） リンリン（鈴）

動 詞

※ 動作を表し、言い切りは全て[u]の段になる。（活用は五種、Ⅲ部）

※ 主語の「性」「数」に依る語形の変化は無い。

※ 時制は名詞・副詞・助動詞などの補助に依り判断できる。

※ 接尾語「ガル」と助動詞「タガル」の付く動詞は類似するが、前者

は形容詞の語幹、後者は動詞の連用形に接続する。
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【 動作・存在・思考 】

アエ ブ〔自バ五〕 歩む。 アヨブ エエブ

アガ ル〔他ラ五〕 食べる。家に入る。

ア ゲル〔他ガ下一〕 供える。

ア ゲル〔他ガ下一〕 嘔吐する。

アゴヲ ツル〔複・他ラ五〕 口答えをする。〔複〕・(アゴを吊る。)

アス ブ〔自バ五〕 遊ぶ。（動作・行動の余裕）

アダ ケル〔自カ下一〕 暴れる。発情する。

アッタラ ガル〔他ラ五〕 惜しがる。（ガルは接尾語。）

アッチャ ガル〔他ラ五〕 暑がる。（ガルは接尾語。）

アツバ ル〔自ラ五〕 集まる。アツ ベル〔他バ下一〕（マ行→バ行）

アバラ ウ〔自ワ五〕 欲張る。

アフ レル〔自ラ下一〕 暴れる。

アマサ レル〔自ラ下一〕 猥褻なことを口にする。

ア メル〔自マ下一〕 禿げる。

アヨ ブ〔自バ五〕 歩む。アエブ とも言う。（マ行 → バ行）

エエ ノリ オー〔自ワ五〕 相宣り合う。〔複〕・（言い争う）

エ ガル〔他ラ五〕 好がる。（ヨ→エ）（「ガル」は動詞化の接尾語。）

エキ レル〔自ラ下一〕 暑く湿気がこもる。

エ グ〔自ガ五〕 行く。（語尾の濁音化）

エゴ ガル〔他ラ五〕 蘞がる。

エゴ ク〔自カ五〕 動く。（「ウ」→「エ・オ」）エゴカ ス〔他サ五〕

エサブ ル〔他ラ五〕 揺り動かす。ヨサブル（「ユ」＝「エ」＝「ヨ」）

エジク レル〔自ラ下一〕 拗ねる。

エジク ル〔他ラ五〕 弄（イジ）る。 エジ ル の延言か。

エジ ケル〔自カ下一〕 怖さに萎縮する。

エジ メル〔他マ下一〕 苛める、虐める。

エジ ル〔他ラ五〕 弄る。

エス グ〔他ガ五〕 濯ぐ、洗う。ヨス グ（「ユ」＝「エ」＝「ヨ」）

エス ル〔他ラ五〕 揺する。（「ユ」＝「エ」＝「ヨ」）

エタ ガル〔他ラ五〕 痛がる。（「ガル」は動詞化の接尾語。）

エツ ケル〔他カ下一〕 結いつける。（「ユ」＝「エ」＝「ヨ」）



- 110 -

エ テル〔自タ下一〕 凍てる、冷える。

エナダ ク〔他カ五〕 頂く、拝受する。

エブ ス〔他サ五〕 煙を立てる、燻す。エブ ル〔自五〕

エボク ル〔自ラ五〕 ふてくされる。エボク レル〔自下一〕

エボ ム〔自マ五〕 果実が熟しかかる。

エ ム〔自マ五〕 果実が熟す。（笑む？） オム
０ ０

エワ ル〔自ラ五〕 弱る、困る、疲れる。（「ヨ」＝「エ」）

オ エル〔自ア下一〕 雑草や体毛が生える。オ ヤス〔他五〕
０

オ エル〔他ア下一〕 植える。（語頭の「ウ」→「オ」）

オ エル〔自ア下一〕 終わる。オヤ ス（終やす）〔他サ五〕

オカ ブ〔自バ五〕 浮かぶ。オカ ベル〔他バ下一〕

オキョウズ ク〔自カ五〕 調子に乗って騒ぐ。

オゴク〔自カ五〕 動く。（「ウ」→「エ・オ」）オゴカ ス〔他サ五〕

オシ コク ル〔他ラ五〕 背後から突き押す。コクル は強意。

オショ ル〔他ラ五〕 折る。オッポショ ル〔他ラ五〕

オショ レル〔自ラ下一〕 折れる。（「押し折れる」か。）

オス メル〔他マ下一〕 薄める。（語頭の「ウ」→「オ」）

オズ メル〔他マ下一〕 埋める。（語頭の「ウ」→「オ」） ン メル

オタ ウ〔他ワ五〕 歌う。（語頭の「ウ」→「オ」）

オタガ ウ〔他ワ五〕 疑う。（語頭の「ウ」→「オ」）

オダ ケル〔自カ下一〕 動物が発情する。

オチョ クル〔他ラ五〕 かまう、弄ぶ。

オッカナ ガル〔他ラ五〕 怖がる。（「ガル」は動詞化の接尾語）

オッ クェル〔他ア下一〕 塞ぐ。（「押し塞ぐ」か。）

オッコ ス〔他サ五〕 打ち壊す。ブッコス ボッコス

オッ タクル〔他ラ五〕 追い立てる。オッ タテル

オッツァ ンル〔他ラ下一〕 叱られる。（受身レル「ンル」の複合。）

オッツ メル〔他マ下一〕 押し詰める。圧し詰める。

オッ ポショル〔他ラ五〕 へし折る。

オツ ル〔自ラ五〕 映るる。オツ ス〔他サ五〕（映す）ウ→オ

オツ ル〔自ラ五〕 感染する。オツ ス〔他サ五〕（感染させる）

オツ ル〔自ラ五〕 移る。オツ ス〔他サ五〕（移す）ウ→オ
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オド ケル〔自カ下一〕 道化る、巫山戯る。

オナ ウ〔他ワ五〕 畝う。（語頭の「ウ」→「オ」）

オ ム〔他マ五〕 生む。（語頭の「ウ」→「オ」「ン」） ンム

オ ム〔他マ五〕 績む。（語頭の「ウ」→「オ」「ン」） ンム
０ ０

オ ム〔自マ五〕 熟す。（語頭の「ウ」→「オ」「ン」） ンム
０ ０

オヤマ ウ〔他ワ五〕 敬う。（語頭の「ウ」→「オ」）

オ ル〔他ラ五〕 売る。（語頭の「ウ」→「オ」）

オルサ ガル〔他ラ五〕 煩がる。（語頭の「ウ」→「オ」）

オレシ ガル〔自ラ五〕 嬉しがる。（語頭の「ウ」→「オ」）

オロ ノグ〔他ガ五〕 間引く。ノグ は「抜く」（「ヌ」→「ノ」）

カ ウ〔他ワ五〕 塞ぐ。（栓をカウ） 支える。（棒をカウ）
０

カグ ル〔他ラ五〕 勘ぐる、疑う。

カ ケル〔他カ下一〕 家畜を交尾させる。

カジカ ム〔自マ五〕 手足が凍えて自由に動かなくなる。

カシガ ル〔自ラ五〕 傾く。カシ ゲル〔他下一〕（傾ける。）

カズ ケル〔他カ下一〕 責任を転嫁する。

カ セル〔他サ下一〕 かぶれる。漆にかぶれる。

カタガ ル〔自ラ五〕 傾く。カタブ ク〔自カ五〕

カタ ル〔自ラ五〕 仲間に加わる。カテル〔他下一〕（加える）

カツ ネル〔他ナ下一〕 担ぐ。

カッ パラウ〔他ワ五〕 盗み取る。

ガナ ル〔自ラ五〕 怒鳴りたてる。ガル〔自ラ五〕
０

カ メル〔自マ下一〕 赤く爛れる。

ガ メル〔他マ下一〕 盗む。

カヨ ガル〔他ラ五〕 痒がる。（「ガル」は動詞化の接尾語）（ユ→ヨ）

カラ ゴク〔他カ五〕 絡み付ける。

ガリ タテル〔自タ下一〕 怒鳴り立てる。

カンマ ウ〔他ワ五〕 弄う、相手にする、手を出す。（撥音の添加）

カンモ ス〔他サ五〕 掻き回す。（主に液体など。）

カ ンル〔他ラ上一〕 借りる。（「リ」の撥音化。）

カ ンル〔他ラ上一〕 枯れる、涸れる。（「レ」の撥音化。）

キッタナ ガル〔自ラ五〕 汚ながる。（「ガル」は動詞化の接尾語）
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キモ ヲ ヤク〔自カ五〕 腹立つ。〔複〕

キ ンル〔自ラ下一〕 切れる。（「レ」の撥音化。）

クサ ル〔自ラ五〕 水に濡れる。（腐敗と同音だが別語）

クジ ル〔他ラ五〕 生きた魚を掴み捕る。

クダ ス〔他サ五〕 下痢をする。

クタバ ル〔自ラ五〕 斃れる、伸びる、死ぬ。

クッ ツク〔自カ五〕 付く、繋がる。クッツ ケル〔他下一〕

クド ク〔自カ五〕 嘆く、口説く。

ク ベル〔他バ下一〕 燃やす、焚く。

クラシ ツケル〔他カ下一〕 喰らわしつける、殴りつける。〔複〕

クル ム〔他マ五〕 包む。クル マル〔自ラ五〕

クヮェ ル〔他ア下一〕 咥える、口に入れて歯で噛む。

クン ル〔自ラ下一〕 暮れる。（「レ」の撥音化。）

クン ル〔他ラ下一〕 呉れる。（「レ」の撥音化。）

ケェ ル〔他ア下一〕 液体を汲む。（汲み出す → ケェダス）

ケェ ル〔他ア下一〕 交換する。（ケェ ッこ）

ケッ タクル〔他ラ五〕 蹴飛ばす。〔複〕（タクル は強意の接尾語）

ケッ ツマヅク〔自カ五〕 蹴り躓く。〔複〕

ケナッチョ ガル〔他ラ五〕 羨りがる。（「ガル」は動詞化の接尾語。）
けな

ケブッタ ガル〔他ラ五〕 煙がる。（「ガル」は動詞化の接尾語。）

コウッチナ ガル〔他ラ五〕 固がる。（「ガル」は動詞化の接尾語。）

コ ク〔他カ五〕 「する」の代動詞。
０

コ ク〔他カ五〕 扱く、穀物の穂から実を落とす。

コ グ〔他ガ五〕 引き抜く。（「漕ぐ」は別語）
０

コク ル〔他ラ五〕 擦る。（藁細工の艶を出す。）（人体の垢を落とす。）

コザ ク〔他カ五〕 草や雪を掻き分けて進む。

コジク ル〔他ラ五〕 捩って引っ張る。（「コジル」の延言か）

コシャ ウ〔他ワ五〕 拵える・作る。

コチョバ ス〔他サ五〕 擽る。

コ ヅク〔他カ五〕 小突く、叩く。

コネ クル〔他ラ五〕 捏ねる。（「コネル」の延言か）

コマ ザク〔他カ五〕 細かく切り裂く。
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コ ンル〔自ラ上一〕 懲りる。（「リ」の撥音化。）

サガ ネル〔他ナ下一〕 探す。

ササリ コム〔自マ五〕 嵌り込む、熱中する。〔複〕

サ ス〔他サ五〕 密告する。
０

サバ ク〔他カ五〕 薄い物を切り破る。（「裁く」とは別語）

サブ ガル〔他ラ五〕 寒がる。（「ガル」は動詞化の接尾語。）

サベ クル〔他ラ五〕 喋る。（「サベル・喋る」の延言か）

サラ ウ〔他ワ五〕 攫う。（鬼がサラ ウ。）

サラ ゴク〔他カ五〕 寄せ集める。

サワ ス〔他サ五〕 茹でる。（ 柿のシブを抜く。）

ジク ネル〔自ナ下一〕 拗ねる（幼児）。 道化る（大人）。

シク ル〔他ラ五〕 閉じる、瞑る。（目を「シクル」）

シ ケル〔自カ下一〕 水分を含んで湿気を帯びる。

シゲ ル〔他ラ五〕 購入する。買う。

シゴ ク〔他カ五〕 扱く、穂粒を擦り落とす。

シタ ム〔他マ五〕 茶・湯などの液体を注ぐ。汲む。

シナク レル〔自ラ下一〕 萎びて軟らかくなる。

シブ ガル〔他ラ五〕 渋がる。（「ガル」は動詞化の接尾語）

シマ ウ〔他ワ五〕 仕舞う、保存する、片付ける。

シャ グ〔他ガ五〕 叩きつける。
０

シャゴナ ル〔自ラ五〕 しゃがむ。チョゴナ ル〔自五〕

ジャ ミル〔自マ上一〕 泣き喚く、駄々を捏ねる。

ショーシ ガル〔他ラ五〕 恥ずかしがる。（「ガル」は動詞化の接尾語）

ショッカラ ガル〔他ラ五〕 塩辛がる。（「ガル」は動詞化の接尾語）

ショ ミル〔自マ上一〕 患部が痛む。

ショ ム〔自マ五〕 味が浸み込む。

シル〔他サ上一〕 為る。（方言ではサ変より サ行上一段に活用する。）

す

スクダマ ル〔自ラ五〕 しゃがみ込む。

スグ ル〔他ラ五〕 藁をスグる。（シビを取る。）
０

ス ケル〔他カ下一〕 援助する、手助けする。

ス ゲル〔他ガ下一〕 挿す、付ける。（下駄の緒など）

ズッ コケル〔自カ下一〕 緩んで抜け落ちる。



- 114 -

スッツナベ ル〔自ラ五〕 滑る。 スンナベ ル〔自ラ五〕

スッペェ ガル〔他ラ五〕 酸っぱがる。（「ガル」は動詞化の接尾語）

スッポ ノゲル〔自ガ下一〕 履いた靴・嵌めた物が脱ける。〔複〕

スナ ゴク〔他カ五〕 擦り落とす、しごく。

ス ビル〔自バ上一〕 鬆（ス）が入る。（腫れが萎む。） ツ ビル

ス ベル〔他バ下一〕 藁細工などで縄・紐を結い付ける。

スボ ム〔自マ五〕 萎む。スボ メル〔他下一〕（傘などを）

ズ ル〔自ラ五〕 場所を動く、移動する。ズラス〔他サ五〕
０

スワグ ル〔他ラ五〕 吸い付く、しゃぶる。スワブル

セェ ル〔他ア下一〕 勧める、強いる。

セガ ム〔他マ五〕 無理に頼む、ねだる。

セギ ル〔他ラ五〕 流れを堰き止める。（瀬 切る）

セツナ ガル〔他ラ五〕 悲しがる。（「ガル」は動詞化の接尾語）

ソ ウ〔他ワ五〕 背負う（荷物）。（「人」を背負う場合は「ボウ」）

ソク ネル〔他ナ下一〕 損ねる、失敗する。ソコネル

ソッ ケル〔自カ下一〕 そびれる。（寝ソッケル）

ソベェ ル〔自ア下一〕 甘える。

ソベ ル〔自ラ五〕 横になる、寝そべる。

ソロゴ ク〔他カ五〕 揃える。（ソロゴ エル とも言う。）

タガ ク〔他カ五〕 携える、手に持つ。（持参する）

タカ ル〔自ラ五〕 集まる。発生する。（蝿がタカル）

タクダマ ル〔自ラ五〕 縺れ固まる、蟠る。

タ ゼル〔他ザ下一〕 患部を薬湯に浸す。

ダマカ ス〔他サ五〕 騙す。（ダマクラカス。「カ」はⅢ部【延言】参照）

タマ ゲル〔自ガ下一〕 魂消る、驚く。

タン ネル〔他ナ下一〕 訊ねる、訪ねる、探す。

タン ル〔自ラ上一〕 足りる。（「リ」の撥音化。）

タン ル〔自ラ下一〕 垂れる。（「レ」の撥音化。）

チッコ ガル〔他ラ五〕 小さがる。（「ガル」は動詞化の接尾語）

チビ ル〔他ラ五〕 シッコ（小便）を洩らす。

チョゴナ ル〔自ラ五〕 蹲る、しゃがむ。チョチョコナ ル。

ツオ ガル〔自ラ五〕 強がる。（「ガル」は動詞化の接尾語）（ヨ→オ）
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ツクバ ル〔自ラ五〕 坐る。

ツッケェ ル〔自ア下一〕 痞える。流れが止まる。
つか

ツッ コクル〔他ラ五〕 突き飛ばす。（コクル は強意の接尾語）

ツ ビル〔自バ上一〕 腫れが引く。

ツベタ ガル〔他ラ五〕 冷たがる。（「ガル」は動詞化の接尾語）

ツマジ ル〔他ラ五〕 抓む。

ツマッコ ガル〔他ラ五〕 窮屈がる。（「ガル」は動詞化の接尾語）

ツル ム〔自マ五〕 交尾する。

ツン ノメル〔複・自ラ五〕 俯せに倒れる。

デッコ ガル〔他ラ五〕 大きがる。（「ガル」は動詞化の接尾語）

テッ パグス〔他サ五〕 手違える。

テモズレェ カク〔他カ五〕 手煩いする。〔複〕
０

ドカ ス〔他サ五〕 退かす。ドケル〔他カ下一〕（ノ→ド）

ド ク〔自カ五〕 退く。（ノ→ド）

ドヅ ク〔他カ五〕 殴る。（ド は強意の接頭語。）

トッ パグス〔他サ五〕 取り違える。誤る。
０

ト ブ〔自バ五〕 走る、跳ぶ。 （「飛ぶ」と異なる。）

トボ ス〔他サ五〕 灯す。（マ行はバ行と共通、ボ＝モ）

トンガ ル〔自ラ五〕 尖る。（撥音・「ン」の添加）

ナ ス〔他サ五〕 借りた物を返済する。
０

ナド ル〔他ラ五〕 準る。

ナメ クル〔他ラ五〕 舐める。（「ナメル」の延言か？）

ナメ ズル〔他ラ五〕 舐め廻す。

ネク ガル〔他ラ五〕 憎がる。（「ガル」は動詞化の接尾語）

ネ コジル〔複・他ラ五〕 寝相が悪く首筋などを痛める。

ネジ ケル〔自カ下一〕 捻れる。ネジ クル〔他ラ五〕

ネ ソッ ケル〔自カ下一〕 寝そびれる。〔複〕
０

ネ ソベ ル〔自ラ五〕 横たわる。

ネブタ ガル〔自ラ五〕 眠がる。（「ガル」は動詞化の接尾語）

ネブ ル〔自ラ五〕 眠る。（マ行はバ行と共通、ム＝ブ）

ネブロ ケル〔自カ下一〕 寝惚ける。

ネマ ル〔自ラ五〕 坐る、横になる。
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ノカ ル〔自ラ五〕 ぬかる、埋まる。（「ヌ」→「ノ」）

ノ グ〔他ガ五〕 抜く。（「ヌ」→「ノ」）

ノ グ〔他ガ五〕 脱ぐ。（「ヌ」→「ノ」）
０

ノ ゲル〔自カ・ガ下一〕 脱ける。（「ヌ」→「ノ」）

ノゴ ウ〔他ワ五〕 拭う。（「ヌ」→「ノ」）

ノ ス〔他サ五〕 平らに伸ばす。（ノシ餅）
０

ノス ム〔他マ五〕 盗む。（ノスット → 盗人）（「ヌ」→「ノ」）

ノッカ ル〔自ラ五〕 上に乗る。ノッ ケル〔他カ下一〕

ノッコ ガル〔他ラ五〕 小さがる。（「ガル」は動詞化の接尾語）

ノッ タク ル〔他ラ五〕 塗り着ける。〔複〕 （「ヌ」→「ノ」）

ノメ ス〔他サ五〕 倒す。（多く「ブチ・打ち」と複合）

ノ レル〔自ラ下一〕 濡れる。

ノ ル〔他ラ五〕 塗る。（「ヌ」→「ノ」）

ノ ル〔他ラ五〕 伸びる、反り返る。
０

ノル ム〔自マ五〕 温む。（「ヌ」→「ノ」）

ハ ギル〔他ラ五〕 仲間から外す。（「端切る」か？）

ハグ ル〔他ラ五〕 覆いを剥ぐ。頁を捲る。

ハジ ケル〔自カ下一〕 出しゃばる。ハ ジク は他動詞

ハ ゼル〔自ザ下一〕 飛び散る。（燃焼・乾燥して中の実が飛び出す。）

ハタ ク〔他カ五〕 叩く。（戸を……、頭を……）

ハダ ケル〔他カ下一〕 広げる。（胸・股の「肌」を開ける。）

ハッコ ガル〔他ラ五〕 冷たがる。（「ガル」は動詞化の接尾語）

ハ メル〔他マ下一〕 騙す。（「嵌める」と関連）

ハヤ ケル〔自カ下一〕 孵化する。（主に魚類） ハヤカス〔他五〕

ヒッコウ バル〔自ラ五〕 表皮などが引き硬ばる。〔複〕

ヒッコ ノグ〔他ガ五〕 引き抜く。〔複〕 フッコ ノグ（「ヌ」→「ノ」）

ヒッ サワク〔他カ五〕 干乾く。桶に隙間ができる。〔複〕
０

ヒン マゲル〔他ガ下一〕 曲げる。ヒン マガル〔自ラ五〕

フウ ケル〔自カ下一〕 蓬ける・草葉が徒長する。（「ホ」→「フ」）

フグ ス〔他サ五〕 解す。（ほぐす）（「ホ」→「フ」）

フタ グ〔他ガ五〕 塞ぐ。蓋をする。

ブチ ノメス〔他サ五〕 打ち伸ばす。〔複〕
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ブチャ ル〔他ラ五〕 棄てる。ベシャル ビシャル

ブッコ ス〔他サ五〕 打ち壊す。 ボッコ ス

フッコ クル〔他ラ五〕 蹴飛ばす。〔複〕フッコケル （「ヒ」→「フ」）

フッタ クル〔他ラ五〕 引ったくる。〔複〕タクル は強意の接尾語。

フド ク〔他カ五〕 解く（ほどく）。フド ケル〔自下一〕

フヤカ ス〔他サ五〕 水に浸す。フヤケ ル〔自下一〕

フルガ ウ〔他ワ五〕 振り払う。（「ガ」の添加）

フルケ ナゲル〔他ガ下一〕 抛り投げる。〔複〕ホゲ ナゲル

フン ヅケル〔他カ下一〕 踏み付ける。〔複〕

ブン ナグル〔他ラ五〕 殴りつける。〔複〕シャギ ツケル

ベェッツ ル〔他ラ五〕 欲張る、奪い合う。ベェッツリ アウ

ヘェ ル〔自ラ五〕 入る。 ヘェリ グチ（玄関）
０

ヘッコ ム〔自マ五〕 凹む。

ヘナ ス〔他サ五〕 貶（ケナ）す、馬鹿にする。

ボ ウ〔他ワ五〕 人をオンブする。（「ソウ」は荷物）
０

ホカ ス〔他サ五〕 柔らかくする。（綿をホカス）

ホ ゲル〔他ガ下一〕 土・灰を掘り返す。

ホザ ク〔他カ五〕 「言う」の卑語。（喚く）

ホジ クル〔他ラ五〕 孔を明ける。ホジ ル〔他五〕の延言か。

ボタ ル〔自ラ五〕 木鋤・スコップなどに雪が付着する。

ボッコ ス〔他サ五〕 壊す。ボッコ レル〔自下一〕オッコ ス

ボッタ テル〔他タ下一〕 追い立てる。〔複〕 オッタテル

ボッツァ ル〔自ラ五〕 人の背に載る。

ホトバ ス〔他サ五〕 浸して軟らかくする。ホト ビル〔自五〕

ホト ル〔自ラ五〕 患部が熱を持つ。（火照る）

マクダマ ル〔自ラ五〕 蟠（ワダカマ）る。（タクダマ ル と同意）

マクレェオ チル〔自タ上一〕 転げ落ちる。〔複〕

マク レル〔自ラ下一〕 刃物が丸く減って切れ味が悪くなる。

マグ レル〔自ラ下一〕 道に迷う。（ハグレル とも言う。）

マクロ ウ〔他ワ五〕 食べる。「食ら ふ」［古語］の残存か。

マ ケル〔他カ下一〕 桶・椀の溶液をこぼす。
０

マタゴ ク〔他カ五〕 跨ぐ。
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マツ ベル〔他バ下一〕 纏める、集める。（ベ ＝ メ）

マ ネル〔他ナ下一〕 告げ口する。（虐められた子が親に訴える。）

マブ ス〔他サ五〕 塗（マブ）す。まみらせる。

ママナ ク〔自カ五〕 吃る。

マル ケル〔他カ下一〕 結ぶ、束ねる。マルゴ ケル

ミシ ル〔他ラ五〕 毟（ムシ）る。

ムザ ク〔他カ五〕 細かく裂く。

ムサジ ル〔他ラ五〕 毟（ムシ）る。

メ ェル〔自ア下一〕 見える。

メゴ ガル〔他ラ五〕 可愛がる。（「ガル」は接尾語）メジョ ガル

メッ ケル〔他カ下一〕 見つける。（メッケ モン・掘り出し物）

メング ル〔他ラ五〕 廻る、巡る。

モ エル〔自ア下一〕 時間が経過する。（「燃える」とは無関係）
０

モギ レル〔自ラ下一〕 腹が痛む。

モゴカ ス〔他サ五〕 擽る。
くすぐ

モゴッチャ ガル〔他ラ五〕 擽ったがる。（「ガル」は動詞化の接尾語）
くすぐ

モス ブ〔他バ五〕 結ぶ。（「ム」→「モ」）

モチャツケェ カク〔他カ五〕 持ち扱いに困る。手こづる。〔複〕
０

モト ル〔自ラ五〕 滞る。（口が モトル は「ドモル」こと。）
くち

モンジャク ル〔他ラ五〕 揉みくちゃにする。

モンダラカ ス〔他サ五〕 ゴッチャにする。

モンダラガ ル〔自ラ五〕 絡み合う。モンダラ ケル〔自カ下一〕

ヤギ ル〔他ラ五〕 藁工品の仕上げに（焚き火で屑を「焼き切る」）

ヤシナ ウ〔他ワ五〕 口に含ませる。（病人や乳幼児に対して。）

ヤダ ガル〔他ラ五〕 嫌がる。（「ガル」は特殊な結合。）

ヤッコ ガル〔他ラ五〕 柔らかがる。（「ガル」は動詞化の接尾語）

ヤ メル〔自マ下一〕 頭・歯・腰などがツンツンと痛む。
０

ヨス ル〔他ラ五〕 揺する。エスル（ユはエ・ヨに。）ヨサブル

ヨド レル〔自ラ下一〕 ドロドロに腐敗する。

ヨバ ル〔他ラ五〕 呼ぶ。招く。（古語「呼ばふ」と関連するか。）

ヨル ム〔自マ五〕 緩む。（ユはエ・ヨになる）ヨルメル〔他マ下一〕

ワ ク〔自カ五〕 発酵する。発生する。（蛆がワク）
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ワス ンル〔他ラ下一〕 忘レる。（「レ」の撥音化。） Ⅰ音韻 参照

ワ ニル〔自ナ上一〕 はにかむ。（上方方言とも言われる。）

ワン ル〔自ラ下一〕 割レる。（「レ」の撥音化。） Ⅰ音韻 参照

ンゴ ク〔自カ五〕 動く。（語頭の「ウ」→「オ」「エ」「ン」）

ンマ ガル〔他ラ五〕 美味しがる。（「ウ」→「ン」）（「ガル」は接尾語）

ンマ ンル〔自ラ下一〕 生まれる（語頭の「ン」は「ウ」）（語中の「ン」は「レ」）

ン ム〔他マ五〕 生む。（「ウ」→「オ」「ン」になる。）

ン メル〔他マ下一〕 埋める、混ぜる、冷ます。（「ウ」→「ン」になる。）

形容 詞
※ 性質・形状を表す。言い切りは方言音「エ」になる。（活用は一種、Ⅲ部）

※ 動詞を伴わず単独で「述語」となり、また「修飾語」になる。

※ 修飾語となる場合、一般に被修飾語の前に用いられる。

※ 接尾語「コェ」「ポェ」の付く語が多い。（Ⅲ 接尾語 参照）

※ 語尾に形容詞「ネェ・無い」が結合した「複合語」が多い。

※ 接尾語「ガル」が語幹に付くと「動詞」に転ずる。（動詞の項 参照）

※ 接尾語「サ・ミ」が語幹に付くと「名詞」に転ずる。（Ⅲの接尾語 参照）

【 性質・形状・感覚・感情 】

アセェ 浅い。(a sa i→ a se )
＿

アセッ クラシェ 慌ただしい。（「焦り苦しい」か？ 「汗臭い」か？）

アッタコエ 暖かい。アッタケェ

アッチェー 熱い・暑い。

アブネェ 危ない。

アメェ 甘い。アマッポエ

アリガテェ 有り難い。

エエ 良い。（ヨ → エ）

エガッポェ 籾の棘が肌を刺す感じ。

エガラッポェ 喉がシクシク痛い。
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エガレェ 蘞い。（生の馬鈴薯の味） エゴェ
えぐ

エ ッソェ 酷い、凄い、大層な。（副詞に近い。）

エテェ 痛い。

エブェ 煙い。 ケブェ （ム→ブ）

エワェ 弱い。（ヨ → エ）

オカシェ 可笑しい。

オゾェ 賢い、悧巧だ。オゼェ

オッカネェ 怖い、恐ろしい。

オモショェ 面白い。オモシレェ

オモテェ 重たい。

オルセェ 五月蠅い、煩わしい。 （ウ → オ）

オレシェ 嬉しい。（ウ→オ）

カガッポェ 眩しい。

カカリッ クセェ 纏い付いて煩わしい。

カッテェ 硬い。

カテェ 固い。

カヨェ 痒い。（ユ＝ヨ）

カレェ 辛い。

キッチャネェ 汚い。

キナ クセェ 焦げ臭い。

クセェ 臭い。

ケナリェ 羨ましい。

ケブエ（テェ） 煙い。ケブテェ エブエ（ム→ブ）

コスェ 狡い。コッスェ

コマッケェ 細かい。

コウッチネェ 固くて噛みきれない。

コワェ 苦しい、難儀だ。

サブェ 寒い。（ム→ブ）

シカクェ 四角い。

シナッコェ 柔らかい。

ショーシェ 恥ずかしい。

ショッカレェ 塩辛い。ショッペェ
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シンナラ ヅオェ 軟弱に見えて芯が強い。シンネラ ヅオェ

スッペェ（スッケェ） 酸っぱい。

スベッコェ 滑らかだ。

セツネェ 悲しい。

セベェ 狭い。セバッコェ ［マ行 → バ行 ］

セワシ ェ 忙しい。

セワシ ネェ 慌ただしい。

ゾーサ ネェ 造作無い、簡単だ。

ソッケ ネェ 淡白だ、薄情だ、無関心だ。

タッケェ 高い。値段が貴い

ダルッコェ だるい。

チッコェ 小さい。チッケェ チンコェ

ツオェ 強い。

ツベテェ 冷たい。（メ→ベ）

ツマッコェ 窮屈だ。 ツマッケェ

ツラッパシ ネェ 厚かましい。

ツレェ 辛い。

デッコェ 大きい。デッケェ

ドズケ ネェ 図々しい、礼儀知らずだ。
０

ドッケ ネェ 味気ない。

トッペツ ネェ とんでもない。

ナーゴェ 長い。ナーゲェ

ナマツケ ネェ 卑猥だ。ナマズケ ネェ（怠惰・不精）

ナンギェ 苦しい、大層だ。

ニゴエ 苦い。ニゲェ ニガッポエ

ネェ 有るに対する「無い」。（助動詞・打消は別語）

ネ グセェ 腐り臭い。

ネツェ 丁寧だ、義理堅い。ケチ臭い。

ネックェ 憎い。

ネバッコェ 粘っこい。

ネブッテェ 眠たい。（ム→ブ）

ネブェ 眠い。（ネブッテェ） ［ ム → ブ ］
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ノッコェ 小さい。ノッケェ

ノメッコェ 滑っこい。（ヌ→ノ）

ノルェ 温い。（茶・風呂の温度）（ヌ→ノ）

ノルッタコェ 生温い。（ノルマッコエ）（ヌ→ノ）

ハガヨェ 歯痒い。（ユ→ヨ）

ハシッコェ ずる賢い、動作が素早い。

ハッコェ 冷たい。（シャッコエ）

ハラ クッチェ 満腹だ。

ヒッコェ 低い。ヒッケェ

フットェ 太い。フッテェ

ホソッコェ 細い。ホソッケェ

マルッコェ 丸い。マルッケェ

ミジッコェ 短い。ミジッケェ

メゴエ 可愛い。 メジョエ

メゴク ネェ 可愛くない、醜い。ミッタクネェ

モゴッチェエ くすぐったい。

モッテェ ネェ 勿体ない。〔複合語〕

ヤッコエ 柔らかい。

ヤベェ 危ない。

ワリェ 悪い。

ワケェ 若い。

ワケ ネェ 容易だ、たやすい。

ワリェ 悪い。

ンメェ 巧みだ、上手だ、美味だ。

【 色彩・明暗 】

アオエ 青い。

アカエ 赤い。 アケェ

アカリェ 明るい。

キーロェ 黄色い。

クレェ 暗い。
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クロエ 黒い。 クレェ

シロェ 白い。 シレェ

チャエロエ 茶色い。

ブスッコェ 痣色だ。

※ 青・赤・黒・白などは名詞だが、「ポエ」が付くと形容詞になる。

アオッポエ アカッポエ クロッポエ シロッポエ

副詞
※ 活用の無い「連用修飾語」である。

※ 助詞「ニ・ト」、助動詞・断定「…ニ」との結合が目立つ。

※ 「程度」を表す副詞は「体言」をも修飾する。

【 状態・程度・時間 】

アラ カタ 大方、大体。（粗かた）

エッソ 寧ろ。

エッソェ ひどく、とても、大変。

エッチ 最も、いちばん。

エッツォケ いつも、毎々。

エッペェ 沢山、大量。

エッポド 余程。（ヨ ＝ エ）

オスラ 凡そ、いい加減。（ウ ＝ オ）

オッカリ 迂闊に。（ウ ＝ オ）

オナ(ト) わざと、故意に。
０

ギッシリ(ト) 濃密に。

ギッチリ(ト) 緊密に。

キッチン(ト) 整理された状態。

キリ ナシ（ニ） 限度無しに。〔複〕

ゴーギ 大量に、山ほど。（豪儀・豪気）
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ゴエサラ ごっそり。
０

ゴッコ(ト) さっさと。（ゴッコト 出て行げ！）
え

サッサ(ト) 早急に。

サッツァ 十分、腹一杯、沢山。

シズカ（ニ） ゆっくりと。（「緩慢」の意で「音」とは無関係）

ジッコォ シテ ジット動かないで。〔複〕

ジット 何時も、常に。

シャキラ ナシ（ニ） 尺量も無く。〔複〕（無制限に）

ソンマ 直ぐ、間も無く。

タッタ 只。

タント 充分に。

チット 僅かに。（体言をも修飾する。 「チット」西の方。）

チョコッ(ト) 少量。

チョックラ ちょっと。

デェコウ 沢山、山ほど。タント と同じ。

テエソウ 大層、大変な。

ドォード 沢山。（「デェコウ」と同じ。）

トット(ト) さっさと。

ナカ ナカ 大層。

ナカ ラ 大方、大半。

ノーサラ 尚更、却って。

バカゲ(ニ) 無闇に。

ビッシラ（リ） 一面に。（「ラ」は程度・状態を表す接尾語）

ホウ（ダ） 然う（だ）。（ホウダ コテェヤ！）

マア マア 大体、凡そ、かなり。

マット もっと。

ミッシ ラ（リ） しっかり、十分に。

ムサンコウ(ニ) 無闇やたらに。

ムッツ ラ（リ） ごっそり。沢山。

メッキ ラ（リ） 際立って。

モーエ もう。（モエ ちっと）

ヤットコ ようやく、辛うじて。
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ヨック ラ（リ） ゆっくり。

ヨッピテ 夜通し。

レェーン(ト) 徐々に、ゆっくりと。

ワザ ワザ 丁寧に、努めて。

【 呼応 】

エーテェ （打消） 決して…ない。

エックラ （仮定） いくら…しても。

サッパリ （打消） 全く…しない。

ジット （推量） きっと…だろう。

ジョウヤ （推量） 多分…だろう。

タッタ （限定） ただ…だけだ。

チット（モ） （打消） 少しも…ない。

テェ ゲェ （推量） 大方…だろう。

テッキリ （推測） きっと…だろう。

ドウリ(デ) （確認） 成るほど…なのだ。

ナカナカ （打消） 容易には…ない。

ナジョウ(シテ) （疑問） どうして…するのか？

ナン(シタッテ) （打消） どうしても…しない。

ナン(シテ) （疑問） なぜ…するのか？

ナン セ （詠嘆） 何しろ…だ。

ナン(ダスケェ)(デ・ニ) （疑問） 何だから…するのか？

ナン(ダテガン)(デ) （疑問） 何だと言う事で…するのか？

ナン(デ) （疑問） どうして…するのか？

メッタ(ニャ) （打消） 滅多には…しない。

ヤッパシ（リ） （推測） 矢張り…だろう。

ロクスッポ （打消） まともに…しない。

ロク(ニ) （打消） まともに…しない。

【 擬態語 】（視覚・触覚で認識）「…ト」「…ニ」の形を取ることが多い。
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アタフタ（ト） エサエサ（ト） オドオド（ト）
０

オロオロ（ト） ガツガツ（ト） ギチギチ（ト）

キラキラ（ト） ギラギラ（ト） クタクタ（ト・ニ）

グニャグニャ（ト・ニ） クラクラ（ト） グラグラ（ト・ニ）

クヮェクヮェ（ト） クヮラクヮラ（ト） ゴタゴタ（ト・ニ）

コチコチ（ト・ニ） ゴチャゴチャ（ト・ニ） ザラザラ（ト・ニ）

ジクジク（ト・ニ） シコシコ（ト） シックラモックラ

シッチャカメッチャカ（ニ）シッピラコッピラ（ト） ジトジト（ト・ニ）

シナシナ（ト） シャナシャナ（ト） シャンシャン（ト）

スッカラカン（ト・ニ） スラスラ（ト） セカセカ（ト）

ソロソロ（ト） ソワソワ（ト） ダブダブ（ト）

ダラダラ（ト） チマチマ（ト） チャワチャワ（ト）

チョコチョコ（ト） チョコマカ（ト） チラチラ（ト）

ツルツル （ト・ニ） テカテカ（ト・ニ） デカデカ（ト）

テッツァマッツァ デレデレ（ト） ドロドロ

ニカニカ（ト） ヌルヌル（ト） ネチャネチャ（ト）

ノコノコ（ト） ノソノソ（ト） ノロノロ（ト）

バタバタ（ト） ヒラヒラ（ト） フニャフニャ（ト・ニ）

フラフラ（ト・ニ） ヘナヘナ（ト・ニ） ボロボロ（ト・ニ）

メタメタ（ト・ニ） モクモク（ト・ニ） モサモサ（ト・ニ）

モザラモザラ（ト） モジモジ（ト） モソモソ（ト）

モゾモゾ（ト） モタモタ（ト） モリモリ（ト）

ヤワヤワ（ト） ヨサヨサ（ト） ヨタヨタ（ト・ニ）

ヨチヨチ（ト） ヨラヨラ（ト） ヨレヨレ（ニ）

カラット キラット グット クラット ケロット コロット

サット ジット スット ズット ソット ゾット

タント チット ツット ヌット ノット ハット

フット ホット マット モット ヤット ワット

★ 「ラ・（リ）（ン）」が付く語。（名詞）と見る説もある。「…ト」の形を取ることが多い。

ガックラ（リ・ン） ギックラ（リ・ン） ギッチラ（リ・ン）
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グンナラ（リ） ゲッソラ（リ） ゲンナラ（リ）

コックラ（リ・ン） コッソラ（リ） ゴッソラ（リ）

ザッカラ（リ） ザックラ（リ） シックラ（リ）

ジックラ（リ） ソックラ（リ） ソロラ （リ・ン）

タップラ（リ） チョックラ（リ） チョッコラ（リ・ン）

デップラ（リ） トップラ（リ） ドップラ（リ）

ノッソラ（リ・ン） ハッキラ（リ） バッタラ（リ）

ヒッソラ（リ） ヒョックラ（リ） ヒョッコラ（リ）

フックラ（リ） ポックラ（リ） ホッソラ（リ）

ミッシラ（リ） ムッツラ（リ） メッキラ（リ）

モックラ（リ・ン） モッタラ（リ） モッソラ（リ）

ヨックラ（リ） ヨッタラ（リ）

【 擬音語 】（聴覚で感受）自然界・人工に発する物理的音響の模写。

「…ン」「…ト」の形を取る事が多い。

カタン（カタカタ） ガタン（ガタガタ） カチャン（カチカチ）

ガツン（ガツガツ） ガボン（ガボガボ） ガラン（ガラガラ）

コツン（ゴツゴツ） ゴトン（ゴトゴト） ストン（ストスト）

ズドン（ズドズド） タラン（タラタラ） ドサン（ドサドサ）

ドタン（ドタドタ） バタン（バタバタ） パタン（パタパタ）

ポタン（ポタポタ） ポツン（ポツポツ） ポトン（ポトポト）

ポリン（ポリポリ） ミシン（ミシミシ） メリン（メリメリ）

カーン（鐘） ゴーン（鐘） チーン（鈴）

ドーン（太鼓） ボーン（柱時計） ミーン（蝉）

ギーッ（扉） ゴーッ（風） ザーッ（雨）

ピーッ（笛） ボーッ（汽笛） ボー ボー（炎）

【 擬声語 】（聴覚で認識）生物の発する「声」の模写。「…ト」の形を取る事が多い。
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アーン （泣声）エーン ワーン クシュン

アハハ （笑声）イヒヒ ウフフ エヘヘ オホホ

エヘン （咳払）

オホン （咳払）

カー カー （烏） 〔名詞にもなる。〕

カッコー （郭公）〔名詞にもなる。〕

カナ カナ （蝉 〔名詞にもなる。〕

ギシ ギシ （燕） 〔名詞にもなる。〕

ギャー （泣声）〔名詞にもなる。「嬰児」〕

ギャー ギャー （椋鳥）

ギャク （蛙） 〔名詞にもなる。〕

グーグー （鼾声）

クシュン （泣声）

ゲーゲー （嘔吐）

ケンケン ボトボト （雉子）

コケコッコー （鶏） 〔名詞にもなる。〕

ゴホン （咳払）

コン コン （咳） 〔名詞にもなる。〕

コン コン （狐） 〔名詞にもなる。〕

ジージー （蝉） 〔名詞にもなる。〕

スエッチョ （馬追）〔名詞にもなる。〕

チュー チュー （鼠） 〔名詞にもなる。〕

チョン チョン （雀） 〔名詞にもなる。〕

テッペン カケタカ （杜鵑）

ドテポッポー （山鳩）〔名詞にもなる。〕

ニャン ニャン （猫） 〔名詞にもなる。〕

ノリツケホセ ホホー（梟）

ハックション （嚔）

ピー ヒョロ （鳶）

ピー チク （雲雀）

ヒン ヒン （馬） 〔名詞にもなる。〕

ブー ブー （豚） 〔名詞にもなる。〕
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プー （屁） 〔名詞にもなる。〕

ブッ ポー ソー （仏法僧）〔名詞にもなる。〕

ホー ホケキョ （鶯） 〔名詞にもなる。〕

ポッ ポー （鳩） 〔名詞にもなる。〕

ポン ポコ （狸） 〔名詞にもなる。〕

ミーン ミーン （狸蝉）〔名詞にもなる。〕

メェー メェー （山羊）〔名詞にもなる。〕

モー モー （牛） 〔名詞にもなる。〕

リーン リーン （鈴虫）

ワン ワン （犬） 〔名詞にもなる。〕

※ 「擬音語」「擬声語」は 象徴詞（名詞の一種）と見る説もある。

犬は「ワン ワン と」吠える。（副詞）

犬は「ワン ワン」〔と〕吠える。（象徴詞と格助詞）

連体 詞
※ 活用の無い「連体修飾語」である。

※ 複数語の結合によるものが多い。【指示代名詞の複合語】参照

※ 「…ナ」「…ノ」「…タ・ダ」の形を取る。

※ 古語の「いわゆる」「あらゆる」「さる」なども稀に使われる。

【 事物指示 】

ア ノ あの

コ ノ この

ソ ノ その

ド ノ どの

【 様態 】
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アン ナ あんな

コン ナ こんな

ソン ナ そんな

ドン ナ どんな

ナジ ノ どんな

ナジョ ナ（ノ） 何様な

エーネェ ナ（ノ） 異様な

テェシ タ 大層な

トン ダ 意外な

ヘンテコリン ナ（ノ） 可笑な

【 気配 】

アッ ケェ（ナ）（ノ） あんな様の

アン ゲェ（ナ）（ノ） あんな様の

コッ ケェ（ナ）（ノ） こんな様の

コン ゲェ（ナ）（ノ） こんな様の

スッ ケェ（ナ）（ノ） そんな様の

スン ゲェ（ナ）（ノ） そんな様の

ソッ ケェ（ナ）（ノ） そんな様の

ソン ゲェ（ナ）（ノ） そんな様の

ドッ ケェ（ナ）（ノ） どんな様の

ドン ゲェ（ナ）（ノ） どんな様の

【 種類 】

アッ ツレェ（ナ）（ノ） あんな類の

アン ツレェ（ナ）（ノ） あんな類の

コッ ツレェ（ナ）（ノ） こんな類の

コン ツレェ（ナ）（ノ） こんな類の

スッ ツレェ（ナ）（ノ） そんな類の

スン ツレェ（ナ）（ノ） そんな類の
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ソッ ツレェ（ナ）（ノ） そんな類の

ソン ツレェ（ナ）（ノ） そんな類の

フッ ツレェ（ナ）（ノ） そんな類の

フン ツレェ（ナ）（ノ） そんな類の

ドッ ツレェ（ナ）（ノ） どんな類の

ドン ツレェ（ナ）（ノ） どんな類の

【 程度 】

アン グレェ（ナ）（ノ） あんな

コン グレェ（ナ）（ノ） こんな

ソン グレェ（ナ）（ノ） そんな

ドン グレェ（ナ）（ノ） どんな

アッタラ （ナ）（ノ） 大切な

テェシタ 感心な

トンダ 意外な

接続 詞
※ 語・句・文の接続に用いる。

※ 対等・順接条件・逆接条件の作用を持つ。

※ 複数語の結合から成る場合が多い。

【 対等関係 】

ジャ ア で + は。（それでは。転換・発語）

ジャァ、 始めよう。

ソリ カラ・ソン カラ それ + から。（その後。継起）

顔を洗って、ソリカラ 朝飯を食った。

ソリ デ・ソン デ それ + で。（そして。継起）
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芋を掘ってソリデ どうした？

ハチャ 果て + は。 （それでは。発語）

ハチャ、寝よう。

ホウ シ テ 然う + し + て。（そして。継起・追加）

川へ行ぎ、ホウシテ 舟ン乗った。
え

【 条件・順接 】

ソリ ジャァ それ + で + は。（ソンジャ。順接）

ソリジャ、勘定が合わねぇ。

ソリ ダスケェ（デ）（ニ）そう + だ + から。（だから。順接）

寝坊こえた。ソリ ダ スケェ遅れた。

ソリ（ソン）ダ バ そう + だ + ば。 （それなら。順接）

明日は雪だろう、ソンダバ 休もう。

ダ スケェ（デ）（ニ） だ + すけぇ（デ）（ニ）。（だから。順接）

夏になった。ダスケェデ 暑ぇ。

ダン ナンガ で + ある + から。（だから。順接）

銭はある。ダンナンガ買わンる。

ホウ シェ バ 然う + すれ + ば。（そうすれば。順接）

読んで見ろ、ホウシェバ 解る。

ホウ シル ト 然う + する + と。（そうすると。順接）

焼えて見ろ。ホウシルト 喰わンる。

【 条件・逆接 】

ソリ ダ ドモ（ニ） そう + だ + けれども。（しかし。逆接）

春は来た、ソリ ダ ドモ 寒え。

ソン ダ ドモ（ニ） そう + だ + けれども。（しかし。逆接）

仕事は嫌だ、ソン ダ ドモ 仕方ねぇ。

ダッテ（モ） だ + と + 言って（も）（しかし。逆接）

二十歳になる、ダッテ まだ青二才だ。

ダ ドモ（ニ） だ + ども（ニ）。（だけれど。逆接）

学校へは入った。ダドモ 字は書けねぇ。

ホウダ ドモ（ニ） そう + だ + けれども。（そうだけれど。逆接）
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背は高い。ホウダドモ 子供だ。

ホンダ ドモ（ニ） そう + だ + けれども。（そうだけれど。逆接）

雪は降る。ホンダドモ 小雪だ。

ンダ ドモ（ニ） そう + だ + けれども。（しかし。逆接）

腹は減った、ンダドモ 我慢した。

感動 詞

【 感嘆・呼び掛け・応答・挨拶 】

アエ！ 「ハイ！」（肯定・納得・諒承の返事）

アッキャ（サ）！ 「アレッ マアッ！」（驚嘆）

アバヤ！ 「さようなら！」（別れの挨拶）

アララ！ 「アラ アラ！」（他人の過失を責める。）

アラ マァ！ 「オヤッ 大変！」（驚嘆）
０

アンラ！ 「アレラ！」とも。（他人の過失を責める。）

エエッ テバ！ 「気に掛けないで！」（配慮）

オウ！ 「ウン！」（同輩に対する返事）

オゴッタ！ 「大変だ！」（困惑）

オハヨウ！ 「お早う！」（朝の挨拶）

オバン！ 「今晩ワ！」（夕方の挨拶）

オラッ！ 「アラッ！」（驚嘆）
０

オンヤ？ 「オヤッ？」（不審）
０

コラッ！ 「コラッ！」（叱責）

コリャ コリャ！ 「コレは コレは！」（賛嘆）

サァ！ 「どうぞ！」（勧誘）

サァッ サ！ 「サァ しまった！」（後悔）

シッ！ 鳥獣を追う時。

セーノ コーラ！ 力を合わせる時。（合図の掛け声）

ソレッ！ 「頑張れ！」（応援の掛け声）
０
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ドー！ 牛馬の動きを制する時。（掛け声）

ドーレ！ 「モノ モウ！」に対する。（応答）

ドーモ ドーモ！ 「有難う」が省略された副詞から。（謝意）

ドレ！ ドレ！ 行動の開始。（掛け声）
０ ０

ナァ！ 「ネェッ！水浴びに行ごうヨ。」（勧誘）

ナジヨウ モ！ 「どうぞ 遠慮なく！」（応諾・配慮）

ナーンシ ナーンシ！ 「否々！気にしないで！」（配慮）

ノウ！ 「喃！」「モシモシ！」（発語・呼掛）

ハチャ！ 「それでは！」（「果ては」から成立か。離別）
０

ハッケ ヨエ・ノコッタ！ 相撲の掛け声。

ホウ ケェ？ 「そうですかァ？」（不審）ホウ カェ？
０

ホウッカ ホウッカ！ 「そうか そうか！」（諒解・納得）
０

ホウダ コテェヤ！ 「そうですトモ！」（当然）
０

ホウッチャレ！ 「そうだトモ！」（当然）
０

ホエ キタ！ 「ヨシ 来え！」「良えトモ！」（諒解）
０

ホレッ！ 「ホラッ！」（注意喚起の掛け声）

マ！ 「またネ！」（又・復・再… の副詞から転成）

マァ！ 「マァ！ おごった！」（詠嘆）
０

モノ モウ！ 「物申す！」（寺年始の挨拶語）

ヤァ ヤァ！ 「これは これは！」（久闊）
０

ヤダッ テェバ！ 「嫌だと言うノニッ！」（拒絶）
０

ヤヘェ ヤヘェ！ 「いやはや どうも！」（失敗）
０ ０

ヨシ キタ！ 「好いとも！」（発憤）

ヨシ コエ！ 「サァ 来い！」（発憤）

ヨシタ ヨシタ！ 「好うした 好うした！」（賞賛）

ヨッコラ セ！ 「ドッコイ ショ！」（休息時の掛け声）

ン！ 「ウン！」（応諾・諒承の返事）

ン？ 「何？」（怪訝）

ンニャ！ 「否！」（否定）

ンノッ クソ！ 「コン畜生メッ！」（立腹）
０
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☆［ 参考 ］ 慣用の挨拶語

アガラ ッシャレ！ 「お食べ下さい！」（勧誘）

エエ ヤンベェダ ノンシ！ 「好い塩梅ですネェ！」（天候）

エッソェ コッタ ノンシ！ 「凄い事ですネ！」（賞賛）

ココン（ホコン）ショ！ 「此処の衆！」「御免下さい！」（訪問挨拶）

ゴザッシャレ！ 「お出で下さい！」（招待）

ゴメン ナンショ！ 「御免 ナサレ！」（瞽女の挨拶語）

ソウエー ガン ダ テ！ 「そう言う事ですテ！」（同意）

ソリ（ソェ）ジャ マタ！ 「それでは また！」（別離）

ソン（ホン）ジャ マタ！ 「それでは また！」（別離）

ダンダン ドーモ！ 「常々お世話様です！」（謝意）

テェラニ サッシャレ！ 「お楽にしなされ！」（安座の勧誘）

ナジダ（ナジラ）ノ？ 「どんなだネ？」（病気の見舞）

ナジヨダ ノンシ？ 「いかがですか？」（病気の見舞）

ネマラッ シャレ！ 「お楽にドーゾ！」（足を伸ばす勧誘）

ハチャ マ！ 「それでは また！」（別離）
０

フサ ン コッタ ノンシ！ 「久しぶりです！」（久闊の挨拶）

ワリカッタ ノンシ！ 「済みませんでしたネ！」（謝罪）
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【 品詞分類表 】

言い切るとウ段 動詞

活用あり 述語となる

言い切ると「エ」 形容詞

自立語 主語となる 体言 名詞

用言の修飾 副詞

活用なし 修飾語となる

体言の修飾 連体詞

単語 接続に使用 接続詞

独立語となる

単独で使用 感動詞

活用あり 助動詞

付属語

活用なし 助詞

※ 名詞は代名詞・形式名詞・転成名詞などの他、象徴詞・固有名詞

・普通名詞・物質名詞・抽象名詞・数詞・量詞・場所詞・時間詞

などに分類する事もある。

※ 動詞は代動詞・可能動詞などに分ける他、自動詞・他動詞などに分

類する事ができる。

※ 学校文法では「自立語で活用があり述語・修飾語となる」語に形

容動詞を認めるが、これは名詞と助動詞に分けて扱う事にした。

※ 接頭語や接尾語は独立した品詞にはならない単語の成分である。

※ 文型は英語の五型に対し、「何が なんだ。」・「何が どうする。」・

「何が どんなだ。」の三型である。
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【 代名詞 】 ※ 名称に代えて人物・事物・方向などを表す語。

《 人称代名詞 》 「格」「性」「数」に依る語形変化は無い。格は助詞で表し、複数は

「…ガタ」「…タ」「…タチ」「…ドモ」「…ラ」などの接尾語で表す。

一人称 二人称 三人称 不定称

オノ （己） オノ （お前） アエツ （彼奴） ダレ （誰）

単 オラ （俺） オマン （お前） キャツ （彼奴） ダリ （誰）

数 オレ （俺） オメエ （お前） ドエツ （何奴）

ソンタ （其方）

ニシ （主）

ワリャ （汝は）

ンナ （汝）

ンノ （汝）

オエラ（我等） アエ ラ （君等） アエツ ラ（彼奴等） ダレ ラ （誰等）

複 オレタ（俺等） オマン タ（お前達） アン ショ（彼の衆） ドゴンショ（何処の衆）

数 オメエガタ（お前方） キャツ ラ（彼奴等） ドエツ ラ（何奴等）

ソンタガタ（お前方）

テメエ ラ（お前等）

ニシ ラ （主等）

ネ ラ （奴等）

ネラドモ（奴等共）

《 指示代名詞との複合語 》 「コ・ソ（ス）（フ）・ア・ド」

近称 中称 遠称 不定称 備考

事 コ ノ ソ ノ ア ノ ド ノ 連体詞

物 コ レ ソ レ ア レ ド レ 代名詞
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人 コ エツ ソ エツ ア エツ ド エツ 代名詞

場所 コ コ ソ コ ア コ ドコ・ドゴ 代名詞

方向 コッ チ ソッ チ アッ チ ドッ チ 代名詞

程 コン グレエ ソン グレエ アン グレエ ドン グレエ 代名詞

度 〃 ナ 〃 ナ 〃 ナ 〃 ナ 連体詞

〃 ニ 〃 ニ 〃 ニ 〃 ニ 副詞

〃 ノ 〃 ノ 〃 ノ 〃 ノ 連体詞

コレッ キシ ソレッ キシ アレッ キシ ドレッ キシ 名＋副助

コレッ キリ ソレッ キリ アレッ キリ ドレッ キリ 名＋副助

コレッ パカ ソレッ パカ アレッ パカ ドレッ パカ 名＋副助

コレッ ポチ ソレッ ポチ アレッ ポチ ドレッ ポチ 名＋副助

コン ダケ ソン ダケ アン ダケ ドン ダケ 名＋副助

様 コッ ケエ ソ（ス）ッケエ アッ ケエ ドッ ケエ 代名詞

態 〃 ナ 〃 ナ 〃 ナ 〃 ナ 連体詞

〃 ニ 〃 ニ 〃 ニ 〃 ニ 副詞

〃 ノ 〃 ノ 〃 ノ 〃 ノ 連体詞

コン ゲエ ソ（ス）ンゲエ アン ゲエ ドン ゲエ 代名詞

〃 ナ 〃 ナ 〃 ナ 〃 ナ 連体詞

〃 ニ 〃 ニ 〃 ニ 〃 ニ 副詞

〃 ノ 〃 ノ 〃 ノ 〃 ノ 連体詞

コッ ツレエ ソ（ス・フ）ツレエ アッ ツレエ ドッ ツレエ 代名詞

〃 ナ 〃 ナ 〃 ナ 〃 ナ 連体詞

〃 ニ 〃 ニ 〃 ニ 〃 ニ 副詞

〃 ノ 〃 ノ 〃 ノ 〃 ノ 連体詞

コン ツレエ ソ（ス・フ）ンツレエ アン ツレエ ドン ツレエ 代名詞

〃 ナ 〃 ナ 〃 ナ 〃 ナ 連体詞

〃 ニ 〃 ニ 〃 ニ 〃 ニ 副詞

〃 ノ 〃 ノ 〃 ノ 〃 ノ 連体詞

コン ナ ソン ナ アン ナ ドン ナ 連体詞

コン ナ ニ ソン ナ ニ アン ナ ニ ドン ナ ニ 副詞

※「コ・チ」は「処」、 「グレェ」は「位」、 「ケェ・ゲェ」は「気配」、 「ツレェ」は「類」を表す。
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【 形式名詞 】

※ 自立語ながら、連体修飾語を伴わないと意味を成さない名詞。

ガン〔形名〕 「コト」・「ヒト」・「モノ」
０

言う ガン → （説明・話者・話題）

書く ガン → （話材・作者・筆記具）

着る ガン → （着る物・着る人・衣服）

切る ガン → （切る対象・切る人・刃物）

喰う ガン → （食事・喰う人・食物）

飲む ガン → （嚥下・飲む人・飲み物）

見る ガン → （見物・見物人・見世物）

割る ガン → （割る対象・割る者・割り道具）

ソエ〔形名〕 「所為」
０ せ い

餅を食った ソエ で腹くっちぇ。（原因）

勉強をした ソエ で合格した。（理由）

タメ〔形名〕 「為」 （共通語と同様）

食う タメ に働く。（目的）

遊ぶ タメ の金。（目的）

ハズ〔形名〕 「筈」 （共通語と同様）

2+2=4の ハズ だ。（必然）

夜は暗え ハズ だ。（当然）

マンマ〔形名〕 「侭」

思う マンマ 書け。（随意）

裸の マンマ 跳びだした。（状態）
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モン〔形名〕 「物」「者」
０

有る モン → 有り物（間に合わせ物）

要る モン → 要る物（必需品）（需要者）
え

鋳る モン → 鋳る物（鋳物）（鋳物師）
え え も じ

売る モン → 売る物（売り物）（売り手）
お

織る モン → 織る物（織り物）（織工）

買う モン → 買う物（買い物）（買い手）
こ

切る モン → 切る物（鋏・鉈）（裁断工）

塗る モン → 塗る物（塗り物）（塗師）
の の っ ち

乗る モン → 乗る物（乗り物）（乗客）

履く モン → 履く物（履き物）（着用者）

貼る モン → 貼る物（貼り物）（貼り屋）

拾う モン → 拾う物（拾い物）（拾得者）

彫る モン → 彫る物（彫り物）（彫刻家）

読む モン → 読む物（読み物）（読者）

［ガ・ノ・ン］ 〔準体助詞でもある〕 「事」「物」「者」

売る ［ガ・ノ・ン］ が有る。

買う ［ガ・ノ・ン］ が有る。

喰う ［ガ・ノ・ン］ が有る。

良え ［ガ・ノ・ン］ は無ぇ。
え

高え ［ガ・ノ・ン］ は無ぇ。

安え ［ガ・ノ・ン］ は無ぇ。

【 転成名詞 】 動詞の連用形 が〔名詞〕に変わった語。

〔動詞〕の連用形がそのまま名詞になった語。

行ぎ 帰り エジメ 泳ぎ 終わり 肩凝り
え けえ

切り盛り 蹴り 暮らし 騒ぎ しごき
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すぐり 躓き 始め 飲み食え 乗り降り

読み書き

〔動詞〕の連用形と〔名詞〕が複合して出来た語。

有り物 置き物 書き方 飾り物 変わり者

切り札 忍び声 泣きっ面 読み本 喚き声

〔動詞〕の連用形に接尾語「ブリ・プリ」が付いた語。

書き ブリ 暮らし ブリ 泣き ブリ 飲み ブリ

降りっ プリ 減りっ プリ 負けっ プリ 焼けっ プリ

〔形容詞〕の語幹に接尾語「ゲ」「ヤカ」「ラカ」が付いた語。

温和し ゲ 嬉し ゲ 切な ゲ 強 ゲ
お と な おれ

軽 ヤカ 伸び ヤカ 冷 ヤカ 緩 ヤカ

清 ラカ 高 ラカ 滑 ラカ 柔 ラカ
なめ

〔形容詞〕の語幹に接尾語「サ」「ミ」が付いた語。

青 サ 白 サ 厚 サ 薄 サ

暑 サ 寒 サ 嬉し サ 切な サ
さぶ おれ

赤 ミ 悲し ミ 楽し ミ 深 ミ

【 代動詞 】 ※ 種々の動作の代わりを果たす動詞。

カク〔他カ五〕 「する」「出す」「見せる」などの代わり。
０

胡座を カク。 （あし カキ） 安座
あ ぐ し

せっこう カク。 （せっこ カキ）慌て者

恥を カク。 （はじ カキ） 赤面

べそを カク。 （べそ カキ） 泣き虫

欲を カク。 （よっ カキ） 欲張り

※ 連用形「カキ」は他の語と結合して転成名詞を作る。
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ケツカル〔自ラ五〕 「居る」「言う」などの代わり。
０

遊んで ケツカル。
０

家に ケツカル。
おち ０

御託を ケツカル。
０

泣えて ケツカル。
０

寝て ケツカル。
０

コク〔他カ五〕 「する」「言う」などの代わり。
０

嘘を コク。 （おす コキ）

損を コク。 （そん コキ）

デッポ コク。 （そん コキ）

寝坊を コク。 （ねぼっ コキ）
０

屁を コク。 （へっ コキ）

ベッチョコク。 （ベッチョ コキ）

真似を コク。 （まね コキ）

※ 連用形「コキ」は他の語と結合して転成名詞を作る。

シル〔サ変・上一〕 「為る」 （提示の目的語が動作の内容を示す。）

アッパを シル。（排便する）

ションベを シル。（放尿する）

先生を シル。（勤める）

大病を シル。（患う）

田搔を シル。（耕す）

床屋を シル。（営む）

百姓を シル。（暮らす）

役者を シル。（演じる）

嫁取りを シル。（催す）
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【 可能動詞 】 ※ 可能の「助動詞」で無く「得る」の結合した「下一段動詞」。

会う〔ワ五〕 → 会え得る → 会 える 会わ・れ（ン）る

行ぐ〔ガ五〕 → 行ぎ得る → 行 げる 行が・れ（ン）る
え え え え

居る〔ア上一〕 → 居得る → 居 れる 居・られ（ン）る
え え え

苅る〔ラ五〕 → 苅り得る → 苅 れる 苅ら・れ（ン）る

着る〔カ上一〕 → 着得る → 着 れる 着・られ（ン）る

切る〔ラ五〕 → 切り得る → 切 れる 切ら・れ（ン）る

聞く〔カ五〕 → 聞き得る → 聞 ける 聞か・れ（ン）る

来る〔カ変〕 → 来得る → 来 れる 来・られ（ン）る

消す〔サ五〕 → 消し得る → 消 せる 消さ・れ（ン）る

扱く〔カ五〕 → 扱き得る → 扱 ける 扱か・れ（ン）る
こ こ こ こ

挿す〔サ五〕 → 挿し得る → 挿 せる 挿さ・れ（ン）る

敷く〔カ五〕 → 敷き得る → 敷 ける 敷か・れ（ン）る

為る〔サ変〕 → 為得る → 為 える さ・れ（ン）る
す し せ

堰く〔カ五〕 → 堰き得る → 堰 ける 堰か・れ（ン）る

削ぐ〔ガ五〕 → 削ぎ得る → 削 げる 削が・れ（ン）る

立つ〔タ五〕 → 立ち得る → 立 てる 立た・れ（ン）る

契る〔ラ五〕 → 契り得る → 契 れる 契ら・れ（ン）る

作る〔ラ五〕 → 作り得る → 作 れる 作ら・れ（ン）る

出る〔ダ下一〕 → 出得る → 出 れる 出・られ（ン）る

取る〔タ五〕 → 取り得る → 取 れる 取ら・れ（ン）る

泣く〔カ五〕 → 泣き得る → 泣 ける 泣か・れ（ン）る

煮る〔ナ上一〕 → 煮得る → 煮 れる 煮・られ（ン）る

寝る〔ナ下一〕 → 寝得る → 寝 れる 寝・られ（ン）る

乗る〔ラ五〕 → 乗り得る → 乗 れる 乗ら・れ（ン）る

貼る〔ラ五〕 → 貼り得る → 貼 れる 貼ら・れ（ン）る

冷やす〔サ五〕 → 冷やし得る → 冷や せる 冷やさ・れ（ン）る

振る〔ラ五〕 → 振り得る → 振 れる 振ら・れ（ン）る

減らす〔サ五〕 → 減らし得る → 減ら せる 減らさ・れ（ン）る

干す〔サ五〕 → 干し得る → 干 せる 干さ・れ（ン）る

負かす〔サ五〕 → 負かし得る → 負か せる 負かさ・れ（ン）る
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見る〔マ上一〕 → 見得る → 見 れる 見・られ（ン）る

結ぶ〔バ五〕 → 結び得る → 結 べる 結ば・れ（ン）る
もす もす

捲る〔ラ五〕 → 捲り得る → 捲 れる 捲ら・れ（ン）る

潜る〔ラ五〕 → 潜り得る → 潜 れる 潜ら・れ（ン）る

止める〔マ下一〕→ 止め得る → 止め れる 止め・られ（ン）る

寄る〔ラ五〕 → 寄り得る → 寄 れる 寄ら・れ（ン）る

割る〔ラ五〕 → 割り得る → 割 れる 割ら・れ（ン）る

※ 五段・サ変から下一段への音韻変化は「前母音の消去」である。

a u → a i e ru → a e ru 会える

ka ru → ka r i e ru → ka re ru 苅れる

sa su → sa s i e ru → sa se ru 挿せる

si ru → s i e ru → se e ru 為える
せ

ta tu → ta t i e ru → ta te ru 立てる

na ku → na k i e ru → na ke ru 泣ける

※ 上一・下一・カ変から可能動詞への変化は「得」が「レ」に

変わったものである。

方言では、助動詞の「レ」が「ン」に変化するのも特徴。

着 得る → 着 レる 着・らンる

出 得る → 出 レる 出・らンる

来 得る → 来 レる 来・らンる
き こ こ

為 得る → さ レる さ ンる
し

※ 可能の「助動詞」と紛れやすい。（「ラ抜き」現象）

居レる（下一） 居・られる 居・らンる（助動詞）

来レる（下一） 来・られる 来・らンる（助動詞）
こ こ こ

止めレる（下一） 止め・られる 止め・らンる（助動詞）

※ 広辞苑では五段動詞の変形と説明するが、方言では全ての動

詞が可能動詞となる。

※ 可能動詞には命令形が無い。
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【 活用 】

《 動詞の活用 》（五種類） 標準文法と異なる部分には下線を施した。

〔 五段 〕カ行の例 （か・こ／き／く／く／け・きゃ／け） 搔く

カ・ガ・サ・タ・ナ・バ・マ・ラ・ワ の行。

〔 上一 〕カ行の例 （き／き／きる／きる／きれ・きりゃ／きれ・きろ）着る

ア・カ・ガ・ザ・タ・ナ・ハ・バ・マ・ラ の行。

〔 下一 〕カ行の例 （け／け／ける／ける／けれ・けりゃ／けれ・けろ） 受ける
お

ア・カ・ガ・サ・ザ・タ・ダ・ナ・ハ・バ・マ・ラ の行。

〔 カ変 ］カ行だけ （こ／き／くる／くる／くれ・くりゃ／こえ・こい） 来る

〔 サ変 〕サ行だけ （し・さ／し／しる／しる／しれ・しりゃ／しれ・しろ） 為る

※ 仮定形は助詞「ば」が「あ」になり、「…ゃ・あ」と拗音化する。

※ 命令形の「…れ」は「…ろ」より優しい感じを与える。

※「サ変」は終止形・連体形が「スル」でなく「シル」のため

「サ行上一段」に近い。

勉強 シ ねぇ。 未然形

愛 サ ねぇ。（漢語と複合） 〃

合格 シ た。 連用形

我慢 シル。 終止形

努力 シル 人。 連体形

草取り シレ ば、（シリャ） 仮定形

満足 シレ！（シロ！） 命令形

【 形容詞の活用 】（一種類） 標準文法と異なる部分には下線を施した。

※ 口語では「ク活用」「シク活用」「カリ活用」などの分類に関係

は無い。

※ 英語の様な「原級」「比較級」「最上級」の区別は無い。
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アカ ェ 「赤い」

（かろ / かっ・く / え / え ・かる/ けれ・けりゃ / ○）

※ 終止形・連体形は「イ」で無く「エ」となる。

※ 連体形に「かる」の古形を残す。

※ 仮定形の拗音化は動詞の場合と同様。

※ 命令形は無い。

赤 カロ う。 未然形

赤 カッ た。（撥音便） 連用形

赤 ク なる。 〃

赤 エ 。 終止形

赤 エ 時。（カル） 連体形

赤 ケレ ば、（ケリャ） 仮定形

好 カロ う。 未然形
え

好 カッ た。（撥音便） 連用形
え

好 ク なる。 〃
え

好 エ 。 終止形
え

好 エ 子。（カル） 連体形
え

好 ケレ ば、（ケリャ） 仮定形
え

【 助動詞 】 共通語と大差ない助動詞は省略した。

サセル ※ 五段活用の動詞に接続する「セル」は省略。

〈意味〉 （使役） …させる

〈活用〉 （させ／さし・させ／させる／させる／させれ・させりゃ／させれ・させろ）

〈接続〉 カ変・サ変・上一・下一段動詞の未然形。
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来 サセ ねぇ。 未然形
こ

見 サシ た。 連用形

見 サセ た。 〃

着 サセル。 終止形

煮 サセル 時。 連体形

居 サセレ ば、 仮定形

居 サセリャ、 〃

投げ サセレ！ 命令形

投げ サセロ！ 〃

ジャ

〈意味〉 （断定） …だ

〈活用〉 （じゃろ／じゃつ／じゃ／○／じゃら／○）

〈接続〉 各種の語。

誰ンの ジャロ う。 未然形

其処は海 ジャッ た。 連用形

今は休み ジャ。 終止形

皆が達者 ジャラ 好ぇガ。 仮定形

シャル

〈意味〉 （尊敬） …なさる

〈活用〉 （しゃら・しゃん／しゃえ・しゃつ・しゃり／しゃる ／

しゃる ／しゃれ・しゃりゃ／しゃえ・しゃれ）

〈接続〉 五段動詞の未然形

未然形 ＋「ツ」の形を取る。ｓ音前の促音化は「Ⅰ・音韻の部」参照。

行がッ シャラ ねぇ。 未然形

行がッ シャン ねぇ。 〃

掻かッ シャエ ます。 連用形

掻かッ シャッ た。 〃
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掻かッ シャリ ます。 〃

剪らッ シャル。 終止形

立たッ シャル 人。 連体形

泣かッ シャレ ば、 仮定形

泣かッ シャリャ、 〃

飲まッ シャエ ！ 命令形

飲まッ シャレ ！ 〃

※ 江戸言葉では頻用された模様。（「江戸小咄辞典」）

シャンス

〈意味〉 （尊敬） …れる・られる …なさる

〈活用〉 （しゃん／しゃんし／しゃんす／しゃんす／しゃんせ／しゃんせ）

〈接続〉 動詞の未然形。五段活用の場合は促音「ツ」を介する事が多い。

※ 魚沼方言では連用形に接続する場合がある。

「ホロリ ホロラと《泣き》しゃんす。」

「何がボッケで《泣き》しゃんす。」（付録・遊戯唄 参照）

動かッ シャン ねぇ。 未然形

読まッ シャンシ た。 連用形

書かッ シャンス 。 終止形

行がッ シャンス 時、 連体形

泣かッ シャンセ ば、 仮定形

退かッ シャンセ！ 命令形

※ 江戸言葉では頻用された模様。（「江戸小咄辞典」）

セル

〈意味〉 （使役） …せる …させる

〈活用〉 （せ／せ・し／せる／せる／せれ・せりゃ／せれ・せろ）

〈接続〉 五段動詞の未然形。

書か セ ねぇ。 未然形

読ま セ た。 連用形
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読ま シ た。 〃

立た セル。 終止形

黙ら セル 時、 連体形

釣ら セレ ば、 仮定形

釣ら セリャ、 〃

泣か セレ！ 命令形

泣か セロ！ 〃

※「着せる」「寝せる」「見せる」などは一語の下一段動詞であり、

「着・させる」「寝・させる」「見・させる」は動詞 ＋ 助動詞である。

ダ

〈意味〉 （断定） …だ

〈活用〉 （だろ／だっ・で・に ／だ ／な ／だら・なら・なりゃ ／○）

〈接続〉 体言、動詞・形容詞の連体形。

山 ダロ う。 未然形

川 ダッ た。 連用形

男 デ ある。 〃

静か ニ なる。（☆ 1） 〃

無駄 ダ。 終止形

穏やか ナ 時、（☆ 2） 連体形

駄目 ダラ、 仮定形

駄目 ナラ ば、 〃

駄目 ナリャ、 〃

※ （☆ 1）（☆ 2）は形容動詞を認めない事に因る。

※ 動詞に接続する場合は多く形式名詞「ガン・ノ」を介する。

読む（ガン・ノ） ダロ う。 未然形

書く（ガン・ノ） ダッ た。 連用形

動く（ガン・ノ） デ ある。 〃
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泳ぐ（ガン・ノ） ダ。 終止形

跳ぶ（ガン・ノ） ダラ、 仮定形

煮る（ガン・ノ） ナラ ば、 〃

寝る（ガン・ノ） ナリャ、 〃

※ 形容詞に接続する場合も多く形式名詞「ガン・ノ」を介する。

好え（ガン・ノ） ダロ う。 未然形

高え（ガン・ノ） ダッ た。 連用形

安え（ガン・ノ） デ ある。 〃

狭え（ガン・ノ） ダ。 終止形

広え（ガン・ノ） ダラ、 仮定形

臭え（ガン・ノ） ナラ、 〃

羨ぇ（ガン・ノ） ナリャ、 〃
けなり

※ 促音・ツに付く場合は「ダ」→「タ」と清音化する。

（過去・完了の助動詞に似るが接続が異なる。「過去・完了」は連用形接続）

寒えコッ （事） タロ う。 未然形
さぶ

何ちゅうコッ（事） テ、 連用形

何ちゅうコッ（事） タ。 終止形

他所のコッ （事） タラ、 仮定形

※ 撥音・ンに付く場合は「ダ」の侭。

寒えコン （事） ダロ う。 未然形
さぶ

何ちゅうコン（事） デ、 連用形

何ちゅうコン（事） ダ。 終止形

他所のコン （事） ダラ、 仮定形

タガル

〈意味〉 （希望） …たがる（助動詞「タイ」＋ 接尾語「ガル」）

〈活用〉 （たがら・たがろ / たがっ・たがり / たがる / たがる / たがれ

・たがりゃ / たがれ） ※ 方言では命令形がある。



- 152 -

〈接続〉 動詞の連用形。

遊び タガラ ねぇ。 未然形

遊び タガロ う。 未然形

行ぎ タガッ た。 連用形

行ぎ タガリ ます。 〃

見 タガル。 終止形

喰い タガル 人。 連体形

寝 タガレ ば、 仮定形

寝 タガリャ、 〃

吞み タガレ！ 命令形

ナル

〈意味〉（尊敬） …なさる （「さ」の消去）

〈活用〉（なら・なろ・なん／なり・なつ／なる／なる／なれ・なりゃ／なれ）

〈接続〉 動詞の連用形。

寄り ナラ ねぇ。 未然形

寄り ナロ う。 〃

寄り ナン ねぇ。 〃

来 ナリ ます。 連用形

来 ナッ た。 〃

書き ナル。 終止形

書き ナル 本。 連体形

読み ナレ ば、 仮定形

読み ナリャ、 〃

聞き ナレ！ 命令形

※ 命令形には終助詞「モ」の付く事が多い。

喰え ナレ モ！ 飲み ナレ モ！ （昔話）
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ナンス

〈意味〉 （尊敬） …なさる

〈活用〉 （○／なんし／なんす／なんす／ なんせ・なんしゃ／なんし

・なんしょ／なんせ）

〈接続〉 動詞の連用形。（「御免ナンショ」は「御免し ナンショ」か。）

寄り ナンシ た。 連用形

行ぎ ナンス 。 終止形

行ぎ ナンス 時、 連体形

立ち ナンセ ば、 仮定形

立ち ナンシァ、 〃

呑み ナンシ！ 命令形

呑み ナンショ！ 〃

寄り ナンセ！ 〃

ネェ（ン）

〈意味〉 （打消）…ない （文語の「ズ」も残る。）

〈活用〉 （ねぇかろ／ねぇかっ・ねぇく／ねぇ／ねぇ／ねぇ・ねぇけれ・

ねぇけりゃ・にゃ／○）

〈接続〉 未然形。

洗わ ネェカロ（ンカロ）う。 未然形

濯が ネェカッ（ンカッ）た。 連用形
えす

着 ネェク（ンク）なる。 〃

脱が ネェ（ン）。 終止形

履か ネェ（ン）靴、 連体形

拭か ネェ（ン）ば、 仮定形

拭か ネェケレ ば、（ンケリャ）、 〃

拭か ニャ、 〃

※ 「先も見ネェで」→「先も見ズに」 （文語）
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ベエ（メエ）

〈意味〉 （意志）…う …よう

〈活用〉 （○ ／ ○ ／ べえ・めえ ／ ○ ／ ○ ／ ○）

〈接続〉 終止形。

種でも蒔く ベエ（メエ）。 終止形

草でも刈る ベエ（メエ）。 終止形

※「ベ」と「メ」が通韻のため、（意志）の意味であるか、次項の

（打消推量）の意味かは前後関係で判断するしか無い。

メエ

〈意味〉 （打消推量）…まい

〈活用〉 （○ ／ ○ ／めえ ／ ○ ／ ○ ／ ○）終止形だけ

〈接続〉 動詞・終止形でも通じるが、方言では活用型で異なる。

銭は有る メェ。 終止形 〔五段・連体〕

雪も降る メエ。 終止形 〔五段・終止〕

客は来（くる） メエ。 終止形 〔カ変・未然〕
こ

仕事は為（する） メエ。 終止形 〔サ変・連用〕
し

上着は着（きる） メエ。 終止形 〔上一・連用〕

まだ晴れ（はれる） メエ。 終止形 〔下一・連用〕

ヤンス

〈意味〉 （丁寧）…ます

〈活用〉 （○ ／やんし ／やんす ／やんす ／やんせ ／やんせ）

〈接続〉 終止形。

雨が降り ヤンシ た。 連用形

風は止み ヤンス。 終止形

雪の散り ヤンス 時、 連体形
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雷が鳴り ヤンセ ば、 仮定形

通り ヤンセ！ 命令形

ラッシャル

〈意味〉 （尊敬） …られる

〈活用〉 （らっしゃら・らっしゃん／らっしゃえ・らっしゃつ・らっしゃり

／らっしゃる／らっしゃる／らっしゃれ・らっしゃりゃ

／らっしゃえ・らっしゃれ）

〈接続〉 五段以外のカ変・サ変・上一・下一の未然形。

来 ラッシャラ ねぇ。 未然形

来 ラッシャン ねぇ。 〃

為 ラッシャエ ます。 連用形

為 ラッシャッ た。 〃

為 ラッシャッリ ます。 〃

見 ラッシャル。 終止形

着 ラッシャル 物。 連体形

居 ラッシャレ ば、 仮定形

居 ラッシャリャ、 〃

煮 ラッシャエ！ 命令形

煮 ラッシャレ！ 〃

ランル

〈意味〉 （受身）（可能）…られる （「レ」が「ン」に変化）

〈活用〉 （らん ／らん ／らんる ／らんる ／らんりゃ・らんれ ／らんれ）

〈接続〉 カ変・サ変・上一・下一の未然形。

来 ラン ねぇ。 未然形

為 ラン た。 連用形

着 ランル。 終止形

逃げ ランル 時、 連体形

逃げ ランリャ、 仮定形
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逃げ ランレ ば、 〃

蹴 ランレ！ 命令形（可能の場合は命令形が無い。）

ロウ（ヤ） ※ 終助詞（詠嘆）「ヤ」を伴って用いられる事が多い。

〈意味〉 （推量）…だろう（ヨ） （断定・未然形の「ダ」が消去）

〈活用〉 （○ ／ ○ ／ ろう ／ ○ ／ ○ ／ ○）

〈接続〉 動詞・形容詞の終止形。

風は止む ロウ（ヤ）。 終止形

月も出る ロウ（ヤ）。 終止形

値は高ぇ ロウ（ヤ）。 終止形

銭は無ぇ ロウ（ヤ）。 終止形

ンル

〈意味〉 （受身）（可能）…れる （「レ」が「ン」に変化）

〈活用〉 （ん ／ん ／んる ／んる ／んりゃ・んれ ／んれ・んろ）

〈接続〉 五段型動詞の未然形。

跳ば ン ねぇ。（可能） 未然形

叩か ン た。（受身） 連用形

泳が ンル。（可能） 終止形

動か ンル 時、（可能） 連体形

立た ンレ ば、（可能） 仮定形

立た ンリャ、（可能） 〃

泣かさ ンレ！（受身） 命令形

※ 可能の場合は命令形が無い。
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【 助詞 】 ※ 例語の後の〔 〕は付属した語の品詞。

《 格助詞 》 ※ 共通語のガ・ノ・ヲ・ニ・ヘ・ト・カラ・ヨリ・デ・ヤなど

は魚沼方言でも同様のため記載しない。

ジャ

〈意味〉 （場所） 「…で」「…では」（格助詞「で」＋係助詞「は」の結合。）

〈接続〉 体言

山 ジャ 藤の実、河原 ジャ 蓬。 〔名詞〕

藪 ジャ 騒ぐな。 〔名詞〕

ツ

〈意味〉 （連体修飾） 「の」 （古語の残存「天つ羽衣」「沖つ白波」）

〈接続〉 体言（名詞と名詞を繋ぐ。）

男 ッ 子 崖 ッ 縁 葛 ッ 葉 木 ッ 端
おつこ こ がけ ぷち くぞ ぱ こ ぱ

鶴 ッ 嘴 泥鰌 ッ 子 菜 ッ 葉 鮒 ッ 子
つる ぱし こ な ぱ こ

道 ッ 端。 （k・p 音の前が促音化する事とも関連。 「Ⅰ・音韻の部」参照）
みち ぱた

ン

〈意味〉 （連体修飾）「の」 （no → n の変換は「Ⅰ・音韻の部」参照）

〈接続〉 体言（名詞と名詞を繋ぐ。）

蟻 ン 子 家 ン 中 俺 ン どこ 此処 ン 衆
あり ご おち なか おら こ こ しょ

何処 ン 子 目 ン 玉 山 ン 中 他所 ン 子
ど ご め たま やま なか よ そ こ

ン

〈意味〉 （目的・対象）「に」（ni → n の変換は 「Ⅰ・音韻の部」参照）

〈接続〉 名詞（転成名詞）。
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草刈り ン 出る。 〔転成名詞〕
く さ か で

人 ン 笑われる。 〔名詞〕

水見 ン 行ぐ。 〔転成名詞〕
み ず み え

舟 ン 乗る。 〔名詞〕
ふね の

山 ン なーれ！ 〔名詞〕

ン

〈意味〉 （準体言）「の」 （no → n の変換は 「Ⅰ・音韻の部」参照）

〈接続〉 活用語の連体形

着る ン は有る。 〔動詞・連体〕

為る ン は有る。 〔動詞・連体〕

焚く ン が無ぇ。 〔動詞・連体〕

煮る ン は有る。 〔動詞・連体〕

安え ン は有る。 〔形容詞・連体〕

旨え ン が無ぇ。 〔形容詞・連体〕

読めねぇ ン は無ぇ。 〔助動詞・連体〕

《 接続助詞 》

ア

〈意味〉 （順接仮定）「ば」 （ba → a）

〈接続〉 活用語の仮定形。（動詞は連用形に接続した様な発音になる。）

書け ァ 判る。 （きゃァ） 〔動詞・仮定〕

刺せ ァ 痛え。 （しゃァ） 〔動詞・仮定〕

死ね ァ おごった。 （にゃァ） 〔動詞・仮定〕

立て ァ 届く。 （ちゃァ） 〔動詞・仮定〕

泣け ァ 止める。 （きゃァ） 〔動詞・仮定〕

履け ァ 履ける。 （きゃァ） 〔動詞・仮定〕

高けれ ァ 買わねぇ。 （りゃァ） 〔形容詞・仮定〕

低けれ ァ 越せる。 （りゃァ） 〔形容詞・仮定〕
ひこ
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読ませれァ 旨え。 （りゃァ） 〔助動詞・仮定〕

ガンニ

〈意味〉 （逆接確定）「のに」 （形式名詞「ガン」＋ 格助詞「ニ」）

〈接続〉 活用語の連体形。

探す ガンニ 分らねぇ。 〔動詞・連体〕

盆だてぇガンニ 踊らねぇ。 〔動詞・連体〕

明るぇ ガンニ 見えねぇ。 〔形容詞・連体〕

寒え ガンニ 裸だ。 〔形容詞・連体〕
さぶ

殴らんるガンニ 泣かねぇ。 〔助動詞・連体〕

シ

〈意味〉 （順接確定）「から・ので」

〈接続〉 活用語の終止形。

銭は有る シ 心配は要らねぇ。〔動詞・終止〕
ぜね しんぺえ え

山は高え シ 気を付けろ。 〔形容詞・終止〕
たけ

寒えろう シ 風邪を引くな。 〔助動詞・終止〕（寒かろう シ）
さぶ さぶ

シナ（ニ）

〈意味〉 （動作の併行）「…しながら」

〈接続〉 動詞の連用形。

歩び シナ（ニ）喋ンな！ 〔動詞・連用〕
あよ

立ち シナ（ニ）呑むな！ 〔動詞・連用〕

寝 シナ（ニ）喰うな！ 〔動詞・連用〕

ジャ（ァ）

〈意味〉 （単純接続）「ては」 （接続助詞「て」＋ 係助詞「は」）

撥音便の関係で「て」が「で」になり、「では」が「ジャア」に変形した。

〈接続〉 動詞の連用形。
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産ん ジャァ 亡くした。（産み テハ） 〔動詞・連用〕
お

嚙ん ジャァ 吐き出す。（噛み テハ） 〔動詞・連用〕

摘ん ジャァ 頬張る。（摘み テハ） 〔動詞・連用〕

飛ん ジャァ 落ちる。（飛び テハ） 〔動詞・連用〕

スケェ（ニ）（デ）

〈意味〉 （順接確定）「から」「ので」 （「…さかい」の転か？）

〈接続〉 活用語の終止形。

行ぐ スケェ（ニ）（デ） 待ってレ。 〔動詞・終止〕

暑ぇ スケェ（ニ）（デ） 笠を被れ。 〔形容詞・終止〕
あっち

春 だ スケェ（ニ）（デ） 花も咲く。 〔助動詞・終止〕

ダンガ（ナンガ）

〈意味〉 （順接確定）「のだから」「ので」

〈接続〉 活用語の連体形。撥音（ン）を介するのが普通。

読むン ダンガ（ナンガ）聞えて居れ。 〔動詞・連体〕

軽えン ダンガ（ナンガ）持たんる。 〔形容詞・連体〕

読んだン ダンガ（ナンガ）人に譲った。 〔助動詞・連体〕
よず

軽かったン ダンガ（ナンガ）浮き上がった。 〔助動詞・連体〕

チャァ・ジャァ

〈意味〉 （単純接続）「ては・では」 （接助・テ ＋ 係助・ハ）

〈接続〉 活用語の連用形。

見チャァ 笑い、読んジャァ泣く。 〔動詞・連用〕

汚く チャァ 嫌だ。 〔形容詞・連用〕

盗られ チャァ おごった。（大変だ） 〔助動詞・連用〕
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ドモ（ニ）・ロモ（ニ）

〈意味〉 （逆接確定）「けれども」

〈接続〉 活用語の終止形。（文語では已然形）

稼ぐ ドモ（ニ）儲からねぇ。〔動詞・終止〕

早ぇ ドモ（ニ）粗相だ。 〔形容詞・終止〕

美人だ ドモ（ニ）頭が弱え。 〔助動詞・終止〕

ナーガ

〈意味〉 （併行）「ながら」 （逆接）「のに」

〈接続〉 各種の語（主に動詞の連用形）

食ぇ ナーガ 喋んな。 （併行） 〔動詞・連用〕

女であり ナーガ 力持ちだ。 （逆接） 〔動詞・連用〕

のっこえ ナーガ 辛え。 （逆接） 〔形容詞・終止〕

子供 ナーガ 賢え。 （逆接） 〔名詞〕
おぞ

見たがり ナーガ 我慢しる。 （逆接） 〔助動詞・連用〕

《 副助詞 》

キシ・キリ ※ ギシ・ギリ と濁音化することもある。

〈意味〉 （限定）「だけ」「ばかり」

〈接続〉 各種の語。（促音「ツ」を介する。）（活用語の場合は連体形）

あれっ キシ・キリ だ。 〔代名詞〕

これっ キシ・キリ だ。 〔代名詞〕

それっ キシ・キリ だ。 〔代名詞〕

どれっ キシ・キリ だ？ 〔代名詞〕

泣くっ キシ・キリ だ。 〔動詞・連体〕

広えっ キシ・キリ の部屋。〔形容詞・連体〕
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ゴト（ニ・ノ） ※ 接尾語と見る説もある。

〈意味〉 （包括）「丸ごと」 （個別）「毎に」 （度数）「度に」

〈接続〉 各種の語。（活用語の場合は連体形）

家 ゴト 流された。 （包括） 〔名詞〕
おち

学校 ゴト の規則。 （個別） 〔名詞〕

書く（時） ゴト に腕が上がる。 （度数） 〔動詞・連体〕

飲む（度） ゴト に味が変わる。 （度数） 〔動詞・連体〕

シャ・セェ

〈意味〉 （限定）（添加）「さえ」 ※ 音韻の結合から sa e → sē

〈接続〉 各種の語。（活用語の場合は連用形）

雨 シャ・セエ 降らなけりゃ、 〔名詞〕

起き シャ・セエ しれば、 〔動詞・連用〕

安く シャ・セエ あれば、 〔形容詞・連用〕

斬られシャ・セエ しなけりゃ、 〔助動詞・連用〕

デモ

〈意味〉 （類例）（例示） ※「テ」（接助）＋「モ」（係助）と異なる。

〈接続〉 各種の語。

餅 デモ 喰おう。 〔名詞〕

読む デモ 無ぇ。 〔動詞・終止〕

山へ デモ 登ろう。 〔助詞〕

咬まれデモ しれば、 〔助動詞・連用〕

ドゴ
０

〈意味〉 （程度）「どころ」 ※ 否定と呼応する。

〈接続〉 各種の語。（活用語の場合は連体形）
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花見 ドゴ じゃねェ。 〔名詞〕
０

遊ぶ ドゴ じゃねェ。 〔動詞・連体〕
あす ０

有難え ドゴ じゃねェ。 〔形容詞・連体〕
０

寝らんる ドゴ じゃねェ。 〔助動詞・連体〕
０

ドッカ
０

〈意味〉 （程度）「どころ」 ※ 否定と呼応する。

〈接続〉 各種の語。（活用語の場合は連体形）

花見 ドッカ ねェ。 〔名詞〕
０

遊ぶ ドッカ ねェ。 〔動詞・連体〕
あす ０

有難え ドッカ ねェ。 〔形容詞・連体〕
０

寝らんる ドッカ ねェ。 〔助動詞・連体〕
０

ナンズ・ナンザ （「ナンザ」 は係助詞「は・ア」の複合。「ナド は」）

〈意味〉 （例示）（軽視）「など」

〈接続〉 各種の語・句・文。

へっぺ（蛇） ナンズ 弄うな。 〔名詞〕

「芝居を見る」ナンザ 初めてだ。〔動詞〕

「熱が高え」 ナンザ 平気だ。 〔形容詞〕

バッカ（シ）・パカ（シ）

〈意味〉 （限定）「だけ」 （程度）「ばかり」 （時間）「直後」

〈接続〉 各種の語。

おめぇ バッカ・バッカシ 喰うな。 〔名詞〕

これっ パカ（シ）の野菜。 〔代名詞〕

遊ぶ バッカ・バッカシ の子供。 〔動詞〕
あす

安え バッカ・バッカシ じゃ駄目だ。〔形容詞〕

ちっと バカ（シ）甘い。 〔副詞〕

茹でた バッカ・バッカシ の藷。 〔助動詞〕
よ
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寝て バッカ・バッカシ 居んな。 〔助詞〕

ポチ

〈意味〉 （限定）「だけ」「きり」 （程度）「ばかり」

〈接続〉 各種の語。（主に指示代名詞に促音を介して。）

あれっ ポチ の駄賃。 〔代名詞〕

これっ ポチ の仕事。 〔代名詞〕

それっ ポチ の手間。 〔代名詞〕

どれっ ポチ の寄附。 〔代名詞〕

《 係助詞 》

ア

〈意味〉 （区別）「は」 （ ha → a）

〈接続〉 各種の語。

これ ア 凄え。 （こりゃァ） 〔代名詞〕
すげ

そえつ ア 豪気だノウ。 （そえつァ） 〔代名詞〕
ご う ぎ

あれ ア 馬鹿だ。 （ありゃァ） 〔代名詞〕

逃げ ア しねぇ。 （にぎゃァ） 〔転成名詞〕

読み ア しねぇ。 （よみゃァ） 〔転成名詞〕

書くと ア 魂消た。 （…たァ） 〔助詞〕

狭えの ア 駄目だ。 （…なァ） 〔助詞〕
せべ

クサァ

〈意味〉 （強意）「こそ」＋「は」 （係助詞＋係助詞）

〈接続〉 主に体言。（促音「ツ」を介する事が多い。）

木登りっ クサァ 得意だ。 〔転成名詞〕

あしたっ クサァ 勝つゾ！ 〔名詞〕

こんだっ クサァ 負けねぇ。 〔名詞〕
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《 間投助詞 》 （時には終助詞と重複する。）

ノ

〈意味〉 （「ネ・サ・ヨ」） 多く女性が使用。

〈接続〉 各種の語・句の切れ目。（終助詞と紛れやすい。）

里じゃノ、雪がノ、 降り出してノ、弱ったガンだテ。
えき えわ

《 並立助詞 》 （時には他の部類に区分される。）

シ

〈意味〉 （並行）（添加） 「並びに」「同時に」「その上」

〈接続〉 活用語の終止形。

銭は有る シ 名も有るシ、 〔動詞〕
ぜね

山は高え シ 道は急だシ、 〔形容詞〕

殴られる シ 蹴られるシ、 〔助動詞〕

ダノ・ノ

〈意味〉 （並立） 「や」・「たり」

〈接続〉 各種の語

山 ダノ 川 ダノ を巡ぐる。 〔名詞〕
めん

踊る ダノ 唄う ダノ の大騒ぎ。 〔動詞・終止〕
おた

打つ ノ 買う ノ と遊び呆ける。〔動詞・終止〕
ぶ あす ほ

ヤラ

〈意味〉 （並立） 「や」

〈接続〉 各種の語。

鍋 ヤラ 釜 ヤラを並べる。 〔名詞〕
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泣く ヤラ 喚く ヤラの大騒ぎ。 〔動詞。終止〕

高く ヤラ 低く ヤラ飛ぶ。 〔形容詞・連用〕

《 終助詞 》

ガ（ン）？

〈意味〉 （疑問）「のか？」「の？」

〈接続〉 活用語の連体形。

ドゴから喰う ガ（ン）？ 〔動詞・連体〕

なんして痛え ガ（ン）？ 〔形容詞・連体〕

誰に怒られた ガ（ン）？ 〔助動詞・連体〕

カェ（ケェ）？・カヤ？

〈意味〉 （疑問）「カイ？」

〈接続〉 各種の語。

本当 カェ（ケェ）？ ・カヤ？ 〔名詞〕

着る カェ（ケェ）？ ・カヤ？ 〔動詞・連体〕

広え カェ（ケェ）？ ・カヤ？ 〔形容詞・連体〕

そう カェ（ケェ）？ ・カヤ？ 〔副詞〕

嫌だ カェ（ケェ）？ ・カヤ？ 〔助動詞・終止〕

ゲナ

〈意味〉 （伝聞）「トサ」「ソウダ」 （「ゲ」は気配、「ナ」は詠嘆か）

〈接続〉 終止形。

トーンと昔があった ゲナ。

※ 次の ゲナは［名詞・気配］ + ナ［断定・助動詞］である。）

「欲しゲ・ナ様子」

「呑みたゲ・ナ格好」
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コッツォ！

〈意味〉 （詠嘆）（当然）「ことヨ！」

〈接続〉 各種の語。

人は喜ぶ コッツォ！ 〔動詞・連体〕

冬は寒え コッツォ！ 〔形容詞・連体〕
さぶ

ホーだ（然）コッツォ！ 〔助動詞・終止〕

コテェヤ！

〈意味〉 （詠嘆）（当然）「ことヨ！」

〈接続〉 各種の語。

見れば判る コテェヤ！ 〔動詞・連体〕

嬉しぇ コテェヤ！ 〔形容詞・連体〕
おれ

ホーだ（然）コテェヤ！ 〔助動詞・終止〕

ヤーだ（嫌）コテェヤ！ 〔助動詞・終止〕

ザエ！（ゼエ！）

〈意味〉 （詠嘆）「ですネ」（古語の「ぞえ・ぞヨ」から成立か。）

（勧誘）「しようヨ！」 （丁寧）「ですヨ！」

〈接続〉 文末。

「雪が降る。」ゼェ！ （丁寧） 〔動詞・終止〕
えき

「外は寒え。」ゼェ！ （丁寧） 〔形容詞・終止〕
さぶ

「めごげだ。」ザエ！ （詠嘆） 〔助動詞・終止〕

「行ごう。」 ザエ！ （勧誘） 〔助動詞・終止〕
え

メェシ！

〈意味〉 （詠嘆）「マイ」（助動詞）＋「シ」（接続助詞）「…まいのに！」

〈接続〉 活用語の終止形。（ラ変型は連体形）

雨も降る メェシ！ 〔動詞・終止〕
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子供じゃあン メェシ！ 〔動詞・連体〕

硬 かン メェシ！ 〔形容詞・連体〕

タ・ダ！

〈意味〉 （命令）「しろ！」（過去の助動詞が強意に転化したか。）

〈接続〉 動詞の連用形。（イ音便・撥音便・促音便）

立っ タ 立っ タ！ （サァ、立て！）〔動詞・連用〕促音便

退え タ 退え タ！ （サァ、退け！）〔動詞・連用〕イ音便
ど ど ど

擤ん ダ 擤ん ダ！ （サァ、擤め！）〔動詞・連用〕撥音便
か か か

飲ん ダ 飲ん ダ！ （サァ、飲め！）〔動詞・連用〕撥音便

テ！

〈意味〉 （詠嘆）「ヨ！」 （勧誘）「しょうヨ！」

〈接続〉 活用語の終止形。

俺が読んで見る テ！ 〔動詞・終止〕

矢張り海ァ広え テ！ 〔形容詞・終止〕

一寸休憩しょう テ！ 〔助動詞・終止〕

セツねぇガンだ テ！ 〔助動詞・終止〕

雪にゃなるめぇ テ！ 〔助動詞・終止〕

テバ！

〈意味〉 （詠嘆）「のに！」 （「…と言えば」から転成。）

〈接続〉 文末。 （促音「ツ」を介す。）

「止めろ！」っ テバ！ 〔動詞・命令〕

「エヤだ！」っ テバ！ 〔助動詞・終止〕

ナ！

〈意味〉 （禁止）「な」 （共通語と同様）

〈接続〉 動詞の終止形。（方言では、「る」で終わる動詞は全て「ン」に変化。）
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居るな → 居ン ナ 〔動詞・終止〕

売るな → 売ン ナ 〔動詞・終止〕

折るな → 折ン ナ 〔動詞・終止〕

苅るな → 苅ン ナ 〔動詞・終止〕

切るな → 切ン ナ 〔動詞・終止〕

来るな → 来ン ナ 〔動詞・終止〕

蹴るな → 蹴ン ナ 〔動詞・終止〕

凝るな → 凝ン ナ 〔動詞・終止〕

為るな → 為ン ナ 〔動詞・終止〕

ナ！

〈意味〉 （勧誘）「なさい！」

〈接続〉 動詞の連用形。

書いて見 ナ！ 〔動詞・連用〕

聞いて来 ナ！ 〔動詞・連用〕

塵は棄て ナ！ 〔動詞・連用〕

床を拭き ナ！ 〔動詞・連用〕

ナ？

〈意味〉 （推測）（疑問）「な ？」

〈接続〉 各種の語。

知って居る ナ？ 〔動詞・終止〕

餅を食った ナ？ 〔助動詞・終止〕

さーて ナ？ 〔副詞〕

ナァ！

〈意味〉 （詠嘆）「ですネ！」 （独立した場合は呼び掛けの「感動詞」）

〈接続〉 文末。
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「暑っちゃかった。」 ナァ！ 〔助動詞・終止〕

「お前はでっこえ。」 ナァ！ 〔形容詞・終止〕

ナモ！
０

〈意味〉 （詠嘆）「ですネ！」

〈接続〉 文末。

「今朝ァ 寒い。」 ナモ！ 〔形容詞・終止〕
さぶ

「ニシゃ発明だ。」 ナモ！ 〔助動詞・終止〕

ネェ！

〈意味〉 （勧誘）（命令）「なさい！」

〈接続〉 動詞の連用形。（「助動詞・打消」の場合は未然形に接続する。）

歩んて行ぎ ネェ！ 〔動詞・連用〕
あよ え

早く起き ネェ！ 〔動詞・連用〕

もっと飲み ネェ！ 〔動詞・連用〕

ノ？

〈意味〉 （疑問）「のかしら？」

〈接続〉 活用語の連体形。

何を読んでる ノ？ 〔動詞・連体〕

ドゴが痛ぇ ノ？ 〔形容詞・連体〕
e t e

手は洗った ノ？ 〔助動詞・連体〕

ノウ！
０

〈意味〉 （詠嘆）「ネェ！」「のう（喃）！」（主に男性）

〈接続〉 活用語の終止形。

よく降る ノウ！ 〔動詞・終止〕
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背が高え ノウ！ 〔形容詞・終止〕

歳取りだ ノウ！ 〔助動詞・終止〕

※ 独立している場合は呼び掛けの感動詞。

ノンシ！
０

〈意味〉 （丁寧）「ですネ！」

〈接続〉 活用語の終止形。

精が出る ノンシ！ 〔動詞・終止〕

今日ァ暑ぇ ノンシ！ 〔形容詞・終止〕
あっち

エエ塩梅だ ノンシ！ 〔助動詞・終止〕
やんべえ

※ 漱石「坊っちゃん」の 「ナモシ」に似る。

（ 城内地域では「ナエ！」と言う。 良かった ナエ！）

（ 市野江地域では「ノエ！」と言う。 ワリかった ノエ！）

（ その他では「ノンシ！」が多い。 好かった ノンシ！）
え

バ？

〈意味〉 （疑問・反語）「しょうか！」

〈接続〉 助動詞の終止形。（多く「…よう バ？」の形で。）

雨でも降ったら、どうしょう バ？ 〔助動詞・終止〕

宝物なんず、どうして出よう バ？ 〔助動詞・終止〕

バッカシャ！

〈意味〉 （詠嘆）「ばかり は！」 （副助詞＋係助詞からの転用。）

〈接続〉 体言。

まあっ、この子 バッカシャ！（困りものだ！） 〔名詞〕
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ベナ・ッペナ

〈意味〉 （推量）（詠嘆）「だろうナァ」（推量の助動詞・ベシ＋詠嘆）

〈接続〉 活用語の終止形。

雪でも降る ベナ・ッペナ。 〔動詞・終止〕

値は高え ベナ・ッペナ。 〔形容詞・終止〕

里は春だ ベナ・ッペナ。 〔助動詞・終止〕

メ！

〈意味〉 （蔑視）「叱責」

〈接続〉 体言。

畜生 メ！ 〔名詞〕

馬鹿 メ！ 〔名詞〕

ナレモ！

〈意味〉 （勧誘）「なさいヨ！」（尊敬の助動詞「ナル」の命令形に「モ」が結合）

〈接続〉 動詞の連用形。

食え ナレモ！ 〔動詞・連用〕

呑み ナレモ！ 〔動詞・連用〕

モウサ！・モウセ！

〈意味〉 （丁寧）「ですヨ！」「ますヨ！」

〈接続〉 活用語の終止形。

腹が減る モウサ！・モウセ！ 〔動詞・終止〕

蛇が 恐 ぇ モウサ！・モウセ！ 〔形容詞・終止〕
へっぺ おっかね

日曜日だ モウサ！・モウセ！ 〔助動詞・終止〕

ヤ！

〈意味〉 （呼掛・忠告・勧誘）「ヨ！」
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〈接続〉 各種の語。

太郎 ヤ！ 〔名詞〕

勉強しれ ヤ！ 〔動詞・命令〕

落ちんな ヤ！ 〔助動詞・終止〕

ヤ？

〈意味〉 （疑問・不審）「のか？」

〈接続〉 各種の語。

この絵は誰が描いた ヤ？ 〔助動詞・終止〕

狢にでも喰われたか ヤ？ 〔助詞〕

ヤラ？

〈意味〉 （疑問・不審）「だろうか ？」 （※ 並立助詞に似る。）

〈接続〉 各種の語。

盗人は誰だ ヤラ？ 〔助動詞・終止〕

嫁が食った ヤラ？ 〔助動詞・終止〕

【 助詞と伝達動詞の結合 】

タッテ（モ） 「……と 言っ て（も）」 （格助詞＋動詞＋接続助詞＋係助詞）

来る タッテ（モ）構わねえ。 （※ 副助詞とも考えられる。）

来た タッテ（モ）構わねえ。 （※ 過去の助動詞に付く例。）

喰う タッテ（モ）箸がねぇ。 （※ 副助詞とも考えられる。）

「うまれでくるタテ こんだあこたに わりゃのごとばかりで くるしまなぁよに

うまれでくる。」 宮沢賢治〈永訣の朝〉



- 174 -

ダッテ（モ） 「……だ と 言っ て（も）」（助動詞＋格助詞＋動詞＋接続助詞）

花 ダッテ 散る。 （※ 副助詞とも考えられる。）

俺 ダッテ 男だ。 （※ 副助詞とも考えられる。）

テェ 「……と 言う」 （格助詞＋動詞）

桜 テェ 花は見事だ。

山 テェ 山は雪景色だ。

テェ ガンデ 「……と 言う 事 で」 （格助詞＋動詞＋名詞＋格助詞）

田植えだ テェ ガンデ 大忙しだ。

嫁取りだ テェ ガンデ 大騒ぎだ。

テェ ガンニ 「……と 言う のに」 （格助詞＋動詞＋接続助詞）

正月だ テェガンニ 松も飾らねぇ。

盆だ テェガンニ 踊らぬ奴は、

テェト 「……と 言う と」 （格助詞＋動詞＋接続助詞）

好き テェト 笑われる。

見る テェト 青大将だった。

テェバ 「……と 言え ば」 （格助詞＋動詞＋接続助詞）

呑め テェバ 呑む。

止めろ テェバ 止める。

テッテ 「……と 言っ て」 （格助詞＋動詞＋接続助詞）

子供だ テッテ 馬鹿にしンな！

嫌だっ テッテ ごねる。

テッチャア 「……と 言っ て は」 （格助詞＋動詞＋接続助詞＋係助詞）

雨だ テッチャア 仕事を休む。

嬉しえ テッチャア 踊り出す。
おれ
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テンガノウ「……と 言う が のう」（格助詞＋動詞＋接続助詞＋終助詞）

爺サと 婆サが居た テンガノウ。

トーンと昔があった テンガノウ。

トコテンガ 「……所 と 言う の が」（名詞＋格助詞＋動詞＋格助詞＋格助詞）

唄った トコテンガ、笑いモンになったト。

踏んだ トコテンガ、蛇の尻尾だった。

トト 「……と 言うと」 （格助詞＋動詞＋接続助詞）

携えて見る トト 軽かった。

山を越える トト 村があった。

【 接頭語 】 接頭語が結合しても品詞は変わらない。

オスラ… （大方）（概略） 「薄ら」

オスラ 馬鹿。〔名〕

オスラ 惚け。〔名〕

オスラ 暗ぇ。〔形〕

クソ… （罵倒） 「糞」

クソ 爺。〔名〕

クソ 野郎。〔名〕

コ… （強調） 「とても」

コ うるせぇ。〔形〕

コ 汚ねぇ。〔形〕

コ ざっぱり。〔副〕

コ 生意気。〔名〕
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ゴウラ… （悪態）（罵倒） 「野性」「粗暴」

ゴウラ 田圃。〔名〕
だ つ ぽ

ゴウラ 猫。〔名〕

ゴウラ 息子。〔名〕

コキ… （強調） 「激しく」 （「扱く」の意を含むか。）

コキ 下ろす。〔動〕

コキ 使う。〔動〕

スッ… （強調） 「強く」

スッ 転ぶ。〔動〕

スッ 飛ぶ。〔動〕

スッ 惚ける。〔動〕

スッ 裸。〔名〕

ド… （罵倒） 「ひどく」

ド 阿呆。〔名〕

ド 助平。〔名〕

ド 盲。〔名〕

ド でけぇ。〔形〕

ドテ… （強調） 「長大」 促音を介す。

ドテ ッ南瓜。〔名〕
かぼちや

ドテ ッ腹。〔名〕

ドラ… （罵倒） 「野性」「粗暴」「放蕩」

ドラ 猫。〔名〕

ドラ 息子。〔名〕

バカ… （強調） 「無闇な」

バカ 食ぇ。〔転名〕
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バカ 騒ぎ。〔転名〕

バカ 飲み。〔転名〕

ババァ… （強調） 「長大」

ババァ 鰍 。〔名〕
かじっか

ババァ 南瓜。〔名〕
かぼちや

※ 尊敬や丁寧の「御」（お・おん・ご・ぎょ・み）は、神仏・食事関係

に使われたが、全体的には少ない。

オ菜 オ汁 オ粥 オ札 オ宮 オ社
せえ つよ かよ ふだ みや やしろ

【 接尾語 】

…ガル

〈作用〉（動詞化） ラ行五段動詞を作る。

〈活用〉 （ら・ろ／り／る／る／れ／れ・ろ）

〈結合〉 形容詞の語幹。

嬉し ガル。
おれ

煙 ガル。 （助動詞の「…タガル」とは異なる。）
けぶ

寒 ガル。
さぶ

欲し ガル。

※ 連用形は転じて体言化する。

暑っちゃ ガリ 寒 ガリ 眠た ガリ

※ 「…タガル」は助動詞として扱う。

食え タガル 泣き タガル 読み タガル

…クソ

〈作用〉 （蔑意）「…な奴」 複合名詞を作る。
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〈結合〉 促音「ツ」を介して各種の語。

下手ッ クソ。

弱ッ クソ。

何ッ クソ！

…ゲ

〈作用〉 （様態）（気配）「…そう」 体言化する。

〈結合〉 形容詞の語幹を主としてその他各種の語。

有難 ゲ。

くやし ゲ。

羨り ゲ。
けな

せつな ゲ。

めごー ゲ。

呑む ゲ。

嫌だ ゲ。

…ケェ・ゲェ

〈作用〉 （様態）（程度）（気配） 体言化する。

〈結合〉 促音「ツ」または撥音「ン」を介して指示代名詞。

あっ ケェ。 （あん ゲェ）

こっ ケェ。 （こん ゲェ）

すっ ケェ。 （すん ゲェ）

そっ ケェ。 （そん ゲェ）

どっ ケェ。 （どん ゲェ）

※ 語尾に更に「ナ」、「ニ」、「ノ」 が付いた時の品詞は次の様になる。

… ナ → 連体詞

… ニ → 副詞

… ノ → 連体詞

…ケタ・ペタ

〈作用〉 （方位）（方向） 「…側」 複合名詞を作る。
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〈結合〉 促音「ツ」を介して名詞・方位詞。

山っ ケタ（ペタ） ・ 川っ ケタ（ペタ）

東っ ケタ（ペタ） ・ 西っ ケタ（ペタ）

南っ ケタ（ペタ） ・ 北っ ケタ（ペタ）

前っ ケタ（ペタ） ・ 後っ ケタ（ペタ）

上っ ケタ（ペタ） ・ 下っ ケタ（ペタ）

左っ ケタ（ペタ） ・ 右っ ケタ（ペタ）

横っ ケタ（ペタ） ・ 脇っ ケタ（ペタ）

…ゲ・ゲラ

〈作用〉 （様態）（気配）「ラ」は（状態） 複合名詞を作る。

〈結合〉 各種の語。

飽きた ゲ の振り。 助動詞・連体形に結合

起きる ゲ の振り。 動詞・連体形に結合

食えた ゲ の顔。 助動詞の一部に結合

せつな ゲ の声。 形容詞の語幹に結合

ドラ猫 ゲ の鳴き方。 名詞に結合

めじょ ゲ の子。 形容詞の語幹に結合

…コエ

〈作用〉 （形容詞の造語成分） 形容詞を作る。

〈活用〉 （かろ／かつ・く／え／え／けりゃ・けれ／○）

〈結合〉 促音「ツ」を介して各種の語素。

しなっ コエ。 （柔らかい）

すべっ コエ。 （滑らかだ）

ちっ コエ。 （小さい）

だるっ コエ。 （だるい）

でっ コエ。 （大きい）

粘っ コエ。 （粘着性がある）

のっ コエ。 （小さい）

のめっ コエ。 （流動性がある）

温った コエ。 （温い）
のる
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はっ コエ。 （冷たい）

やっ コエ。 （柔らかい）

…コキ

〈作用〉 （行為）「…する者」 代動詞「コク」の連用形が体言化。

〈結合〉 促音「ツ」を介して体言。

嘘っ コキ。 （嘘つき）
おす

だてっ コキ。 （おしゃれ）

どすっ コキ。 （嘘つき）

寝坊っ コキ。 （怠け者）

屁っ コキ。 （放屁者）

真似っ コキ。 （真似好き）
ま ね

悪さっ コキ。 （悪戯者）

…ゴト

〈作用〉 （併合）・（個別）・（度合） 「副助詞」と見る説もある。

〈結合〉 各種の語。

皮 ゴト 食う。 （併合）

丸 ゴト 呑む。 （併合）

村 ゴト の決め。（個別）

喰う ゴト に旨え。（度合）

…サ

〈作用〉 （敬称）「さん・様」 敬意・親愛を持の複合名詞を作る。

〈結合〉 名詞全般。

姉 サ。
あね

兄 サ。
あん

弟 サ。
おつ

爺 サ。

婆 サ。

※ 形容詞の語幹に付き体言化する「サ」「ミ」は共通語と同様。
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青サ・青ミ 白サ・白ミ 高サ・高ミ

…ソッケル

〈作用〉 （失機）「……しそびれる」 カ行下一段の複合動詞を作る。

〈活用〉 （け／け／ける／ける／けれ・けりゃ／けれ・けろ）

〈結合〉 動詞の連用形。

寝 ソッケル。

食ぇ ソッケル。

見 ソッケル。

…タクル・…ダクル

〈作用〉 （強調） ラ行五段動詞を作る。（時にはラ行下一動詞）

〈活用〉 （ら・ろ／り／る／る／りゃ・れ／れ）

〈結合〉 促音「ツ」または撥音「ン」を介して動詞の連用形。

追ッ タクル。 （追い立てる）（

蹴ッ タクル。 （蹴っ飛ばす）

塗ッ タクル。 （塗りつける）
の

飲ン ダクレル。 （飲みまくる） 飲ン ダクレ（体言化）

引ッ タクル。 （引ったくる） 引っ タクリ（体言化）
ふ

踏ン ダクル。 （踏み付ける）

奪ッ タクル。 （奪い取る）
ぼ

…（タ）ゲ

〈作用〉 （希望の気配） 助動詞「タイ」＋名詞「ゲ」で体言化 する。

〈結合〉 動詞の連用形・

遊び タゲ だ。
あす

行ぎ タゲ で ある。
え

弄り タゲ の顔。
えじ

喰え タゲ な顔。

呑み タゲ ダラ、

呑み タゲ だら、
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…ダラケ

〈作用〉 （状態）「まみれ」 複合名詞を作る。

〈結合〉 名詞。

汗 ダラケ。

糞 ダラケ。

血 ダラケ。

泥 ダラケ。

…タレ

〈作用〉 （行為の体言化）「する者」 複合名詞を作る。

〈結合〉 促音「ツ」を介して各種の語。

女っ タレ。 （女好き）

食いっ タレ。 （食いしん坊）

糞っ タレ。 （コン畜生）

ゴウっ タレ。 （鉄面皮）

こすっ タレ。 （狡猾者）

しょっ タレ。 （無精者）

泣きっ タレ。 （泣き虫）

洟っ タレ。 （青二才）

めぇすっ タレ。 （おべっか野郎）

…チ（チラ）

〈作用〉 （方向）（場所） 複合名詞を作る。

〈結合〉 指示代名詞。

あッ チ（あ チラ）

こッ チ（こ チラ）

そッ チ（そ チラ）

どッ チ（ど チラ）

…チャ

〈作用〉 （愛称）「ちゃん」 複合名詞を作る。
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〈結合〉 名詞。（身近な人物）

兄 チャ。
あん

弟 チャ。
おっ

姉 チャ。
あね

※ 「チャ」「チャチャ」は単独で「母」の意にもなる。

…チョ

〈作用〉 （様態）「態」 複合名詞を作る。

〈結合〉 促音「ツ」を介して各種の語。

縦っ チョ。 （縦ざま）

でぶっ チョ。 （肥満ざま）

なぎっ チョ。 （斜めざま）

太っ チョ。 （太りざま）

痩せっ チョ。 （痩せざま）

…チョウ

〈作用〉 （場所）「処」 複合名詞を作る。

〈結合〉 促音「ツ」を介して名詞。

脇っ チョウ。 （傍ら）

横っ チョウ。 （傍ら）

…ツァ・…ツァマ

〈作用〉 （敬称）「様」 複合名詞を作る。

〈結合〉 促音「ツ」を介して名詞。

とっ ツァマ。（父の意）

かっ ツァマ。（母の意）

※ 「ツァ」「ツァマ」は単独で「父」の意にもなる。
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…ドン

〈作用〉 （敬称）「殿」 複合名詞を作る。

〈結合〉 人名・職業・屋号に付ける。

徳次郎 ドン。

鍛冶屋 ドン。

木挽き ドン。

…ナ

〈作用〉 （時間）「時・日・年」 時間詞の造語成分となる。

〈結合〉 各種の時間詞語素。

おっとえ ナ。 （一昨日）

きょねん ナ。 （去年）

きん ナ。 （昨日）

さっき ナ。 （先刻）

されぇん ナ。 （再来年）

よっぺ ナ。 （昨夜）

れぇん ナ。 （来年）

…ブリ・プリ

〈作用〉 （様態）「…振り」 用言を体言化する。

〈結合〉 動詞の連用形。

書き ブリ。 書きっ プリ

喰ぇ ブリ。 喰ぇっ プリ

読み ブリ。 読みっ プリ

…ブル

〈作用〉 （様態）「…らしく振る舞う」 動詞化する。（ラ行五段）

〈活用〉 （ら・ろ／り／る／る／りゃ・れ／れ・ろ）

〈結合〉 名詞・形容詞語幹。

学者 ブル。

偉 ブル。
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…ボ・ポ

〈作用〉 （人の様子・態度）「坊」 複合名詞を作る。

〈結合〉 撥音「ン」・促音「ツ」を介して各種の語。

吝嗇ン ボ。

土筆ン ボ。

やしン ボ。

吝嗇っ ポ。

伸っ ポ。

太っ ポ。

細っ ポ。

痩せっ ポ。

…ポエ

〈作用〉 （様態・類似）「…がかる」 形容詞を作る。

〈活用〉 （かろ／かっ・く／え／え／けりゃ・けれ／○）

〈結合〉 促音「つ」を介して各種の語。

色っポ カロ う。 （未然形）

黒っポ カッ た。 （連用形）

湿っポ ク なる。 （ 〃 ）

白っポ エ。 （終止形）

女っポ エ 声。 （連体形）

滑っポ ケレ ば、 （仮定形）
のめ

滑っポ ケリャ、 （ 〃 ）
のめ

…マクル

〈作用〉 （強意）「大いに…する」 ラ行五段動詞を作る。

〈活用〉 （ら・ろ／り／る／る／りゃ・れ／れ・ろ）

〈結合〉 動詞の連用形。。

食い マクル 。

飲み マクル 。
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…メ

〈作用〉 （程度）「気味」 複合名詞を作る。

〈結合〉 形容詞の語幹。

熱 メ の湯。

遅 メ の登校。

少な メ に盛る。

温る メ の酣。
の

早 メ の桜。

※「畜生メ！」の「メ」は終助詞であり接尾語で無い。

※「割れ目」「傍目」の「メ」は名詞であり接尾語で無い。

…ヤ（ヤン）

〈作用〉 （愛称）「さん」「ちゃん」 親愛感を添える名詞を作る。

〈結合〉 人物を表す名詞。

兄 ヤ（ヤン）。 （n 音の添加で「アンニャ」となる。）

婆 ヤ（ヤン）。
ばー

姉 ヤ（ヤン）。
ねー

…ヤカ

〈作用〉 （様態）「……そうな」 名詞を作る。

〈結合〉 各種の語素。

穏 ヤカ。

軽 ヤカ。

健 ヤカ。

賑 ヤカ。

華 ヤカ。

冷 ヤカ。

※ 学校文法では「形容動詞」の語幹である。
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…ラ

〈作用〉 （状態）「……した態」 副詞の造語成分となる。

〈結合〉 各種の語素。

たっぷ ラ。

でっぷ ラ。

どっぷ ラ。

のっそ ラ。

ひっそ ラ。

ほっそ ラ。

みっち ラ。

もっく ラ。

よっく ラ。

…ラカ

〈作用〉 （状態）「ような態」 名詞を作る。

〈結合〉 各種の語素。

麗 ラカ。

清 ラカ。

滑 ラカ。

※ 学校文法では「形容動詞」の語幹である。

【 延言 】

《ハ行》 文語では「助動詞・反復」として扱う。音韻面では開音となる。

語る → 語らう・ふ。 （カタロー）
かた かた

食う → 食らう・ふ。 （クロー）
く く

住む → 住まう・ふ。 （スモー）
す す

呼ぶ → 呼ばう・ふ。 （ヨボー）
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《カ行》 カ行延言として旧時は体言化の接尾語「く」を挙げていた。

曰く → 言うこと。

語らく → 語ること。

聞くならく→ 聞くこと。

☆ 方言の「カ」や「ク」は延言と見るべきか？

① 「カ」が加わっても本質的に意味の変わらない語。（魚沼方言）

あやす → 赤ん坊を あや カ す。

じゃらす → 猫を じゃら カ す。

ずらす → 日時を ずら カ す。

騙す → 人を 騙 カ す。
だま だま

散らす → 部屋を 散ら カ す。

寝せる → 赤ん坊を 寝 カ せる。

はぐらす → 気持ちを はぐら カ す。

冷やす → 西瓜を 冷や カ す。

減らす → 腹を 減ら カ す。

遣る → ヘマを 遣ら カ す。

① 「ク」が加わっても本質的に意味の変わらない語。

（意味を強める「繰る」が結合したか？）

弄る → ヘソを弄 ク る。
えじ えじ

抉る → 穴を抉 ク る。
こじ こじ

捏ねる → 泥を捏ね ク る。
こね こね

喋る → 女は喋 ク る。
しやべ しやべ

舐める → 唇を舐め ク る。
な な

捩る → 蓋を捩 ク る。
ねじ ねじ

捻る → 栓を捻 ク る。
ひね ひね

掘じる → 耳を掘じ ク る。
ほ ほ
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【 紛れやすい語 】

カ ① 山 カ 川のどっちでも、 副助詞（選択）

② 俺も読んで見る カ！ 終助詞（意志）

③ 雨は降るろう カ？ 終助詞（疑問）

ガ ① 俺 ガ 読む。 格助詞（主語）

② 誰 ガ 本だ。 格助詞（連体修飾）
だ

③ 読む ガ 判らねぇ。 接続助詞（逆接）

④ 読む ガ・ガン は無ぇ。形式名詞（準体助詞）

⑤ お前も読む ガ？ 終助詞（疑問）

カス ① 騙カス。 サ行五段「騙す」と同じ動詞。（延言？）
だま だま

② 動カス。 サ行五段の終止形語尾。
えご

③ 書カ ス。 カ行五段・未然形に文語の助動詞・使役。

ゲナ ① まめゲ ナ 躰。 複合名詞（気配）＋助動詞（断定）

② トーンと昔があった ゲナ。 終助詞（伝聞） （昔話、そうだ）

サセル ① サセル 事。 連体詞。 （たいした）

② 仕事を サ セル。 サ変動詞・未然形 ＋ 助動詞・使役「セル」

③ 手を 伸ばサ セル。 サ五動詞・未然形 ＋ 助動詞・使役「セル」

④ 着物を 着 サセル。 助動詞・使役「サセル」。着セル とは別。

シ ① 美人だシ、頭も好ぇ。 接続助詞（並立）

② 俺も行ぐシ、お前も行げ！ 接続助詞（原因・理由）

ジャ ① 山 ジャ 雪だ。 格助詞・場所「で」＋係助詞「は」。（では）

② 綺麗 ジャ 無ぇ。 助動詞・断定「で」＋係助詞「は」。（では）

③ 余は大名 ジャ。 助動詞・断定「だ」の終止形。
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④ 読ん ジャ 泣く。 接続助詞「て」＋ 係助詞「は」。（ては）

⑤ ジャ、始めよう！ 接続詞。 （発語 では）

ス ① 君を愛 ス。 複合サ変動詞・終止形の語尾。

② 針を刺 ス。 サ行五動詞・終止形の語尾。

セル ① 薬を飲ま セル。 助動詞・使役。

② 服を着 サセル。 助動詞・使役「サセル」の一部。

③ 洋服を 着セル。 サ行下一段動詞の終止形語尾。

④ 蓋を 被セル。 サ行下一段動詞の終止形語尾。
かぶ

⑤ 英語を 話セル。 サ行下一段の可能動詞・終止形語尾。

ダ ① 蓑を編ん ダ。 助動詞・過去。（撥音に続く時は濁音化）

② 夕焼け空 ダ。 助動詞・断定。

タガル ① 痛タ ガル。 形容詞の語幹 ＋ 動詞化の接尾語「ガル」

② かタ ガル。（片ガル・傾く） 動詞の一部。

③ 寝 タガル。 助動詞・希望。

ダスケェ（デ・ニ）

① 暑ぇ、ダスケェ 泳ぐ。 接続詞・順接。（だから）

② 呑んダ スケェ 酔った。 助動詞・過去「ダ」＋ 接続助詞「スケェ」

③ 春 ダ スケェ 暖こぇ。 助動詞・断定 ＋ 接続助詞。（だ・から）

ダラ ① 静か ダラ 聞こえる。 助動詞・断定の仮定形。（なら）

② 飲ん ダラ 乗るな。 助動詞・過去の仮定形。（撥音便でダラ）

デモ ① デモ、空は青え。 接続詞

② とんデモねぇ。 形容詞の一部。

③ 花 デモ 飾ろう。 係助詞。（類推）

④ 村 デ モ 評判だ。 格助詞 + 係助詞

⑤ 読んデ モ 判らねぇ。 接続助詞 + 係助詞（テモ）
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ドッカ ① ドッカ の家。 不定代名詞。（何処か）

② 何 ドッカ ねぇ。 副助詞。 （…どころで）

ナ ① きん ナ（昨日）。 名詞の一部。おっとえナ・れぇんナ…など。

② さっき ナ（先刻） 名詞の一部。

③ 静か ナ 海。 助動詞。（断定）

④ 見る ナ。 終助詞。（禁止）

⑤ 凄ぇ ナ！ 終助詞。（詠嘆）

⑥ 誰か ナ？ 終助詞。（疑問）

ネェ ① 銭が ネェ。 形容詞。（無い）

② 行が ネェ。 助動詞。（打消）

③ 呑み ネェ。 終助詞。（勧誘）

④ 嫌だ ネェ。 終助詞。（詠嘆）

⑤ ネェ! そこ搔えて。 感動詞。（呼掛）

ノ ① 雨ノ降る日。 格助詞。（主語）

② 山ノ中。 格助詞。（連体）

③ 喰うノが無ぇ。 格助詞。（準体）

④ 独りで行ぐノ？ 終助詞。（疑問）

ヤ ① 山 ヤ 川。 並立助詞。（並列）

② 太郎ヤ！ 終助詞。（呼掛）

③ ヤ！ また雨だ。 感動詞。（詠嘆）

④ 坊ヤ。 接尾語。（愛称）

ラ ① アエツ ラ。 接尾語。（複数）

② こっそ ラ 隠ねる。 副詞。 （一部）

③ 然う ラ！ 助動詞。（断定）
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ン ① 山 ン中。 格助詞。（連体）

② 喰うンが無ぇ。 格助詞。（準体）

③ 歩ばンた。 助動詞。（可能）
あよ

④ 殴らンた。 助動詞。（受身）

⑤ 泣かン子。 助動詞。（打消）

⑥ 動・形・助動詞の一部「ラ・リ・ル・レ」が撥音化したもの。

余らねぇ 知らねぇ 判らねぇ（動） （ラ）→ 〔ン〕
あま ン し ン わか ン

降りる 借りる 懲りる 足りる（動） （リ）→ 〔ン〕
お ン か ン こ ン た ン

来るな 為るな 剃るな 見るな（動） （ル）→ 〔ン〕
く ン し ン ン ン

良かるめぇ 悪かるめぇ（形） （ル）→ 〔ン〕
よ ン ン

枯れる 暮れる 晴れる（動） （レ）→ 〔ン〕
か ン く ン は ン

伐られる 割られる（助動） （レ）→ 〔ン〕
ン わ ン
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附録１ 童唄・俗謡 るる
【 遊戯唄 】 手毬・お手玉・身振り遊び・鬼ゴッコ などに伴う唄

《1》 てんまる

あの手鞠は この手鞠は 好ぇ手鞠で、京一番の オサカの娘。綾織り上手
てんまる てんまる え てんまる きようえちばん もすめ あ や お じようず

コヤ織り上手。後から見れば 大蛇のごとく、前から見れば 蠁子のごとく。
お じようず おしろ み よ ろ ち めえ み さ し

朝結た髪を ソロラと解して、 笄 挿して 枕を入れて、盆だと思って 荊棘
あさ よ かみ ふぐ こうがえ さ まくら え ぼん おも お ど ろ

と掻ぇたれば、あの子ができ この子ができ。あの子は お 母 の 姫子だから、
け こ こ こ ちやちや ひ め ご

白えを着しょか 黒えを着しょか。三尺幅の 白えを着せて、高田へ参れば 夢見
しろ き くろ き さんじやくはば しろ き た か た めえ えめ み

べと。夢はこのこと 今朝のこと。今朝出た舟は 誰が舟だ。それこそ身上の 舟
えめ け さ け さ で ふね だ ふね しんしよ ふね

だもの。また出た舟は 誰が舟だ。それこそ 官所の舟だもの。身上 続ぇて
で ふね だ ふね かんじよ ふね しんしよ つづ

官所舟。
かんじよぶね

《2》 小太郎さま

小太郎さま 小太郎さま。おらが大尽の 娘の子。鼈甲の座敷に 並ばして、金
こ た ろ う こ た ろ う だ え じ もすめ こ べ つ こ ざ し き なら きん

の屏風を 立て申し、ホロラ ホロリと 泣きしゃんす。何が惚けで 泣きしゃ
びようぶ た もう な なに ぼつ な

んす。声の好ぇちゃを 知るぞかぇ、声の悪ぇちゃを 知るぞかぇ。五杯呑ん
こえ え し こえ わり し ご へ え の

だら 出て行げよ。出ても行ぐども 道知らず。お宮の前まで 送り出し。
で え で え みつ し みや めえ おく だ

そこへ出て鳴く 鳥は何鳥だ。コウセンコウセン 鴨の鳥。賀茂の土産に 何
で な とり なんどり かも とり か も み や げ なに

貰た。一に香箱 二に葛籠 三に更紗の帷子を 洒落に着しょとて 貰て来た。
もろ えち こうばこ に つ づ ら さん さ ら さ かたびら し や れ き もろ き

おカン女は 死なれて 今日に七日、七日が過ぎたら どうしょうバ。裏の細
じよ し き よ な の か な の か す おら ほそ

道出て見れば、青竹三本に 松三本。松の中のキリギリス 声はしれども、目
みち で み あおだけさ つ ぽ まつさ つ ぽ まつ なか こえ め

は見えねぇ、目は見えねぇ、キチョ キチョ 陸 エタチ。 なんと 鬼灯立ち、
め め め おか ふうずけ た

帰命頂礼。五軒店 買え 板家を建て、板家 一番 伊達衆で御座る。五両で帯買
きみようちようらえ ごけんだな か え た や たて え た や えちばん だ て し よ ご ざ ごりよう おび か

って 三 両で絎けて、絎けに絎け目の 絎け房つけて、織り目 織り目の 織り房
さんりよう く く く め く ぶさ お め お め お ふさ

つけて。風の吹く時 チンカラリンと カンカラリンと。
かぜ ふ とき
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《3》 向こう通るは

向こう通るは あら誰が娘、母は三十三の 末娘。歳は十 六 名はおヨネ。
む とお だ もすめ おつか さつちよさ おともすめ とし じようろく な

おヨネが器量の 好ぇままに、家の船頭の仲人で 舶の船頭に 貰われて、百 万
きりよう え おち せ ん ど なこうど つむ せ ん ど もろ ひやくまん

長 者の 嫁となり、嫁を三年 経ぬ内に 大 病患ぇ 引き付けて、四天五天
ちようじや よめ よめ さんねん え おち てえびようわずら ひ つ し て ん ご て ん

の医者にかけ 医者の薬を 尽くせども、あれとて さながら縁も無ぇ これと
え し や え し や くそり つ えん ね

てさながら縁も無ぇ。正 月三日の 祭り時、盆の七日に 行ぎ着いた。
えん ね しようぐわつみ つ か まつ どき ぼん な の か え つ

「おヨネ なぜ来た、なじょで来た？」「どごも苦しく無けれども、親元恋
き き くる な おやもと こ

ぇしゅて それで来た。さぁさ これから 譲 物、槍や鉄砲 兄さんに 馬や乗
き えずりもん やり てつぽう あん んま の

り駕籠 弟さんに。嫁が仕立てた 振り袖は、七つナミコに 呉れてくれ。数珠
か ご おじ よめ し た ふ そで なな く じようず

や紙 袋は婆さまに、櫛や 笄 子供衆に。」
かんぶくろ ばば くし こうがえ こ ど もしよ

おヨネの念仏ァ 南無阿弥陀ーぶ。
ねんぶつ な も あ み だ

《4》 正月は

正 月は 松挿て 竹挿て慶ぶ。 御膳は お子供衆 嫌がる。御膳は儂より
しようぐわつ まつせえ たけせえ よろこ お も の こ ど もしよ えや お も の わし

旦那の家来を お道連れ、一日明ければ 元日で、御年始 後生に 申しましょ。
だ ん な け れ え み ち づ えちじつ あ ぐわんじつ ご ね ん し ごしよう もう

「お小僧や お小僧や お茶持って来ぇ。」「何にもお構ぇ くださんな。」「吸ぇ物
こ ぞ こ ぞ ちや も こ なん かめ す もん

菜の物 はや持って来ぇ。」「ひ ふ み よ えつ も なな や ここの とお。」
な もん も こ

「とんとん殿様 和え物は 一 升えくらだネ。」「二百と五文に 負けてやろ。
とのさま あ もん えつしよう にひやく ご も ん ま

あんまり ちゃけぇが チャカラカポン。お前さんの ことだら 負けてやる。」
めえ ま

※ 以上の四曲は、平成九年刊『五箇のあゆみ』に記載されたものである。

句読点も漢字も使わない平仮名だけの表記であった。判読に迷いなが

ら漢字を当てて見たが、尚まだ疑問の点が多い。

※ 唄われた時代は明治の中期頃と思われ、知っている人も伝承した老婆

を除いて殆ど生存して居ないことだろう。

※ 豪雪地の自然や風俗に無関係な内容は、関東方面からの流伝を魚沼方

言で唄ったものと推察される。
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《5》 もんだや もんだや

もんだや もんだや 一もめの もんだや。

二もめの もんだや。

三もめの もんだや。

四もめの もんだや。

五もめの もんだや。

六もめの もんだや。

七もめの もんだや。

八もめの もんだや。

九もめの もんだや。

十もめの もんだや。

そーそれ そーそれ 一もめも そそれ。

（十まで繰り返したら次に進む。）

つーかみ つーかみ 一もめも つかみ。

（十まで繰り返したら次に進む。）

まーわせ まーわせ 一もめも まわせ。

（十まで進んで終り。）

《6》 たんぽさん

おまんが簪 ささらば ささして さっさとセ。

たんぽさんの長羽織、仕立てて着る時ゃ よけれども、

質屋へ出す時ゃ 愛想がねぇ。

しちこま駒下駄 こまごまと 橋かけて、

その橋 おスナが渡り初め。

ひ・ふ・み・よ・えつ・も・なな・や・ここの・とお。

《7》 あんたがた どこサ

あんたがた どこサ。

肥後サ。
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肥後どこサ。

熊本サ。

熊本どこサ。

せんばサ。せんば山には 狸がおってサ。

それを猟師が 鉄砲で撃ってサ。

煮てサ。焼いてサ。食ってサ。

それを木の葉で チョェとかぶせ。

《8》 一れつ談判

一れつ談判破裂して、

日露の戦争始まった。

さっさと逃げるはロシヤの兵、

死んでも尽くすは日本の兵。

五万の兵を引き連れて、

六人残して皆殺し。

七月八日の戦いに、

ハルピンまでも攻め寄せて、

クロパトキンの首を取り、

東郷大将 万々歳。万歳万歳みな万歳。

勝利の旗も みな万歳。

《9》 餅づくし

一つ 火箸で焼いた餅。

二つ ふくれたフクデ餅。

三つ 見事なキナコ餅。

四つ 汚れたアンコ餅。

五つ 医者どんのクソリ餅。
えつ え し や

六つ 聟どんのミヤゲ餅。
もつ もこ

七つ 七草ゾウセ餅。

八つ 弥彦のカザリ餅。
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九つ 転んだコーッタレ餅。

十に 十麺棒で伸した餅。
じよう じようめんぼう

《10》 一番初めは

一番初めは 一の宮。

二また 日光東照宮。

三また 佐倉の宗五郎。

四また 信濃の善光寺。

五つは 出雲の大社。

六っつ 村々鎮守様。

七つは 成田の不動様。

八ぁつ 八幡の八幡宮。

九つ 高野の高野山。

十に 東京 心願寺。

あれほど心願かけたのに、浪子の病は治らない。

轟々轟々と鳴る汽車は武雄と浪子の別れ汽車。

二度と逢えない汽車の窓、鳴いて血を吐く不如帰。
ほととぎす

《11》 がんがらび

一つ がんがらび。

二つ 芙蓉の木。

三つ 蜜柑の木。

四つ 柚子の木。
よ う ず

五つ 銀杏の木。
えつ えつちよ

六つ 紅葉の木。
もつ

七つ 南天木。

八つ 八重桜。

九つ 楮の木。
こうず

十に とっておさめて十二がんがらで、もぇ一つ足しましょ。
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《12》 大黒様

大黒様と言う人は、

一に 俵を踏んまえて、

二に にっこり笑って、

三に 酒を造って、

四つ 世の中好ぇ様に、

五つ 何時でもニッコニコ。

六つ 無病息災に、

七つ 何事無ぇ様に、

八つ 屋敷を おっ広げ、

九つ 米倉 おっ建てて、

十に とうとう福の神。

《13》 配給並び

一もめのエスケさん 藷配給並んで一万一千一百ほど一斗一斗一斗米の
えも

お札を納めて二もめに渡して通りゃんせ。

二もめのニスケさん 人参配給並んで二万二千二百ほど二斗二斗二斗米の
にんじん

お札を納めて三もめに渡して通りゃんせ。

三もめのサスケさん 秋刀魚配給並んで三万三千三百ほど三斗三斗三斗米の
さ ん ま

お札を納めて四もめに渡して通りゃんせ。

四もめのシスケさん 塩 配給並んで四万四千四百ほど四斗四斗四斗米の
しお

お札を納めて五もめに渡して通りゃんせ。

五もめのゴスケさん 牛蒡配給並んで五万五千五百ほど五斗五斗五斗米の
ご つ ぽ

お札を納めて六もめに渡して通りゃんせ。

六もめのロスケさん 蝋燭配給並んで六万六千六百ほど六斗六斗六斗米の
ろうそく

お札を納めて七もめに渡して通りゃんせ。

七もめのナスケさん 南蛮配給並んで七万七千七百ほど七斗七斗七斗米の
なんばん

お札を納めて八もめに渡して通りゃんせ。

八もめのハスケさん 蓮 配給並んで八万八千八百ほど八斗八斗八斗米の
はす

お札を納めて九もめに渡して通りゃんせ。
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九もめのクスケさん 栗 配給並んで九万九千九百ほど九斗九斗九斗米の
くり

お札を納めて十もめに渡して通りゃんせ。

十もめのトスケさん 豆腐配給並んで十万十千十百ほど十斗十斗十斗米の
と う ふ

お札を納めて一もめに渡して通りゃんせ。

（※「配給並び」は戦中・戦後の侘びしい風俗であった。）

《14》 西郷隆盛

一かけ 二かけて 三かけて、四かけて 五かけて 橋をかけ。

橋の欄干 腰掛けて、遙か向こうを 眺めれば、

十七八なる 姉さんが 花や線香 手に持って、

「姉さん 姉さん どご行ぐの？」

「わたしは 九州鹿児島の 西郷隆盛娘です。明治十年三月に 切腹なさ

れた父上の お墓詣でに参ります。」

お墓の前で 手を合わせ、南無阿弥陀仏 ジャンケンポン！

《15》 （大人対象の身振り数え唄）

一やもしんじょ 儂ぁ糸引かねど女工なりゃこそ糸引ぇて参りましょ。
えち わし えと えと

儂ぁ糸引かねど ちゃっからりんとゴメンナ。
わし えと

二やもしんじょ 儂ぁ荷は負わねど小僧なりゃこそ荷を負って参りましょ。
わし そ そ

儂ぁ荷は負わねど ちゃっからりんとゴメンナ。
わし そ

三やもしんじょ 儂ぁ三味ぁ弾かねど芸者なりゃこそ三味弾ぇて参りましょ。
わし ひ ひ

儂ぁ三味ぁ弾かねど ちゃっからりんとゴメンナ。
わし ひ

四やもしんじょ 儂ぁ皺寄らねど年寄りなりゃこそ皺寄って参りましょ。
わし しわ しわ

儂ぁ皺寄らねど ちゃっからりんとゴメンナ。
わし しわ

五やもしんじょ 儂ぁ碁は打たねど碁打ちなりゃこそ碁打って参りましょ。
わし

儂ぁ碁ぁ打たねど ちゃっからりんとゴメンナ。
わし

六やもしんじょ 儂ぁ艪は漕がねど船頭なりゃこそ艪漕ぇで参りましょ。
わし ろ ろ

儂ぁ艪ぁ漕がねど ちゃっからりんとゴメンナ。
わし ろ

七やもしんじょ 儂ぁ質ぁ置かねど質屋なりゃこそ質置ぇて参りましょ。
わし

儂ぁ質ぁ置かねど ちゃっからりんとゴメンナ。
わし
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八やもしんじょ 儂ぁ鉢ぁ持たねど庭師なりゃこそ鉢持って参りましょ。
わし

儂ぁ鉢ぁ持たねど ちゃっからりんとゴメンナ。
わし

九やもしんじょ 儂ぁ鍬持たねど百姓なりゃこそ鍬持って参りましょ。
わし

儂ぁ鍬持たねど ちゃっからりんとゴメンナ。
わし

十やもしんじょ 儂ぁ銃は持たねど兵隊なりゃこそ銃持って参りましょ。
わし

儂ぁ銃は持たねど ちゃっからりんとゴメンナ。
わし

（※ 村の演芸会などに、製糸工場の女工たちが伝えた唄である。）

《16》 サンギ サンギ

「鷺 鷺にしゃ 何故こうだ？」
さんぎ さんぎ

「腹が減ってこうだ。」

「田圃の中へ入って田螺でも拾って食ぇナレモ！」
た つ ぽ へえ つ ぶ

「足が汚れるモウセ。」

「萱に掴まって洗え！」
かや

「手が痺れるモウセ。」
しび

「膏薬貼れヤ！」
こうやく

「蝿が毟るモウセ。」
へえ むし

「団扇で煽げ 煽げ！ おべったり けぇけって煽げ 煽げ！」
お ち わ あお あお あお あお

《17》 沢ん蟹

沢なる蟹が モンザラ モンザラ這ぇ出して 壕を掘って居たれば、烏と申
がに え

すクロ鳥が フーワラ フーワラ飛んで来て あっちへ突っつき ぶん回し
もう

こっちへ突っつき ぶん回す。 カーラス カーラス あんまりだ おらも
もう

そりでも生き物だ。
え もん

《18》 カラス カラス

「カラス カラス カンガラス おのが亭主はドゴへ行った？」
てえしよ え

「糀はかりへ行ぎ申した。」
こうじ え

「何石 何石はかった？」
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「三石 三石はかった。」

三石山の女郎衆が 臼に乗って転び、錦の着物を汚して、
おす きん き も ん

あれぇ川で洗って、

えすぎ川で濯ぇで、
えす

しぼり川で搾って、

外へ干せば しょーしだし、（恥ずかしいし）

馬屋で干せば 馬が食う。

二階で干せば 煤けるし、

てんてん手箱に 入れたれば、
え

鼠が引ぇたやら 父が引ぇたやら、
ねず ふ とと ふ

俺ぁ そらぁ 知らーねぇ 知らねぇ。
おら

《19》 通りゃんせ

通りゃんせ 通りゃんせ。

ここは ドゴの細道じゃ。

天神様の細道じゃ。

どうか通して くだしゃんせ。

御用の無い者 通しゃせぬ。

此の子の 七つのお祝ぇに お札を納めに参ります。

行ぎは良ぇ良ぇ 帰りは怖ぇ。
え

怖ぇながらも 通りゃんせ 通りゃんせ。 （東京方面からの伝来と言う。）

《20》 山寺の和尚さん

山寺の和尚さんは 毬はつきたし 毬は無し、

猫を紙袋に ヘシこんで、

ポンと蹴りゃ ニャンと鳴く。

ニャン ポン 其処にか、わしゃ此処に、
そ こ こ こ

そりじゃ 一貫貸し申した。 （東京方面からの伝来と言う。）
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《21》 凍み渡り

しんばえ こんばえ 菜のコンコン畑。

山じゃ藤の実 河原じゃ蓬。

すずくだれ（雫垂れ？） スッポンポン。

《22》 コンペタさん

うちのコンペタさんは 本当に困ります 困ります。

困った時には 涙がポロリとネ ポロリとネ。

泣ぇた涙を 袂で拭きましょ 袂で拭きましょ。

拭ぇた袂を 盥で洗ぇましょ 洗ぇましょ。

洗った袂を お庭に干しましょ 干しましょ。

干した袂を 箪笥に仕舞ぇましょ 仕舞ぇましょ。

仕舞った着物を 鼠がカリリとネ カリリとネ。

【 鬼の決め方 】

《1》 かごめ かごめ

かごめ かごめ 篭の中の鳥は えつえつ出やる。

夜明けの晩に 鶴と亀と つべった。

後の正面 ダーレ？ （千葉方面からの伝来と言う。）
おしろ

《2》 ずぇ ずぇ ずっころばし

ずぇ ずぇ ずっころばし 胡麻味噌ずぇ。

茶壺に追われて ドッピンシャン。

抜げたら ドンドコショ。
の

俵の鼠が 米食ってチュウ、

チュウ チュウ チュウ。

おっ父さんが 呼んでも おっ母さんが 呼んでも、

行ぎっこ 無しヨ。
え

井戸の廻りで お茶碗欠ぇたの ダーレ？ （東京方面からの伝来と言う。）
え ど け
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《3》 坊さん 坊さん

坊さん 坊さん ドゴ行ぐノ？
え

わたしは 田圃へ 稲苅りに。
た つ ぽ

わたしも 一緒に 連れしゃんせ。
えつしよ

お前が来ると 邪魔になる。

このカンカン坊主 クソ坊主。

後の正面 ダーレ？
おしろ

（栃木方面からの伝来と言う。）

《4》 ゼンメェ 採り採り

ゼンメェ 採り採り、

ワラビ 採り採り、

何が出ても おっかなくねぇ。

（一斉に駈け出して遅れた者が鬼となる。）

《5》 ベントン

ベントン シュウベントン ウシラクラ ナマヨモギシ。(意味不明)

（「ベントン カタレ！」で集まった者が拳を重ね、唄い終わった時の拳に当たる者が鬼。）

《6》 シーヤ

ホラ ホラ シーヤ！

（ジャンケン ポン と同様の掛け声・女子）
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【 行事唄 】

《1》 斉の神（注連飾りを焼きながら）

後 山の子供は 意地の悪ぇ 子供で、
おしろやま え じ わり

雪隠口へ隠れて 指のマラを 吹ぇた吹ぇた。
せつちん えび

《2》 鳥追い （雪の夜道を藁ブーシを被りきながら）

鳥追ぇだ 鳥追ぇだ。

あらぁ だが鳥追ぇだ。

こらぁ だが鳥追ぇだ。

旦那どんの 鳥追ぇだ。

どっから どごまで追ってった。

信濃の国まで 追ってった。

何を持って 追ってった。

道ん端の柴を 抜ぎ抜ぎ 追ってった 追ってった。
の の

柴ん鳥も 川ん鳥も 立ちゃがれ ホーェ ホェ！

雀のガキ共が 稲三把 盗んで、
えねさ つ ぱ のす

甘酒辛酒 造って、

ドウとサンギを 呼んで来て、

ドウに三杯 サンギに三杯。
さつぺえ さつぺえ

酔った酔った こん時だ。
どき

雉子ん鳥に ボッツァッて、

佐渡が島へ 立ちゃがれ ホーェ ホェ！

※ 次は『北越雪譜』（天保五年刊・越後塩沢の鈴木牧之撰） に記載されている

鳥追い唄 である。

あのとり(鳥)や どこ(何処)から お(追)ってき(来)た。
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しなぬ(信濃)のくに(国)から おってき(来)た。

なにをも(持)って おってき(来)た。

しば(柴)をぬく(束)べて おってき(来)た。

しば(芝)のとり(鳥)も かば(川辺)のとり(鳥)も たちゃがれ(可立) ホイ ホイ。

おら(己等)がうらの さなへだ(早苗田) のとり(鳥)は、

お(追)っても お(追)っても、

……

すずめ(雀) すはどり(鳲鳩) たちゃがれ(可立) ホイ ホイ。

《3》 毘沙門祭り（サンゲツミッカ）

越後浦佐の 毘沙門様は、

国の宝よ 福の神さん。

三月三日は お雪の中で、

裸 裸足の 押し合い祭り、

アア サンヨ サンヨ。サンヨ サンヨ。

あがる蝋燭 日本一よ。

獅子に牡丹は 長岡でサ、

二十五貫は 小千谷の御講中。

みんな併せりゃ 百貫目。

アア サンヨ サンヨ。サンヨ サンヨ。

龍の口から 湧き出る水に、

禊ぎしてから 御堂入りヨ。

押しつ押されつ 押されつ押しつ、

七押し八踊りゃ 夜も更ける。

アア サンヨ サンヨ。サンヨ サンヨ。
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《4》 精霊迎え（苧殻火を焚きながら）

ジージゴたち バーバゴたち、

ジーサ舟を漕ぎナレモ バーサ舟に乗りナレモ。

この夜の灯りに ゴザーレ ゴザーレ！

《5》 盆踊り

（音頭取りの交替と口説き）

わたしゃ ちっとばかし 声が涸れました。

だれか どなたか 唄の継ぎを頼んだ。

お前 疲れたら お休みなされ。

儂がちっとばかり 御名代を致す。

前の音頭様は どなたか知らぬ。

声もよく立つ 唄の酣も上手だ。

わたしゃ よくよく山中育ち。

声も唄の酣も 及びは無えが、

それで良ければ チットばか口説く。

儂が出るにゃ 側の衆が頼り、

一にゃ若ぇ衆や 二にゃ女中がたも、

三にゃ定めし おが連れ達も、

四にゃ諸国の 寄りかた衆も、

側に立ち寄る 御見物がたも。

足を鳴らして 手をエチロクに、

ヨエサ ヨェコラサと 声張り上げて、

囃し呉れるなら チットばか遣ろか。

新発田新町 町屋の娘。 姉が三七にて 妹が二八。
さんしち に は ち

姉の三七にゃ 気は無ぇけれど、 妹二八に チョェと惚れまして、

妹欲しさに 御諒願をかけた。 掛けし御諒願を 細かに読めば、

一にゃ 乙の大日様へ。 二には 新潟の白山様へ。
きのと
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三にゃ 讃岐の金比羅様へ。 四には 信濃のお善光寺様へ。

五には 五泉の若宮様へ。 六つぁ 村上 お天王様へ。

七つぁ 長岡の蔵王様へ掛けた。 八つぁ 弥彦の御明神様へ。

九には 国上の国上寺様へ。 十には 栃尾の秋葉様へ掛けた。
く が み こくじようじ あ き や

お伊勢七度 熊野へ八度 村の鎮守様へ 百二十四度。
ななたび や た び たび

掛けし御諒願の 叶わぬ時は、 前の御手洗 身を投げ込んで、
み た ら せ

三十三尋の 大蛇となりて、 姉も妹も みな取り殺す。
ひろ

さても こんげぇの事 さらりと 止めて、

さても これから 文句にかかる。

かかる文句が また何と聞けば、 鈴木主水と また白糸口説き。
も ん ど しらいと く ど

頃は元禄 十六年の、 花のお江戸の その傍らに、

聞くも珍し 心中話。 ところ四ッ谷の 新宿町に、

紺の暖簾に 桔梗の紋は、 音に聞こえし 橋本屋とて、
の れ ん ききよう

あまた女郎衆の 数ある中で お職女郎の 白糸こそは、

歳は十九で 当世の育ち、 立てば芍 薬 座れば牡丹。
しやくやく ぼ た ん

歩く姿は 百合の花。 愛 嬌良ければ みな人様が、
ゆ り あいきよう

我も我もと 名差しで上がる。 分けても客は どなたと聞けば、

春は花咲く 青山辺の 鈴木主水と 言う侍で、
も ん ど

女房持ちにて 二人の子供、 五つ三つの 悪戯盛り。
えたづら

二人子供の あるその中で、 今日も明日もと 女郎買ぇばかり。

見るに見かねた 女房のお安、 ある日わが夫 主水に向かぇ、
やす つま も ん ど

わたしゃ女房で 妬くのじゃ無ぇが、 二人子供は 伊達には持たぬ。
や だ て

えくら お前が 侍じゃとて、 金のなる木は 持ちゃしゃんすまぇ。

どうせ切れるの 六段目には、 連れて逃げるか 心中するか、

二つ一つの 思案と見える。 しかし二人の 子供が不憫。
ふ び ん

十九二十の 身じゃあるめぇに、 人に意見も する年頃で、
は た ち

止めておくれよ 女郎買ぇばかり。云えば主水は 腹立ち顔で、
も ん ど

何を小癪な 女房の意見、 己が心で 止まねぇものが、
こしやく おの

女房ぐれぇの 意見じゃ止まぬ。 愚痴な其方より 女郎衆が可愛ぇ。
ぐ ち そ ち

それが嫌なら 子供を連れて、 そちがお里へ 出て行きゃしゃんせ。
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愛想尽かしな 主水の言葉。 ここで主水は こ自棄となりて、
も ん ど も ん ど や け

またも行くのが 女郎買ぇ姿。 後でお安は さて口惜しぇ。と、
やす

如何に男の 我が儘じゃとて、 自害しようと 覚悟はすれど、
え か

五つ三つの子に 引かされて、 死ぬに死なれず 嘆ぇて居れば、

五つなる子が 側へと寄りて、 これサ 母さん なぜ泣きしゃんす。

気色悪けりゃ お薬あがれ。 どこぞ痛くば さすりてあげヨ。

坊が泣きます 乳くださぇナ。 云えば お安は 顔振り上げて、
やす

どこぞ痛くて 泣くのじゃ無ぇが、 幼ぇけれども よく聞け坊や、

あまり父さん 身持ちが悪ぇ。 意見致せば 小癪な奴と、
とと こしやく

髻掴んで 打 擲なさる。 さても口惜しや 夫の心。
たぶさ ちようちやく

わたしゃ これから 新宿町の、 女郎衆 頼んで 意見をしょ と、

三つなる子を 背中におぶぇ、 五つなる子の 手を引きまして、

行けば程なく 新宿町へ。 紺の暖簾に 橋本屋とて、
の れ ん

見れば表に 主水の草履。 それを見るより 小職を招き、
も ん ど

わたしゃこちらの 白糸さんに、 どうぞ逢ぇたぇ 逢わしておくれ。

云えば小職は 二階と上がり、 これさ姐さん 白糸さんに、
ねえ

どこの女中か 知らなぇ方が、 何かお前に 用あるそうナ。

逢うてやらんせ 白糸さんヨ。 云えば白糸 二階を降りて、

儂を訪ねる 女中とやらは、 お前さんかぇ 何用でござる。
わし

そこでお安は 初めて逢うて、 わたしゃ青山 主水が女房、
やす も ん ど

お前見込んで 頼みがござる。 主水身分は 勤めの身分、
も ん ど

日々の勤めも おろかにすれば、 末は御扶持を 離れるほどに、
ご ふ ち

せめて此の子が 十五になれば、 日々の勤めは 此の子にさせて、

昼夜揚げ詰め なさろと侭よ。 または私の 下がりた後で、

お前女房に なろうと侭よ。 ここの道理を よく聞き分けて、

三度来たなら 一度は上げて、 二度は意見で 帰しておくれ。

云えば白糸 言葉に詰まり、 わたしゃ勤めの 身の上なれば、

何も知らずに 今まで居たが、 儂もこれから 主水様に、
わし も ん ど

意見しましょう お帰りなされ。 云えば お安は 子供を連れて、
やす

帰る姿の その憐れさよ。 お安 我が家へ はや帰り来る。
やす

そこで白糸 主水に向かぇ、 お前女房が 子供を連れて、
も ん ど

儂に頼みに 来ました程に、 今日はお帰り 泊めては済まぬ。
わし
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云えば主水は ニコリと笑ぇ、 置ぇておくれよ 心配要らぬ。
も ん ど

遂にその夜も 居続けなさる。 お安 子供を 相手と致し、
やす

待てど暮らせど 帰りもしねぇ。 遂にその夜も はや明けければ、

支配方より お使ぇありて、 主水の勤めが 不埒な故に、
も ん ど

扶持も知行も みな取り上げる。 そこでお安は 途方に暮れて、
ふ ち ちぎよう やす

思案しかねて 当惑致し、 扶持に離れて 長らえ居れば、
ふ ち

馬鹿だ白痴と 云われるよりは、 武士の女房だ 自害をしょと、
た わ け

二人子供を 寝かせて置ぇて、 硯 取り出し 墨磨り流し、

落とす涙が 硯の水よ。 涙とどめて 書き置き致し、

二人子供の 寝顔を見れば、 可愛ぇ子供の 身に引かされる。

思ぇ切り刃を 逆手に持ちて、 グット刃の 自害の音に、
やえば

二人子供は はや目を覚まし、 これサ母さん どうしました と、

幼な心に ただ泣くばかり。 主水それとは 夢さら知らず、
も ん ど

女郎屋立ち出で ほろほろ酔ぇで、女房 焦らしの 小唄で帰る。
じ

表口より 今戻った と、 云えば子供は 駆け出しながら、

これサ 父さん お帰りなされ。 なぜか母さん 今日かぎり、
とと こんにち

物も云わずに 一日ネンネ、 ほんに今まで 悪戯したが、
えたずら

どうぞ詫びして 下さりませ と、 聞ぇて主水は 驚き入りて、
も ん ど

間の唐紙 さらりと開けて、 見ればお安は 血潮に染まる。
あえ やす

儂が心が 悪りぇが故に、 自害したかや 不憫なこと と、
わし

しばしその場に 両手を合わす。 お安死骸を 主水様は、
やす も ん ど

菰にくるんで 背にと負ぇ、 檀那寺へと 子供と共に、
せな おぶ

行けばお寺で 葬りまする。 後で主水は 白糸さんに、
も ん ど

今の出来事 話をすれば、 聞ぇた白糸 びっくり致し、

わしの意見が 足りなぇ故に、 お安さんには 自害をさせた。
やす

わしもこの侭 永らえおれば、 お職女郎の 言ぇ訳け 立たぬ。

死出の山路も 三途の川も、 お安さんへの 手を引きましょ と、
やす

主水 覚悟を 白糸止め、 わしとお前と 心中しては、
も ん ど とど

お安さんへの 言ぇ訳立たぬ。 お前死なずに 永らえしゃんせ。
やす

二人子供を 成人させて、 わしの為にも 回向を頼む。
え こ う

云うて白糸 一間に入り、 刃突き刺し 相果てまする。
やえば

義理を立てたり 意気地を立てた 世にも珍しぇ 話でござる。
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（甚句）

アー オリャー 盆だてがんに 踊らぬ奴は、

子でも孕んだか 中産でもしたか。

アー オリャー でんでらでんの でっこぇ嬶ぁ持てば、

二百十日の 風除けになる。

アー オリャー 今夜の夜は 明けそうで明けぬ。

鶏の鳴くまで 夜の明けるまで。

【 呪文・祈祷 】

《1》 小正月の烏呼び （膾料理をクシキに載せ、天に棲む三本足の烏を招く。）

「カーラ来ぇ カラ来ぇ！」

《2》 雷避け （縁側に香炉を持ち出し線香を焚きながら。）

「クワバラ エンジョ！」「クワバラ エンジョ！」

《3》 十二講 （雪の早朝、弓を射ながら）

「天 頂グリ 山グリ からグリ。
てつちよう

人の目に当たんな 飼ぇ物の目に当たんな。

トッピ・カラスの 目に当たれ！

スッテラテンの テーン。」

《4》 シビレ除け （唾で濡らした藁シベを額に貼りながら。）

「シビレ シビレ 跳んで行げ！

足の下ぁ 狭ぇぞ、
しつた せべ

京の街ぁ 広ぇぞ。

京の街へ ヒョーンと跳べ！」
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《5》 天気占い （下駄を投げ上げながら。）

「明日 天気にして おくれ！」

《6》 屁の主あて （穂先を曲げたノエゴを両掌に挟んで回しながら。）

「ベロベロ カメロ！

屁を ブッとこぇた方へ 向きゃれ 向きゃれ！」

《7》 抜け歯捨て （上歯は屋根に、下歯は縁の下投げ捨てながら。）

「ハヤ ハヤ 生ぇレ！」
お

《8》 虫騙かし

「アネサ アネサ！」 （屁臭虫を追いながら。）

「ホー ホー ホッタル来ぇ！

アッチの水ぁ 苦げぇぞ！

コッチの水ぁ 甘めぇぞ！」 （蛍を追いながら。）

「ダエロウ ダエロウ 角出せ！
つの

出さんと 庄屋どんに 言ぇ付けるゾ！」 （蝸牛と遊ぶ時。）

《9》 草騙かし

「ゴンベェ ゴンベェ 赤くなれ！

赤くなりゃ 米一升喰わせるゾ！」 （スベリヒユを擦りながら。）

【 囃し・その他 】

「アサズキ あんさの チョンボの毛、

ノンビロ べろべろ ベッチョの毛。」 （毛モクジャラを嗤う。）

「アララ アンラ アララ アンラ！」 （他人の過失を咎める。）
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「今泣ぇた小僧が チョェと出て、笑った 笑った。」 （喧嘩）

「鬼さん こちら 手の鳴る方へ。」 （鬼ゴト）

「カーラス カラス 勘三郎 お前が鳴くすけぇ 帰ろ。」（鳥に向かって）
けえ

「ガン ガン 竿ンなれ 竿ンなったら 鉤ンなれ！」 （鳥に向かって）

「たまげた 駒下駄 柱下駄。」 （喧嘩、他人の成功を妬む。）

「トッピ トッピ 馬鹿トッピ ８の字でも書ぇて見ろ！」 （鳥に向かって）

「泣き虫 毛虫 挟んで ぶちゃれ、大川へぶちゃれ！」 （喧嘩）

「負けて逃げるは カナギッチョ、ヘッペに追われて 仕方がねぇ！」（喧嘩）

「ダルマさん ダルマさん 睨めっこしましょ。笑うと拳骨。アップップ！」

（睨めっこ）

「へへ のの もへじ。」 （落書き）

「メメズが三匹這ぇ出して、卵が三つ並んで、雨がザンザン降って来て、
さっぴき

霰もバラバラ降って来て、オット たまげた蛸入道。」 （落書き）
あなれ たこ
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附録２ 念仏唄

次は南魚の浦佐近在で、真言宗・普光寺の檀徒が唱えていた念仏唄である。

口承が主であった為、意味の捉え難い表現もある。念仏声明は「調 声取り」
ちようしよう

《チュウショウ取り》が鐘を鳴らしながら先導を勤めた。

（文語文のため、仮名遣いは旧仮名に依った。）

【 光明和讃 】

帰命頂礼 大日尊。 諸佛如来の 本所にて、
きみゃうちゃうらい だいにちそん しょぶつにょらい ほんじょ

我等が父母の 如くなり。 基より佛は 子を憶ひ、
わ れ ら ふ も ごと もと ほとけ こ おも

不空絹索 観音の、 三面識の 頂きに、
ふくうけんざく くわんのん さんめんしき いただ

有為の手を伸べ 撫で給ふ。 普く衆 生を 牽くやとて、
う ゐ て の な たま あまね しゅじゃう ひ

五色の索に 蓮の花、 菩提や数珠や 漿の水。
ご し き なは はす はな ぼ だい じ ゅ ず しゃう みづ

鹿の皮にて 袈裟をなし、 清浄蓮華の 冥 恩に、
しか かは け さ しゃうじゃうれんげ みゃうおん

光明真言 ほどこして、 闇路に迷ふ 者共を、
こうみゃうしんごん や み ぢ まよ ものとも

救けたまふぞ 有り難や。 僅か梵字は 二十三、
たす あ がた わづ ぼ ん じ にじゅうさん

八万書 経を 読むよりも、 功徳すぐれて 利益あり。
はちまんしょぎゃう よ く ど く り や く

『オン』字の道理 深ければ、一代教主の 釈 尊も、
じ だ う り ふか いちだいきゃうしゅ しゃくそん

これにて成 仏 し給なり。 『アボキャ』即ち 胎蔵の、
じゃうぶつ たも すなは たいざう

遍照如来の 陀羅尼なり。 『ベイルシャノウ』も 無上尊。
へんじゃうにょらい だ ら に むじゃうそん

『マカ』は広 大 無辺際。 『ボダラ』は阿閦 如来なり。
くゎうだい むへんざい あしょく にょらい

『マニ』は元より 宝生尊。 『ハンドマ』すでに 阿弥陀仏。
もと ほうしゃうそん あ み だ ぶつ

『ジンバラ』同じく 釈迦佛。『ハラ』は五佛の 胎蔵教。
おな しゃかぼとけ ご ぶ つ たいざうきゃう

『ハリタヤ』如来の 説法ぞ。『ウン』字は即ち 金剛の、
にょらい せっぱふ じ すなは こんがう

大日尊にて ましませば、 始め終りの 文字（梵字）こそ、
だいにちそん はじ をは も ん じ

金胎両部の その侭に、 父や母やと 右左。
こんたいりゃうぶ まま ちち はは みぎひだり

中にも梵字の 曼荼羅は、 親に孝ある 子の如く、
なか ぼ ん じ ま ん だ ら おや かう こ ごと

鳥や翼 （獣？）も 恩を知る。況や人と 生まれては、
とり つばさ おん し いはん ひと う

四恩をおくるは 徳ぞかし。 神や佛も 護るなり。
し お ん とく かみ ほとけ まも
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いよいよ後世の 大老は、 先立つ者の その為に、
ご せ たいらう さ き だ もの ため

真言一遍 読みぬれば、 弥陀も歓び たまひつつ、
しんごんいっぺん よ み だ よろこ

肩や背中の 上になり、 手を引き連れて 極楽へ、
かた せ な か うへ て ひ つ ごくらく

導きたまふ 事なれば、 深くも尊び 申すべし。
みちび こと ｆか たふと まお

無量の諸佛 諸菩薩も、 皆々これを 読み来たり。
むりゃう しょぶつ しょぼ さ つ みなみな よ き

ことに女は 称ふべし、 五障三 障 罪深し。
をんな とな ごしゃうさんじゃう つにふか

変 生男子 ある故に、 十悪五逆の 無辺際。
へんじゃうな ん し ゆゑ じゅうあくごぎゃく むへんざい

妄徳亡者の 科までも、 即時に佛果と 顕れて、
もうとくもうじゃ とが そ く じ ぶっくゎ あらは

十身十 佛 他所ながら、 文殊弘法 興 教も、
じっしんじゅうぶつ よ そ もんじゅこうぼう こうぎゃう

観 教立 生 善道も、 忍辱仙人 婆羅門も、
かんぎゃうりっしゃう ぜんだう にんにくせんにん ば ら も ん

光 明 得たる 徳ぞかし。 たとひ不浄が あるとても、
くゎうみゃう え とく ふじゃう

弄はず常に 称ふべし。 我々生まるる その時は、
いら つね とな われわれ う とき

手をよく合はせ 身をまとひ、出でて赤子の 産声に、
て あ み い あ か ご うぶごゑ

『アン』と一声 言ひ初め、 これにて末期の 言ふ句には、
ひとこゑ い はじ ま つ ご い く

印を結んで 『アア』と言ふ、『阿』字の古巣へ 立ち帰る。
いん むす い あ じ ふ る す た かへ

必ず佛に なり給ふ、 此のこと忘るな 束の間も。
かなら ほとけ たも こ わす つか ま

返す返すも 称 念じ、 返す返すも 称 念じ。
かへ がへ しょうねん かへ がへ しょうねん

（この後で「光明真言」を唱え、合掌礼拝する。）

※ 和讃全体は七五調・百五十二句で構成され、曲節は ① ～ ④句を

基として、これを繰り返す単調なものである。

※ 次は編者が父母の口許を思い浮かべながら試みに付けた音譜であ

る。発音は文字表記と異なる方言音で唱えられた。

（例 「い」「ゐ」「ゑ」→ 「え」 「たまふ」→ 「たもう」

「真言」→ 「しんぐん」 「十」→ 「じょう」

「数珠」→ 「じょうず」 「仏」 → 「ほつけ」

「父母」→ 「ふ も」 「施す」→ 「ふどくす」



- 216 -

① き みょ う ちょ う ら え ② だ え に ち そん

③ しょ ぶ つ にょ ら え の ④ ほ ん じょ に て

❶ わ れ ら が ふ も の ❷ ご と く な り

❸ も と よ り ほつ け は ❹ こ を お も え

① ふ く う け ん ざ く ② くゎ ん の ん の

③ さ ん め ん し き の ④ え た だ き に

❶ う え の て を の べ ❷ な で た も う

❸ あ ま ね く しゅ じょう を ❹ ふ く や と て

① ご し き の な わ に ② は す の は な

③ ぼ だ え や じょう ず や ④ しょ う の み ず

❶ し か の か わ に て ❷ け さ を な し

❸ しょう じょ う れ ん げ の ❹ みょ う お ん に

① こう みょ う し ん ぐ ん ② ふ ど く し て

③ や み じ に ま よ う ④ も の ど も を

❶ た す け た も う ぞ ❷ あ り が た や

❸ わ ず か も ん じ は ❹ に じょ う さ ん

① は ち まん しょ ぎょう を ② よ む よ り も

② く ど く す ぐ れ て ④ り や く あ り

（以下略）
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【 光明真言 】

『 阿謨伽 尾廬遮那 摩訶 穆陀羅 摩尼 婆頭摩
おん あ ぼ き ゃ べいろしゃのう ま か ぼ た ら ま に は ん ど ま

蘇婆羅 波羅 波 多耶 吽』
じ ん ば ら は ら は り た や うん

大日如来の金剛界（知徳）を示す。
おん

阿謨伽 胎蔵の遍照如来の陀羅尼（梵文）。
あ ぼ き ゃ

尾廬遮那 無上尊。
べいろしゃのう

摩訶 広大無辺際、偉大・極大の意。
ま か

穆陀羅 阿 宝生如来。大日如来の平等性智の徳を司る。
ぼ た ら

摩尼 宝玉・珠玉の意。
ま に

婆頭摩 阿弥陀如来。
は ん ど ま

蘇婆羅 釈迦如来。
じ ん ば ら

波羅 胎蔵教。
は ら

波 多耶 如来の説法。
は り た や

吽 大日如来の胎蔵界（慈悲）を示す。
うん

※ 真言宗の信者は毎晩就寝前に唱え、この後で「南無大師遍照金剛」と

百遍繰り返した。
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【 十三佛 】

南無 不動大聖明王 ナムアミダーアア
な む ふどうたいしょうみょうおう

南無 釈迦牟尼佛 ナムアミダーアア
な む し ゃ か む に ぶ つ

南無 文殊智賢佛 ナムアミダーアア
な む もんじゅちげんぶつ

南無 普賢大菩薩 ナムアミダーアア
な む ふげんだいぼさつ

南無 地蔵大菩薩 ナムアミダーアア
な む じぞうだいぼさつ

南無 弥勒大菩薩 ナムアミダーアア
な む みろくだいぼさつ

南無 薬師瑠璃光如来 ナムアミダーアア
な む やくしるりこうにょらい

南無 観世音大菩薩 ナムアミダーアア
な む かんぜおんだいぼさつ

南無 勢至大菩薩 ナムアミダーアア
な む せいしだいぼさつ

南無 阿弥陀栄光如来 ナムアミダーアア
な む あみだえいこうにょらい

南無 阿 宝生如来 ナムアミダーアア
な む あしゅくほうしょうにょらい

南無 大日金剛如来 ナムアミダーアア
な む だいにちこんごうにょらい

南無 虚空蔵大菩薩 ナムアミダーアア
な む こくうぞうだいぼさつ

『 阿謨伽 尾廬遮那 摩訶 穆陀羅 摩尼 婆頭摩
おん あ ぼ き ゃ べいろしゃのう ま か ぼ た ら ま に は ん ど ま

蘇婆羅 波羅 波 多耶 吽』 （光明真言・五十遍）
じ ん ば ら は ら は り た や うん

南無 大師遍照金剛 （十五遍）
な む だいしへんじょうこんごう

南無 興教大師 （十五遍・合掌礼拝）
な む こうぎょうだいし

南無 阿弥陀佛 （二百遍・合掌礼拝）
な む あ み だ ぶ つ

【 三十三番御詠歌 】

次は、父・亮輔の諳んじていたものを、兄・虎男が書き留めて

くれた御詠歌である。（ ）内は 西国札所会編・「西国巡礼」

所載とは異なる魚沼独特の唱え方である。

（一番にゃ紀の国那智山） 普陀落や 岸うつ波は 三熊野の 那智のお
な ち さん ふ だ ら く み く ま の な ち

山に ひびく滝つ瀬
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（二番にゃ紀三井寺） 古里を はるばるここに 紀三井寺 花の都も
き み い で ら ふるさと

近くなるらむ

（三番にゃ粉川寺） 父母の 恵みも深き 粉川寺 佛の誓ひ たのもし
こかわでら

きかな

（四番にゃ和泉の槙の尾の寺） 深山路や 桧原松原 分け行けば 槙の
い ず み まき お み や ま じ ひ ば らまつばら

尾寺に（お山に）（尾山に）駒ぞ勇める

（五番にゃ河内の藤井寺） まゐるより 頼みをかくる 藤井寺 花のう
ふじゐでら

てなに 紫の雲

（六番にゃ大和の壺坂） 岩を立て 水をたたへて 壺坂の 庭の砂も
つぼざか いさご

浄土なるらむ

（七番にゃ岡寺） 今朝みれば つゆ岡寺の 庭の苔 さながら瑠璃の
おかでら る り

光なりけり

（八番にゃ長谷寺） いくたびも まゐる心は はつせ寺 山も誓ひも
は せ で ら

深き谷川

（九番にゃ奈良の南円堂） 春の日は 南円堂に かがやきて 三笠の山
なんえんだう

に晴るる薄雲

（十番にゃ宇治の三室戸） 夜もすがら 月を三室と わけゆけば 宇治
み む ろ ど

の川瀬に 立つは（や）白波

（十一番にゃ上の醍醐寺） 逆 縁も 洩らさで救ふ 願なれば 准胝堂
かみ だ い ご じ ぎやくえん じゆんていだう

（巡礼堂）も たのもしきかな

（十二番にゃ近江の岩間寺） 水上は いづくなるらむ 岩間寺 岸打つ
あ ふ み いわまでら

波は松風の音

（十三番にゃ石山） 後の世を 願ふ心は かろくとも 佛の誓ひ 重き
いしやま

石山

（十四番にゃ大津の三井寺） いでいるや 波間の月は 三井寺の 鐘のひ
み ゐ で ら

びきに あくる湖

（十五番にゃ京の今熊） 昔より 立つとも知らぬ 今熊野 佛の誓ひ あ
いまぐま

らたなりけり

（十六番にゃ清水） 松風や 音羽の滝の 清水を 結ぶ心は 涼しかるら
きよみづ お と わ きよみづ

む

（十七番にゃ六波羅堂） 重くとも 五つの罪は よもあらじ 六波羅堂へ
ろ く は ら だ う

参る身なれば
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（十八番にゃ六角堂） わが思ふ 心の内は 六つの角 ただ円かれと 祈
ろつかくだう かど まろ

るなりけり（祈るわが身は）

（十九番にゃ一条の革堂） 花を見て 今は望みも（の） 革堂の 庭の千
こうだう こうだう

草も 盛りなるらむ

（二十番にゃ善峰） 野をも過ぎ 山路に向かふ 雨の空 善峰よりも 晴
よしみね

るる夕立

（二十一番にゃ丹波の穴太寺） かかる世に 生まれ合ふ身の あな憂やと
た ん ば あのうでら

思はで頼め 十声一声

（二十二番にゃ津の国総持寺） おしなべて 高き賤しき 総持寺の 佛の
そ う じ じ

誓ひ 頼まぬはなし

（二十三番にゃ勝尾寺） 重くとも 罪には法の 勝尾寺 佛を頼む 身こ
かちおでら のり

そ安けれ

（二十四番にゃ中山） 野をも過ぎ 里をも行きて 中山の 寺へ参るは
なかやま

後の世のため

（二十五番にゃ播磨の清水） 憐れみや あまねき門の 品々に 何をか波
は り ま きよみづ

の（に） ここに清水
きよみづ

（二十六番にゃ法華山） 春は花 夏は橘 秋は菊 いつも妙なる（絶えせ
ほつけざん

ぬ） 法の華山
のり はなやま

（二十七番にゃ書写山） 遙々と 登れば書写の 山 颪 松の響きも 御法
しよしやざん やまおろし み の り

なるらむ

（二十八番にゃ丹後の成相） 波の音 松の響きも 成相の 風吹き渡す
た ん ご なりあい

天の橋立

（二十九番にゃ若狭の松の尾の寺） そのかみは 幾世経ぬらむ 便りをば
わ か さ

千歳もここに 松の尾の寺

（三十番にゃ竹生島） 月も日も 波間に浮かぶ 竹生島 舟に宝を 積む
ちくぶじま

心地して

（三十一番にゃ長命寺） 八千歳や 柳に（は）長き いのち寺 運ぶ歩み
ちやうめいじ

の（も） かざしなるらむ

（三十二番にゃ観音寺） あな尊 みちびき給へ 観音寺 遠き国より 運
くゎんのんじ たふと

ぶ歩みを（も）

（三十三番にゃ美濃の谷汲） 世を照らす 佛のしるし ありければ まだ灯火
み の たにぐみ ともしび

も 消えずありけり（消えぬなりけり）
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※ 魚沼では更に続けて次の歌を加えていた。

（よろづ世の 願ひをここに 納め置く 水は苔より 出づる谷汲）
たにぐみ

（今までは 親と頼みし 笈摺を 脱ぎておさむる 美濃の谷汲）
おいずる み の たにぐみ

（津の国摩耶山 山の名を 佛の母と 聞く時は これぞ誠の 慈悲 の水上）
ま や さ ん じ ひ みなかみ

（合掌礼拝）

ナ ム ア ー ミ ダ ー ン ブ ー ツ 《南無阿弥陀仏》

ナ ー ム ア ー ミ ダ ー ン ブ ー ツ 《南無阿弥陀仏》

ナ ム ー ア ー ミ ダ ー ン ブ ー ツ 《南無阿弥陀仏》

ナ ー ム ア ー ミ ダ ー 《南無阿弥陀》

七遍返し

合掌礼拝

ナ ー ム クヮ ン ゼ オ ン ボ サ ツ 《南無観世音菩薩》

ナ ム ア ミ ダ ー ー ー ー 《南無阿弥陀》
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ナ ー ム クヮ ン ゼ オ ン ボ サ ツ 《南無観世音菩薩》

ナ ム ア ミ ー ダ ー ー ー ー 《南無阿弥陀》

ナ ー ム クヮ ン ゼ オ ン ボ サ ツ 《南無観世音菩薩》

ナ ム ー ア ミ ー ダ ー 《南無阿弥陀》

合掌礼拝

ナ ー ム ヂ ゾ ウ ダ エ ボ サ ツ 《南無地蔵大菩薩》

ナ ム ア ミ ダ ー ー ー ー 《南無阿弥陀》

ナ ー ム ヂ ゾ ウ ダ エ ボ サ ツ 《南無地蔵大菩薩》

ナ ム ア ミ ー ダ ー ー ー ー 《南無阿弥陀》

ナ ー ム ヂ ゾ ウ ダ エ ボ サ ツ 《南無地蔵大菩薩》

ナ ム ー ア ミ ー ダ ー 《南無阿弥陀》

合掌礼拝
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【 毘沙門講 】

オンセン ニッシン エエ ソワカ

オンベェ シラマンダヤ(エ) ソワカ

オンマカ シーリャ エエ ソワカ

オンヤク セエベエ エエ ソワカ

オンロキャロ キャロキャロヤー ソワカ

※ 「ソワカ」 蘇婆訶・娑婆訶を宛て、円満・成就の意を表す梵語。

真言陀羅尼の後に付ける。「功徳あれ！」

唵 阿鼻羅吽欠 蘇婆訶。（大日如来を祈る時の言葉）
おん あ び ら うんけん そ わ か

【 庚申講 】

オコウシンデ コウシンデ マエタリマエタリ ソワカ

峠の地蔵様
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附録３ 昔話

一、アヤ チューチュー

トーンと昔があったゲナ。山ン中の ある村に、柴を刈ったり 狭え畑を畝
むかし やま なか むら しば か せべ はたけ おな

ったりしナーガ暮らす爺さまと婆さまが居たト。
く じ ば え

春の暖けぇ日、「雪も消えたコッタし、陽気も良くなったんダンガ、種蒔
はる あった ひ えき け よ う き え た ね ま

きでもしょうメェか。」てって、爺さまぁ 粟の種を入れた瓢 箪と鍬を携ぇて、
じ あわ たね え ひょうたん くわ たげ

一人で山っピラの畑へ向かったト。
ひ と ら やま はたけ む

畑を畝ぇ上げてっから、粟粒を噛んでみたりしナーガ 一服して居ると、
はたけ おね あ あわつぶ か えっぷく え

ドッカ から一羽の鳥が飛んで来て、立てた鍬の柄に ヒョックラ止まったト。
え ち わ とり と き た くわ え と

「メゴーゲな鳥だナモ。」と、目を細めナーが 腕を伸ばすと、逃げもしね
とり め ほそ おで の に

ぇで 爺さまの掌にヒヨックラ乗り移ったト。ほうして 「アヤ チューチュ
じ て の おつ

ー コヤ チューチュー ニシキ サラサラゴヨノ サカズキ モッテメェロウ

ビビラビーン」てって鳴くテンガノウ。
な

「ハテ 異様な鳥だ。これまでにも 鳥の鳴き声ァ 色々聞ぇたども、コッケ
ええねえ とり とり な ごえ えろえろ き

ェにおかしな鳴き声ァ 初めてだテ。」とオモショがって粟粒をくれたりして居
な ごえ あわつぶ え

る内に、だんだん馴れて、肩へ止まったり 粟を噛んだ口ン中まで入ったり
おち な かた と あわ か くち なか へえ

して甘えたト。
そべ

ホウして居る内に、ナーンとしたコッた、爺さまが唾を呑み込んだ拍子に、
え おち じ つばき の こ ひょうし

この鳥まで 一緒に腹ン中へ入り込んじまったト。
とり えっしょ はら なか へえ こ

「さぁッ オーゴッタ！ ナジョウしたらエぇもんだ？」爺さまぁ 指を突
じ えび つ

っこんだり、胸を叩ぇて見たりしたドモ どうしょうも無ぇかったト。
おね たて み ね

チットばか経ってから、下っ腹で動くモンがあるんダンガ 撫でて見たれば、
た した ぱら えご な み

ヘソの穴から鳥のシッポが チョックラ 覗ぇて居たト。
あな とり のぜ え
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「オエ、そっから出て来られるけぇ？」爺さまはそのシッポを引っ張って見
で こ じ ひ ぱ み

たども、やっぱし 抜け出せねぇで、腹ン中で「アヤ チューチュー コヤ
の だ ぱら なか

チューチュー ニシキ サラサラ ゴヨノサカズキ モッテ メェロウ ビビ

ラビーン」てって鳴き続けたト。
な つづ

爺さまぁ タマゲたども、婆さまや村ン衆はもっとタマゲたト。ホウシテ
じ ば むら しょ

あげくの果てにゃ、殿様んドゴまで伝わって、お城で「アヤ チューチュー」
は とのさま つた しろ

を鳴かせることになったト。爺さまが腹を出して鳥のシッポをクツクツと引
な じ はら だ とり ひ

っ張ると、「アヤ チューチュー コヤ チューチュー ニシキ サラサラ
ぱ

ゴヨノサカズキ モッテ メェロウ ビビラ ビーン」てって鳴くんダンが、
な

殿様ぁ オモショがッて「もェ 一度、もェ 一度。」とセガンじゃ、日永の一日
とのさま え っ と え っ と ひ な が いちんち

を鳴かせ続けたト。
な つづ

肌脱ぎンなった爺さまぁ大層だったドモ、 殿様から ゴーギな褒美を貰っ
は だ の じ てえそう とのさま ほ う び もら

たんダンガ、それからぁ 山っピラの畑へも行がんでエエような暮らしにな
やま ばたけ え く

ったガンだト、好かったノウ。
え

エーチゴ サケェ モーシタ、ナーベンシッタァ カーリカリ。

二、聟猿えじめ 「もこざる

トーンと昔があったゲナ。 山ン中のチッコエ村に、女っ子ばっか三人 持
むかし やま なか むら おんな こ さんにん も

った爺さまが居たト。
じ え

春先の晴れた日、畑 に出て畝を起こそうとしたドモ、雪で圧された土は固
はるさき は ひ ばたけ で おね お えき お べと かた

く締まって、年寄りにぁ 大層な仕事だったト。畔に腰を下ろして休んで居た爺
し とし よ てえそう し ご と くろ こし お やす え じ

さまぁ、「誰か扶けてくれるモンは居ねぇかノウ。オラどこにゃ、娘が三人
だれ す え もすめ さんにん

も居るんダンガ、誰か一人 嫁に呉れてやるがノウ。」と呟ぇたト。
え だれ ひ と り よめ く つぶや

ほうしるてぇと、それを聞きつけた一匹の山猿が 林ン中から飛び出して来
き えっぴき やまざる はやし なか と だ き

て「爺さま 爺さま、オラんドコへ嫁に呉んねぇかノンシ。畑畝ぇならエッ
じ じ よめ く はたけおね
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クラでも扶けてやるスケェ。」てって、爺さまの鍬を取ると、見てる間に畝ぇ上
す じ くわ と み ま おね あ

げて呉れたト。
く

家へ戻ってから、爺さまぁ 姉 娘に訊ぇて見たト。「約束しちまったンだが、
おち もど じ あねもすめ き み やくそく

お前 サルん ドコへ嫁に行っちゃ くれメぇかノウ？」
めえ よめ え

ほうしると、姉 娘は「バカばっか言わっしゃんな。サルんドコなんザぁ、誰
あねもすめ よ だれ

だって行ぐモンなぁ 無ぇってコッツォ。」と相手にもしねぇかったト。
え ね え ー て

仕方ねぇんダンガ、こんだぁ 中の娘に訊ぇて見たト。「約束しちまったン
し か た なか もすめ き み やくそく

だが、お前 サルんドコへ嫁に行っちゃ くれメぇかノウ？」ほうしると、中
めえ よめ え なか

の娘も「ヤーダ ヤダッ。サルん ドコなんズ 誰だって行ぎ手ぁ 無ぇってコ
もすめ だれ え て ね

ッツォ。」と やっぱし相手にもしねぇかったト。爺様は諦めかけたドモ、末娘
え ー て じ ざま あきら すえっこ

ならドウだろうと「約束しちまったンだが、お前 サルん ドコへ嫁に行っち
やくそく めえ よめ え

ゃ くれめぇかノウ？」と訊ぇたト。ほうしると、末の娘は、「アーエ、爺さ
き すえ もすめ じ

まの言うコッたら、ドゴへでも行ぐぜノー。」と、願ぇ通りの返事をしてくれ
よ え ねげ とお へ ん じ

たト。

祝 言も終わって、初泊まりの日が近くなった時、聟ザルが嫁に相談したト。
しょーげん お は つ ど ひ ちか どき もこ よめ そうだん

「手持にゃ何がエエだろうノウ？ 爺さまのエッチ好きなモンは何だヤ？」嫁
て も ち なん じ す なん よめ

はチットばか考ぇてっから言ったト。
かんげ よ

「爺さまのエッチ好きなガンは 搗きたてのフカフカ餅だテ。板に伸した切
じ す つ もち えた の き

り餅ぁ 板臭ぇし、日が経った餅ぁ固ぇてって 見向きもしねぇガンだテ……。」
もち えたくせ ひ た もち かて み む

「ホッカ ホッカ。ソリじゃァ 餅は取り止めだナモ。」 聟ザルが考ぇこむ
もち と や もこ かんげ

と、嫁ぁ 平気っ面して、「ダスケェで、ソンタが 搗きたてのフカフカ餅を臼
よめ へ え き つら つ もち おす

ごと背負って行げばエエがンだテ。ほうしぇば、爺さまぁ 大キゲンの筈だテ。」
そ え じ おお はず

と言うんダンガ、聟ザルも「判かった、ソリじゃ そうえぇことにしっぺぇ。」
よ もこ わ

てって、搗き立てのフカフカ餅を臼のまんま背負って行ぐことに決めたト。
つ た もち おす そ え き

重てぇ臼を背負った聟ザルと後に従ぇた嫁が山道を下りて行ぐと、崖のテ
おも おす そ もこ おしろ つ よめ やまみち お え がけ

ッチョウに見事な桜が咲ぇて居たト。花をメッケた嫁が 「爺さまぁ 桜も好
み ご と さくら せ え はな よめ じ さくら す

きなガンだテ。」と言うと、聟ザルは「ホッカ ホッカ、ソリじゃ オレが折
よ もこ おしょ

って来らぁ。」と、背負った臼をおろして、崖に掻き上ろうとしたト。
く そ おす がけ か あが

ほうしると、嫁は「ダメ ダメッ！ 臼を下ろすと、餅がベト臭くなるてっ
よめ おす お もち くさ

て、スッケぇな餅にゃ爺さまぁ 箸もつけねぇガンだテ。」と背負った臼を押
もち じ はし そ おす お
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せぇたト。聟ザルぁ「ホッカや、鼻のエエ爺さまのコッタすけぇのう。」てっ
もこ はな じ

て、仕方なく 臼を背負った儘で 崖に掻き上ることにしたト。ほうして 手
し か た おす そ まんま がけ か あが て

が着く下枝を折ろうとしたれば、下から見上げて居た嫁が「ダメ ダメッ！
つ したえだ おしょ しった み あ え よめ

下枝ぁ ベト臭ぇてって、スッケぇな花にゃ爺さまは 見向きもしねぇガン
したえだ くせ はな じい み む

だテ。」と、高ぇ声を出すンだんが、臼を背負ったマンマの聟ザルは 木のテ
たけ こえ だ おす そ もこ き

ッペンまで掻き上って「これなら どうだ？」と訊き返したト。
か あが き けえ

下に居た嫁が「こっからじゃ よく見ぇねぇスケェで、力エッペェ揺さぶ
した え よめ め ちから よ

ってクンロ！」とドナったト。聟ザルは オッカナかったども、言われた通り
もこ よ とお

に、掴まった枝をエッサン ブッサン揺さぶって見せたト。ほうしると ナン
つか えだ よ み

トしたコッた、跨えた枝ぁ メリメリッと裂けちまうし、掴まって居た枝ぁ
またご えだ さ つか え えだ

ボッキーンと折れっちまって、臼と一緒の聟ザルぁ 崖下の沢ン中まで マク
おしょ おす えっしょ もこ がけした さわ なか

レェ落ってしまったト。
お

沢にゃ、ちょうど春先の雪解け水がゴォン ゴォン流れて居たども、嫁ぁ 助
さわ はるさき え き ど みず なが え よめ たす

けようともしねぇで、「♪ サールぁ 下 ん ナーレ、オースぁ テッチョウん ナ
しった

ーレ。」てって囃し立って居たンだんが、臼を背負ったマンマの聟ザルぁ 手足
はや た え おす そ もこ て あ し

もジョウ（自由）にならねぇで、そっくら アップリ掻ぇて死んじまったト。
け し

エーチゴ サケェ モーシタ、ナーベンシッタァ カーリカリ。

三、屁っこきアネサ ろへ

トーンと昔があったゲナ。前手（昔）っから、あちこちの村にゃ おかしな 話
むかし め ぇ で むら ばなし

がエッペェあってノウ。この咄もギナシ（義無し）のコッたと思うドモ………。
はなし おも

隣の村の ある旦那衆で嫁取りがあったト。嫁は器量好しだし、行 列ぁゴ
となん むら だんなしょ よ め ど よめ きりょう よ ぎょうれつ

ーギだったスケェに、村 中ン衆が嫁見に集って大騒ぎだったト。
むらじょー しょ よ め み たか おおさわ
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ゴッタクが終わって、嫁ァ 白粉を落としたども、面の色ぁ 白ぇマンマで、笑
お おしれえ お つら えろ しれ え

むことも無ぇかったんダンガ、心配した 舅 爺さまがコッスリ訊ぇてみたト。
ね しんぺえ しょーと じ き

「アネサ アネサ。ソンタぁ顔色が良くねぇようだが、何か気に病むコト
かおえろ え なん き や

でもあるガンだかエ？」ほうしると、嫁は「ドッコも悪かねぇども、ジョウ
よめ わり

ヤ屁をガマンしてるソエだノンシ。」と、チットばか ホッペタを紅くしたト。
へ あか

「屁ぐれぇ 遠慮無しにコェてくれヤ。屁で身 上が潰れたって話ぁ 聞ぇ
へ えんりょ な へ しんしょう つぶ はなし き

たこともねぇし。」とメジョウゲラがると、嫁はショゥシげに「ソリジャ、コ
よめ

カして貰うども、爺さまと婆さまぁ 炉縁にしっかり掴まってて クラッシャ
もら じ ば ろ え ん つか

レ。」と頼んだト。二人ぁ 異様なコッタと思ったども、言う通りに炉縁に掴
たの ふ た り ええねえ おも よ とお ろ え ん つか

まって居ると、ソンマ夕立ツァマの落ちるような音がして、大風が吹き荒れ
え ようだつ おと おおかぜ ふ あ

て屋根を飛ばすヤラ 壁を崩すヤラの大騒ぎになったト。爺さまと婆さまは
や ね と かべ くず おおさわ じ ば

炉縁と一緒にテンジョクまで舞ぇ上がって、気が付えた時にゃ オラぁ村の杉
ろ え ん えっしょ め あ き つ どき むら すぎ

ン木に引っ掛って居たト。
き ひ かか え

枝からヤットコ這ぇ下りた二人ぁ 「臭ぇ屁はゴッツォじゃねぇども、デッ
えだ へ お ふ た り くせ へ

コエ屁てぇガンは オッカネぇもんだノウ。」てって、家ぁ潰れたドモ 命が助
へ おち つぶ えのち たす

かったんダンガ 諦めることにしたト。
あきら

エーチゴ サケェ モーシタ、ナーベンシッタァ カーリカリ。

えっくら デッコエ屁だタッテ、家が潰れる訳ぁ無ぇだろうドモ、『ちょう
へ おち つれ わけ ね

ど 屁と一緒に《竜巻》てぇヤラが起きた所為だロウ。』てって語るモンも居
へ えっしょ たつまき お そ え かた え

るがノウ。

四、食ぇっタレ地蔵
く じ ぞ う

トーンと昔があったゲナ。雪深ぇ村里でも 旧 暦の四 月ってぇば、木の芽
むかし えきぶけ むらざと きょーれき しんぐわつ き め

ァ萌くし 道っ端のヨモギはホーケルんダンガ、釈迦の生まれた《四月八日》
ふ みち ばた し ゃ か ん しんぐわつようか

にゃ、村ン衆は《甘茶》と新ヨモギで拵った《ツキゲェシ》を携ぇて、森の祠
むら しょ あまちゃ しん こしゃ たげ もり ほこ

まで お参りに行ったモンだト。
めえ え

山で 木を伐ったり挽ぇたりして暮らすコビキの爺さまが居て、《釈迦参り》
やま き き ふ く じ え し ゃ かめえ

は婆さまに任して、そン日も 何時も通りに山へ向かったト。
ば まか ひ え つ どお やま む
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前の晩に目立てした 鋸 と 拵ったバッカの ツキゲェシを背負って 山道
めえ ばん め た のこぎり こしゃ そ やまみち

を登って行ぐと、《地蔵清水》てって、冷てぇ水の湧き出る処があって、山仕事
のぼ え じ ぞ う し み ず つべ みず わ で どこ やましごと

に出た時の 昼 飯にゃちょうど好え休み場になって居たト。
で どき ひーりめし え やす ば え

「そうだ、ツキゲェシにアリンゴが集らねェよう 地蔵様に番して貰おう。」
たか じぞうざま ばん もら

爺さまは、ツキゲェシの入ったタスを地蔵の首にひっ掛けると、手を合わせ
じ へぇ じ ぞ う くび か て あ

てっから山へ向かったト。
やま む

爺さまの姿が林ン中へ消ぇると、地蔵は目を開けて「旨マゲなツキゲェ
じ すがた はやし なか け じ ぞ う め あ ん

シだノウ。四月八日は お釈迦様がケナリェこったテ。コビキどんにゃ悪ぇど
しんぐわつようか し ゃ かざま わり

も、番付き賃に一つぐれぇは エエだろう。」と、タスの中へ手を突っ込んで一
ば ん つ ちん ひと なか て つ こ ひと

つゴッツォになったト。まだ温けぇツキゲェシは、一つで止めようと思った
あった ひと や おも

ども、あんまり旨ぇんダンガ「モエ一つ。」「モエ一つ」てって食って居る内
んめ ひと ひと く え おち

に、みんな平らげちまったト。
てぇ

昼 時になって、腹を減らかした爺さまが休み場へ戻って見ると、タスはカ
ひーりどき はら へ じ やす ば もど み

ラッポになって、ツキゲェシぁ一つも無ぇくなって居るんダンガ、「ハテ？
ひと ね え

アリンゴが食ぇっ尽るワケもあるめぇが、モジナにでもヤラれたかヤ？」と 泣
く き な

きっ面して居ると、クチベロにアンコを付けた地蔵さまが謝って言ったト。
つら え つ じ ぞ う あやま よ

「ショーシだども、ツキゲェシを食ったガンは この地蔵だテ。あんまり旨
く じ ぞ う んめ

ぇンだんが、『モエ一つ、モエ一つ』てって食って居る内に みんな平らげち
ひと ひと く え おち てぇ

まったガンだテ。ソン代わり、鬼の宝 物を呉れてやるンだんが、カンベンし
か おに たからもん く

て 今夜ぁ ここへ 泊まってクラッシャレ。」
こ ん や と

爺さまが目をパチクリして居ると、「今夜、鬼共が此処で寄り合ぇを為る事
じ え こ ん や おにとも こ こ よ え し こと

になってるガンだテ。そン最 中に鶏の鳴き声を立てて貰ぇばエェんだが…。」
せえちょー とり な ごえ た もれ

と頼んだト。
たの

あたりが薄暗えヨーサリになると、あっち こっちから寄っ集って来た鬼共
おすぐれ よ たか き おにとも

は酒盛りしナーガ、各々 持ち寄った宝 物 の自慢話を始めたト。ほうして、酔
さ か も めえめえ も よ たからもん じまんはなし はじ よ

った赤鬼が踊り出した時、地蔵さまが肩を竦めて合図したんダンガ、それま
あかおに おど だ どき じ ぞ う かた すく え え ず

で地蔵の後に隠れて居た爺さまは、携ぇた箕をバタバタッと叩ぇて、ありっ
じ ぞ う おしろ かく え じ たげ み たて

たけの声で「コケコッコーッ！」と怒鳴ったト。
こえ ど な

ほうしるってェと、鬼共は テッツァ マッツァ掻ぇて「ほうら、夜が明け
おにとも け よ あ
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るゾッ！ トットと隠れろッ！」てって、 宝 物も何も投げっ散らかしたま
かく たからもん なん な ち

んま 周りの森ン中へ逃げ込んじまったト。
まわ もり なか に こ

そりから、爺さまが ひと眠りして本当の夜が明けた時、休み場にゃ 鬼ど
じ ねぶ ほんとう よ あ どき やす ば おに

もの置き忘れた宝 物 がゴロゴロ転がって居たト。爺さまはそン中からヤッ
お わす たからもん ころ え じ なか

トコ携くほどの 鋸 を一 丁 拾って家へ戻ったト。
たが のこぎり えつちよう ひろ おち もど

その 鋸 ぁ、クジラの形をした大 鋸で、今でも『鬼鋸』てって、おらァ家
のこぎり なり おおのこぎり えま おにのこ おち

に伝わって居るガンだズや。ホラ、お前の頭のテッコウだ。
つた え めえ あたま

エーチゴ サケェ モーシタ、ナーベンシッタァ カーリカリ。

五、三枚のお札
さんめえ ふだ

トーンと昔があったゲナ。ある山寺に預けられた小僧っ子で、和尚さまの言
むかし やまでら あず こ ぞ こ お し ょ よ

うこたぁ チットも聞かねぇし、お経もチットも覚えようとしねぇ ワルサッ
き きょう おぼ

コキの小僧が居たト。
こ ぞ え

ある時、愛想をつかした和尚さまが「親にクドかれて小僧にしたども、ハ
どき え え そ お し ょ おや こ ぞ

テサテ お前にゃ手のつけようもねぇ。暇を呉れてヤるんダンガ、ドゴへで
めえ て ひま く

も好きなドコへ行ぎナレモ。」てって、三枚のお札を呉れて「オオゴトの時に
す え さんめえ ふだ く どき

ゃ、このお札に縋ればエエ。」と寺から追え出してしまったト。
ふだ すが てら お だ

「家に戻ったって、勘当されるに決まってるし…………。」小僧はアテも無
おち もど かんどう き こ ぞ ね

ぇマンマ、暮れた山道を トボトボ歩び続けたト。暗くなって 方角も判らね
く やまみち あよ つづ くら ほうがく わか

ぇ谷の間に、ヨラヨラ動く 明かりを見っけたんダンガ、「今夜ぁ あの家で泊
たに ええだ えご あ め こ ん や おち と

めて貰おう。」と、這うように辿り着ぇて 宿を頼んだト。ほうしると、中か
もら ほ たど つ やど たの なか

ら白髪の婆が出て来て 小僧の姿をシゲシゲ見た後、「食ぇもんナ無ぇども、
し ら が ばっぱ で き こ ぞ なり み あと く ね

エエかったらナジョウモ泊まってクラッシャレ。」と言ったト。
と よ
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ひと眠りした 小僧が目を覚ますと、水屋の奥で異様な音がしるんダンガ、
ねぶ こ ぞ め さ みんじゃ おく ええねえ おと

「夜中だてガンに、何ゴッタろう？」と、コッスリ覗ぇて見たれば、サッキ
よ な か なん のぞ み

ナの婆が頭から角を生やして 口は耳まで裂けた鬼婆になって、包 丁を磨
ばっぱ あたま つの お くち みんみ さ おにばば ぼうちょう と

ぇで居たト。
え

ほうして 「人を食うナぁ フサんコった。若ぇ小僧っ子だすけぇ、ジョウ
ひと く わけ こ ぞ こ

ヤ旨ぇコッたろう。」と薄ら笑ぇを浮かべナーが涎を垂らして居たト。
んめ おす われ お よだれ た え

腰が脱げるほど タマげた小僧が、逃げ出そうとバタバタ 音を立てると、
こし の こ ぞ に だ おと た

「ンノ クソッ 小僧っ子メ、逃がしてナンズなるもんカ！」と、鬼婆は小僧
こ ぞ こ の おにばば こ ぞ

の首っ玉を掴めぇると、今にもカブリっつくげに見ぇたト。
くび たま つか えま め

「逃げャ しねぇスケェ、雪隠へだけ行がしてくんろ。ソンマ戻るスケェ。」
に せっちん え もど

小僧がダマカシて、なんとか逃げようとしると、「ヨシ、ソリじゃ 縄で繋え
こ ぞ に なわ つな

でっからダ。」と、鬼婆は小僧の腰に荒縄をギリギリ巻き付けたト。ほうして、
おにばば こ ぞ こし あらなわ ま つ

雪隠でシャゴナって居る小僧を グツグツと引っ張っちゃ、「エエか エエか？」
せっちん え こ ぞ ひ ぱ

てって催促しるテンガノウ。小僧 は「マーダ マーダ、今ぁ ビービー アッ
せえそく こ ぞ えま

パの最 中だ。」と、デッポこぇて手間稼ぎしるども またチットばか経つと、
せえちょー て ま か せ た

「エエか エエか？」てって 引っ張るんダンガ、小僧は「マーダ マーダ、今
ひ ぱ こ ぞ えま

ぁ シッカタマリの最 中だ。」と言ぇシナに、腰の縄を雪隠柱に結ぇ替ぇて、
せえちょー よ こし なわ せっちんばしら よ けえ

和尚から貰った お札を一枚貼り付けると、外の暗闇へ転げるように逃げ出し
おしょう もら ふだ えちめえ は つ そと くらやみ ころ に だ

たト。

気が付かねぇ鬼婆は、何時まで経っても「マーダ マーダ。」とバッカ言う
き つ おにばば え つ た よ

んだンが、肝焼ぇて 力一杯に縄を引ったくったト。ほうしると 小僧ドッカ
きも や ちからえっぺえ なわ ひ こ ぞ

ねぇ 雪隠柱がボッキーンと折れて、小屋ぁ グァラ グァラッと潰れっちま
せっちんばしら おしょ こ や つぶ

ったト。

鬼婆の宿を裸足で逃げ出した小僧が 山を幾つも越えてっから、ヤットコ 夜
おにばば やど は だ し に だ こ ぞ やま えく こ よ

が明けて、「ここまで来りゃあ、もうアチコタ あんめぇ。」と沢ん縁でダック
あ く さわ ふち

リして居ると、ナーンと ソンマそこまで追っかけて来る鬼婆が目に入ったト。
え お く おにばば め へえ

「休んでるドッカ 無ぇ。」と、沢を飛び越えた小僧は 「川んナーレ 川ん
やす ね さわ と こ こ ぞ かわ かわ

ナーレ！」てって二枚目のお札を後へ投げつけて逃げまくったト。ほうしる
に め え め ふだ おしろ な に

と、それまでのチョロ チョロ沢は水が溢れけぇって忽ち大川に変わったト。
ざわ みず あふ たちま おおかわ か
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追っかけて来た鬼婆は、アッチ コッチと舟を探すども、山ん中で舟が見っ
お き おにばば ふね さが やま なか ふね め

かるワケもねぇんダンガ、川っ縁へ腹這ぇって 大川の水をゴク ゴク呑み乾
かわ ふち は ら べ おおかわ みず の ほ

し始めたト。ほうしると、今まで ゴォン ゴォン流れてた大川は見る間に乾上
はじ えま なが おおかわ み ま ひ あ が

がって 跨けるぐれぇの堀になっちまったト。
またご ほり

「サアッ オゴッタ。えよえよダメだ！。」諦めかけた小僧は、三枚目の
あきら こ ぞ さんめ え め

お札を取り出して、「山んナーレ 山んナーレ！」てって怒鳴りナーが後へ投
ふだ と だ やま やま ど な おしろ な

げつけて逃げたト。ほうしると こんだぁ、草木のボウボウ生えた藪だらけ
に く さ き お やぶつ

の ゴーギな山ができたト。
やま

疲れて足も動かねぇくなった小僧が、背丈を越す草ん中へ ノメリ込んで
くたぶ あし えご こ ぞ せったけ こ くさ なか こ

ジッとして居ると、鬼婆は目を皿にしてコザキ廻るども、ナジョウしてもメ
え おにばば め さら まわ

ッケるコタぁならねぇで、遂に 諦めて引き返しちまったト。
つえ あきら ひ けえ

小僧が藪へ隠れた時、生えてた草ぁ、《ショウブ》と《ヨモギ》だったて
こ ぞ やぶつ かく どき お くさ

ぇんダンガ、そりで今でも五月の節句にゃ、ショウブとヨモギを軒端に挿し
えま ごぐわつ せ っ く の き ば さ

て祓えにしるがンだト。お前たちも 親の言うことを聴かねぇと、この小僧っ
はれ めえ おや よ き こ ぞ

子みてぇになるガンダずヤ。

エーチゴ サケェ モーシタ、ナーベンシッタァ カーリカリ。

六、太郎の寝小便 つた ろ う よ ー ば り

トーンと昔があったゲナ。雨上りの川端にゃ、決まって流木が流れ着くん
むかし あめあが かわばた き よろっき なが つ

だンが、その流木を拾って シッケエ稼ぎをしる ヤゴメの爺サが居たト。
よろっき ひろ かせ じい え

土用の陽がアッチャクて、濡れた流木もたちまち乾ぇてしもうような日だ
ど よ う ひ の よろっき かわ ひ

ったト。川原を探し廻って居た爺サは、川っ縁のヤナギに掛かった好え香を
か わ ら さが まわ え じい かわ ぷち か え か

たてるコロモをメッけたト。

「こらぁ、メッタにゃ無ぇ織物だ。流木よりぁ ありがてぇ」と、背負った
ね おりもん よろっき そ

馬篭の底にコッスリ隠して、また流木を拾ぇ続けたト。
んまかご そこ かく よろっき ひろ つづ

ほうしてるト、土手陰から裸のメゴーげなアネサが出て来て、「このヤナ
ど て か げ はだか で き
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ギに掛けた着物を見なかったかノンシ？」と訊ぇたト。んだども 爺ーサぁト
か き も ん み き じ

ボけて、「オラぁヨロッ木拾ぇで 足元バッカ見てるスケェ、木のテッコウに
き ひろ あしもと み き

ゃ目が行がねぇガンだテ。」とデッポこぇて知らんプリしたト。
め え

アネサは、「テンジョクから来たガンだドモ、あんまりアッチェんだンが水浴
き みずあび

してたがンだテ。だども、コロモが無くちゃ テンジョクへ戻ることァならね
な もど

ぇし、どうしたらエエもんだろ？」てって 涙を出してセツナがったト。
など だ

爺サは、『メジョウゲラなコトをしちまったかヤ。』と思ったども、後へ退
じい おも あと の

くこともならねぇで、「ホウッカ ホッカ、そらぁ オゴッタなモ。えっくら

アッチャくたって、若ぇアネサがエトリ一枚じゃのウ……。そうだ、行ぐド
わけ えちめえ え

コが無ぇかったら、オレんドコへ嫁に来てくれヤ。オラぁ 一人モンだすけぇ。」
ね よめ き ひ と ら

てって、アネサを連れて帰ることにしたト。 ほうして 日が経つと、二人の間
つ けえ ひ た ふ た り ええだ

にゃ 赤ッ子の太郎も生たト。
あか こ た ろ う でき

何年か経って、爺サが何時も通り流木拾ぇに出た後で、太郎を子守りしナ
なんねん た じい え つ どお よろっきひろ で あと た ろ う こ も

ーが 虫干して居たアネサは、長持の底に爺サの隠したコロモをめっけてしま
みしぼし え ながもち そこ じい かく

ったト。

「ヤッパリ…………。」アネサは太郎を抱きしめて《別れ》を泣ぇたドモ、
た ろ う だ わか な

コロモが めっかれば、テンジョクへ戻るってぇ宿命だったンなンが、「カッ
もど き ま り

カァに会えてぇくなったら、爺サにボッツァッてテンジョクへ来てくれヤ。」
あ じい き

と、太郎の手に夕顔の種を一粒 握らせると、「爺サの居ねぇ間に。」てって、衣
た ろ う て よーごう たね ひとつぶ にぎ じい え ま ころも

を羽織るとテンジョクへ舞ぇ上がってしまったト。
は お め あ

カッカァが居ねぇくなると、太郎はテンジョクを見上げちゃ 毎日 泣ぇて
え た ろ う み あ めえんち な

バッカ居るんだンが、爺サは夕顔の種を蒔ぇてみることにしたト。
え じい よーごう たね め

晩方蒔ぇた種は、ゴォン ゴォン伸びて、一晩の内に蔓は雲を抜けて テン
ばんがた め たね の ひとばん おち つる くも の

ジョクまでくっつぇたト。

太郎をボッた爺サが、汗掻きナーガ蔓を這ぇ上がって行ぐと、テンジョク
た ろ う じい あせ か つる へ あ え

は広ぇ原っぱになって居て、カッカァも喜んで迎えに出て来てくれたト。
ひれ はら え よろ むけ で き

「よーく来た よく来た。くたぶれたコッタろう、腹も減ったコッタろう。
き き はら へ

テンジョクにゃ 食ぇモンは何でもあるスケェ、辞儀無しに食ってくれヤ。
く なん じ ぎ な く

ンだども、スェクヮだけぁ 食って呉れんなヤ。それだけぁ カンベンして呉
く く く

れヤ。」と言ったト。
よ
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だども、太郎をボッた爺サは 汗掻ぇて居たし、太郎は甘ェモンが大好きだ
た ろ う じい あせ か え た ろ う あめ で え す

ったスケェ、カッカァが目を離した小間に スェクヮ の畑へ飛び込んで、
め はな こ ま ばたけ と こ

「一ツぐれぇは エエだろう。」てって、メッケたスェクヮにカブリつぇたト。
ひと

ほうしるってぇと 、急に夕立っツァマが 鳴り出して、雨が滝のように降
きょー よ ー だ な だ あめ たき ふ

って来たト。河原にゃ水が押し寄せ、二人ぁ 着物も何もジト濡れンなっちま
き かわ ら みず お よ ふ た り き も ん なん の

って、「オゴッタ！ オゴッタ！。クワバラエンジョ クワバラエンジョ。」

と大騒ぎして居る内に、爺サと太郎は 足を滑らして、グヮラグヮラ ドッシ
おおさわ え おち じい た ろ う あし すべ

ーンと テンジョクからマクレェ落ってしまったト。落った処は太郎の家の
お お どこ た ろ う おち

屋根だったども、 打った尻ッペタの痛さで目を覚ました時、太郎のビーノジ
や ね ぶ し えた め さ どき た ろ う

は まだ雫が垂れて居たト。
しずく た え

テンジョクに湧ぇた大水ぁ、 実ぁ 夢を見ナーがヤラかした 太郎の寝小便
わ おおみず じつ よめ み た ろ う よ ー ば り

だったガンだト。ヤーダねぇ。

エーチゴ サケェ モーシタ、ナーベンシッタァ カーリカリ。

七、兎と狢
おさぎ もじな

トーンと昔があったゲナ。ある山間の村で暮らして居た爺さまが、八朔に
むかし やまええ むら く え じ はっさく

拵ったボタモチを携ぇて 刈り取り近ぇ山田の水落しに出かけたト。陽が高
こしゃ たげ か と ちけ や ま だ みずおと で ひ たか

くなって、「腹も減ったコッタ。ヒーリでも 食うメぇか。」と、畦に蓑を敷ぇ
はら へ く あぜ みの し

て腰を下ろすと、脇の藪から這ぇ出て来たモジナが「♪ ジージが ボタモチ
こし お わき やぶつ へ で き

を 食ぇば オレが ケツぁ シックラ モックラ しるよーだ しるよだ。」てっ
く

て囃すテンガノウ。
はや

「コエツめ、昼間だてがンに 人を化かす気かヤ。」と、鍬の頭でコッキー
ひーりま ひと ば き ぐわ あたま

ンとクラシつけると、モジナぁ クルッとひっくり返って 死んだ真似コエた
けえ し ま ね

ト。
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「ええ ヤンベェだ。今夜ぁ モジナ汁でも拵って温まろう。」爺さまは
こ ん や じる こしゃ あった じ

モジナを担ぐと、早あがりで婆さまの夕飯支度に間に合わせようと急えだト。
かつ はや ば よーはんごったく ま あ えせ

手足をひとつに縛られたモジナは 水屋の梁に吊されたども、婆さまがホー
て あ し しば みんじゃ はり つる ば

ロから大鍋を出そうとガタゴトさせると、薄目を開けて「婆さま 婆さま、重
おおなべ だ お す め あ ば ば おも

てぇ鍋ぁ オレが携ぇてやるんダンガ、縄をチットばか緩めてクダサレ。」て
なべ たげ なわ よる

って縛られた手を摺って 頼ンだト。
しば て す たの

婆さまが 油断して 結んだ縄を緩めてくれると、えきなり モジナぁ 婆さ
ば よ だ ん もす なわ よる ば

まの首っ玉に跳びっ付ぇて婆さまを噛み殺しちまったト。ほうして、婆さま
くび たま と つ ば か ころ ば

に化けたモジナは手前の替わりの《ババ汁》を拵って「オラぁ、腹がモギレ
ば て め え か じる こしゃ はら

るスケェで、ソンタ一人で夕飯にしてクラッシャれ。」てって、蒲団に潜り込
ひ と ら よーはん ふ と ん もぐ こ

む振りしナーが、裏口から逃げ出しちまったト。
ふ おらぐち に だ

何にも知らねぇ爺さまは、モジナ汁だとばっか思って吸って居たども、中
なん し じ じる おも す え なか

にヒトの爪が混じって居たんダンガ、ヤットコ気が付ぇて、赤っ子がジャミ
つめ ま え き つ あか こ

ルように声を立てて泣きわめぇたト。
こえ た な

…………………………

チッコェ時から、爺さまにメゴがられて 育ったオサギが居て、爺さまの泣
とき じ そだ え じ な

き声を聞きつけると、「ナンとか 恩返ぇしに、仇討ちしてクリョウ。」と考
ごえ き お ん げ かたきお かんげ

ぇたト。

ある日、オサギが沢のヘツリを歩んで居ると、頭にコブをでかしたモジナ
ひ ざわ あよ え あたま

にバッタリ出逢ったト。「モジナどん モジナどん、今年ぁ メッタにゃ無ぇ大雪
で あ こ と し ね おおえき

だってェが、ソンタぁ 冬支度は終わったかノウ？。まだのコッタら、 雪囲
ふよじたく お えきがこ

ぇのカヤ刈りでも一緒にナジョだノウ？」と声をかけると、モジナは「実ぁ
か えつしよ こえ じつ

オレも、そのつもりで居たガンだテ。」と話に乗って、一緒に山っピラのカ
え はなし の えっしょ やま

ヤ場へ向こうことになったト。
ば む

晩方になって、刈ったカヤを背負った二匹が山道を下る時、後に付ぇたオ
ばんがた か そ に ひ き やまみち くだ どき おしろ つ

サギが ピョコタン ピョコタンと歩ンで居ると、モジナぁ 後向きして訊ぇ
あよ え おしろ む き

たト。

「オサギどん オサギどん、ソンタぁ 足でも傷めたかヤ？」ほうしると、
あし えた

オサギは顔をシカめて「そうエぇがンだテ、カヤの切りっ株で足をブッ通し
かお き かぶ あし とお
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ちまったガンだテ。」とデッポ吐えて、痛ゲに足を引きずって見せたト。
こ えた あし ひ み

「ソウッカ ソッカ、そらぁ オゴッたナモ。そりじゃ オレが荷を背負って
に そ

やるンだンが、ソンタもカヤのテッコウへ乗りなれモ。」てって背中を向けて呉
の せ な か む く

れたト。

「足が痛ぇ。」てってたオサギだども、モジナの背中へ ピョーンと飛び乗
あし えて せ な か と の

ると、携ぇた火打石を《カチ カチ カチッ カチッ》と鳴らしナーが、カヤ
たが ひおちえし な

の葉っぱに火を着けようとしたト。
は ひ つ

その音を聞きつけたモジナが 「オサギどん オサギどん、サッキナから
おと き

カチカチ カチカチってェ音がしるども、あらァ何の音だべノウ？」と耳を動
おと なん おと みんみ えご

かして怪しがったト。
あや

オサギが トボケて、「ここらぁ カチカチ山ってェ処だスケェ、カチカチ鳥
やま どこ どり

が鳴くガンだテ。」とデタラメを教ぇると、気付かねぇモジナぁ 又そのマン
な おせ き づ また

マ歩び続けたト。
あよ つづ

そン内に、火はだんだんデッコクなって《ボウ ボウ ボウッ ボウッ》と音
おち ひ おと

を立てて燃え出したんダンガ、こんだァ その音を聞きつけたモジナが、「オ
た も だ おと き

サギどん オサギどん、サッキナから ボウ ボウ ボウッ ボウッ てェ音が
おと

しるども、あらァ何の音だべノウ？」と足を止めて怪しがったト。
なん おと あし と あや

オサギがまたトボケて「心配 要らネェテ。ここらぁ ボウボウ山ってぇ処
しんぺえ え やま どこ

だすけぇ、ボウボウ鳥が鳴くガンだテ。」と 同 じようにデッポ吐ぇてトボ
どり な おんなじ こ

ケたト。

ほうして、火がデッコクなった時、背中から ピョーンと飛び降りると、「え
ひ どき せ な か と お

え キビだ！ 」と、アカメンクシャレしナーガ 林ン中へ逃げ込んじまった
はやし なか に こ

ト。そン後で、モジナぁ 背中の火に気が付ぇたども、荷縄で縛ったカヤは急
あと せ な か ひ き つ に な わ しば きょー

に降ろすこともならねぇで、「アッチェ！ アッチェ！」と転げ回って、ヤッ
お ころ まわ

トコ命だけァ助かったト。
えのち たす

幾日か経って、背中中ヤケッパタ掻ぇたモジナが、「んノックソッ！ オサ
えくんち た せ な かじょー か

ギめッ！。こんだ めっけたら、タダじゃ置かねぇッ！」と、腹を立てナーガ探
お はら た さが

し廻って居ると、林ん中で木の実を拾ってるオサギをめっけたト。
まわ え はやし なか き み ひろ

「コネェーダは、ヒデェー目に遭わしてくれたッ。チットやソットじゃ カ
め あ

ンベンならねぇッ！。」と嚇すと、「コネェーダ たぁ、何のコッタべぇ？。オ
おど なん
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ラぁ 『栢っ原』のオサギってガンで、こっから出たこともねぇんダンガ、何
かや ぱら で なん

のコッタやら サッパリ訳ぁ わからねぇテ。」と、知らん振りで栢の実を拾え続
わけ し ふ かや み ひろ つづ

けたト。

煙に巻かれたモジナが、「ホウッカや？ じゃあ 別のオサギだったろかノ
けぶ ま べつ

ウ。 そりで、ソンタぁ ここで何してるガンだテ？」と訊くと、「見た通り、拾
なん き み とお ひろ

った栢の実を摺り潰して《膏薬》を拵ってるガンだテ。」と教ぇたト。
かや み す つぶ こうやく ごしゃ おせ

「ホウッカ ホッカ、そらァ 拍子のエエこった。その膏薬ぁ 焼けッパタに
ひょうし こうやく や

も効くべぇかノウ？」てって、モジナがケナリがると、「アア 効くとも、こ
き き

れを塗けりゃアカミドコっからも毛が生えるぐれぇに効くガンだテ。」とギナ
つ け お き

シを教ぇたト。
おせ

騙されたモジナぁ 焼けただれた背中を出して「オレにもチットばか塗け
だまか や せ な か だ つ

ちゃ貰ぇめぇカ。」と頼んだト。
もれ たの

「ナジョウモ ナジョウモ。塗る時ぁ チットばか痛ぇども ガマンしてて
の どき えて

くんねぇ。」オサギはモジナをアッチ向きさせると、膏薬ドッカぁ無ぇ 田っ
む こうやく ね た

ぽのドロを塗ったくって、「えっキビだ！」と言ぇナーが、林ン奥へ逃げ込
の よ はやし おく に こ

んじまったト。

ヤケッパタがノーサラ悪くなったモジナが、「んノックソ オサギめッ！。
わり

こんだクサぁ タダじゃおかねぇッ！」と肝焼きナーが探し廻って居ると、こ
きも や さが まわ え

んだぁ 竹 林ン中で、竹を割ってるオサギをめっけたト。
たけばやし なか たけ わ

「コネェーダは、ヒデェー目に遭わしてくれたッ。今日てぇ今日ァ 勘弁な
め あ き ょ ー き ょ ー かんべん

らねぇッ！」と嚇すと、「コネェーダ たぁ 何のコッタべぇ？ オラぁ『竹原』
おど なん たけわら

のオサギってガンで、こっから出たこともねぇんダンガ、何のコッタやら サ
で なん

ッパリ訳ぁ わからねぇテ。」と、知らん振りで竹を割り続けたト。
わけ し ふ たけ わ つづ

「ホウッカや？ じゃあ 別のオサギだったろかノウ。そりで、ソンタぁ
べつ

ここで何してるガンだテ？」と、竹割りが腑に落ちねぇモジナが訊ぇたト。
なん たけ わ ふ お き

「見た通り、竹を割って『尻フタギ』を拵って居るがんだテ。」と教ぇる
み とお たけ わ けつ こしゃ え おせ

と、「ホウッカ ホッカ、そりで その『尻フタギ』ってやらぁ 一体何に効く
けつ えってえなん き

ガンだヤ？」と モジナが首を傾げると、「今年ぁ 大雪だってぇんダンガ、食
くび かし こ と し おおえき く

ぇ物が底を突くに違ぇねぇ。それにゃ、食ったモンが出ねぇように、尻の穴
もん そこ つ たげ く で けつ あな

を塞ぇで置くガンが一番だと思ってノウ。」と、デタラメを言うと、聞ぇたモ
ふせ お えちばん おも よ き

ジナは「そらぁ エエ考ぇだ。オレにも嵌めて貰ぇメぇカ？」と頼んだト。
かんげ は もれ たの
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「ナジョウモ ナジョウモ。嵌める時ゃ チットばか痛ぇども ガマンして
は どき えて

てくんねぇ。」オサギはモジナをアッチ向きさせると、割り竹をムリヤリ尻 穴
む わ だけ しんなんな

に刺し込んで、「えっキビだ！。」と言ぇシナに、また林ン中へ逃げ込んでし
さ こ よ はやし なか に こ

まったト。

二・三日経って、出るモンは出ねぇし腹ぁ膨るし、転げ回って苦しんだモ
に さ ん ち た で で はら は ころ まわ くる

ジナは、木の根っこや石っコロに尻の穴を擦りつけて、ヤットコ竹を外した
き ね えし けつ あな こすり たけ はず

ども、ジットして居られねぇほど腹が立つんダンガ、「んノックソッ オサギ
え はら た

めッ！。こんだっクサぁ、フントウにタダじゃおかねぇッ！」と、ドングリ眼
まなこ

で 探し廻って居ると、こんだぁ ブナ林ン中で トッカーン トッカーンと
さが まわ え ばやし なか

ブナの大木を伐るオサギをめっけたト。
てえぼく き

「コネェーダは、ヒデェー目に遭わしてくれたッ！ 今日てぇ今日クサぁ
め あ き ょ ー き ょ ー

カンベンならねぇッ！」と嚇すと、「コネェーダ とは何のコッタべぇ？。オ
おど なん

ラぁ『ブナ山』のオサギってガンで、こっからぁ 出たこともねぇんダンガ、何
やま で なん

のコッタやら サッパリ訳ぁ わからねぇテ。」と、トボケて マサッカリを振
わけ ふ

り続けたト。
つづ

また 煙に巻かれたモジナが、「ホウッカや？ じゃあ 別のオサギだったろ
けぶ ま べつ

うかノウ。そりで、ソンタぁ ここで何してるがんだテ？」と訊くと、「見た通
なん き み とお

り、オラぁブナ山の舟大工だンなんが舟を拵ってるガンだテ。」と教ぇたト。
やま ふなでえく ふね こしゃ おせ

「ホウッカ ホウッカ。そりで その舟ぁ 何に使うガンだヤ？」てって訊くと、
ふね なん つこ き

「今年ぁ サケニョがエッペェ 川を上るてぇんダンガ、年取りザケでも捕ろ
こ と し かわ のぼ と し と と

うと思ってノウ。」と、食ぇったれモジナの気を惹くように教ぇたト。
おも く き ひ おせ

ほうしると ヤシンボウのモジナは、「そらぁ ケナリェこったナモ。ソンタ

のエエ腕で、オレにもひとつ拵っちゃ貰ぇメぇカ？」とメェースったれて頼
おで こしゃ もれ たの

んだト。「ナジョウモ ナジョウモ。んダども、木の舟ぁ 揺れて 素人にゃ 向
き ふね よ しろうと む

かねぇガンだテ。ベト舟にサッシャりゃ、そン方が 揺れねぇしサケニョもエ
ぶね ほう よ

ッペエ捕れるガンだテ。」とダマカシて、「ヤケッパタの背中にゃ、チットば
と せ な か

か痛かろうども。」と、ベト背負ぇを言ぇつけたト。
えた そ よ

オサギは軽ーぇブナの舟、モジナは重ーてぇベトの舟を 川まで担ぇで浮か
かり ふね おも ふね かわ かつ お

べて見ると、ブナ舟ぁ ツーェ ツーェと進むども、ベト舟ぁ ブク ブク
み ふね すす ぶね

ブクッ ブクッと沈むばっかで漕ぐ事もならねぇかったト。
しず こ こと
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そン内に、ベト舟に乗ったモジナが「オーェ オサギどん、オゴッタ オゴ
おち ぶね の

ッタ！穴が開ぇて水が入って来るッ！」と騒ぎ立てたト。ンだども オサギぁ
あな え みず へぇ く さわ た

「アチコタぁねぇテ。サケニョは そっから跳び込んで来るスケェ、穴ぁ デ
と こ く あな

ッコェ程がエエがんだテ。」と笑ぇナーガ、「♪ ブナ舟ぁ ツーェ ツェ、ベト舟
ほど われ ふね ぶね

ぁ ポックラコ。」てって、携ぇた棹で穴を突っつくんダンガ、ベト舟ぁ 遂に
たげ さお あな つ ぶね つえ

川底へブクブクッと沈んじまったト。
かわそこ しず

舟が沈めば、水浴びの下手なモジナが 助かるワケも無ぇコテヤのう。ハッ
ぶね しず み ず あ へ た たす ね

コェ雪水ン中で、アップリ掻ぇて死んじまったト。
えきみず なか け し

エーチゴ サケェ モーシタ、ナーベンシッタァ カーリカリ。

オモショかったかエ？ 学校本（教 科 書）に出て来る「カチカチ山」ぁ、《オ
がっこーぼん

きょうかしょ
で く やま

サギ》と《タノキ》だドモ、この辺りじゃ 《オサギ》と《モジナ》になって
あた

るガンだテ。そンにしても《尻フタギ》なんザ 嫌なコッタのう。
けつ や

八、天邪鬼と瓜姫
あまんじゃく おりひめ

トーンと昔があったゲナ。ある村に子持たずの爺さまと婆さまが居て、
むかし むら こ も じ ば え

「子供が欲しぇもんだノウ。えっくら チッコくたってエエすけぇ………。」
こ ど も ほ

てって毎日 地蔵さまにお参りして居たト。
めえんち じ ぞ う めえ え

ある日、何時ものように お参りに行ぐと 姿ぁ見えねぇども、赤っ子の泣
ひ え つ めえ え すがた め あか こ な

き声がしるんダンガ、「ハテ 面妖なコッタ。どこで泣ぇてるガンだろ？」と、
ごえ めえよう な

ヨク ヨク見たれば、地蔵さまのコロモの襞に、ドングリ笠をツグラにした女
み じ ぞ う ひだ がさ おんな

っ子をめっけたト。
こ

「オンヤ まぁ、メゴゲな 赤っ子だコト！ 地蔵さまからの授かりモンに違
あか こ じ ぞ う さず たげ

ぇねぇ。」婆さまは 掌 に載っけて家へ持ち帰ったト。
ば てのひら の おち も けえ

口のチッコェ赤っ子だったスケェ、マンマ粒ぁ 縦にして食わせ、瓜の殻に入
くち あか こ つぶ たて く おり から え
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れて育てたんダンガ、『瓜姫』ってぇ名を付けてメジョウがったト。
そだ おりひめ な つ

始めは小指ぐれぇだったども、だんだんデッコくなると、器量好しで界隈
はじ こ よ び きりょうよ けえわえ

じゃ評 判だったト。
ひょうばん

村の若ぇ衆がアマサレたりしるとオゴッタてぇガンで、外へも出さず風に
むら わけ しょ そと だ かぜ

も当てねぇほどだったども、祭の日ンなった時、「お宮参りに行ってもエエ
あ まつり ひ どき みやめえ え

かノンシ？」と、瓜姫が頼むンだんが、爺さまぁ心配しナーガ、「じゃあ、駕籠
おりひめ たの じ しんぺえ か ご

ン乗って行げばエエ、駕籠から出て鬼に掠われたりしンなヤ。」とシブシブ承知
の え か ご で おに さら しょうち

したト。

駕籠が山道ンかかった時、瓜姫のエエ香を嗅ぎつけたアマンジャクが出て来
か ご やまみち どき おりひめ か か で き

て、駕籠舁きを追っ払うと、「俺の嫁ンなってくれヤ。」てってセガんだト。
か ご か お ぱら おれ よめ

タマゲた瓜姫が声も出せねぇで ジットして居ると、「そりじゃ、腹ん中へ入
おりひめ こえ だ え はら なか え

れて掠って行ごう。」てって、耳まで裂けた口で ソックラ瓜姫を呑み込んじ
さら え みんみ さ くち おりひめ の こ

まったト。ほうして、腹クッチャくなったアマンジャクは、そのマンマ 駕籠
はら か ご

にノメリ込んで眠ってしまったト。
こ ねぶ

隠れて居た駕籠掻きが戻って来て、また担ごうとしたども、駕籠はバカげ
かく え か ご か もど き かつ か ご

に重てぇし、中から「♪ オーリヒメの 乗りカゴに アーマンジャクが 乗
おも なか の の

ったれモー。」てって、セツナげな唄声が聞こえるンだんが、「ハテ おかしな
おたごえ きこ

コッタ。瓜姫ぁ ドゴへ行ったがンだろう？」と中を覗ぇて見たれば、アマン
おりひめ え なか のぞ み

ジャクが鼾を掻ぇて寝て居たト。
えびき け ね え

二人の駕籠掻きは「ヨーシ！。寝てる間に ブチャッてくりょうッ！」てっ
ふ た り か ご か ね ま

て、谷底目掛けて 駕籠をフルケ投げてしまったト。
たにぞこ め が か ご な

駕籠はブッコォれて、アマンジャクは骨をオッポショって死んじまったト。
か ご ぼね し

だども、セツナげな「♪ オーリヒメの 乗り駕籠に アーマンジャクが 乗
の か ご の

ったれモー。」てぇ 唄声だけぁ何時までも止むコタぁ 無ぇかったト。
おたごえ え つ や ね

谷底で唄って居たがンは、誰だったンだろうノウ？ 瓜姫ぁ食われたハズ
たにぞこ おた え だれ おりひめ く

だし、アマンジャクも 死んだハズだし…………。
し

実ぁノウ、瓜姫の頭に挿した《ツゲ櫛》が脱げ落って唄って居たがンだト。
じつ おりひめ あたま さ ぐし の お おた え

櫛ぁ アラタカなモンだすけぇ、ナーンもカも知って居て、人の知らねぇ事を
くし し え ひと し こと

教ぇてくれたがンだト。
おせ

エーチゴ サケェ モーシタ、ナーベンシッタァ カーリカリ。
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九、猿の睾丸
さる へっくり

トーンと昔があったゲナ。山ン中のあるチッコエ村に仕事好きの爺さまが
むかし やま なか むら し ご と ず じ

居て、春から秋まで毎日のように畑へ出ちゃ草を刈ったりセッツェもんを見
え はる あき めえんち はたけ で くさ か み

て廻ったりして居たト。
まわ え

そン日も、何時も通りガシン に稼ぇで居ると、秋の天気ぁ変わりやすくて
ひ え つ どお かせ え あき て ん き か

急に雨が降り出したト。「ちょうどエエ おシメリだ。一服してればソンマ止
きょー あめ ふ だ えっぷく や

むべぇ。」と、近くの洞穴へ潜り込んで 休むことにしたト。だども 雨ぁ な
ちか ほらあな もぐ こ やす あめ

かなか止まねぇで、目をシクッて居る内に つぇ オトオト眠り込んでしまっ
や め え おち ねぶ こ

たト。

薄暗くなってから、同じように雨宿りを探してた一匹の山ザルが這ぇ込ん
おすぐら おんな あまやど さが えっぴき やま へ こ

で来て、ジットして動かねぇ爺さまを めっけると、「オウ オウ、暗ぇ穴蔵
き えご じ くれ あなぐら

じゃ お参りしるモンもあんメェに……。」てって、携ぇた食ぇ物を 爺さまの膝
めえ たげ く もん じ ひざ

にゴッソラ載っけてくれたト。
の

アケブ・エモゴウ・クヮシバミ・コクワ。 銀杏・柿・栗・胡桃・栃。 山芋
えっちょ かき くり く る み とち やまえも

・山梨・山葡萄………。山で採れるサルの食ぇ物ぁ そっくら 人のゴッツォ
やまなし やまぶどう やま と く もん ひと

にもなったト。

食ぇっ切れねぇサルの供ぇ物で 腹一杯になった爺さまが、家へ戻ってっか
く き そね もん はらえっぺえ じ おち もど

ら 村ん衆に語ると、仕事嫌ぇの真似コキ爺ーサが聞きつけて、「オレもサル
むら しょ かた し ご とぎれ ま ね じ き

のゴッツォを食って見てぇもんだ。躰を動かさんでエエ地蔵のマネだら、ラ
く み からだ えご じ ぞ う

クなコッたろう。」と山の洞穴へ潜り込むことにしたト。
やま ほらあな もぐ こ

真似コキ爺ーサが洞でジット動かねぇで居ると、また前のサルが入って来
ま ね じ ほら えご え めえ へえ き

て、昨日 供た山の採りモンが ひとつも無ぇくなって居るンだんが、「石の地蔵
き ん な あげ やま と ね え えし じ ぞ う

さまだてガンに、本当にアガラッシャッたかヤ？」と言ぇナーが、「トニカク
ほ ん と よ

暗ぇ穴蔵じゃ お参りしるモンもオゴッタすけぇ、日当たりのエエ処へ移し
くれ あなぐら めえ ひ あ た どこ おつ
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てやるめぇか。」てって、仲間のサル共を呼ばって来て、地蔵を担ぎ出すこと
な か ま とも よ き じ ぞ う かつ だ

にしたト。

坂道を下りて 沢を渡る時、組んだ肩に地蔵を載せたサル共は 声を揃えて唄
さかみち お さわ わた どき く かた じ ぞ う の とも こえ そろ おた

ったト。

「♪ サールのヘックリぁ 濡れても地蔵のヘックリぁ 濡れンナ。」「♪ サ
の じ ぞ う の

ールのヘックリぁ 濡れても地蔵のヘックリぁ 濡れンナ。ワッセェー ワッ
の じ ぞ う の

セェー。」

聞ぇて居てあんまりオモショエ唄だったスケェ、真似コキ爺ーサぁ ツェツ
き え おた ま ね じ

ェ笑ぇ声を立ててしまったト。
われ ごえ た

ほうしると、大将役のサルは「石地蔵が笑うハズも あんめぇ、 ヤッパシ
てえしようやく えしじぞう わろ

こえつぁ 贋もんだ。」てって「エーチ ニノ サンッ」で 、沢ん中へ投げ込
まげえ さわ なか な こ

んじまったト。

だすけぇで、真似コキ爺ーサの食ったモンは ゴッツォどっか無ぇ《コーッ
ま ね じ く ね

タレ餅》（川渡り餅・衣服を濡らす災 難）だったト。
もち

かわた もち いふく ぬ さいなん

エーチゴ サケェ モーシタ、ナーベンシッタァ カーリカリ。

十、狐の化かしっクラ
きつね ば

トーンと昔があったゲナ。村外れの森や原っぱの林にゃ 、古くっから
むかし むらはず もり はら はやし ふる

棲みつく狐どもが居て、中でも《池田》の天丸と、《鍛冶屋っ原》の三助と、
す きつね え なか え け だ てんまる か じ や ぱら さんすけ

《百 欠》の孫左衛門てぇ三匹は ワルサッコキの憎まれモンで評 判だったト。
びゃっかけ ま ご ぜ え も ん さっぴき にく ひょうばん

ある時、《池田》の天丸が他の二匹に向かって、「化けたり化かしたりの術
どき え け だ てんまる ほか に ひ き む ば ば すぶ

ぁ 界隈で知らねぇモンは無ぇども、三匹の内で一番の腕前は誰だか決めよう
けえわえ し ね さっぴき おち えちばん おでめえ だれ き

じゃねぇか。」てって、化かしックラを為ることに決めたト。
ば し き
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「ショッパナぁ オレが勤めるすけぇ、まぁ 見ててくんねぇ。」天丸ギツネ
つと み てんまる

は ちょうど通りがかった《荒金》の法印さまをめっけると、「ヨシ ヨシ、オ
とお あらがね ほ え

モシレェ。」と言ぇシナに、道 端で拾った草鞋を額に載っけると、クルッと
よ みちっぱた ひろ わらっち ふてえ の

デングリ返しを打って、メゴーゲな花嫁に化けたト。ほうして 法印さまの前
げえ ぶ はなよめ ば ほ え めえ

に立って、シャナーリ シャナーリと歩んだト。
た あよ

法印さまぁ「サッキナまで誰も居ねぇかったてガンに………？」と目をこ
ほ え だれ え め

するども、「嫁取りゴッタクだら、目出てぇこった。祝儀の酒も出るコッタろ
よ め ど め で しよーぎ さけ で

う。」と、正 月前のお札配りもそっちのけにして、花嫁の後にくっ付えて
しょうがつめえ ふだくば はなよめ おしろ つ

ヒョコ ヒョコ歩んだト。そうして居る内に、水ッ溜まりへ踏み込むヤラ、お札
あよ え おち みず た ふ こ ふだ

を濡らすヤラの、さんざんなテェタラクだったト。
の

花嫁姿の天丸ギツネは、旨ぇ具合に法印さまをモウゾッ掻きにさしたと思
はなよめすがた てんまる んめ ぐ え ー ほ ー え か おも

ぇなーが、内股歩びを続けて居たども、そン内に《前島》の鉄炮撃ちが飼っ
おちまたあよ つづ え おち めえしま てっぽう ぶ か

て居た 犬っコロに正 体を嗅ぎつけられてしまったト。
え えん しょうてぇ か

犬っコロぁ 化けソクネた天丸ギツネのシッポをめっけて吠え立てるンだん
えん ば てんまり ほ た

が、「オッカネェ オッカネェ。犬に噛み付かれりゃ ＜化かしックラ＞どっか
えん か つ ば

ぁ無ぇ。」てって、シッポを巻ぇて 逃げ帰っちまったト。
ね め に けえ

次に、孫左衛門ギツネが「こんだぁ オレの番だ。」てって、歯っ欠けの爺
つぎ ま ご ぜ え も ん ばん は か じ

ーサに化けたト。ほうして、《死ん事騒ぎ》のあった家へ化け込んで お斎を
ば し ごとさわ おち ば こ とき

ゴッツォになろうと考ぇたト。「お経や念仏が始まったら、眠ったフリして聞
かんげ きょう ねんぶつ はじ ねぶ き

き流せばエエ、とにかくゲロを吐くほどに 油揚を食って見てぇもんだ。」と言
なが は あぶらげ く み よ

ぇシナに、皆に紛れて数珠を揉んで居たト。
みんな まぎ じよーず も え

お経が終わって、お斎が始まる前に お茶が出されたト。お茶にゃ 豆煎り
きょう おわ とき はじ めえ ちゃ だ ちゃ ま め え

が 付きモンだったスケェ、変わったコッちゃ無ぇかったども、歯っ欠けギツ
つ か ね は か

ネの孫左衛門にゃ 囓る術も無ぇかったト。ンだども、取り回しの重 箱が巡
ま ご ぜ え も ん かじ すぶ ね と まわ じょーばこ めぐ

って来た時、「そりじゃ、………。」てって、一掴み 頬張って見たト。
き どき ひとつか ほ ば み

ほうしるてぇと、欠け残った歯までボロッと て、痛ぇの何の ガマンもな
か のこ は もげ えて なん

らず、「これじゃあ、目当ての 油揚も食うドッカァねぇ。」てって、ホッペタ抑
め あ あぶらげ く おせ

ぇナーガ 逃げ帰っちまったト。
に けえ
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次に、三助ギツネが「こんだぁ オレの番だ。」てって、サケニョ捕りの若
つぎ さんすけ ばん と わけ

ぇ衆に化けたト。
しよ ば

サケニョ捕りにぁ、《カギ》だの《エクリ》だのと色々あったども、三助ギ
と えろえろ さんすけ

ツネぁ《待ち小屋》てぇガンを架けることにしたト。
ま ご や か

柴を組んだりカヤを葺ぇたりして 小屋架けが仕舞になった時、小便したく
しば く ふ こ や が し め え どき ば り

なって、川っ縁の崖へ上がった三助ぁ、ション ションと水鉄砲のように飛ば
かわ ぷち がけ あ さんすけ みずでつぽ と

したト。

ほうしると、それを見っけた隣の小屋番が 「片足あげて 小便しるたぁ 犬
め となん こ や ば ん かたあし ば り えん

コロみてぇだナ。だども 犬が化けるワケもあンめぇ。サテぁ 化けギツネだ
えん ば ば

ナッ！」てって背後からドンと突ッコクったト。片足立ちの三助ぁ 川ん中へ
お し ろ つ かたあし だ さんすけ かわ なか

バッシャーンとマクレェ落って、ヤットコ 川から這ぇあがったドモ 寒さで
お かわ へ さぶ

震えナーガ「参った 参った。 正 体は見破られるし、コーッタレ餅ぁ食うし、
ふる まえ まえ しょうてえ み や ぶ もち く

サケニョどっこの騒ぎじゃ無ぇ。」てって、やっぱし 逃げ帰っちまったト。
さわ ね に けえ

エーチゴ サケェ モーシタ、ナーベンシッタァ カーリカリ。

みんなが失敗しちまった《化かしックラ》ぁ、一体 誰が勝ったことになる
しっぺぇ ば えってえ だれ か

ンだヤラのう。オメェたちが遊び回る《鍛冶屋っ原》は判るだろうが、《池田》
あす まわ か じ や ぱら わか え け だ

ってぇば「ドジョっ堀」のあたりだし、《百 欠》てぇば「沢ン土手」辺りの
ぽり びゃっかけ さわ ど て あた

コッたズヤ。《前島》は、今ぁ 田ッポだども、めぇでは川ン中の島だったに違
めえしま いま た かわ なか しま たげ

ぇねぇ。《荒金》たァ、オメェたちの婆さまが生まれた村たズヤ。
あらがね ば ん むら

十一、サバ売り ぬお

トーンと昔があったゲナ。秋も末になるってぇと、歳取りに欠かせねぇサ
むかし あき すえ と し と か

ケニョを携ぇて、山ン村まで売りに行ぐ《サバ売り》が居たト。
たげ やま むら お え お え

峠を幾つも越えて、草臥れちまったサバ売りが 「ヤレ ヤレ、ここ迄来り
とうげ えく こ く た ぶ お まで く

やぁ、モエ一息だ。」てって 道 端で汗を拭って居ると、背後っけたの林か
ひとえき みちっぱた あせ のご え お し ろ はやし
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ら「サバ売り サバ売り、サバ一枚くんねぇと、オノごと 何ごと呑んじもう
お お えちめえ なに の

ゾッ！」と嚇すモンが居たト。タマげたサバ売りが薄暗ぇ藪を覗ぇて見たれ
おど え お おすぐれ やぶつ のぜ み

ば、口から 火でも吐くげな鬼婆が、毛モクジャラの腕を伸ばして、 今にも跳
くち ひ は おにばば け おで の えま と

びつくげの構えだったト。
かめ

息が止まるほどタマゲたサバ売りが、「ソリじゃあ、一枚 食ぇなれモッ！。」
えき と お えちめえ く

てって、一匹投げつけて呉れると、三 尺もあるサバを忽ち平らげて、ソン
えっぴき な く さっちゃく たちま てえ

マまた「サバ売り サバ売り、サバ一枚くんねぇと、オノごと 何ごと呑んじ
お お えちめえ なに の

もうゾッ！」と嚇すテンガのう。
おど

サバ売りぁ《この大マクレェめッ。こりじゃあ、助かりそうも無ぇ。》と鬼婆
お おお たす ね おにばば

目がけて篭ゴト投げつけると、「好きなだけ 食えナレモッ！」てって、鬼婆
め かご な す く おにばば

が食らってる間に盲滅法逃げ出したト。
く ま めくらめっぽう に だ

商ぇもできず逃げ廻って居る内に、日は暮れるし 道にゃ 迷うし、「今夜
あきね に まわ え おち ひ く みち まよ こ ん や

ぁ 木の洞で明かすより仕方あんめぇ。」と、藪をコザェて行ぐと、明りが一
き ほら あ し か た やぶつ え あか ひと

つ目に入ったト。キビの悪ぇ一軒家だったども、コッスリ覗ぇて見たれば、
め へえ わり えつけんや のぞ み

なんと サッキナの鬼婆の家だったト。大鍋に甘酒を沸かしナーガ 炉縁端で
おにばば おち おおなべ あまざけ わ ろえんばた

横寝して居たども、脇にゃ 空っぽのサカナ篭も転がって居たト。
よ こ ね え わき から かご ころ え

「チクショウめッ！ サバぁ 残らず食っちまったンだ。ヨーシ、寝てる間
のこ く ね ま

に仕返し してくりょう！」と、裏口へ廻ったサバ売りは天井梁まで這ぇ上
し け え おらぐち まわ お てんじょうばり へ あが

ったト。ほうして、屋根から抜ぇだ葭を鍋へ垂らし込んで、温けぇ甘酒をツ
や ね の よし なべ た こ あった あまざけ

ーツーみんな飲み干してクレたト。
の ほ

ちっとバカ経って、目を覚ました鬼婆は空っぽの鍋を見て、「眠ってる間に
た め さ おにばば から なべ み ねぶ ま

干上がっちまったかヤ？ 甘酒ぁ 諦めて 餅でも食うめぇか。」と、こんだ
ひ あ あまざけ あきら もち く

ぁ 餅をワタシに掛けて焼き始めたト。だども、またソンマ 横寝して鼾をか
もち か や はじ よ こ ね えびき

き始めたんダンガ、天井梁のサバ売りは、「甘酒の後の餅たぁ、ありがてぇ。」
てんじょうばり お あまざけ あと もち

てって、葭の先で突き刺しちゃ食ぇ 突き刺しちゃ食って みーんな平らげて
よし さき つ さ く つ さ く てえ

しまったト。

そン後で、目を覚ました鬼婆は、「眠ってる間に 灰になっちまったかヤ？
あと め さ おにばば ねぶ ま へえ

サバを食ったソエで 腹クッチェすけぇ、今夜ぁ 寝よう 寝よう……。」てっ
く はら こ ん や ね ね

て寝床へ入ることにしたト。
ね ど こ へえ

鬼の寝床ってぇガンは、長持みてぇなデーッコェ筺で、《木床》と《金床》
おに ね ど こ ながもち はこ き ど こ かなどこ

の二っつがあったト。鬼婆は「今夜ぁ 寒ぇすけぇ、金床にしょう。」てって
ふた おにばば こ ん や さぶ かなどこ

唐金作りの寝床へ潜り込んだト。
からかねづく ね ど こ もぐ こ
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鬼婆が鼾を掻き出してっから、天井梁を下りたサバ売りは、「今だッ！」
おにばば えびき か だ てんじょうばり お お えま

と言ぇシナに、グワァラ グワァラ煮立った茶釜の湯を 鬼婆の金床へ ジャー
よ に た ちゃがま よ おにばば かなどこ

ジャー流し込んでクレたト。ほうしると、金床の鬼婆ぁ出ることもならねぇ
なが こ かなどこ おにばば で

で「ギャアーッ！」と大声を立てて、 寒ぇどっかねぇ アッチェー お湯に茹
おおごえ た さぶ よ よ

でられて真っ赤になって死んじまったト。
ま か し

エーチゴ サケェ モーシタ、ナーベンシッタァ カーリカリ。

十二、天マブリ 地マブリ ＫＪ
てん じ

トーンと昔があったゲナ。谷間の森に、ハシッコェ獺とノメシコキの狢
むかし た に ま もり かわそ もじな

が棲んで居たト。
す え

歳も暮れ近ぇ日、カワソがモジナの処へ《出し合ぇ》の相談に行って、「ソ
とし く ちけ ひ どこ だ え そうだん え

ンタ、藪コギぁヨテ（得意）だども、サカナ捕りぁ苦手のようだナモ。オレぁ、
やぶつ と に が て

サカナ捕りはマァマァだが、山騒ぎぁ 苦手なガンだテ。お互ぇに力を合わ
と やまさわ に が て たげ ちから あ

せりゃ 旨ぇもんが食われめぇかノウ。」てって、これからぁ 捕ったモンは、
んめ く と

《分けッコ》しる事に決めたト。
わ こと き

何日か経って、サカナを一杯 携ぇたカワソが、「モジナどん モジナどん、
な ん ち た えっぺえ たげ

オレぁ 川でサカナを捕って来たども、ソンタ 山の方はナジョウだったナ
かわ と き やま ほう

モ？」と訊くと、モジナはテッチョウ向ぇたまんま、「オラぁ《天マブリ》で、
き む てん

どっこへも出らンねぇンだんが、こうして テッコウ向きしてるがンだテ。約束
で む やくそく

だすけぇ、獲物だけぁ 半分コにしてくんねぇ。」と動きもしねぇで、サカナ
え も ん はんぶん えご

だけを 置ぇて行がせたト。
お え

また日が経って、サカナをエッペェ捕ったカワソが、「モジナどん モジナ
ひ た と

どん、オレぁ川へ行って来たども、ソンタぁ 山の方はナジョウだったナモ？」
かわ え き やま ほう

と訊くと、モジナはこんだァ下向ぇたまんま、「オラぁ《地マブリ》で、どっ
き しったむ じ

こへも出られねぇンだんが、こうして下向きして居るガンだテ。約束だすけ
で しったむ え やくそく
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ぇ 獲物だけぁ 半分コにしてくんねぇ。」てって、戸口へも出ねぇかったト。
え も ん はんぶん と ぐち で

カワソは ノメシコキのモジナに肝焼ぇて、「よーシ、そりじゃあ こっちも
き も や

意地悪してくりょう。」と企んだト。
え じ わ り たくら

「躰を動かさんでも サカナを捕る術があるガンだが、ソンタ やってみる気
からだ えご と すぶ き

ぁ無ぇかノ？ 網も笊も要らねぇし、ジットしてるだけでエエがんだテ。」と言
ね あみ ざる え よ

うと、仕事嫌ぇのモジナも ヤットコ腰をあげて「そりじゃあ、試して見るめ
し ご とぎれ こし ため み

ぇか。」と、川っ端まで付ぇて行ぐことにしたト。
かわ ぱた つ え

「ヨーサリんなったら、川へ シッポを垂らして居るだけでエエがんだテ。寒
かわ た え かん

の小ザカナぁ、冬ごもりにゃエエ巣だと思って 寄っ集って来るンだんが、そ
こ ふよ す おも よ たか く

ん時 シッポを引っ張り上げりゃ、サカナぁ 《鈴生り》てぇ算段だ。」
どき ひ ぱ あ す ず な さんだん

カワソの言った通り、川ッ縁にシャゴナって、シッポを水に漬けて居たモ
よ とお かわ ぷち みず つ え

ジナが、朝方ンなって引っ張り上げようとしたれば、シッポは重てぇくて チ
あさがた ひ ぱ あ おも

ットも動かねぇかったト。
えご

「よっぽどの鈴生りに違ぇ無ぇ。」ホクホク面をしたモジナが馬鹿 力 で
す ず な たげ ね づら ば か ぢから

無理矢理 ゴエッと引っ張ると、凍みっ付ぇて居たシッポは 根元からボッキ
む り や り ひ ぱ し つ え ね も と

リ げ落っちまったト。
も お

ノメシコキのモジナは、だすけぇで シッポ無しの笑ぇモンになっちまった
な われ

ガンだト。

エーチゴ サケェ モーシタ、ナーベンシッタァ カーリカリ。

お前たちも「シッポ無し」の様だドモ、「ノメシコキ」にゃなんなヤ。
めえ な
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十三、ベロベロ カメロ ・
トーンと昔があったゲナ。これも隣の村のコッたども、あんまり仲の好

むかし となん むら なか え

くねぇ 爺ーサと婆ーサが居て、喧嘩しナーが一緒に暮らして居たト。
じ ば え えさけえ えっしょ くら え

正 月が近くなった時、「煤掃でもしるめぇか。」と相談したども、ノメシ
しょうぐわつ ちか どき すすはき そうだん

コキの婆ーサは 行火にシガミつえて 爺ーサ一人に仕事を押し付けたト。
ば あ ん か じ ひ と ら し ご と お つ

爺ーサが頬 被りして、煤を払ったり筵を叩ぇたりして居ると、敷居の下
じ ふーこっかぶ すす はら みしろ たて え し き え しった

から豆っ粒が一撮み転がり出て来たト。
まめ つぶ ひとつま ころ で き

「幾つもねぇども、ノメシコキの婆ーサに呉れるなぁ 勿体ねぇし……。」
えく ば く もってえ

てって、戸棚の隅にコッスリ隠したト。
と だ な すみ かく

爺ーサが留守ンなった時、婆ーサは《棚もと探し》して、この豆をめっけ
じ ろ す どき ば たな さが まめ

たト。

「鼠にカズけて チョロまかそう。ンだども、豆腐拵えぁ 面倒だし、豆煎
ねずみ と う ふごしや め ん ど まめ え

りぁ 固くて食わんねぇし………。」と考ぇたあげく、「そうだ、粉に挽けば
かた く かんげ こな ふ

エエ。」てって《キナコ》を拵うことにしたト。
こしゃ

石臼で、ちょうど粉ができあがった時、間の悪ぇことに 爺ーサが帰って来
え す す こな どき ま わり じ けえ き

ちまったト。

タマゲて石臼を片付けようとしたども、ズクなしの婆ーサにゃ、急に動か
え す す か た づ ば きょー えご

すこともならねぇで、褞袍の裾を捲ると 石臼をマタゴェて 覆っ隠すことに
ど て ら そそ まく え す す お かく

したト。

石臼ぁ エエヤンベェに隠れたども、冷てぇ石にくっつぇた尻ッペタが 咳
え す す かく つべ えし し せき

でもしるように、屁をブッとコェてしまったト。だすけぇで、せっかくのキ
へ

ナコも 股グラからみんな煙のように舞ぇ上がっちまったト。
また けぶ め あ

「ヤヘェ ヤヘェ。隠しックラぁ エーコだナモ。」と、ふたりは笑ぇ合っ
かく われ あ

て、それからぁ 喧嘩もしねぇで暮らすようになったガンだト。
えさけえ く

他人の《隠しッ屁》を当てるにゃ、「♪ ベロ ベロ カメロ、屁をブッと コ
ひ と かく ぺ あ へ

ェた方へ 向きゃーれ 向きゃれ。」てって、ノエゴを回す 呪 があるども、
ほう む む まわ まじねえ
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キナコが舞ぇ上がってしめぇば、目に見えるンだんが ソックラ判っちもうコ
め あ め め わか

テェやノウ。

エーチゴ サケェ モーシタ、ナーベンシッタァ カーリカリ。

十四、猿と蟇
さる ひき

トーンと昔があったゲナ。ドゴん家でも 正 月 近くなるってェと、餅搗
むかし おち しょうぐわつ ちか も ち つ

きをしるンだんが、ペッターン ペッターンてぇ 音は森や林を越えて山ん中
おと もり はやし こ やま なか

まで伝わったト。
つた

餅搗きの音を聞きつけた山ザルが、ジットしちゃ居られねぇで 村里まで出
も ち つ おと き やま え むらざと で

て来ると、ヒキ蛙にバッタリ出逢ったト。
く げえる で お

「ヒキどん ヒキどん、ソンタぁ 搗きたての フワフワ餅を 食ぇたかァ無
つ もち く ね

ぇかヤ？」と訊くと、ヒキ蛙は「食ぇてぇトモ。サルどんの百 倍も食ぇて
き げえる く ひゃくべぇ く

ぇガンだテ。」と言ったト。
よ

「搗きたての 餅を盗み出す手が あるンだが、ソンタぁ カタラねぇか？」
つ もち のす だ て

「エエとも、仲間にしてくんねぇ。」
な か ま

ヒキが乗り気になって、目ん玉をパチクリさせると、サルは計 略を打ち明
の き め たま けいりゃく ぶ あ

けたト。

「餅搗ゃノウ。蒸すモン 搗くモン 伸すモンと、家 中が大騒ぎなんじゃ。」
もちつき ふか つ の おちじょー おおさわ

「ふン ふン。」

「邪魔モンは 赤っ子だけじゃ。」
じ ゃ ま あか こ

「ふン ふン。」

「邪魔モンの 赤っ子ぁ ツグラに入れて置くドモ、その子が這ぇ出して雪
じ ゃ ま あか こ え お こ へ だ えき

ダナ へ落ったとしら、ドウしると思う？」
お おも

「家 中 タマゲて外へ飛び出すだろう。」
おちじょー そと と だ
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「ソウダ、そン隙に臼を盗んで逃げようってぇ 算段だ。」
すき おす のす に さんだん

「ナルホド。そりじゃあ 赤っ子を雪ダナへ投げ込むってコトか？」
あか こ えき な こ

「バカ、スッケぇな悪ぇこたぁ しちゃなんねぇ。」
わり

「ふン ふン。」

「ソンタが跳び込んで《バシャーン》てぇ 音を立てりゃ エエがんだテ。」
と こ おと た

企み通り旨く運んで、餅の入った臼を担ぎ出したサルが、山のテッペンま
たくら どお んま はこ もち へえ おす かつ だ やま

で逃げてっから 言ったト。
に よ

「こんだぁ 餅の分けッコだが、半分コじゃあ 当たり前すぎてオモショか無
もち わ はんぶん あ めえ ね

ぇ。」

「ふン ふン。」

「山から臼を転がして、先に掴ぇたモンがソックラ貰うってぇナァ どう
やま おす ころ さき つかめ もろ

だろう？」

ノロマのヒキは、ハシッコぇ サルに敵うワケもねぇんダンガ、「コッスェ
かの

なぁ。」と思ったども、諦めてサルの言うなりに任したト。
おも あきら よ まか

横にした臼を転がして、一緒に追っかけた時、サルはピョーン ピョーンと飛
よこ おす ころ えっしょ お どき と

び跳ねるども、ヒキはバッタリ バッタリ歩んだト。
は あよ

麓まで転がった臼を先に掴ぇたサルが、「どうだ、オレの頭と足にゃ敵
ふもと ころ おす さき つかめ あたま あし かの

うめぇ。」と、臼を起こして見たれば、中ぁ空っぽで何にも無ぇかったト。
おす お み なか から なん ね

サルに遅れたヒキは「フワフワ餅は食えソクネたナモ。」と、ショゲなーが坂
おく もち く さか

を降りて行ぐと、木の枝に引っかかった白ぇモンが目に入ったト。
お え き えだ ひ しれ め へえ

「今頃、咲く花もあんめぇニ……。」と、手を伸ばして見たれば、ナーント
えまごろ さ はな て の み

まだ湯気の立つ温けぇフワ フワ餅だったト。
よ げ た あった もち

「♪ テッコウから食おうが 下から食おうが、取ったモンのすーき好き。」
く しった く す

ヒキは伸ばしたり縮めたりしナーガ、サルをケナリがらせたども、「約束だ
の ちぢ やくそく

すけぇでノウ。」と、サルにゃ一口も呉れてやらねぇかったト。
ひとくち く

エーチゴ サケェ モーシタ、ナーベンシッタァ カーリカリ。
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十五、笠地蔵
かさじ ぞ う

トーンと昔 があったゲナ。山奥の村に爺さまと婆
むかし やまおく むら じ ば

さまが暮らして居て、雪が降ると外へも出られねぇん
くら え えき ふ そと で

ダンガ、爺さまは土間でヒロロの笠を編み、婆さまは
じ ど ま かさ あ ば

行火で苧を績んで過ごしたト。
あ ん か を お す

歳取りの朝げ、爺さまは 「笠が売れたら、正 月ゴッツォの足しになるモ
と し と あさ じ かさ お しょうぐわつ た

ンでも買って来めぇか。」てって、拵ぇた笠を背負って市まで雪道をコザク
しげ こ こしゃ かさ そ えち えきみち

ことにしたト。村のはずれまで行ぐと、そこにゃ 六地蔵が並んで居て、ナジ
むら え ろくじ ぞ う なら え

ョウにも寒げに見ぇたト。
さぶ め

「オウ オウ メジョウゲラなコッた。冷たかろうに 笠も被らねぇで………。」
つべ かさ かぶ

爺さまは 背負った笠を下ろして、地蔵さまに順 々に被せてやると、笠は
じ そ かさ お じ ぞ う じょんじょん かぶ かさ

五枚だったスケェ 一枚たりねぇかったト。
ご めえ えちめえ

「そうだ、オレの笠を被せりゃ エエ訳だ。」爺さまァ 手前が濡れるのも構
かさ かぶ わけ じ て め え の かんま

わねぇで、脱ぇだ笠を地蔵さまに被せてやったト。
の かさ じ ぞ う かぶ

売る笠が無ぇくなった爺さまは、市へも行がずに 引っ返して 婆さまにワ
お かさ ね じ えち え ひ けえ ば

ケを語ったト。聞ぇた婆さまは、「ホウカ ホウッカ。そらぁ エエ事をサッシ
かた き ば こと

ャッたノンシ。年寄りにゃ、正 月ゴッツォなんザ 要らねぇがンだテ。」と、腹
と し ょ しょうぐわつ え はら

を立てる事も無ぇかったト。
た こと ね

あり合わせの夕飯で年取りをした後、「除夜だすけぇ、今夜ぁ 火所の火を絶
あ よーはん とし と あと じ ょ や こ ん や ほ ど ひ た

やさねぇように。」てって、火床の火をチッコく囲って寝床へ入ろうとした時、
ひ ど こ ひ かこ ね ど こ へえ どき

庭先で何やらドッシン ドッシンと響く音がしたト。
にわさき なに ひび おと

「ジョウヤどっかで 雪崩でも衝ぇたガンだろう。」と、爺さまが破け障子
な ぜ つ じ やぶ しょうじ

の穴から覗ぇて見ると、黙ったまんまの男 衆が 橇に積んだ荷物を降ろして居
あな のぜ み だま おつこしょ そり つ に も つ お え

るドコだったト。

男 衆は荷物を降ろすと、ソンマ消ぇてしまったドモ、二人が庭へ出て見る
おつこしょ に も つ お け ふ た り にわ で み
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と タマげたことに、その荷物ぁ 正 月ゴッタクに 欠かせねぇモンばっかし
に も つ しょうぐわつ か

だったト。

門松・注連縄・フクデ餅、 鮭ニョ・昆布巻・干し柿・干し栗、蒟 蒻・豆腐
かどまつ し め な わ もち さけ こ ぶ まき ほ がき ほ ぐり こんにゃく と う ふ

・納豆・膾……。市へ出たらシゲって来るつもりのモンばっかだったト。
なっとう なます えち で く

雪明かりに見ぇた男 衆の数ぁ六人で、被ってた笠ぁ 爺さまの編んだモン
え き あ め おつこしょ かず もったり かぶ かさ じ あ

に違ぇ無ぇかったト。
たげ ね

爺さまと婆さまは、好ぇ正 月を迎ぇらんたコッたろうノウ。
じ ば え しようぐわつ むけ

エーチゴ サケェ モーシタ、ナーベンシッタァ カーリカリ。
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昔噺 あとがき

ここに綴った昔噺は、雪国の民家で語り継がれた 背景も題材も狭く

小さな物語である。テレビ・ラジオは無く 書物は乏しく 野良遊びにも

出られなかった冬の夜の子供たちには、ささやかながら またとない娯楽

であった。

里の山野と風俗・言語を学ぶ家庭教育でもあった。語り手は方言に身

振りを交えて聞き手の興味をそそったが、ひとたび伝えられると、口承

は形を留める事なく消えてしまった。絵本などで伝えられた花形童話に

比べれば何とも儚ない運命であった。いま記録に残さなければ、永遠に

忘却されるだろうと懼れた。

童心に刻まれた印象は強烈だった。七十年を経た今でも、子守唄替わ

りに聞いた昔噺は郷里の山河や亡き父母・祖父母の俤と共に蘇る。

核家族化・都市型生活化、そして《方言追放》を地方文化の発展と捉

える現今では、昔咄の衰退は必然であろう。《語り手》も《聞き手》も《語

りの場》も次々と消えて行く。聞き手の興味関心も昔噺を超えた遊具や

ゲームに向かう世相となった。孫達に読んで貰う期待より、老人の郷愁

に依る慰みである。

「 吹雪く夜の 彌三郎婆 いま何処 」
ふ ぶ よ やさぶろばばあ い づ こ
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あとがき

旧時（昭和初年代）の生活を思い出しながら収集した魚沼の方言である。

俗語・卑語・差別語など現代の社会では排斥すべき語も混じっているが、史

的資料と考えて敢えて省く事をしなかった。辞書に載せられず、活字に残る

事も無く消えて行く方言への挽歌である。

祖父と母は《南魚・浦佐の五箇》に生まれ育った。父は《雷土》に生まれ

た。曾祖母は《赤羽》から、祖母は《押切》から嫁いでいた。その家庭に育

った子供が耳にした日常語は、魚沼方言の中でも「八色方言」と呼ばれて良

いものだったろう。

同じ南魚沼でも、『……ですネ』を、《城内》では、『……だナイ』と言い、

《市野江》では『……だノイ』と言い、《浦佐》近辺では『……だノンシ』と

言った。微妙な相違は家毎にも認められた。

《塩沢》で高校の同期会が開かれた時、『モエ チットバカ アガラッシャレ。』

と勧めてくれた女性が居て、地域言葉の根深い繋がりに驚嘆させられた。

東京語が共通語（標準語）と呼ばれるに至り、かつて「源氏物語」や「枕

草子」に使われた上方語（関西弁）も方言の一つと見られるようになった。

上州の「ベェベェ」言葉、東北の「ズーズー」弁、《セ》を《シェ》と発音

する九州弁……、方言の特徴は様々ながら地域差を卑下する必要は更に無い

だろう。東京にも「シ」と「ヒ」を区別できなかったり、「汚い」を「バッチ

ィ」などと言う子供が居た。

魚沼方言で「イ」を「エ」と発音し、「ウ」を「オ」と発音したのは、慎ま

しやかな口元を好む雪国人の素朴を反映したものであったろう。

方言を用いないと素直に生活感情を表せない場合が多い。戦後、「綴り方教
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育」がもてはやされ「やまびこ学校」（無着成恭）や「方言詩」（大関松三郎）

などが話題になった。方言に誇りを持たせる事は誤った指導では無かったろ

う。しかし、方言だけの生活が「倖せ」とばかりは言えなかった。里言葉は

愛おしく懐かしい限りながら、時に足手纏いになる厄介な面をも露呈した。

生活様式の均一化が進み、地域格差は日に日に縮められている。情報機器

の普及した現代社会では、方言を使っていると、逆に不便を感ずる事すら多

くなった。

寂しい事ながら、方言は今や刻々と消えつつある。滅び去る前の収集と整

理は方言に育てられた者の責務と思われた。

平成十九年八月
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平成十五年十一月二十七日（七十歳）
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非売品

平成十九年八月十五日 初版

平成二十年三月十五日 二版

平成二十一年四月二日 三版

平成二十五年四月二日 四版


